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ラベルおよび記号

安全性に関する ラベル と記号に関する仕様銘板は、 次の図のよ う に本機器の下にあ
り ます。 ラベルあ るいは記号がない場合、 あ るいは判読でき ない場合は、 オ リ ンパス

までご連絡 く だ さい。

仕様銘板ラベルの位置
（2 ページ表 1 参照）
ラベルおよび記号    1
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表 1  仕様銘板について

銘板ラベル :

内容 :

WEEE マークは、 当製品を無分別の都市廃棄物と し て処分し

てはな らず、 個別に収集する必要があ る こ と を示し ています。

C-Tick ラベルは、 適用規格に準拠し ている こ と、 尚、 オース

ト ラ リ ア市場の規格準拠および設置に関する責任に関し て、
対象機器および製造者、 輸入者あ るいは輸出者間の追跡が可
能であ る こ と を示し ています。 

中国 RoHS マークは、 環境保護使用期限 （EFUP） を示し てい

ます。 EFUP マーク内の数字は、 規制物質 と し て一覧に取 り 上

げられている物質が、 漏出し た り 、 化学的に劣化する こ と が
ない と される期間を示し ています。 EPOCH 1000 シ リ ーズの

EFUP は、 15 年 と されています。 参考 : 環境保護使用期限

（EFUP） は、 その期間内の機能性や製品のパフ ォーマン ス を

保証する こ と を意味する ものではあ り ません。

直流記号

yynnnddmm
2    ラベルおよび記号
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シ リ アル シ リ アル番号は、 次に説明する よ う に 9 桁の数字から成 り 立

ちます。 
yynnnddmm

こ こ で :
yy 製造年度

nnn 製造日ユニ ッ ト 番号

dd 製造日

mm 製造月

例えば、 080011612 と い う シ リ アル番号は、 2008 年 12 月 16
日に製造された 初のユニ ッ ト （001） であ る こ と を示し てい

ます。 

表 1  仕様銘板について （continued）
ラベルおよび記号    3
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BNC （あ るいは LEMO） コネ ク タの内部導体に触れないよ う にし て く だ さい。 感電

の危険性があ り ます。 内部導体は、 大 475 V までの電圧がかかる可能性があ り ま

す。 次の図に示し ている送信 / 受信 （T/R） および受信 （R） BNC コネ ク タの間にあ

る警告記号は、 感電の危険性があ る こ と を示し ています。 

警告記号

BNC コネク タ内部導体

（LEMO 01 も使用可能）
4    ラベルおよび記号
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重要な情報 — ご使用前に必ずお読み く だ さい

使用目的

EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器は、 工業用および商業用材料の非破壊検査を行 う ために

設計されている製品です。

EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器を、 使用目的以外の目的に使用し ないで く だ さい。 
特に、 人体や動物の検査に本機器を絶対に使用し ないで く だ さい。

ユーザーズマニュアルについて

本ユーザーズマニュ アルには、 オ リ ンパス製品を安全にかつ効果的に使用する上で、
必要不可欠な情報が盛 り 込まれています。 使用前に、 必ず本ユーザーズマニュ アルを

お読みにな り 、 ユーザーズマニ ュ アルに従い製品を使用し て く だ さい。

本ユーザーズマニュ アルは、 安全で、 すぐに読める場所に保管し て く だ さい。
重要な情報 — ご使用前に必ずお読み く だ さい    5
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探傷器の互換性

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 次に挙げる付属機器と と もに使用し て く だ さい。 

･ 充電式 リ チウ ム イオン （Li-ion） バッ テ リ ーパッ ク （PN: EPXT-BAT-L）

･ ス タ ン ド ア ローン方式バッ テ リ ーチャージ ャー （オプシ ョ ン） （PN: EPXT-EC）

･ チャージ ャー / アダプター （PN: EP-MCA）

互換性のない機器を使用する こ と は、 誤動作や機器の損傷につなが り ます。

修理および改造

EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器には、 お客様が修理可能な部品は含まれてお り ません。

絶対に、 修理、 分解、 改造を絶対に行わないで く だ さい。 人身事故および （あ る
いは） 機器の損傷につなが り ます。

安全性に関する記号

次の安全性に関する記号は、 本探傷器およびユーザーズマニュ アルに表示されてい
ます。
6    重要な情報 — ご使用前に必ずお読み く だ さい
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 一般的な警告記号 :
こ の記号は、 危険性に関し て注意を喚起する目的で示されています。 潜在的な危

険性を回避する ため、 こ の記号に と も な う すべての安全性に関する事項には、 必
ず従って く だ さい。

 高圧警告記号 :
こ の記号は、 1,000 ボル ト を超え る電圧によ る感電の危険性があ る こ と を表し て

います。 潜在的な危険性を回避する ため、 こ の記号に と も な う すべての安全性に

関する事項には、 必ず従って く ださ い。

警告表示

次に挙げる安全性に関する記号が、 探傷器のユーザーズマニュ アルに示されていま
す。

危険記号は、 正し く 実行または守られなければ切迫し た危険な状況につながる事柄
を示し ています。 この記号は、 正し く 実行または守られなければ死亡、 または、 重傷

につながる可能性があ る手順や手続き などであ る こ と を示し ています。 危険表示が示

し ている状況を十分に理解し て対応を取ら ない限 り 、 この記号を超えて次のステ ッ
プへ進まないで く だ さい。

警告表示は、 危険があ る こ と を示す記号です。 この記号は、 正し く 実行または守られ

なければ死亡あ るいは人体に深刻な損傷を負わせる可能性があ る手順や手続き など
に注意する必要があ る こ と を表し ています。 警告表示が示し ている状況を十分に理解

し て対応を取ら ない限 り 、 こ の記号を超えて次のステ ッ プへ進まないで く だ さい。

注意表示は、 危険があ る こ と を示す記号です。 この記号は、 正し く 実行または守られ

なければ中程度以下の障害あ るいは機器の破損につながる可能性のあ る手順や手続
重要な情報 — ご使用前に必ずお読み く だ さい    7
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き などに注意する必要があ る こ と を表し ています。 注意表示が示し ている状況を十分

に理解し て対応を取ら ない限 り 、 こ の記号を超えて次のステ ッ プへ進まないで く だ
さい。

参考記号

次に挙げる安全性に関する記号が、 探傷器のユーザーズマニュ アルに示されていま
す。

重要記号は、 重要な情報またはタ ス ク の完了に不可欠な情報を提供する注意事項で
あ る こ と を示し ています。

参考記号は、 特別な注意を必要とする操作手順や手続きであ る こ と を示し ています。 
また、 参考記号は必須ではな く て も役に立つ関連情報または説明情報を示す場合に
も使用されます。

ヒ ン ト 記号は、 特定のニーズに合わせて本書に記載されている技術および手順の適
用を支援、 または製品の機能を効果的に使用する ための ヒ ン ト を提供する注意書き
の一種であ る こ と を示し ています。

安全性

EPOCH 1000 シ リ ーズの電源を投入する前に、 的確な安全対策が取られている こ と を

確認し て く だ さい （下記の警告を参照）。 さ らに、 重要な情報 — ご使用前に必ずお読

み く だ さいで説明し ている よ う に、 探傷器の外面に印字されている安全記号のマー
ク にご注意 く だ さい。
8    重要な情報 — ご使用前に必ずお読み く だ さい
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警告

一般的な注意事項

･ 機器の電源を投入する前に、 『ユーザーズマニ ュ アル』 に記載されている指示を
よ く お読み く だ さい。

･ 『ユーザーズマニュ アル』 は、 いつで も参照でき る よ う に安全な場所に保管し て
く だ さい。

･ イ ン ス ト ール手順と操作手順に従って く だ さい。

･ 機器上および 『ユーザーズ マニュ アル』 に記載されている安全警告は、 絶対に

順守し て く だ さい。

･ 装置がその製造元が指定し た方法で使用されていない場合、 その装置の提供する
保護機能が損なわれる こ と があ り ます。

･ 機器への代用部品の取 り 付けまたは無許可の改造は、 行わないで く だ さい。

･ 修理または点検の指示は、 必要な と きに、 訓練されたサービ ス担当者に対し て出
されます。 危険な感電事故を防ぐために、 た と え十分な技量があった と し て も、

点検または修理は行わないで く ださ い。 この機器に関し て問題または疑問があ る

と きは、 オ リ ンパス またはオ リ ンパス正規代理店にお問い合わせ く だ さい。

･ 機器の電源を投入する前に、 必ず機器の保護接地端子 と電源コード （主電源コー
ド） の保護導線 （アース リ ード線） を接続し て く ださい。
電源コード の メ イ ンプラ グは、 必ず接地用電極があ る コ ンセン ト に差し込んで く
ださい。 保護導線 （接地） のない延長ケーブル （電源ケーブル） の使用によ って

保護作用を無効にする こ と は、 絶対にし ないで く だ さい。

･ 接地保護が十分に機能し ない と思われる場合は必ず機器を停止し、 予期せぬ動作
から機器を保護し なければな り ません。

･ 機器を接続する電源は、 機器の銘板に記載されている もの と同じ種類でなければ
な り ません。
重要な情報 — ご使用前に必ずお読み く だ さい    9
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バッ テ リ ーの リ サイ クルについて
使用し な く なったバッ テ リ ーは地域の規定に従い、 リ サイ クル処理をお願いし ま
す。

WEEE Directive （廃電気電子機器指令）

中国 RoHS

中国 RoHS は、 電子情報製品 （EIP） によ る汚染規制を目的 と し て、 中華人民共和国

信息産業部 （MII） によ り 、 施行されている法律に関し て、 一般的に使用されている

用語です。

電気 ・ 電子機器廃棄物に関する ヨーロ ッパ指令 （WEEE） 2002/96/EC
に従い、 このシンボルは、 こ の製品が、 無分別都市ごみと し て、 処分
する こ と が禁止されてお り 、 分別し て回収されなければな ら ないこ と
を示し ています。 お住まいの区で利用可能な収集や返却システムにつ

いてのお問い合わせは、 お近 く の販売店までお問い合わせ く だ さい。

中国 RoHS マークは、 環境保護使用期限 （EFUP） を示し ていま

す。 EFUP マーク内の数字は、 規制物質 と し て一覧に取 り 上げら

れている物質が、 漏出し た り 、 化学的に劣化する こ と がない と さ
れる期間を示し ています。 EPOCH 1000 シ リ ーズの EFUP は、 15
年と定義されています。 
参考 : 環境保護使用期限 （EFUP） は、 その期間内の機能性や製品

のパフ ォーマン ス を保証する こ と を意味する ものではあ り ませ
ん。
10    重要な情報 — ご使用前に必ずお読み く だ さい
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EMC 指令への準拠

FCC （USA） 準拠

本機器は、 FCC 規定 15 章に基づ く ク ラ ス A デジ タルデバイ ス と し て、 テス ト され、

準拠し ています。 これらの制限は、 本機器が商業環境で操作されている場合、 有害な

妨害に対し、 適切に保護する ための ものです。 本機器は、 無線周波数エネルギーを発

し、 また、 使用する ため、 ユーザーズマニ ュ アルの指示を厳密に順守し、 正し く 設
置および使用し ない場合、 無線通信に妨害を与え る可能性があ り ます。 住宅地におけ

る本機器の操作は、 有害な妨害の原因と な る可能性があ り ます。 その場合、 自費に
て妨害を除去する必要性があ り ます。

ICES-003 （カナダ） 準拠

こ のデジ タル機器は、 カナダの ICES 003 に準拠し ています。

保証

オ リ ンパスは、 オ リ ンパスの契約条件に指定されている期間および条件に対し、 材
料および組み立てにおいて、 不良がないこ と を保証し ます。 期間および条件に関し
ての情報は、 http://www.olympus-ims.com/en/terms/ をご覧 く だ さい。

こ のユーザーズマニュ アルに記載されている適切な方法で、 使用されてお り 、 不正
使用、 無認可の修理 ・ 改造が行われていない機器についてのみ保証し ます。

機器の受領時には、 その場で、 内外の破損の有無を確認し て く だ さい。 輸送中の破損

については、 通常、 運送会社に責任があ る ため、 いかな る破損について もすぐに輸
送を担当し た運送会社に速やかにご連絡 く だ さい。 梱包資材、 貨物輸送状も申し立て

を立証する ために必要と な り ますので保管し ておいて く だ さい。 運送会社に輸送によ

る破損を通知し た後、 お買い求めになった販売店または当社支店までご連絡いただ
ければ、 弊社が、 必要に応じ て破損の申し立てを支援し、 代替用の機器を提供いた
し ます。

こ のユーザーズマニュ アルでは、 オ リ ンパス製品の適切な操作について、 説明し て
います。 ですが、 本ユーザーズマニュ アルに含まれる内容につき ま し ては、 教示を目

的と し てお り ますので、 利用者または監督者によ る独立し た試験および / または確認

を行ってから特定のアプ リ ケーシ ョ ンで使用し て く だ さい。 このよ う な独立し た確認

の手続きは複数のアプ リ ケーシ ョ ンで、 それぞれの検査条件の違いが大き く な るに
重要な情報 — ご使用前に必ずお読み く だ さい    11
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つれて重要にな り ます。 こ う し た理由によ り 、 弊社では明示的あ るいは暗黙的に関わ

らず、 本書で述べられている技術、 例、 手順が工業基準に適合し ている こ と、 また
は特定のアプ リ ケーシ ョ ン要件を満た し ている こ と を一切保証し ません。

オ リ ンパスは製造済みの製品の変更を義務付け られる こ と な く その製品の仕様を修
正または変更する権利を有し ます。

テ クニカルサポー ト

オ リ ンパスは、 高レベルのカス タマーサービ ス と製品サポー ト を提供する こ と を
強 く お約束し ます。 製品の使用にあたって問題があ る場合、 または本ユーザーズマ

ニ ュ アル以外の操作手順書等の指示どお り の操作ができ ない場合は、 初に 『ユー
ザーズマニュ アル』 を参照し て く だ さい。 なお問題が解決せず支援が必要な場合は、
本書の 後にあ る情報を参照し て当社のアフ ター セールスサービ スにご連絡 く だ さ

い。 オ リ ンパスのアフ ターセールスサービ スセン ターの連絡先 リ ス ト につき ま し て

は、 下記 URL をご覧 く だ さい （http://www.olympus-ims.com/ja/service-and-
support/service-centers/）。
12    重要な情報 — ご使用前に必ずお読み く だ さい
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はじめに

こ の章では、 次の内容について取 り 扱っています。

･ 製品について 
･ EPOCH 1000 シ リ ーズモデル

･ 本書について

･ 対象者

･ 表記規則

･ マニュ アルへのご意見

･ 改訂履歴

製品について

EPOCH 1000、 EPOCH 1000iR および EPOCH 1000i は、 溶接、 パイプその他多 く の構

造材料内の欠陥を検出するポータブル超音波非破壊検査 （NDT） 機器です。 室内 ・ 屋

外にかかわらず、 あ ら ゆる従来型やフ ェ イ ズ ド アレ イ超音波探触子 と と もに使用す
る こ と が可能です。 これらの探傷器は、 優れた従来型 UT 機能に加え、 基本的なフ ェ

イ ズ ド アレ イの断面映像化機能を提供し ます。 この探傷器は、 大き なダ イナ ミ ッ ク レ

ンジ、 高品質の測定分解能、 フル VGA 分解能 （640 x 480 ピ ク セル）、 半透過型カ

ラー液晶デ ィ スプレ イによ り 、 鮮明な表示と わか り やすいユーザーイ ン ターフ ェ イ
ス を実現し ています。

EPOCH 1000/1000iR/1000i は、 以前の EPOCH 探傷器と比べ、 さ らに優れた機能性 ・

耐久性および操作性を備えています。 特徴は、 次の とお り です。

･ 防水 ・ 防塵性能規格 IP66 適合気密設計

･ フル VGA 分解能および半透過型カ ラー液晶デ ィ スプレ イ （LCD）
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･ EN12668-1 に準拠

･ 100 % デジ タル、 高ダ イナ ミ ッ ク レ ンジレシーバ設計

･ デジ タルレシーバフ ィ ルター 30 種類以上

･ 高速走査のための 大繰返し周波数 （PRF） ： 6000 Hz
･ フ ェ イ ズ ド アレ イ断面映像化機能

･ ダ イナ ミ ッ ク DAC/TVG サイ ジング ソ フ ト ウ ェ ア

･ オンボード DGS/AVG
･ 画像および A- スキ ャ ン基準カーソル と測定カーソル

･ 4 種類のプロ グ ラ ム可能なアナロ グ出力

･ 6 種類のプロ グ ラ ム可能なア ラーム出力

･ USB および RS-232 接続

･ ス ク ロール ノ ブ と矢印キーによ る調整

･ 2 GB CompactFlash カード標準搭載

･ VGA 出力機能

EPOCH 1000/1000iR/1000i を購入後は、 少な く と も一度は本書の内容を熟読する こ と

をお奨めし ます。 探傷器を実際に使用する際に、 説明 と例を参照し ながら、 操作す
る こ と ができ ます。

EPOCH 1000 シ リーズモデル

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 数多 く の検査要望に対応する ため、 3 つのレベルを提供し

ています。

EPOCH 1000 高性能 UT
オ リ ンパスサービ スセン ターで、 フ ェ イ ズ ド アレ イ機能をア ッ プグレードする こ
と が可能な一般的な超音波探傷器です。

EPOCH 1000iR 高性能 UT + フ ェ イ ズ ド アレ イ機能準備

EPOCH 1000 と同じ一般的な超音波検査機能を持ち、 ソ フ ト ウ ェ アア ッ プグレー

ド のみで簡単にフ ェ イ ズ ド アレ イ機能を有効にでき ます。

EPOCH 1000i 高性能 UT + フ ェ イ ズ ド アレ イ機能内蔵

EPOCH 1000 と同じ一般的な超音波検査機能を持ち、 フ ェ イ ズ ド アレ イ機能を標

準搭載し ています。
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本書について

本書は、 EPOCH 1000/1000iR/1000i のユーザーズマニ ュ アルです。 EPOCH 1000 シ

リ ーズを操作する ための基本的な作業について、 以下の内容で説明し ています。 作業

内容は以下の通 り です。

･ 電源装置の取扱い

･ 基本操作

･ パルサーレシーバの調整

･ 特殊波形機能

･ 入力 ・ 出力機能

･ ゲー ト および基準カーソルの使用

･ EPOCH 1000/1000iR/1000i の校正

･ データ ロガーの管理 とデータ通信機能

･ ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンの使用

対象者

本書は、 EPOCH 1000/1000iR/1000i のオペレータ を対象と し て作成し ています。 非破

壊検査機器を使用する前に、 オペレータが、 超音波検査の原理 と限界について、 十分

に理解し てお く こ と をお奨めし ます。 オ リ ンパスは、 不適切な手続きおよび検査結果

の解釈については、 一切の責任を負いません。 すべてのオペレータが、 本機器を使用

する前に適切な ト レーニングを受ける こ と をお奨めし ます。

EPOCH 1000/1000iR/1000i は、 継続し て自動校正を行 う 探傷器ですが、 ユーザーは、

規制基準を設ける必要があ り ます。 オ リ ンパスは、 校正および報告書作成のサービ ス

を行っています。 特別なご要望があ る場合は、 オ リ ンパスかお近 く の代理店までお問

合せ く だ さい。

表記規則

16 ページ表 2 は、 本書で使用されている表記規則について説明し ています。 
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マニュアルへのご意見

オ リ ンパスは、 常に弊社文書の改善に努めています。 このマニュ アルまたはその他の

オ リ ンパスの文書についてのご意見は、 大変貴重です。

本書の 359 ページ 『マニュ アルへのご意見』 にあ る アンケー ト にお答え く だ さい。

表 2  表記規則

規則 説明

太字 メ ニュー項目、 ボタ ン、 ツールバー名、 モード 、 オプ
シ ョ ン、 タブなど、 ユーザーイ ン ターフ ェ イ スの項目ラ
ベルの参照に使用し ています。

[ 太字 ] 探傷器の前面パネルキーの参照に使用し ています。

[2ND F]、 [ 太字 ]
（太字）

探傷器前面パネルキーの 2 次フ ァ ン ク シ ョ ンの参照に使

用し ています。 
[ 太字 ] は、 基本的にはキーの メ イ ン機能です。 
（太字） は、 ダ イ レ ク ト ア ク セスキーパッ ド キーの上に
表示される、 キーの 2 次機能を指し ます。

カンマは、 続けて 2 つのキーを押し た り 、 離し た り する

こ と を意味し ます。

すべて太字 コ ンピ ュータのキーボード のキーの参照に使用し ていま
す。

小文字 例 と し て、 探傷器外面に印字されているマークやコネ ク
タ名の参照に使用し ています。

イ タ リ ッ ク体 文書のタ イ ト ルの参照に使用し ています。

<n> 可変データ を意味し ます。
16    はじめに
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改訂履歴

文書に変更があった場合は、 発行日も更新されます。 さ らに、 マニ ュ アル番号も また

改訂に と も ない変更されます。 17 ページ表 3 は本書の改訂に関する リ ス ト を示し て

います。

表 3  改訂履歴 

日付 マニュアル番号 発行バージ ョ ン

2009 年 5 月 910-269-JA 初版 A

2009 年 6 月 910-269-JA B 版
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1. EPOCH 1000 シ リーズハー ド ウ ェ ア機能

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 以前の EPOCH 探傷器 と比べ、 物理的にも新技術の機能あ

るいは改良された多 く の機能を搭載し ています。 これらの機能の使用 と管理について

熟知し ている こ と が大切です。

こ の章では、 以下の内容について取 り 上げています。

･ ハード ウ ェ ア外観

･ 前面パネルユーザーイ ン ターフ ェ イ ス

･ USB キーボード と マウ ス コ ン ト ロール

･ コネ ク タ

･ あ ら ゆるハード ウ ェ アの機能

･ 環境適合評定

1.1 ハー ド ウ ェ ア外観

20 ページ図 1-1 は、 EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器 と その主要コ ンポーネン ト につい

て示し ています。
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図 1-1  EPOCH 1000i ハー ド ウ ェ アの外観 （前面図および背面図）

ゴム製保護バンパー

取り外し可能ゴム
製ハン ドル

オプシ ョ ンのチ ェ
ス ト ハーネス取付
用 D- リ ング （4） 

前面パネルユーザ
イ ン ターフ ェ イス

従来型 UT BNC
コネク タ

AC 電源コネク タ

フ ェ イズ ド アレ イ
接続部カバー

傾斜ス タ ン ド

バッ テ リー収納ド ア

アラームコネク タ

コ ンピ ュータ接続部
収納ド ア

アナログ出力コネク タ

保護膜付き排気口
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1.2 前面パネルユーザーイ ン ターフ ェ イス

21 ページ図 1-2 に示す EPOCH 1000 シ リ ーズ前面パネルには、 ダ イ レ ク ト ア ク セス

キーパッ ド、 矢印キー、 ダ イナ ミ ッ ク機能と パラ メ ータ ア ク セスキーを備え、 あ ら
ゆるモード で も探傷器の操作性を 適化する こ と ができ ます。 前面パネルのレ イ ア ウ

ト によ り 、 一般的な検査パラ メ ータにも直接ア ク セス し、 表示画面を妨害する こ と
な く 探傷器の片側から、 簡単に値を調整する こ と ができ ます。

図 1-2  EPOCH 1000i ハー ド ウ ェ アイ ン ターフ ェ イスの基本構成

前面パネルにあ る ダ イ レ ク ト ア ク セスキーパッ ド は、 検査中に通常使用される ソ フ
ト ウ ェ アパラ メ ータに直接ア ク セスする ためのキーです （詳細は 24 ページ 1.2.4 を

参照）。

ダイ レ ク ト
アクセス

キーパッ ド

フ ァ ン クシ ョ ン
[F<n>] キー

パラ メ ータ [P<n>] キー

イ ンジケータ

調整ノ ブ

[ オン / オフ ]
電源キー

デ ィ スプレ イ
ウ ィ ン ド ウ

汎用キー
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1.2.1 汎用キーと ノ ブ

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 矢印キー、 [ チ ェ ッ ク ] および [ESCAPE] キーおよび調

整 ノ ブが付いています （22 ページ図 1-3 参照。 モードや機能に関係のない汎用キー

があ り ます。 [ チ ェ ッ ク ] および [ESCAPE] キーは、 EPOCH 1000 シ リ ーズの前面パ

ネルの左側および右側にあ り ます。

図 1-3  汎用キーと ノ ブ

[ チ ェ ッ ク ] キーには、 3 つの基本的な機能があ り ます。

･ サブ メ ニ ューが強調表示されている場合、 [ チ ェ ッ ク ] は、 こ のサブ メ ニ ューを

入力し、 サブ メ ニュー内の 初のパラ メ ータ をハイ ラ イ ト 表示し ます。

･ 調整パラ メ ータが強調表示されている場合、 [ チ ェ ッ ク ] は、 パラ メ ータ調整を

粗調整か微調整に切 り 換えます。

－ パラ メ ータのタ イ ト ルに下線があ る場合は、 粗調整の状態です。

－ パラ メ ータ タ イ ト ルに下線がない場合は、 微調整の状態です。

･ パラ メ ータ ボタ ンが強調表示されている場合、 [ チ ェ ッ ク ] を押すと、 その機能

が有効にな り ます （例 ： 校正ゼロ）。

[ESCAPE] キーには、 2 つの主要な機能があ り ます。

･ セ ッ ト ア ッ プページで [ESCAPE] キーを押すと、 ラ イブ検査画面に戻 り ます。

･ 横方向のパラ メ ータ フ レームにあ るパラ メ ータがハイ ラ イ ト 表示されている場合
は、 [ESCAPE] を押す と、 対応するサブ メ ニューへと戻 り ます。 [ESCAPE] を 2
回押す と、 初のサブ メ ニュー （基本あ るいは PA 表示） の 初の選択に戻 り ま

す。

[ チ ェ ッ ク ] キー

[ESCAPE] キー

調整ノ ブ
[ 右 ][ 左 ]

[ 上 ]

[ESCAPE]

[ チ ェ ッ ク ]

[ 下 ]
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1.2.2 フ ァ ン ク シ ョ ンキーとパラ メ ータキー

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 わか り やすい メ ニューシステムで、 ほ と んどの ソ フ ト ウ ェ

ア機能の調整や有効化を簡単に行 う こ と ができ ます。 メ ニ ューシステム ソ フ ト ウ ェ ア

ボタ ンは、 常に右側に縦列あ るいは画面下部に横列に表示されています。 5 つのフ ァ

ン ク シ ョ ンキー （[F1] ～ [F5]） および 7 つのパラ メ ータ キー （[P1] ～ [P7]） は、 表

示画面の周囲にあ り 、 ソ フ ト ウ ェ アボタ ンを別々に有効化する こ と ができ ます。 23
ページ図 1-4 の例では、 [F2] を押すと、 PA 表示ソ フ ト ウ ェ アボタ ンを選択し、 対応

する機能を有効化し ます。

図 1-4  ソ フ ト ウ ェ アボタ ンに面し た [F<n>] および [P<n>] キー

1.2.3 パラ メ ータ調整

ゲイ ンあ るいは測定範囲のよ う な ソ フ ト ウ ェ アパラ メ ータの値は、 2 つの主要な方法

で調整し ます。

･  [ 上 ][ 下 ] 矢印キーを使い、 パラ メ ータ値を粗調整あ るいは微調整にて、 増加し

た り 、 減少し た り する こ と ができ ます。

･ 調整ノ ブを右に回転する と、 粗調整あ るいは微調整でパラ メ ータ値が増加し、 左
に回転する と、 同じ く 粗調整あ るいは微調整で、 パラ メ ータ値が減少し ます。

ソ フ ト ウ ェ アボタ ン

パラ メ ータキー

フ ァ ン ク
シ ョ ンキー

ソ フ ト ウ ェ ア
ボタ ン
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[ チ ェ ッ ク ] キーを押す と、 粗調整 / 微調整モード を設定し、 [ESCAPE] キーを

押すと、 メ ニュー階層の 1 段階上のレベルに移動し ます。

1.2.4 ダイ レ ク ト ア クセスキーパッ ド

よ く 使用される重要なパラ メ ータは、 ダ イ レ ク ト ア ク セスキーパッ ド のキーを使い
ア ク セスする こ と ができ ます。 25 ページ図 1-5 では、 EPOCH 1000iR および

EPOCH 1000i 構成のキーパッ ド を示し、 EPOCH 1000 構成 と の違いを説明し ていま

す。 従来型 UT 機能のみのモデル と従来型 UT 機能およびフ ェ イ ズ ド アレ イ機能搭載

のモデルでは、 ダ イ レ ク ト ア ク セスキーパッ ド の構成が異な り ます。 

1. [ 屈折角 ] キーラベル は、 フ ォーカルロ ウの角度選択のイ ラ ス ト に変わ

り ます。

2. （UT-PA） 2 次機能が追加され、 従来型と フ ェ イ ズ ド アレ イ操作モード間を簡単

に切換ができ る よ う にな り ます。

ダ イ レ ク ト ア ク セスキーパッ ド には、 日本語、 英語、 国際記号、 中国語バージ ョ ン
があ り ます。
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図 1-5  各モデルの日本語版ダイ レ ク ト アクセスキーパッ ド  

25 ページ表 4 では、 日本語版ダ イ レ ク ト ア ク セスキーパッ ド について説明し ていま

す。

表 4  日本語版キーパッ ド について  

キー 機能

[ ゲイ ン ]
システム感度を調整し ます。

 [2nd F]、 [ ゲイ ン ] （dB±XX） （EPOCH 1000i のみ）

標準ゲイ ン レベルを ロ ッ ク し、 スキ ャ ンの感度調整を可能にし ます。

[ 保存 ]
選択し たフ ァ イル名 と ID で保存し ます。

 [2nd F]、 [ 保存 ] （UT-PA）

従来型 （UT） およびフ ェ イ ズ ド アレ イ （PA） モード の切換を行います。

[ フ リーズ ]
波形の画面を フ リ ーズ し、 再度 [ フ リーズ ] を押すと解除し ます。

EPOCH 1000iR および EPOCH 1000i
のみ

EPOCH 1000iR と EPOCH 1000i のみ

EPOCH 1000 のみ
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1.2.5 イ ンジケータ

EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器は、 電源イ ンジケータ ラ ンプ と 3 種類のア ラーム イ ンジ

ケータ ラ ンプがあ り ます （27 ページ図 1-6 参照）。 イ ンジケータは、 前面パネルの表

示画面ウ ィ ン ド ウの上にあ り ます （21 ページ図 1-2 参照）。

[ ゲー ト ]
ス ク リ ーン上で探傷器の両ゲー ト を制御する こ と ができ ます （1、 2 あ

るいは IF）。

 [2nd F]、 [ ゲー ト ] （自動 XX%）

自動的に、 ゲー ト を ク ロ スする信号をフルス ク リ ーン高さに対する割合
（XX%） に調整し ます （ 90 ページ 4.2 参照）。

[ 測定範囲 ]
音速レベル設定に従って探傷器の測定範囲を調整し ます。

 [2nd F]、 [ 測定範囲 ] （遅延）

校正されたゼロオフセ ッ ト に影響を与えず、 波形位置を調整し ます。

[ 屈折角 ] （EPOCH 1000i のみ）

現在のフ ォーカルロ ウ （PA モード） あ るいは屈折角 （UT モード） の調

整を行います。

[ 屈折角 ] （EPOCH 1000 のみ）

現在の屈折角を調整し ます。

[ ピーク表示 ]
ピーク表示機能をオンにし ます （ 102 ページ 5.2 を参照）。

 [2nd F]、 [ ピーク表示 ] （ピークホールド）

ピーク ホール ド機能をオンにし ます （ 104 ページ 5.3 参照）。

 [2nd F]
キーを押す と キーパッ ド のキーの上に指定されている 2 次機能にア ク セ

スでき ます。

[ リ コール ]
すばや く 校正フ ァ イルの呼出にア ク セスでき ます （ 183 ページ 10.3.5 参

照）。 
 [2nd F]、 [ リ コール ] （プ リ ン ト ）

USB ポー ト に接続されている互換プ リ ン ターにレポー ト を印刷し ます。

表 4  日本語版キーパッ ド について （続き） 

キー 機能
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図 1-6  前面パネルイ ンジケータ ラ ンプ

ア ラーム イ ンジケータは、 対応するゲー ト ア ラームが ト リ ガーされる と赤色に変わ
り ます。 ゲー ト ア ラームに関する情報は、 120 ページ 6.9 を参照し て く だ さい。

電源イ ンジケータのステータ スの意味に関する詳しい情報は、 40 ページ表 6 を参照

し て く だ さい。

1.3 USB キーボー ド と マウス コ ン ト ロール

USB キーボード と USB マウ ス を EPOCH 1000 シ リ ーズに接続し、 一般的な探傷器の

機能を コ ン ト ロールする こ と ができ ます。 USB キーボードおよび USB マウ ス経由に

よ る操作は、 本書ですでに説明し た方法で、 直接の操作と類似し ています。

キーコ ン ト ロールに関する注意事項は次の とお り です。

･ USB キーボード から、 パラ メ ータ値を直接入力でき ます。

･ 直接入力し たパラ メ ータ を承認するには、 キーボード の ENTER キーを押し ま

す。

･ USB キーボード の ESC キーは、 [ESCAPE] 機能を有効にし ます。

･ USB キーボード の ENTER キーは、 [ チ ェ ッ ク ] 機能を有効にし ます。

･ USB マウ スのス ク ロールホ イールは、 探傷器の調整 ノ ブに対応し ます。

1.4 コネク タ

EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器は、 数々の接続を可能にし ます。 次の項では、 これらの

接続について説明し ます。

ゲー ト 1 アラームイ ンジケータ 電源イ ンジケータ

ゲー ト 2 アラームイ ンジケータ

イ ン ターフ ェ イスゲー ト アラーム
イ ンジケータ
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1.4.1 従来型探触子接続

EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器には、 BNC あ るいは LEMO 01 従来型探触子コネ ク タが

付いています。 従来型探触子のコネ ク タのタ イプは、 注文する際に選択し ます。 必要

な らば、 オ リ ンパスサービ スセン ターで、 探触子接続用コネ ク タのタ イプを変更す
る こ と ができ ます。 探触子接続用コネ ク タは、 オペレータが選択する こ と ができ ま

す。 標準生産されている BNC および LEMO 01 コネ ク タは、 IP67 に準拠し てお り 、

ほ と んどの検査環境における使用に対応でき ます。 EPOCH 1000 シ リ ーズ と BNC コ

ネ ク タの説明図は、 本マニュ アルにあ り ます。

従来型探触子コネ ク タは、 探傷器の左側、 上部にあ り ます。 2 つのコネ ク タは、 探傷

器の前面から簡単にア ク セスでき ます （28 ページ図 1-7 参照）。

図 1-7  従来型探触子コネク タの位置

一振動子型探触子の場合、 探触子コネ ク タのいづれかを使用する こ と ができ ます。 い
く つかの二振動子型探触子や透過法検査では、 探触子のコネ ク タは、 T/R と R と ラ

ベル表示されている コネ ク タ を使用し ます。 その場合、 T/R は、 送信チャ ンネル と し

て使用し、 R は、 受信チャ ンネル と し て使用されます。

警告記号

送信 / 受信 BNC コネク タ

（LEMO 01 も使用可能）

受信 BNC コネク タ

（LEMO 01 も使用可能）
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感電の危険性があ る ため、 BNC （あ るいは LEMO） コネ ク タの内部導体には、

決し て触れないよ う にし て く だ さい。 内部導体には、 大 475 V までの電圧がか

かる可能性があ り ます。 次の図に示す送信 / 受信 （T/R） および受信 （R） BNC
コネ ク タの間にあ る警告記号は、 感電の危険性があ る こ と を示し ています。 

1.4.2 フ ェ イズ ド アレ イ探触子コネク タ
（EPOCH 1000iR/1000i のみ）

EPOCH 1000iR および EPOCH 1000i には、 探傷器の背面にフ ェ イ ズ ド アレ イ探触子

コネ ク タが一つ付いています （30 ページ図 1-8 参照）。 

こ のコネ ク タは、 OmniScan を含むオ リ ンパス製品と と もに使用する こ と ができ ま

す。 EPOCH 1000 シ リ ーズの機能に適合する素子数を備えたフ ェ イ ズ ド アレ イ探触子

であれば、 このコネ ク タ を使用する こ と ができ ます。 互換フ ェ イ ズ ド アレ イプローブ

の仕様については、 320 ページ 19.4 を参照し て く だ さい。

図 1-8  フ ェ イズ ド アレ イ探触子用コネク タ

フ ェ イズ ド アレ イ PA コネク タ  

フ ェ イズ ド アレ イ探触子コネク タ  

バネ付きネジ

位置決めピン
（2 つ目の位置決めピンはこの図では隠れています）
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フ ェ イ ズ ド アレ イ探触子のコネ ク タには、 フ ェ イ ズ ド アレ イ探触子を適切に接続す
るための位置決めピンが付いています （30 ページ図 1-8 参照）。 フ ェ イ ズ ド アレ イプ

ローブを適切にコネ ク タに接続し固定する ためには、 2 つのバネ付きネジを使用し ま

す。 この際、 位置決めピンを完全にはめ込んでから、 ネジを固定し ます。

フ ェ イズ ド アレ イ探触子を接続するには

1. 探傷器のコネ ク タにあ る位置決めピンの穴と フ ェ イ ズ ド アレ イ探触子の 2 つの位

置決めピンを揃えます （30 ページ図 1-8 参照）。 
2. 完全に探触子を探傷器のコネ ク タに差し込みます。

3. フ ェ イ ズ ド アレ イ探触子の 2 つのバネ付きネジを締めて探傷器に取 り 付けます。

フ ェ イズ ド アレ イ接続部カバー

フ ェ イ ズ ド アレ イ探触子コネ ク タは、 防水 ・ 防塵性能などの耐久性に関する気密設
計を備えてお り ません。 フ ェ イ ズ ド アレ イ探触子を接続し ない場合は、 こ のコネ ク タ

を埃 ・ 汚れ ・ 水滴 ・ その他損傷を与え る可能性のあ る物質から保護する ための、 適
切なケアが必要です。

そのため、 EPOCH 1000iR および EPOCH 1000i には、 使用されていないフ ェ イ ズ ド

アレ イ コネ ク タ を保護する ためのプラ スチ ッ ク製のカバーが付いています。 このカ

バーには、 気密性を保持するガス ケ ッ ト が含まれてお り 、 2 つのサム ス ク リ ューによ

り フ ェ イ ズ ド アレ イ探触子コネ ク タの上に取 り 付け られています。

使用し ない場合は、 フ ェ イ ズ ド アレ イ接続カバーを、 EPOCH 1000 シ リ ーズのバッ テ

リ ー収納ド アに 2 本のサム ス ク リ ューで取 り 付けます。 これによ り 、 簡単にカバーの

取 り 外し を行 う こ と ができ、 紛失や損傷の危険性を軽減し ます。
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図 1-9  フ ェ イズ ド アレ イ接続カバー 

フ ェ イ ズ ド アレ イ探触子コネ ク タ部が、 未接続でかつプラ スチ ッ ク製カバーで保
護されていない場合は、 過酷な環境下または水滴に さ ら される よ う な環境では、
探傷器を使用し ないで く ださ い。 コネ ク タの腐食や探傷器への損傷を避ける ため
に も、 フ ェ イ ズ ド アレ イ探触子が接続されていない場合は、 コネ ク タに保護カ
バーをつけておき ます。

フ ェ イズ ド アレ イ コネク タ
の保護カバー

保護カバーの別の設置場所

サムスク リ ュー （2）
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1.4.3 入力 / 出力コネク タ

ALARMS と ANALOG OUT コネ ク タは、 探傷器の背面の右上隅にあ り ます （32 ペー

ジ図 1-10 参照）。 ゴム製のカバーが各コネ ク タ を保護し ています。 コネ ク ターは、 ア

ナロ グ出力、 デジ タルア ラーム出力、 デジ タル入力およびエン コーダ出力に使用し
ます。 サポー ト されている I/O 信号のすべての仕様については、 318 ページ 19.3 を参

照し て く だ さい。

図 1-10  ALARMS および ANALOG OUT コネク タ

ALARMS あ るいは ANALOG OUT コネ ク タが、 ゴム製カバーで保護されていな

い場合は、 過酷な環境下また水滴に さ ら される よ う な環境では、 探傷器を使用し
ないで く だ さい。 コネ ク タの腐食や探傷器への損傷を避ける ために も、 ケーブル

が接続されていない場合は、 コネ ク タに保護カバーをつけておき ます。

ANALOG OUT コネク タ

ALARMS コネク タ
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1.4.4 バッ テ リー接続収納

EPOCH 1000 シ リ ーズバッ テ リ ー収納ド アは、 特別な道具がな く て も、 簡単にバッ テ

リ ーと コネ ク タにア ク セスでき る よ う に設計されています。 バッ テ リ ー収納ド アに

は、 探傷器の筐体にバッ テ リ ー収納ド アを固定し、 収納部を し っか り と密閉する た
めの 4 本のサム ス ク リ ューがついています。

 

バッ テ リ ー収納ド アには、 内部を保護する ための密閉型保護膜付き排気口の小さ
な穴があ り ます。 この穴は本体のバッ テ リ が故障しガス を出し た と きに必要 と な

る安全機能です。 この穴を、 決し て貫通し てはいけません。

図 1-11  バッ テ リー収納ド ア

バッ テ リー収納ド ア

保護膜付き排気
口の穴

サムスク リ ュー
（4）

バッ テ リー

CompactFlash
カー ド

USB ホス ト ポー ト
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バッ テ リ ー収納接続部のサム ス ク リ ューは防水機能確保のため、 確実に閉める必
要があ り ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 探傷器の内部あ るいはオプシ ョ ンのス タ ン ド ア ローン方

式バッ テ リ ーチャージ ャー （PN: EPXT-EC） で、 充電式 リ チウ ム イオンバッ テ リ ー

パッ ク （PN: EPXT-BAT-L） を使用でき ます。

また、 バッ テ リ ー収納部の中には、 予備の USB ホ ス ト ポー ト と CompactFlash カー

ド ポー ト があ り ます。 EPOCH 1000 シ リ ーズには、 2 GB の Compact Flash カード が

標準で付いています。 こ のカード は、 データ を転送し た り 、 差替え る ために、 取 り 外

すこ と が可能です。

1.4.5 コ ンピ ュータ接続収納部

EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器の右側に、 探傷器の接続収納部を保護し ている ド アがあ

り ます （35 ページ図 1-12 参照）。 こ の ド アには、 密閉されていないコネ ク タ を水滴

から保護する ために不可欠な保護膜シールがついています。 

35 ページ表 5 では、 コ ンピ ュータ接続収納部で使用でき る コネ ク タについて説明し

ています。 
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図 1-12  コ ンピ ュータ接続収納部ド アよ り保護されている コネク タ

コ ンピ ュータ接続収納ド アは、 2 つのサム ス ク リ ューで密閉されています。 必要な ら

ば、 これらのネジを調整する ためにコ イ ンあ るいはス ク リ ュード ラ イバーを使用す
る こ と もでき ます。

表 5  コ ンピ ュータ接続収納部にある コネク タ 

コネク タ 数量 使用

USB ク ラ イアン ト

1
EPOCH 1000 のコ ンピ ュータ接続に使用し ます。 探傷器は、 オ リ ン

パス GageView Pro ソ フ ト ウ ェ アにも互換し ています （ 87 ページ

3.5 および 133 ページ 8.5.1 を参照）。 

USB ホス ト 2 プ リ ン ター、 キーボー ド、 マウスあるいは保存デバイスなどの
USB 周辺機器を接続し ます （ 133 ページ 8.5.2 参照）。

VGA/RS-232

1

組み合わせコネク タ  
外付 VGA ビデオモニ タへの接続に使用し ます。 この機能は、 研修

やリ モー ト 操作によ り モニ タ リ ング （ 127 ページ 8.1 参照） に有

用です。

RS-232 接続リ ン クの設定に使用し ます （ 132 ページ 8.4 参照）。

USB ク ラ イアン ト

コネク タ

USB ホス ト コネク タ

（2）

VGA/RS-232 出力コネク タ

サムスク リ ュー
（2）
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コ ンピ ュータ接続収納ド アが開いている場合には、 決し て過酷な環境下または水
滴に さ ら される よ う な環境では、 探傷器を使用し ないで く だ さい。 コネ ク タの腐

食や探傷器への損傷を避ける ために も、 ケーブルが接続されていない場合は、 コ
ン ピ ュータ接続収納ド アを閉め、 密閉し ておき ます。

1.5 あらゆるハー ド ウ ェ アの機能

次の項では、 あ ら ゆるハード ウ ェ アの機能について説明し ます。

1.5.1 取り外し可能ゴム製ハン ドル

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 取 り 外し可能なゴム製のハン ド ルが付いてお り 、 簡単に

持ち運びができ ます （20 ページ図 1-1 参照）。 こ のゴム製のハン ド ルは、 4 つの皿木

ネジで探傷器の両側に固定されています。 こ のゴム製のハン ド ルは、 必要であればス

ク リ ュード ラ イバーを使って、 取 り 外すこ と が可能です。

1.5.2 探傷器ス タ ン ド

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 あ ら ゆる角度に調整可能な連接型パイプス タ ン ド が付い

ています （ 37 ページ図 1-13 参照）。 ス タ ン ド は、 それぞれ 2 つの丈夫な回転ブロ ッ

ク で探傷器に取付られてお り 、 使用中に滑 り 落ち る こ と がないよ う に、 被膜加工が
施されています。 ス タ ン ド は、 曲面上にも簡単に配置でき る よ う 、 中央位置にへこみ

がついています。

EPOCH 1000 シ リ ーズパイプス タ ン ド は、 探傷器の背面にあ り 、 バッ テ リ ー収納ド ア

に取 り 付け られています （20 ページ図 1-1 参照）。 このパイプス タ ン ド を使 う と、 高

傾斜で画面表示を閲覧する こ と ができ ます。 2 つ目の EPOCH 1000 シ リ ーズパイプス

タ ン ド は、 探傷器の前面下部にあ り ます。 こ のパイプは小さめで、 低傾斜で画面表示

を閲覧する こ と ができ ます。
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図 1-13  底面部および背面部のス タ ン ド による傾斜角度

1.5.3 O-リ ング、 ガスケ ッ ト および保護膜シール

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 次のよ う な、 環境から探傷器内部のハード ウ ェ アを保護

する ための保護膜シールがついています。

･ バッ テ リ ー収納ド アシール

･ コ ンピ ュータ接続収納ド アシール

･ 保護膜付き排気口

･ フ ェ イ ズ ド アレ イ接続ド アシール

 

これらのシールは、 防水 ・ 防塵性能を確保する ために、 適切に管理されなければ
な り ません。 シールは本体の毎年の点検時に必要に応じ交換を実施いた し ます。 
こ の作業はオ リ ンパスサービ スセン ターのみで実施いた し ます。

 探傷器底面部の傾斜  探傷器背面部の傾斜

16°
47°
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1.5.4 デ ィ スプレ イ保護

EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器には、 探傷器のデ ィ スプレ イ ウ ィ ン ド ウ を保護する ため

の透明なプラ スチ ッ ク製のシー ト がついています。 こ のシー ト は、 そのま ま残し てお

く こ と をお奨めし ます。 交換用のシー ト は、 10 シー ト のセ ッ ト で購入可能です （PN: 
EP1000-DP）。

探傷器のデ ィ スプレ イ ウ ィ ン ド ウは、 本体ケースの上半分に永久的に接着されて
います。 も し、 デ ィ スプレ イ ウ ィ ン ド ウが損傷し た場合は、 ケースの前面部を本

体のダ イ レ ク ト ア ク セスキーパッ ド と と もに取 り 替え られなければな り ません。

1.6 環境適合評定

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 過酷な環境に も使用でき る非常に頑丈で耐久性の高い探傷

器と し て、 設計されています。 水分や湿気の多い環境での探傷器の耐久性および固形

物の進入に対する密閉機能を評価する ため IP （International Protection） 保護評定シス

テムを採用し ています。

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 防塵 ・ 防水性能規格 IP66 に適合し ています。 すべての探傷

器は工場から出荷される際、 こ の防塵 ・ 防水性能規格に準拠する よ う 設計 ・ 製造さ
れています。 このレベルの防塵 ・ 防水性能を維持する ためには、 オペレータは通常露

出し ている シールをすべて適切に メ ンテナン スする必要があ り ます。 さ らに、 認可さ

れたオ リ ンパスサービ スセン ターに探傷器を返却し、 シールの性能が適切に維持さ
れているか点検を行 う 必要があ り ます。 オ リ ンパスは、 探傷器のシールが不適切に取

り 扱われている場合は、 いかな る レベルにおいて も防塵 ・ 防水性能について保証す
る こ と はでき ません。 過酷な環境で使用する前に、 適切な判断にて事前の準備を行い

ます。 オペレータは、 必ず、 バッ テ リ 収納ド ア、 電源およびコ ンピ ュータ接続部ド
ア、 ハード ウ ェ ア入力 / 出力ポー ト のキ ャ ッ プが確実に閉ま っている こ と を確認し、

シールパッ キン材の維持 ・ 管理を し て く だ さい。

EPOCH 1000 は、 314 ページ表 24 に一覧化された環境基準を順守し ています。
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2. EPOCH 1000 シ リーズの電源投入

こ の章では、 次に挙げる さ まざ まな電源オプシ ョ ンによ る EPOCH 1000 シ リ ーズの

操作方法について、 説明し ます。 内容は次の とお り です。

･ EPOCH 1000 シ リ ーズの起動

･ AC 電源の使用

･ バッ テ リ ー電源の使用

･ バッ テ リ の充電

･ バッ テ リ の交換

2.1 EPOCH 1000 シ リーズの起動

40 ページ図 2-1 では、 電源キー と電源イ ンジケータの位置を示し ています。 
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図 2-1  EPOCH 1000 電源キーと イ ンジケータの位置

[ オン / オフ ] 電源キーを押す と、 初の警告音がな り ます。 探傷器の起動画面が現

れます。 探傷器は、 続けて 45 ～ 60 秒間、 セルフテス ト を行い、 起動を開始し ます。 
電源イ ンジケータ と バッ テ リ ーイ ンジケータは、 探傷器の作動 / 充電ステータ スにつ

いて、 基本的な状況を知らせます （40 ページ表 6 参照）。

フ ェ イ ズ ド アレ イプローブを EPOCH 1000 シ リ ーズに接続する場合には、 探傷器は、

自動的にプローブを認識し、 ビームセ ッ ト ア ッ プページを開いて、 プローブパラ
メ ータ を検証し、 起動処理を完了し ます （41 ページ図 2-2 参照）。 ビームセ ッ ト ア ッ

プページに関する詳しい内容については、 242 ページ 12.2 を参照し て く だ さい。 
[ESCAPE] を押し、 ビームセ ッ ト ア ッ プページを保存し て閉じ ます。

表 6  電源イ ンジケータ ステータ ス  

電源イ ンジケータ
の状態

AC 電源 イ ンジケータの意味
バッ テ リー

イ ンジケータ

緑色 あ り 内蔵バッ テ リ ー充電完了

赤色 あ り 内蔵バッ テ リ ー充電中

オフ な し AC 電源は未接続

[ オン / オフ ]
電源キー

電源イ ンジケータ
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図 2-2  起動時ビームセ ッ ト ア ッ プページ （PA プローブ接続の場合）

2.2 AC 電源の使用

AC 電源は、 専用のチャージ ャー / アダプタ （PN: EP-MCA） によ り EPOCH 1000 シ

リ ーズ探傷器に電源を供給し ます。 EP-MCA チャージ ャー / アダプタは、 一般的な

AC 電源入力を備えてお り 、 100–120 VAC あ るいは 200–240 VAC の電圧および 50 Hz
～ 60 Hz の周波数で動作し ます。 チャージ ャー / アダプタ出力を EPOCH 1000 シ リ ー

ズ探傷器の AC アダプタプラ グにつなぎます （42 ページ図 2-3 参照）。

 

EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器では専用のチャージ ャー / アダプタ を使用し て く だ

さい。 他のチャージ ャー / アダプタ を使用する と爆発や負傷の原因 と な る恐れが

あ り ます。
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図 2-3  AC アダプ タ プ ラグ

AC 電源を使用するには

1. 電源コード をチャージ ャー / アダプタのユニ ッ ト と適切な電源に接続し ます。

2. EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器の背面にあ る Ａ Ｃ アダプタポー ト の上にあ る ゴム

製のカバーを開き ます。

3. チャージ ャー / アダプタの DC 出力電源ケーブルを、 AC アダプタ入力ジ ャ ッ ク

につなぎます （42 ページ図 2-3 参照）。

4. 前面パネル電源キーを押し て、 EPOCH 1000 シ リ ーズの電源を入れます （40
ページ図 2-1 参照）。

前面パネルの電源イ ンジケータが起動し ます （40 ページ図 2-1 参照）。

2.3 バッ テ リー電源の使用

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 弊社指定の一般的な充電可能な リ チウ ム イオン （Li-ion）

バッ テ リ ーで も操作でき ます （PN: EPXT-BAT-L）。

AC アダプ タ プラグ
42 第 2 章

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器では、 充電可能なオ リ ンパス リ チウ ム イオンバッ テ

リ ーパッ ク （PN: EPXT-BAT-L） のみを使用し て く だ さい。 その他のバッ テ リ ー

を決し て充電し ないよ う にし て く だ さい。 他のバッ テ リ ーを充電する と爆発や負
傷の原因と な る恐れがあ り ます。 また、 他の電気機器を充電し ないで く だ さい。
永久的な損傷の原因 と な り ます。 

バッ テ リ ー充電イ ンジケータは、 常に、 動作中の探傷器画面の上部右にあ り ます
（43 ページ図 2-4 参照）。 バッ テ リ ー充電イ ンジケータは、 探傷器のバッ テ リ ーの残

量を画像表示 と パーセンテージによ る数値で表示し ます。 バッ テ リ イ ンジケータは、

電源投入後 5 分から 10 分後に正確な表示を行います。

図 2-4  バッ テ リー充電イ ンジケータ

バッ テ リー駆動時間

バッ テ リ ーの駆動時間は、 使用し ているバッ テ リ ーの種類、 年数、 探傷器のモード
（従来型あ るいはフ ェ イ ズ ド アレ イ）、 探傷器の設定によ り 異な り ます。 現実に即し た

バッ テ リ ー駆動時間を示すために、 EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器の操作パラ メ ータ を

中程度に設定し て検証し ています。 つま り 、 バッ テ リ ーの駆動時間は、

･ 従来型 UT モード : 8 ～ 9 時間

･ フ ェ イ ズ ド アレ イ断面映像化モード : 7 ～ 8 時間

バッ テ リー充電イ ンジケータ
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バッ テ リ ーを全容量まで使用でき る よ う にするためには、 バッ テ リ ーの完全な充
電 / 放電を何度か繰 り 返し ます。 この調整過程は、 こ う し た充電式バッ テ リ には

一般的な作業です。

2.4 バッ テ リの充電

EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器では、 オ リ ンパス リ チウ ム イオンバッ テ リ ーパッ ク

のみを使用し て く だ さい （PN: EPXT-BAT-L）。 その他のバッ テ リ ーを使用する

と、 充電中、 爆発や負傷の原因と な る恐れがあ り ます。 

EPOCH 1000 シ リ ーズバッ テ リ ーは、 EP-MCA チャージ ャー / アダプタによ り 直接充

電するか、 オプシ ョ ンのス タ ン ド ア ローン型バッ テ リ ーチャージ ャー （PN: EPXT-
EC） によ り 外部から充電する こ と ができ ます。 外部からバッ テ リ ーを充電する こ と

は、 探傷器で他のバッ テ リ ーを使用し ている場合に、 バッ テ リ ーの充電ができ る た
め有用です。 この外付けチャージ ャーに関する詳しい情報については、 オ リ ンパス あ

るいはお近 く の販売代理店まにお尋ね く だ さい。

EP-MCA チャージ ャー / アダプタで、 他の電気機器の電源供給や充電を行わない

で く だ さい。 バッ テ リ ー充電中、 爆発によ る死亡あ るいは深刻な人体損傷の原因
と なる可能性があ り ます。 
EPXT-EC ス タ ン ド ア ローン型バッ テ リ ーチャージ ャーで、 他のバッ テ リ ーの充

電を行わないで く だ さい。 バッ テ リ ー充電中、 爆発によ る死亡あ るいは深刻な人
体損傷の原因 と なる可能性があ り ます。
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EPOCH 1000 シ リ ーズが AC 電源に接続され電源がオンの場合、 バッ テ リ ーイ ンジ

ケータは、 残量をパーセンテージで示す標準レベルイ ンジケータの代わ り に、 稲妻
の記号を表示し ます。

バッ テ リーを直接充電するには

1. 探傷器の背面にあ る AC アダプタ シールプラ グを取 り 外し、 EP-MCA チャー

ジ ャー / アダプタに差し込みます。 

2. EP-MCA チャージ ャー / アダプタの電源ケーブルを電源コ ンセン ト に差し込みま

す。 
探傷器の電源がオンで もオフでもバッ テ リ ーは充電でき ますが、 探傷器がオンの
場合、 充電時間が長 く な り ます。 電源イ ンジケータの意味については、 40 ページ

表 6 を参照し て く だ さい。 

バッ テ リー使用に関する手順

使用し ていないバッ テ リ ーも自然に放電し ています。 完全に放電し たバッ テ リ ーは、

充電でき ません。 バッ テ リ ーの性能を 大限に活かすためにも、 次に述べる手順に従

う よ う にし て く だ さい。 

･ バッ テ リ ーを毎日使用する場合は、 使用し ていない間も探傷器あ るいはバッ テ
リ ーをチャージ ャー / アダプターに接続する よ う にし て く だ さい。

･ 可能な らば、 バッ テ リ ーを EP-MCA チャージ ャー / アダプタ （夜間あ るいは週

末） に接続し ておき ます。 そ う する こ と によ り 、 100 % 完全充電ができ ます。

･ 定期的にバッ テ リ を完全充電する こ と によ り 、 バッ テ リ を適切に機能させ、 サイ
クル寿命を維持する こ と ができ ます。

･ 使用後は、 でき るだけすぐに放電し たバッ テ リ を再充電し ます。 
･ 保管中には、 少な く と も 2ヶ月に 1 度はバッ テ リ を完全充電し て く ださ い。

･ バッ テ リ ーを保管する際は性能を維持する ため必ず完全充電を行って く だ さい。

 

バッ テ リ ーは涼し く 乾燥し た場所に保管し て く だ さい。 
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太陽光の当た る場所も し く は車の ト ラ ン ク内など、 非常に熱 く な る場所での長期
保管は避けて く だ さい。 

2.5 バッ テ リの交換

バッ テ リ ーは、 EPOCH 1000 シ リ ーズの背面に収納されています （46 ページ図 2-5 参

照）。 

図 2-5  バッ テ リー収納部を開ける

バッ テ リーを交換するには

1. 探傷器の電源がオフになっている こ と を確かめて く だ さい。

2. 探傷器の背面にあ るバッ テ リ ー収納ド アの 4 つのサム ス ク リ ューを緩めます （46
ページ図 2-5 を参照）。 

3. バッ テ リ ー収納ド アを取 り 外し ます。

4. バッ テ リ ーを取 り 外し ます （EPXT-BAR-L）。

バッ テ リー収納ド ア

サムスク リ ュー
（4）

バッ テ リー
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EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器では、 充電可能なオ リ ンパス リ チウ ム イオンパッ ク

（PN: EPXT-BAT-L） のみを使用し て く だ さい。 他のバッ テ リ ーを使用する と、

バッ テ リ ー充電中、 爆発によ る死亡や深刻な人体損傷の原因 と な る こ と があ り ま
す。 

5. 他のバッ テ リ ー （EPXT-BAT-L） をバッ テ リ ー収納部に押し入れます。 
6. バッ テ リ ー収納ド アのガス ケ ッ ト が清潔で、 良好な状態であ る こ と を確認し ま

す。

7. 探傷器の背面にバッ テ リ ー収納ド アを設置し、 4 つのサム ス ク リ ューを締めま

す。

 

バッ テ リ ー収納接続部のサム ス ク リ ューは防水機能確保のため、 確実に締める必
要があ り ます。

バッ テ リ ーの リ サイ クルについて
使用し な く なったバッ テ リ ーは、 地域の規定に従い、 リ サイ クル処理をお願いし
ます。
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3. EPOCH 1000 シ リーズソ フ ト ウ ェ ア機能

こ の章では、 ソ フ ト ウ ェ アの構成内容について説明し ます。 内容は次の とお り です。

･ ソ フ ト ウ ェ アの メ イ ン画面

･ メ ニューコ ンテンツ

･ セ ッ ト ア ッ プページについて

･ 基本手順

･ GageView Pro イ ン ターフ ェ イ スプロ グ ラ ムによ る  データ管理

3.1 ソ フ ト ウ ェ アのメ イ ン画面

EPOCH 1000 シ リ ーズ ソ フ ト ウ ェ アの主要な要素を、 50 ページ図 3-1 に立体図と し

て示し ています。 次の項では、 メ イ ン画面の各要素について説明し ます。
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図 3-1  ソ フ ト ウ ェ アのメ イ ン画面構成の立体図

3.1.1 メ ニューシステムについて

EPOCH 1000 シ リ ーズのわか り やすい メ ニューシステムには、 メ ニ ュー、 サブ メ

ニ ューボタ ンおよびパラ メ ータボタ ンがあ り ます （51 ページ図 3-2 参照）。 UT およ

び PA 操作モー ド の両方で 5 つの標準 メ ニューがあ り ます。 他の メ ニ ューは、 特定の

ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンを購入し、 有効にし た場合に現れます。

ラ イブスキャ ン
領域

メ ニューイ ンジケータ

サブ メ ニュー
ボタ ン

測定値ボ ッ クス

パラ メ ータ
ボタ ン

フ ァ イル名 /
メ ッ セージバー

フ ラグ

ダイ レ ク ト アク
セスパラ メ ータ

常在パラ メ ータソ フ ト ウ ェ ア
イ ンジケータ
50 第 3 章

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
図 3-2  UT 操作モー ド における メ ニューシステムの概観

ソ フ ト ウ ェ アの メ イ ン画面の右下隅にあ る メ ニューイ ンジケータは、 現在選択中の

メ ニューを示し ています （51 ページ図 3-3 参照）。 例えば、 を表示し ている メ

ニ ューイ ンジケータでは、 使用可能な メ ニ ューが 5 つあ り 、 初の メ ニ ューが選択

されている こ と を示し ています。 

図 3-3  メ ニューイ ンジケータ （1/5）

パルサーサブ メ ニューに属する
パラ メ ータ （7）

2/5 3/5 4/5 5/51/5
選択中のメ ニューと 5 つのサブ メ ニューボタ ン

メ ニューイ ンジケータ

フ ォーカス された選択中のパラ メ ータ

選択中のサブ メ ニュー

サブ メ ニューボタ ンの一つに
フ ォーカス し、 調整ノ ブを回転
する と、 使用できる メ ニューの
一つを選択する こ とができます。

その他使用可能メ ニュー

メ ニューイ ンジケータ
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各 メ ニューには、 ソ フ ト ウ ェ アの メ イ ン画面の右側に縦方向に並ぶサブ メ ニューボ
タ ンがあ り ます。 一時的に 1 つの メ ニ ュー内のサブ メ ニューボタ ンがソ フ ト ウ ェ ア メ

イ ン画面に現れます。 対応する [F<n>] フ ァ ン ク シ ョ ンキー、 矢印キーあ るいは調整

ノ ブを使い、 サブ メ ニ ューを選択し ます。

ソ フ ト ウ ェ ア メ イ ン画面の下部に、 水平方向に、 選択し たサブ メ ニューボタ ンに関
連する 7 つのパラ メ ータ ボタ ンが現れます。 対応する [P<n>] パラ メ ータ キーあ るい

は矢印キーを押し て、 パラ メ ータ を選択し ます。 

61 ページ 3.2 では、 UT 操作モー ド と PA 操作モード の両方で使用でき るすべての メ

ニ ュー、 サブ メ ニューおよびパラ メ ータに関する ク イ ッ ク ・ リ フ ァ レ ン ス を提供し
ます。 

3.1.2 メ ニューの構成規則について

本マニュ アルでは、 次の規則に従い、 メ ニ ューツ リ ー内の項目を簡潔に指示し てい
ます。 

メ ニュー > サブ メ ニュー > パラ メ ータ = 値

こ こ で : 
メ ニューは、 メ ニューのページ数 （50 ページ 3.1.1 参照） を表示し ます （例 : 
3/5）。

サブ メ ニ ューは、 メ ニ ュー各ページの項目を表示し ます （例 : 測定セ ッ ト ア ッ

プ）。

パラ メ ータは、 パラ メ ータのラベルを表示し ます （例 : 単位）。

値は、 編集可能なあ るいは選択可能な値を表示し ます （例 : mm）。

例えば、 3 番目の メ ニューであ る測定セ ッ ト ア ッ プサブ メ ニ ューの単位パラ メ ータ を

mm にする手順を示す場合、 53 ページ図 3-4 のよ う な規則で示し ます。
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図 3-4  表記規則による メ ニュー

同様に、 二番目の メ ニ ューにあ るゲー ト 1 サブ メ ニ ューの 幅パラ メ ータ を選択する

手順については、 次の とお り に示されます。 

2/5 > ゲー ト 1 > 幅を選択し ます

他の メ ニ ューを追加し、 オプシ ョ ン機能を有効にする と、 メ ニューイ ンジケータ
によ り 表示される全 メ ニューの数が増え る こ と を意味し ます （例 : 1/5 が 1/6 に

変化）。

3.1.3 フ ォーカスについて

黄色の背景で表示されたボタ ンは、 フ ォーカス されている項目です。 フ ォーカ ス され

ている項目は常に一つのみです。 パラ メ ータボタ ンがフ ォーカ ス されている場合、 属

するサブ メ ニューのボタ ンの背景が緑色で表示されます （範囲および基本ボタ ン 54
ページ図 3-5）。 

3/5 > 測定セ ッ ト ア ッ プ > 単位 = mm を選択
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図 3-5  黄色に表示された項目がフ ォーカス されている

3.1.4 ボタ ンの種類について

54 ページ表 7 では、 EPOCH 1000 シ リ ーズ イ ン ターフ ェ イ スにあ る さ まざ まなボタ

ンの種類について説明し ます。 

表 7  ボタ ンの種類

種類 例 説明

値を編集 値を編集できるパラ メ ータ

調整ノ ブを回転あるいは矢印キーを押し て、 値を変更
し ます。

値を選択 すでに定義されている一連の値から選択する こ とがで
きるパラ メ ータ。

調整ノ ブを回転するか矢印キーを押し て、 値を選択し
ます。

コマン ド 選択後コマン ド をすぐに実行し ます。

現在選択中の
サブ メ ニュー

現在フ ォーカス されている項目

測定範囲

モー ド

ズーム
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3.1.5 フ ァ イル名 / メ ッ セージバーについて

フ ァ イル名 / メ ッ セージバーは、 メ イ ン画面の上部左隅に現れ、 現在の識別番号

（ID） と と もに現在開いているデータ フ ァ イル名を表示し ます （55 ページ図 3-6 参

照）。

図 3-6  フ ァ イル名のある メ ッ セージバーの例

EPOCH 1000 シ リ ーズテキス ト メ ッ セージは、 操作の内容に従い必要性に応じ てバー

に現れます （55 ページ図 3-7 参照）。

図 3-7  メ ッ セージが表示されている メ ッ セージバー

3.1.6 ソ フ ト ウ ェ アイ ンジケータについて

ソ フ ト ウ ェ ア イ ンジケータは、 メ イ ン画面の上部に表示されます （56 ページ図 3-8
参照）。 56 ページ表 8 では、 この領域に表示される あ るいは表示される可能性のあ る

さ まざ まな イ ンジケータについて説明し ます。

機能 よ り多 く のパラ メ ータ を使ってダイアログボ ッ クスか
画面を開きます。

表 7  ボタ ンの種類 （続き）

種類 例 説明

一般

プレ フ ィ ッ クス
パラ メ ータ

フ ァ イル名
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図 3-8  ソ フ ト ウ ェ アイ ンジケータの例

3.1.7 常設パラ メ ータについて

普段よ く 使用する重要なパラ メ ータであ る 2 つのボタ ン （屈折角およびゲイ ン） は、

常に ソ フ ト ウ ェ アの メ イ ン画面の上部右隅にあ り ます。 これによ り 、 各値を簡単に確

認する こ と ができ ます。

[ 屈折角 ] あ るいは [ ゲイ ン ] ダ イ レ ク ト ア ク セスキーを押し て、 それぞれ屈折角あ

るいはゲイ ンパラ メ ータ を選択し ます。 一旦選択する と、 ボタ ンが黄色に表示されま

す （46 ページ図 2-5 参照）。 調整 ノ ブを回転するか [ 上 ][ 下 ] 矢印キーを押し、 値を

編集し ます。

表 8  ソ フ ト ウ ェ アイ ンジケータ

イ ンジケータ アイ コ ン 説明

操作モー ド フ ェ イズ ド アレ イモー ド

従来型 UT モー ド

スキャ ン タ イプ S-スキャ ンセク タ スキャ ン

バッ テ リー充電 バッ テ リー残量イ ンジケータ （%）

レグ表示 ゲー ト 1、 2 あるいは IF ゲー ト に設定された信号の

レグを表示

バッ テ リー充電イ ンジケータ

スキャ ン タ イプイ ンジケータ操作モー ド イ ンジケータ

レグ表示
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図 3-9  屈折角常設パラ メ ータ とゲイ ン常設パラ メ ータの例

3.1.8 ダイ レ ク ト ア クセスパラ メ ータについて

ダ イ レ ク ト ア ク セスパラ メ ータの 2 つのボ タ ンは、 常に ソ フ ト ウ ェ ア メ イ ン画面の

上部右隅、 ゲイ ンボタ ンの下に表示されます。 デフ ォル ト では、 測定範囲および遅延

パラ メ ータが、 これらの 2 つのボタ ンで表示されます。 [ ゲー ト ] を押す と、 G1 開始

位置パラ メ ータが遅延ボタ ンに変わ り ます。 [2ND F]、 [ 測定範囲 ] （遅延） を押すと、

遅延パラ メ ータに戻 り ます。

ダ イ レ ク ト ア ク セスキーを押し て測定範囲、 遅延、 あ るいは G1 開始位置パラ メ ータ

を選択し ます。 一旦選択し た ら、 ボタ ンは黄色に変わ り ます （57 ページ図 3-10 参

照）。 調整ノ ブを回転するか [ 上 ][ 下 ] 矢印キーを押し て値を編集し ます。

図 3-10  測定範囲ダイ レ ク ト アクセスパラ メ ータ と
遅延ダイ レ ク ト アクセスパラ メ ータの例

3.1.9 測定値ボ ッ クスについて

ソ フ ト ウ ェ ア メ イ ン画面の上部左隅、 メ ッ セージバーの下にあ る測定値ボ ッ ク スは、
選択可能な 6 種類の測定値のア イ コ ン とデジ タル値を表示し ます （57 ページ図 3-11
参照）。 測定値を選択する方法と各測定値の内容については、 70 ページ 3.3.3 を参照

し て く だ さい。

図 3-11  アイ コ ンによる測定値ボ ッ クスの例

[ 屈折角 ] を押し て選択 [ ゲイ ン ] を押し て選択

[ 測定範囲 ] 押し て選択

[2ND F]、 [ 測定範囲 ] （遅延） を押し て選択
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3.1.10 ラ イブスキャ ンエ リ アについて

大き目の固定サイ ズのラ イブスキ ャ ン領域では、 超音波データ を波形で表示し ます
（58 ページ図 3-12 参照）。 PA 操作モード では、 異な る ビ ューで見る こ と ができ ます

（詳細は 255 ページ 14.1 を参照）。

図 3-12  A/S 縦方向モー ド でのラ イブスキャ ン領域の例

3.1.11 フ ラグについて

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 特殊な機能が有効かど う かを、 ラ イブスキ ャ ン領域の右

側に縦方向に細 く 表示される フ ラ グで確認でき ます （59 ページ図 3-13 参照）。 各フ

ラ グについての説明は、 59 ページ表 9 を参照し て く だ さい。

S-スキャ ンA-スキャ ン

ビーム路程軸
ルーラー

ゲー ト 1

深さ表示軸
ルーラー

カ ラー
パレ ッ ト

p
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図 3-13  フ ラグ表示領域

表 9  フ ラグ表示機能

フ ラグ 説明

長さの単位はイ ンチです

長さの単位は ミ リ メ ー ト ルです

[2ND F] キーが押されています。

ゲー ト 1 は、 ピーク測定モード です。

ゲー ト 2 は、 ピーク測定モード です。

フ ラグ領域
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ゲー ト 1 はエ ッ ジ （あ るいはフ ラ ン ク） 測定モード です。

ゲー ト 2 は、 エ ッ ジ （あ るいはフ ラ ン ク） 測定モード です。

ゲー ト 1 は、 初のピーク測定モード です。

ゲー ト 2 は、 初のピーク測定モード です。

[ ピーク表示 ] が有効です。

[2ND F]、 [ ピーク表示 ] （ピークホールド） 基準エコーが有効です。

[ フ リーズ ] が有効です。

リ コールフ リ ーズが有効です。 解除するには [ 測定 / リ セ ッ ト ] を

押し て く だ さい。

ズーム表示が有効です。

リ コールズームが有効です。

 

 

ゲー ト 1 および / あ るいはゲー ト 2 が ト リ ガーのア ラームが ト リ

ガーされています。 ゲー ト 測定イ ンジケータ と交互に点滅し ます。

DAC/TVG が有効です。

DGS が有効です。

AWS D1.1/D1.5 が有効です。

AVG が有効です。

表 9  フ ラグ表示機能 （続き）

フ ラグ 説明
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3.2 メ ニューコ ンテンツ

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 メ ニ ューによ り 、 従来型 UT モード と フ ェ イ ズ ド アレ イ

モード の両方の類似し た機能を類別し ています。

3.2.1 従来型 UT モー ド メ ニュー

EPOCH 1000 シ リ ーズの従来型 UT モード には、 62 ページ表 10 で示すよ う に 5 つの

基本的な メ ニューがあ り ます。

曲面補正 （CSC） が有効です。

探傷器は、 AC 電源に接続されています。

校正が有効です。

ゲイ ン、 自動校正、 PA 校正、 校正ゼロ、 音速、 屈折角、 パル

サー、 レシーバおよび PA P/R へのア ク セスは、 ロ ッ ク されてい

ます （ 75 ページ 3.3.4 参照）。

[ オン / オフ ] 以外の探傷器のすべてのフ ァ ン ク シ ョ ンキーへのア

ク セスがロ ッ ク されています （ 75 ページ 3.3.4 参照）。

オーバーシ ュー ト

表 9  フ ラグ表示機能 （続き）

フ ラグ 説明
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62 ページ表 11 から 63 ページ表 15 までの表は、 各従来型 UT モー ド メ ニューで使用

するサブ メ ニューと パラ メ ータボタ ンの ク イ ッ ク リ フ ァ レ ン スです。 

表 10  UT モー ド における標準メ ニュー

メ ニュー 1/5 2/5 3/5 4/5 5/5

サブ メ
ニュー
ボタ ン

表 11  UT モー ド 1/5 標準メ ニューのコ ンテンツ

サブ
メ ニュー

パラ メ ータ

基本 音速 ゼロ ﾚﾝｼﾞ 遅延

パルサー PRF モー ド PRD パルス電圧 ダンプ モー ド パルサー 周波数

レシーバ
フ ィ ルタ
グループ

フ ィ ルタ 検波 ﾘｼﾞｪｸｼｮﾝ

斜角設定 屈折角 板厚 入射点
曲面補正

（CSC）
直径

自動校正 校正モー ド 校正音速 校正ゼロ 音速 ゼロ

基本

パルサー

レシーバ

斜角設定

自動校正

ゲー ト 1

ゲー ト 2

IF ゲー ト

ゲー ト
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

基準
ｶｰｿﾙ

表示
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

測定
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

探傷器
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

ｻｲｼﾞﾝｸﾞ
ｵﾌﾟｼｮﾝ ﾌｧｲﾙ
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表 12  UT モー ド 2/5 標準メ ニューのコ ンテンツ

サブ
メ ニュー

パラ メ ータ

ゲー ト  1 ズーム ス ター ト 幅 閾値 アラーム 小深さ ステータ ス

ゲー ト  2 ズーム ス ター ト 幅 閾値 アラーム 小深さ ステータ ス

IF ゲー ト ズーム ス ター ト 幅 閾値 アラーム アラーム ステータ ス

ｹﾞｰﾄ
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

設定 G1 ﾄﾗｯｸ G2 ﾄﾗｯｸ

基準
カーソル

カーソル A カーソル A カーソル B カーソル B

表 13  UT モー ド 3/5 標準メ ニューのコ ンテンツ

サブ
メ ニュー

パラ メ ータ

表示
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

カ ラー設定
A-スキャ ン

ｾｯﾄｱｯﾌﾟ
VGA

測定
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

表示設定 単位 距離分解能 振幅分解能 ト リ ガー A- アウ ト

探傷器
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

一般 ｵｰﾅｰ登録 ステータ ス

表 14  UT モー ド 4/5 標準メ ニューのコ ンテンツ

サブ
メ ニュー

パラ メ ータ

サイジング
オプシ ョ ン

DAC/TVG DGS AWS D1.1

表 15  UT モー ド 5/5 標準メ ニューのコ ンテンツ

サブ
メ ニュー

パラ メ ータ

フ ァ イル 開 く 作成 リ セ ッ ト
ページ
設定

初の ID 後の ID ID
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3.2.2 フ ェ イズ ド アレ イモー ド メ ニュー

EPOCH 1000 シ リ ーズフ ェ イ ズ ド アレ イモード には、 64 ページ表 16 に示すよ う に 5
つの基本的な メ ニューがあ り ます。 これらの メ ニューの多 く が、 対応する従来型 UT
モード メ ニューと同じです。

65 ページ表 17 から 66 ページ表 21 までの表は、 各 PA モード メ ニューで使用するサ

ブ メ ニューと パラ メ ータ ボタ ンの ク イ ッ ク リ フ ァ レ ン スです。 

表 16  フ ェ イズ ド アレ イ標準メ ニュー

メ ニュー 1/5 2/5 3/5 4/5 5/5

サブ
メ ニュー
ボタ ン

PA 表示

PA
プローブ

PA P/R

PA 校正

PA
ｶｰｿﾙ

ゲー ト 1

ゲー ト 2

IF ゲー ト

ゲー ト
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

基準
ｶｰｿﾙ

表示
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

測定
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

探傷器
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

ｻｲｼﾞﾝｸﾞ
ｵﾌﾟｼｮﾝ フ ァ イル
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表 17  PA モー ド 1/5 標準メ ニューのコ ンテンツ

サブ メ
ニュー

パラ メ ータ

PA
表示

スク リーン 適化
スキャ ン
パレ ッ ト

屈折角

PA
プローブ

ビーム 編集

PA P/R PRF 周波数 パルス電圧 検波 ﾋﾞﾃﾞｵﾌｨﾙﾀ フ ィ ルタ ﾘｼﾞｪｸｼｮﾝ

PA 校正 深さ値 1 深さ値 2 校正モー ド 音速 校正

PA
カーソル

カーソル X ｶｰｿﾙ X1 ｶｰｿﾙ X2 ｶｰｿﾙ Y ｶｰｿﾙ Y1 ｶｰｿﾙ Y2

表 18  PA モー ド 2/5 標準メ ニューのコ ンテンツ

サブ メ
ニュー

パラ メ ータ

ゲー ト 1 ズーム ス ター ト 幅 閾値 アラーム 小深さ ステータ ス

ゲー ト 2 ズーム ス ター ト 幅 閾値 アラーム 小深さ ステータ ス

IF ゲー ト ズーム ス ター ト 幅 閾値 アラーム アラーム ステータ ス

ゲー ト
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

設定 G1 ﾄﾗｯｷﾝｸﾞ G2 ﾄﾗｯｷﾝｸﾞ

基準
カーソル

カーソル A カーソル A カーソル B カーソル B

表 19  PA モー ド 3/5 標準メ ニューのコ ンテンツ

サブ メ
ニュー

パラ メ ータ

表示ｾｯﾄｱｯﾌﾟ カ ラー設定
A-ｽｷｬﾝ

ｾｯﾄｱｯﾌﾟ
VGA イ メ ージ

オーバレ イ

測定
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

表示設定 単位 距離分解能 振幅分解能 ト リ ガー A- アウ ト

探傷器
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

一般 ｵｰﾅｰ登録 ステータ ス
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3.3 セ ッ ト ア ッ プページについて

EPOCH 1000 シ リ ーズ ソ フ ト ウ ェ アには、 探傷器の機能や設定をカ ス タマイ ズでき る

た く さんのセ ッ ト ア ッ プページがあ り ます。 セ ッ ト ア ッ プページには、 対応するパラ

メ ータ を選択し てア ク セス し ます。 例えば、 PA 操作モード では、 1/5 > PA プロー

ブ > ビームを選択し、 67 ページ図 3-14 に示すよ う にビームセ ッ ト ア ッ プページにア

ク セス し ます。 

表 20  PA モー ド 4/5 標準メ ニューのコ ンテンツ

サブ メ
ニュー

パラ メ ータ

サイジング
オプシ ョ ン

AWS D1.1

表 21  PA モー ド 5/5 標準メ ニューのコ ンテンツ

サブ メ
ニュー

パラ メ ータ

フ ァ イル 開 く 作成 リ セ ッ ト ﾍﾟｰｼﾞ設定 初の ID 後の ID Id:
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図 3-14  ビームセ ッ ト ア ッ プページの項目

タ イ ト ルバーは、 セ ッ ト ア ッ プページの種類を示し ます。 パラ メ ータは、 左側の列の

パラ メ ータ ラベルで表内に表示され、 現在の値 と単位 （適用される場合） は、 右の
列に表示されます。 7 つのボタ ンが、 セ ッ ト ア ッ プページの下部に表示され、 現在、

選択中のパラ メ ータに対応する数値を示し ます。 

[ESCAPE] を押すと セ ッ ト ア ッ プページから出ます。 EPOCH 1000 シ リ ーズに接続さ

れている USB キーボード では、 同じ く ESCAPE キーを押すこ と によ り 、 セ ッ ト ア ッ

プページから出ます。

次の項では、 セ ッ ト ア ッ プページについて説明し ています。

3.3.1 カ ラー設定ページ

カ ラー設定セ ッ ト ア ッ プページには、 68 ページ図 3-15 に示すよ う に、 3/5 > 表示

セ ッ ト ア ッ プ > カ ラー設定から ア ク セス し ます。

タ イ ト ルバー

現在選択中のパラ メ ータ

選択中のパラ メ ータにおい
て使用できる数値データ
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図 3-15  カ ラー設定ページ

パラ メ ータは次の とお り です。

輝度

1 % 単位で増減するかあ るいはプ リ セ ッ ト の値 （0%、 25%、 50%、 75% あ るい

は 100%） から選択し、 画面の輝度を設定し ます。

画面配色

全体的な探傷器画面の配色を設定し ます。

デフ ォル ト : デフ ォル ト によ るマルチカ ラー表示

屋外 : 白の背景、 黒字

スキ ャ ンパレ ッ ト

フ ェ イ ズ ド アレ イ画像のスキ ャ ンに使用する カ ラーパレ ッ ト を設定し ます。
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グレ イ スケール

カ ラー （既定値）

起動時 VGA
起動時に VGA 出力を自動的に起動し ます。

3.3.2 A- スキャ ンセ ッ ト ア ッ プページ

A-スキ ャ ンセ ッ ト ア ッ プページで、 69 ページ図 3-16 のよ う に、 3/5 > 表示セ ッ ト

ア ッ プ > A-スキ ャ ンセ ッ ト ア ッ プを選択し、 ア ク セス し ます。

図 3-16  A-スキャ ンセ ッ ト ア ッ プページ

パラ メ ータは次の とお り です。

A- スキ ャ ン表示

ラ イブ A- スキ ャ ンモード を設定し ます （ア ウ ト ラ イ ンあ るいは塗 り 潰し）。
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エンベロ ッ プ表示

ピーク表示と A- スキ ャ ンエンベロ ッ プモード を設定し ます。

･ ア ウ ト ラ イ ン

･ 塗 り 潰し

X- 軸グ リ ッ ド モード

横方向の X- 軸グ リ ッ ド表示モード を設定し ます。

オフ : グ リ ッ ド な し

標準 : 1 から 10 まで等間隔で 10 区分に分割

ビーム路程 : 等間隔で 5 分割し、 対応する ビーム路程の値を目盛 り に表示

レグ : 斜角検査モード において試験体の厚さ値に基づき L1 ～ L4 と表示された、

半スキ ッ プの距離を表す 大 4 区分。

Y- 軸グ リ ッ ド モード

フルス ク リ ーン高さ 100 % あ るいは 110 % に対し、 縦方向の Y- 軸グ リ ッ ド表示

モード を設定し ます。

ベース ラ イ ンブレ イ ク

こ の機能をオンあ るいはオフにし ます。

A スキ ャ ン

A-スキ ャ ンモード （シングルあ るいはマルチロ ウ） を選択し ます。 マルチロ ウ を

選択する と、 3 つの A-スキ ャ ンの角度を一度に選択し ます。 

角度 A スキ ャ ン 1、 2 あ るいは 3
マルチロ ウモード の 3 つの A-スキ ャ ンの角度を設定し ます。 

3.3.3 測定セ ッ ト ア ッ プページ

測定セ ッ ト ア ッ プページは、 71 ページ図 3-17 に示すよ う に、 3/5 > 測定セ ッ ト ア ッ

プ > 表示設定から ア ク セス し ます。 こ のページでは、 メ イ ン画面の上部にあ る測定値

ボ ッ ク スにどの測定値を表示し たいか選択する こ と ができ ます （ 57 ページ 3.1.9 を

参照）。
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図 3-17  表示設定ページ

パラ メ ータは次の とお り です。

測定選択

探傷器の機能に基づき自動で選択するか （自動）、 あ るいは手動で定義するか
（手動） 測定値ボ ッ ク ス定義モード を設定し ます。

詳細

GageView Pro イ ン ターフ ェ イ スプロ グ ラ ムに読み込まれている カス タ ム測定ス

キームを選択し ます。

測定値 1 ～ 6
各測定値ボ ッ ク スは、 手動モード の場合、 別々に定義し ます。 測定値選択パラ

メ ータの下には、 調整し ている測定値の測定値ボ ッ ク スの位置が例 と し て示され
ます （72 ページ図 3-18 参照）。 72 ページ表 22 では、 測定可能な測定値について

説明し ています。
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図 3-18  アイ コ ンのある測定値ボ ッ ク スの例

表 22  測定可能な測定値の一覧

アイ コ ン 測定値 説明

ゲー ト 1 厚さ ゲー ト 1 の厚さ。 斜角では使用でき ませ

ん。

ゲー ト 2 厚さ ゲー ト 2 の厚さ。 斜角では使用でき ませ

ん。

IF ゲー ト 厚さ IF ゲー ト の厚さ。 斜角では使用でき ませ

ん。

ゲー ト 1 ビーム路程 ゲー ト 1 内のビーム路程 （角度） 距離。

ゲー ト 2 ビーム路程 ゲー ト 2 内のビーム路程 （角度） 距離

ゲー ト 1 欠陥深さ ゲー ト 1 欠陥深さ。 斜角で使用し ます。

ゲー ト 2 欠陥深さ ゲー ト 2 欠陥深さ。 斜角で使用し ます。

ゲー ト 1 探触子距離 ゲー ト 1 にあ る基準反射源反射源までの

水平距離。 斜角で使用し ます。

ゲー ト 2 探触子距離 ゲー ト 2 にあ る基準反射源までの水平距

離。 斜角で使用し ます。

ゲー ト 1 探触子距離 – 
X 値

ゲー ト 1 にあ る水平距離から X- 値を減

算 （ビーム イ ンデッ ク スポイ ン ト から
ウ ェ ッ ジ前面までの距離） 。 斜角で使用

し ます。

ゲー ト 2 探触子距離 – 
X 値

ゲー ト 2 にあ る水平距離から X- 値を減

算 （ビーム イ ンデッ ク スポイ ン ト から
ウ ェ ッ ジ前面までの距離）。 斜角で使用し

ます。
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ゲー ト 1 小深さ ゲー ト 1 の 小深さ。

ゲー ト 2 小深さ ゲー ト 2 の 小深さ。 

ゲー ト 1 大深さ ゲー ト 1 の 大深さ。 

ゲー ト 2 大深さ ゲー ト 2 の 大深さ。 

ゲー ト 1 エコー高さ ゲー ト 1 の振幅測定。 フルス ク リ ーンの

高さ （FSH） におけるパーセンテージで

表示。

ゲー ト 2 エコー高さ ゲー ト 2 の振幅測定。 フルス ク リ ーンの

高さ （FSH） におけるパーセンテージで

表示。

ゲー ト  1 大エコー高さ ゲー ト 1 の 大振幅。 

ゲー ト 2 大エコー高さ ゲー ト 2 の 大振幅。 

ゲー ト 1 小高さ ゲー ト 1 の 小高さ。 

ゲー ト 2 小高さ ゲー ト 2 の 小振幅。 

ゲー ト 1DAC 曲線までの

エコー高さ

ゲー ト 1 の振幅測定。 エコーの高さ を

DAC/TVG 曲線の高さに対するパーセン

テージで表示。

ゲー ト 2DAC 曲線までの

エコー高さ

ゲー ト 2 の振幅測定。 エコーの高さ を

DAC/TVG 曲線の高さに対するパーセン

テージで表示。

ゲー ト 1DAC 曲線までの

振幅 （dB）

ゲー ト 1 の振幅測定。 エコー振幅 （dB）

を曲線が 0 dB にな る曲線高さ と比較し て

表示。

ゲー ト 2DAC 曲線までの

振幅 （dB）

ゲー ト 2 の振幅測定。 エコー振幅 （dB）

を曲線が 0 dB にな る曲線高さ と比較し て

表示。

表 22  測定可能な測定値の一覧 （続き）

アイ コ ン 測定値 説明
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エコー to エコー

（ゲー ト 2 - ゲー ト 1）

ゲー ト 2 の厚さ からゲー ト 1 の厚さ を減

算 （エコー to エコー測定）。

ゲー ト 1 - IF ゲー ト ゲー ト 1 厚さ から IF ゲー ト 厚さ を減算。

ゲー ト 2 - IF ゲー ト ゲー ト 2 厚さ から IF ゲー ト 厚さ を減算。

AWS D1.1/D1.5 Weld 
Rating （D）

ゲー ト を設定し たエコーに対し て計算す
る D 評定。

平底穴 （フ ラ ッ ト ボ ト ム
ホール ： FBH） サイ ズ

DGS/AVG 評価のための平底穴 （FBH）

のサイ ズ （反射源のサイ ズ と同じ）。

オーバーシ ュー ト （OS） DGS/AVG 曲線と エコーの高さ を比較す

る振幅 （dB） をオーバーシ ュー ト 。

リ ジェ ク シ ョ ン 現在のラ イブ画面に適用された リ ジェ ク
シ ョ ンのパーセンテージ。

カーソル A - ゲー ト 1 カーソル A の位置から ゲー ト 1 の欠陥指

示の位置までの距離。

カーソル B - ゲー ト 1 カーソル B の位置から ゲー ト 1 の欠陥指

示の位置までの距離。

カーソル B - カーソル A カーソル B の位置から カーソル A の位置

までの距離

カーソル A - ゲー ト 2 カーソル A の位置から ゲー ト 2 の欠陥指

示の位置までの距離。

カーソル B - ゲー ト 2 カーソル B の位置から ゲー ト 2 の欠陥指

示の位置までの距離

カーソル A - IF ゲー ト カーソル A の位置から IF ゲー ト の欠陥

指示の位置までの距離。

カーソル B - IF ゲー ト カーソル B の位置から IF ゲー ト の欠陥

指示の位置までの距離。

表 22  測定可能な測定値の一覧 （続き）

アイ コ ン 測定値 説明
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3.3.4 一般セ ッ ト ア ッ プページ

76 ページ図 3-19 に示すよ う に一般セ ッ ト ア ッ プページは、 3/5 > 探傷器セ ッ ト ア ッ

プ > 一般から、 ア ク セス し ます。 ユーザーイ ン ターフ ェ イ スの言語や探傷器の日付、

時間などの一般的なパラ メ ータ を設定する こ と ができ ます。

カーソル X2 - カーソル X1 カーソル X2 の位置から フ リ ーズ中のセ

ク タ スキ ャ ンサイ ジングモード内のカー
ソル X1 の位置までの距離。

カーソル Y2 - カーソル Y1 フ リ ーズ し た S-スキ ャ ンサイ ジングモー

ド内のカーソル Y2 の位置から カーソ

ル Y1 までの距離。

カーソル X1、 カーソ

ル Y1
交差位置振幅

カーソル X1 と の交差位置にあ る信号振

幅の値およびフ リ ーズ中の S-スキ ャ ンサ

イ ジングモード 内のカーソル Y1。

カーソル X1、 カーソ

ル Y1
交差位置厚さ / 深さ

測定カーソル X1 と の交差位置にあ る厚

さ / 深さ の値およびフ リ ーズ中の S-ス
キ ャ ンサイ ジングモード内のカーソ
ル Y1。

表 22  測定可能な測定値の一覧 （続き）

アイ コ ン 測定値 説明
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図 3-19  一般セ ッ ト ア ッ プページ

使用可能なパラ メ ータは次の とお り です。

言語

ユーザーイ ン ターフ ェ イ スの言語を選択し ます （日本語、 英語、 ド イ ツ語、 フ ラ
ン ス語、 スペイ ン語、 ロ シア語、 中国語）。 

キー操作音

各キーを押し た後に、 音によ る確認を行います。

ア ラーム音

ゲー ト ア ラームが ト リ ガーされた こ と を音で知らせます。

オールロ ッ ク  
[ オン / オフ ] 以外のすべての探傷器の機能キーへのア ク セス を ロ ッ ク し ます。 有

効な場合、 鍵のマーク  がラ イブ画面のフ ラ グ領域に表示されます。 キーの

ロ ッ ク を解除するには探傷器をオン ・ オフにし ます。
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校正ロ ッ ク  
次の機能へのア ク セス を ロ ッ ク し ます。 ゲイ ン、 自動校正、 PA 校正、 ゼロオフ

セ ッ ト 、 音速、 屈折角、 パルサー、 レシーバおよび PA P/R 有効な場合、 鍵の

マーク  の半分がラ イブ画面のフ ラ グ領域に現れます。

温度補正

探傷器の温度を自動補正するか手動補正するかを選択し ます。
温度補正は、 探傷器の内部温度の変化に と も な う 探傷器の内部部品の反応を平常
値に戻し ます。 こ の補正によ り 、 A- スキ ャ ンの縦方向の配置 と反応を適切に行

う こ と ができ ます
温度補正中は、 すべてのデータ収集を 1、 2 秒ほど一時中断し ます。 手動スキ ャ

ンの場合、 自動温度補正をお奨めし ます。 自動スキ ャ ンでは、 手動によ り 温度補

正を行 う こ と によ り 、 データの喪失を回避する こ と ができ ます。

地域

探傷器で使用する数値変数 （基数） と日付の表示形式を選択し ます。

年

探傷器の内部ク ロ ッ ク の年を設定し ます。

月

探傷器の内部ク ロ ッ ク の月を設定し ます。

日

探傷器の内部ク ロ ッ ク の日を設定し ます。

時

探傷器の内部ク ロ ッ ク の時間を時単位で設定し ます。

分

探傷器の内部ク ロ ッ ク の時間を分単位で設定し ます。

モー ド

探傷器の内部ク ロ ッ ク の時間表示モード を設定し ます （AM、 PM あ るいは

24H）。
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3.3.5 オーナー登録 （探傷器セ ッ ト ア ッ プグループ）

オーナー登録セ ッ ト ア ッ プページでは、 78 ページ図 3-20 で示すよ う に、 3/5 > 探傷

器セ ッ ト ア ッ プ > オーナー登録から、 ア ク セス し ます。 起動中、 起動画面の 後に表

示する ５ 行までの情報を入力する こ と ができ ます。 一般的には、 所有者名や住所や電

話番号を含む会社情報を入力し ます。

図 3-20  オーナー登録セ ッ ト ア ッ プページ

3.3.6 ステータ スセ ッ ト ア ッ プページ

ステータ スセ ッ ト ア ッ プページには、 79 ページ図 3-21 に示すよ う に、 3/5 > 探傷器

セ ッ ト ア ッ プ > ステータ スから ア ク セス し ます。 内部温度、 バッ テ リ ーの状態、 探傷

器のハード ウ ェ ア / ソ フ ト ウ ェ アの識別データ など、 探傷器の現在の状態についての

情報を表示し ます。
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図 3-21  ステータ スセ ッ ト ア ッ プページ

ステータ スページでは、 リ モー ト 操作によ る有効化コード を入力し、 標準探傷器の
機能には含まれていない ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンにア ク セスする こ と ができ ます。 こ
のコード は、 指定し た ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンを購入後、 オ リ ンパスから支給され
ます。 ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンの有効化に関する詳しい情報は、 195 ページ 11.1 を参

照し て く だ さい。

3.3.7 表示セ ッ ト ア ッ プページ （フ ェ イズ ド アレ イモー ドのみ）

表示セ ッ ト ア ッ プページでは、 80 ページ図 3-22 に示すよ う に、 3/5 > 表示セ ッ ト

ア ッ プ > イ メ ージオーバーレ イから、 ア ク セス し ます。 こ のページでは、 S-スキ ャ ン

ビ ューでオーバーレ イ機能を有効にする こ と ができ ます。

ソ フ ト ウェ ア
オプシ ョ ンの
有効化コー ド
は、 こ こで入
力し ます。

ソ フ ト ウ ェ ア
シ リ アル番号
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図 3-22  イ メ ージオーバーレ イページ

使用でき るパラ メ ータは次の とお り です。

レグ表示

S-スキ ャ ン画像で、 スキ ッ プの間隔を示すマーカーを表示し ます。 こ のパラ メ ー

タは、 試験体の厚さが、 1/5 > PA プローブ > ビームセ ッ ト ア ッ プページで定義さ

れている場合に、 有効です。

セ ク タ グ リ ッ ド

S-スキ ャ ン内で X- 軸グ リ ッ ド を表示し ます。

A スキ ャ ング リ ッ ド

A- スキ ャ ンに X- 軸グ リ ッ ド を表示し ます。

プローブ前面カーソル

S-スキ ャ ンにフ ェ イ ズ ド アレ イプローブの前面部を表示する印をつけます。 この

機能は、 フ ェ イ ズ ド アレ イモード のビーム イ ンデッ ク スポ イ ン ト （BIP） が、 選

択中のフ ォーカルロ ウに依存し て変化する場合に、 X-値補正を例とする表面距

離測定に使用し ます。
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3.4 基本手順

次の項では、 すばや く 基本的な タ ス ク を実行する ための手順を ステ ッ プ式で説明し
ます。 本マニュ アルでは、 これら基本手順の詳細を繰 り 返し、 複雑な内容で説明する

こ と はあ り ません。 

3.4.1 メ ニュー構造における操作

メ ニュー構造の操作に関する一般的な手順について、 説明し ます。 

メ ニュー、 サブ メ ニューおよびパラ メ ータ値を選択するには

1. 次の方法の一つを使ってサブ メ ニューの う ちの一つにフ ォーカ ス し ます （フ ォー
カ スの概念についての詳細は、 53 ページ 3.1.3 を参照し て く だ さい）。 
a) [F<n>] フ ァ ン ク シ ョ ンキーの一つを押し ます。

b) [ESCAPE] を押すと、 押し た数だけ メ ニ ューレベルが戻 り ます。

c) 探傷器に接続されている USB マウ スで、 サブ メ ニューボタ ンを ク リ ッ ク し

ます。

d) 探傷器に接続されている USB キーボード で、 戻 り たい メ ニ ューレベルまで、

必要な数だけ ESC キーを押し ます。

2. 次の方法の う ちの一つをつかって、 必要な メ ニューを選択し ます。 
a) 必要なサブ メ ニ ューが ソ フ ト ウ ェ アの メ イ ン画面の右側に表示される まで、

調整ノ ブをゆっ く り と回転し ます。 
b) 必要なサブ メ ニ ューが ソ フ ト ウ ェ アの メ イ ン画面の右側に表示される まで、 

[ 右 ] あ るいは [ 左 ] 矢印キーを押し ます。 

c) 必要なサブ メ ニ ューが ソ フ ト ウ ェ アの メ イ ン画面の右側に表示される まで、
探傷器に接続されている USB マウ スのホ イールを回転し ます。

d) 必要なサブ メ ニ ューが ソ フ ト ウ ェ アの メ イ ン画面の右側に表示される まで、
探傷器に接続されている USB キーボード で、 右矢印キーあ るいは左矢印

キーを押し ます。 
メ ニューイ ンジケータが、 選択し た メ ニューを特定し ます （ メ ニ ュー構造に
関する詳細内容は、50 ページ 3.1.1 を参照）。 

3. 次の方法の う ちの一つを使って、 必要なサブ メ ニューを選択し ます。 
a) 必要なサブ メ ニ ューボ タ ンに対応する [F<n>] フ ァ ン ク シ ョ ンキーを押し ま

す。 
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b) 必要なサブ メ ニ ューがフ ォーカス される まで [ 上 ] あ るいは [ 下 ] 矢印キー

を押し ます。 
c) 探傷器に接続されている USB マウ スで、 必要なサブ メ ニューを ク リ ッ ク し

ます。

d) 探傷器に接続されている USB キーボード で、 必要なサブ メ ニューが、 ソ フ

ト ウ ェ アの メ イ ン画面の右側に表示される まで [ 上 ] あ るいは [ 下 ] キーを

押し ます。 
選択し たサブ メ ニューに対応するパラ メ ータが、 ソ フ ト ウ ェ ア メ イ ン画面の
下に表示されます。

4. 次の方法の一つを使って必要なパラ メ ータ を選択し ます。 
a) 必要なパラ メ ータ ボタ ンに対応する [P<n>] パラ メ ータ キーを押し ます。 
b) 必要なパラ メ ータがフ ォーカ ス される まで [ 右 ] あ るいは [ 左 ] 矢印キーを

押し ます。

c) 探傷器に接続されている USB マウ スで、 必要なパラ メ ータ を ク リ ッ ク し ま

す。

d) 探傷器に接続されている USB キーボード で、 ENTER を押し、 フ ォーカ ス を

パラ メ ータ レベルに移動し た後、 必要なサブ メ ニューが ソ フ ト ウ ェ ア メ イ ン
画面の右側に表示される まで、 左右矢印キーを押し ます。

3.4.2 セ ッ ト ア ッ プページの操作

特定のパラ メ ータ を選択する と セ ッ ト ア ッ プページを開き ます。 セ ッ ト ア ッ プペー
ジには、 別のパラ メ ータがあ り ます。 

セ ッ ト ア ッ プページを操作するには

1. 適切なパラ メ ータから必要なセ ッ ト ア ッ プページへア ク セス し ます （例 : 1/5 > 
PA プローブ > ビームを選択し ます）。

2. 次の方法の う ちの一つを使って、 必要なパラ メ ータ を選択し ます。 
a) 必要なパラ メ ータがフ ォーカ ス される まで [ 上 ] あ るいは [ 下 ] 矢印キーを

押し ます。

b) EPOCH 1000 シ リ ーズに接続されている USB マウ スで、 必要なパラ メ ータ

を ク リ ッ ク し ます。

c) EPOCH 1000 シ リ ーズに接続されている USB キーボード で、 必要なパラ

メ ータが選択される まで [ 上 ] あ るいは [ 下 ] 矢印キーを押し ます。

3. 次の方法の う ちの一つを使って値を変更し ます。
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a) 調整ノ ブを回転し ます。 
b) [ 右 ] あ るいは [ 左 ] 矢印キーを押し ます。

c) 画面の下部にあ るボタ ンに値が表示された ら、 対応する [P<n>] パラ メ ータ

キーを押し て、 入力し たい値があ るボタ ンを選択し ます。 
d) EPOCH 1000 シ リ ーズに接続されている USB マウ スのホ イールを回転し ま

す。 
e) EPOCH 1000 シ リ ーズに接続されている USB キーボード で、右あ るいは 左矢印

キーを押し ます。

4. 次の方法の う ちの一つを使ってセ ッ ト ア ッ プページから出ます。 
a) [ESCAPE] を押し ます。 
b) EPOCH 1000 シ リ ーズに接続されている USB キーボード で、 ESCAPE キー

を押し ます。

編集し た値はすぐに有効と な り ます。 変更をキ ャ ンセルする こ と はでき ません。

3.4.3 パラ メ ータ値の変更

次の手順では、 パラ メ ータボ タ ンに関連する値を変更する方法について説明し てい
ます。 パラ メ ータ値は、 編集可能あ るいは選択可能です。 

選択可能な値を使ってパラ メ ータ値を変更するには

1. 値を選択する こ と によ り 値を変更する こ と ができ るパラ メ ータ を選択し ます （詳
細内容は、 81 ページ 3.4.1 を参照）。

選択し たパラ メ ータのボタ ンの背景は、 黄色に変わ り 、 フ ォーカス されている こ
と を知らせます （フ ォーカ スの概念についての詳細は、 53 ページ 3.1.3 を参照）。

2. パラ メ ータ値を変更する次の方法の う ちの一つを実行し ます。

a) 入力し たい値がラベルの下のボタ ンに表示される まで調整ノ ブを回転し ま
す。

b) 入力し たい値がラベルの下のボタ ンに表示される まで [ 上 ] あ るいは [ 下 ]
矢印キーを押し ます。

c) 入力し たい値がラベルの下のボタ ンに表示される まで、 探傷器に接続されて
いる USB マウ スのホ イールを回転し ます。

d) ラベルの下のボタ ンに入力し たい値が表示される まで、 探傷器に接続されて
いる USB キーボード で、 [ 上 ] あ るいは [ 下 ] 矢印キーを押し ます。

選択し た値は、 すぐに有効にな り ます。 
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編集可能な値を使ってパラ メ ータ値を変更するには

1. 値を編集する こ と によ り 値を変更する こ と ができ るパラ メ ータ を選択し ます （詳
細は、 81 ページ 3.4.1 を参照）。

選択し たパラ メ ータのボタ ンの背景が黄色に変わ り 、 現在フ ォーカ ス されている
こ と を知らせます （フ ォーカ スの概念についての詳細は 53 ページ 3.1.3 を参照）。

2. 必要な らば、 次の方法の一つを使って値の増加 / 減少モード を粗調整あ るいは微

調整で切換え る こ と ができ ます。

a) [ チ ェ ッ ク ] を押し ます。 
b) 探傷器に接続された USB キーボード で、 ENTER を押し ます。

ボタ ンのラベルに下線があ る場合は、 値の増加 / 減少は、 粗調整モード です。 ま

た、 下線がない場合は微調整モード です。

3. パラ メ ータ値を変更する次の方法の一つを実行し ます。

a) 入力し たい値がラベルの下部のボタ ンに表示される まで、 調整 ノ ブを回転し
ます。

b) 入力し たい値がラベルの下部のボタ ンに表示される まで、 [ 上 ] あ るいは

[ 下 ] 矢印キーを押し ます。

c) 入力し たい値がラベルの下部のボタ ンに表示される まで、 探傷器に接続され
ている USB マウ スのホ イールを回転し ます。

d) 探傷器に接続されている USB キーボード で、 入力し たい値がラベルの下部

のボタ ンに表示される まで、 [ 上 ] あ るいは [ 下 ] 矢印キーを押し ます。

編集し た値は、 すぐに有効にな り ます。

3.4.4 仮想キーボー ド による英数字値の入力

セ ッ ト ア ッ プページには、 単数あ るいは複数の英数字値のあ るパラ メ ータがあ り 、
仮想キーボード もついています。 仮想キーボード では、 USB キーボード がな く て も

簡単に英数字を入力する こ と ができ ます。 

仮想キーボー ド を使って英数字値を入力するには

1. 英数字値によ るパラ メ ータがあ るセ ッ ト ア ッ プページにア ク セス し ます。 
例えば、 85 ページ図 3-23 に示すよ う に、 オーナー登録セ ッ ト ア ッ プページにア

ク セスするには、 3/5 > 探傷器セ ッ ト ア ッ プ > オーナー登録を選択し ます。
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図 3-23  仮想キーボー ド によるオーナー登録セ ッ ト ア ッ プページ

2. [ 上 ] あ るいは [ 下 ] 矢印キーを使って、 編集し たいパラ メ ータ を選択し ます。

3. 次の方法の一つを使って仮想キーボード から文字を入力するには

a) 入力し たい文字を選択でき る まで調整ノ ブを回し、 [ チ ェ ッ ク ] を押し て、

パラ メ ータに文字を入力し ます。 
あ るいは

b) EPOCH 1000 シ リ ーズに接続されている USB マウ スで、 入力し たい文字を

ク リ ッ ク し ます。 大文字を入力するには、 [2nd F] を押し たま ま、 文字を ク

リ ッ ク し ます。

4. ステ ッ プ 3 を繰 り 返し、 他の文字を入力し ます。

5. 入力し た文字を削除するには

a) [ 左 ] あ るいは [ 右 ] 矢印キーを押し て、 削除する文字の右にカーソルを移動

し ます。

b) 調整ノ ブを回転させ、 仮想キーボード の BS を選択し た後、 [ チ ェ ッ ク ] キー

を押し ます。

6. 文字を挿入するには

a) [ 左 ] あ るいは [ 右 ] 矢印キーを押し て、 挿入する位置にカーソルを移動し ま

す。

現在選択中のパラ メ ータ

仮想キーボー ド

編集中のパラ メ ータ
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b) ステ ッ プ 3 を繰 り 返し、 文字を挿入し ます。 
7. 入力し たデータ を保存し、 セ ッ ト ア ッ プページを出るには、 [ESCAPE] を押し ま

す。

3.4.5 ダイアログボ ッ クスにおける操作

EPOCH 1000 シ リ ーズ ソ フ ト ウ ェ アでは、 ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を開 く こ と で （例 ： 校

正中）、 パラ メ ータの値を編集する こ と ができ ます。 次の手順は、 ダ イ ア ロ グボ ッ ク

スでの操作について説明し ています。

ダイアログボ ッ クスで操作するには

1. 86 ページ図 3-24 のダ イ ア ロ グボ ッ ク スの例のよ う に、 [ 左 ] あ るいは [ 右 ] 矢印

キーで、 カーソルをパラ メ ータ値の変更し たい桁の上にカーソルを配置し ます。

図 3-24  ダイアログボ ッ クスの例

2. [ 上 ] あ るいは [ 下 ] 矢印キーを押すか調整 ノ ブを回転し て、 適切な値に桁を変

更し ます。

3. 必要な らば、 ステ ッ プ 1 および 2 を繰 り 返し、 他の桁を変更し ます。

4. 値が調整された ら、 [ 左 ] あ るいは [ 右 ] 矢印キーで、 フ ォーカス を作業し たい

ダ イ ア ロ グボ ッ ク スボタ ンに移動し ます。

5. [ チ ェ ッ ク ] を押し、 選択し たボタ ンを有効にし ます。
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3.5 GageView Pro イ ン ターフ ェ イスプログラムによる

データ管理

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 オ リ ンパスのポータブル探傷器用コ ンピ ュータ イ ン ター

フ ェ イ スプロ グ ラ ムであ る GageView Pro と互換し ています。 GageView Pro イ ン ター

フ ェ イ スプロ グ ラ ムを通じ て、 検査データ をダウ ン ロード し た り 、 コ ンピ ュータ上
で測定結果を閲覧し た り 、 測定結果や校正データ を一般のスプレ ッ ド シー ト プロ グ
ラ ムにエ ク スポー ト し た り 、 探傷器の校正データや検査データのバッ ク ア ッ プを
取った り 、 探傷器のフ ァーム ウ ェ アのア ッ プグレードやス ク リ ーンキ ャプチャ など
の、 基本操作を実行する こ と が可能です。

GageView Pro ユーザーマニュ アルを参照し て く だ さい。
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4. パルサー / レシーバの調整
（従来型 UT モー ド）

こ の章では、 EPOCH 1000 シ リ ーズの従来型 UT モード でのパルサー / レシーバを調

整する方法について説明し ています。 内容は次の とお り です。

･ システム感度 （ゲイ ン） の調整

･ 自動 -XX% 機能の使用

･ 基準ゲイ ンおよび補正ゲイ ンの設定

･ パルサー調整

･ レシーバ調整

･ カ ス タ ム フ ィ ルタ設定

4.1 システム感度 （ゲイ ン） の調整

システム感度を調整するには

1. [ ゲイ ン ] を押し ます。

2. [ チ ェ ッ ク ] キーを使って、 粗調整あ るいは微調整を選択し ます。

3. ゲイ ン設定を調整する ためには、 次に述べる二つの方法の う ちの一つを実行し ま
す。

a) [ 上 ][ 下 ] 矢印キー

b) 調整ノ ブ - 右回 り あ るいは左回 り
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システム感度の上限は、 110 dB です。

4.2 自動 -XX% 機能の使用

自動 -XX% 機能は、 EPOCH 4 シ リ ーズの自動 -80 % 機能と同等のものです。

EPOCH 1000 シ リ ーズの自動 -XX% 機能におけるデフ ォル ト 設定は、 フルス ク リ ー

ンの高さ （FSH） 80 % です。 アプ リ ケーシ ョ ンの必要性に応じ て、 希望する FSH 値

（XX） に調整する こ と ができ ます。

自動 -XX% 機能は、 ゲー ト 設定し たエコーピーク を XX% FSH に移動し、 すばや く

ゲイ ン （dB） を調整する機能です。 自動 -XX% 機能は、 特に、 基準ゲイ ン レベルを

確定する ために、 エコーを XX% FSH まで上げるのに有用です （詳細情報は、 91
ページ 4.3 を参照）。

自動 -XX% 機能は、 また、 どのゲー ト で もエコーを XX% FSH に調整する こ と が可

能です。

自動 -XX% 機能を使用するには

1. [ ゲー ト ] を押し、 目的のエコーの上にゲー ト を移動し ます。

2. [2nd F]、 [ ゲー ト ] （自動 XX%） を押し、 自動 XX% 機能を有効にし ます。

自動 -XX% は、 操作中いつで も有効にする こ と ができ ます。 ゲー ト をあえて選

択し ない場合は、 自動 -XX% は、 後に調整し たゲー ト に適用されます。
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自動 -XX% は、 エコーが指定し た振幅を超え る場合に使用でき ます。 も し、 信

号の振幅値が非常に高い場合 （500 % FSH 以上）、 自動 -XX% 機能は一度の操作

では調整でき ません。 その場合は、 再度押し て く だ さい。

4.3 基準ゲイ ンおよび補正ゲイ ンの設定

現在の基準 （ベース） レベルでシステム感度を設定する こ と は、 基準ゲイ ン レベル
の確定が必要な検査や補正ゲイ ンの加算や減算が必要な検査に有用です。

補正ゲイ ンを加算するには

1. [2nd F]、 [ ゲイ ン ] （dB±XX） を押し ます。

ゲイ ン表示は次の とお り です。 基準 XX.X + 0.0 dB。 こ こ で、 補正ゲイ ンを加算あ

るいは減算し ます。

2. [ チ ェ ッ ク ] を押し、 粗調整モード あ るいは微調整モード を選択し ます。

粗調整モード では、 ゲイ ン値 ±6 dB で調整し ます。 微調整モー ド では、 ゲイ ン値

±0.1 dB で調整し ます。

3. [ 上 ][ 下 ] 矢印キーあ るいは調整 ノ ブを使って、 補正ゲイ ンを変更し ます。

基準ゲイ ン と補正ゲイ ンを使用中、 次のパラ メ ータが 1/5 > 基本 サブ メ ニューに表示

されます。

作成 / 追加

基準ゲイ ンに補正ゲイ ンを作成 / 追加し た り 、 基準ゲイ ン機能を解除する ために

使用し ます。

比較 +0dB
補正ゲイ ン値 と補正ゲイ ン値 0.0 dB （基準レベル） を交互に切換えます。
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オフ

補正ゲイ ン値を基準ゲイ ン値に加算せずに、 基準ゲイ ン機能を解除し ます。

4.4 パルサー調整

EPOCH 1000 シ リ ーズ従来型 UT モード のパルサー設定は、 1/5 > パルサーサブ メ

ニ ューで行います。 パルサーセ ッ ト ア ッ プパラ メ ータは、 以下の通 り です。

･ パルス繰返し周波数 （PRF）

･ パルス電圧

･ ダンピング

･ テス ト モード

･ パルサー波形

･ パルサー周波数選択 （パルス幅）

4.4.1 パルス繰返し周波数 （PRF）

パルス繰返し周波数 （PRF） は、 EPOCH 1000 シ リ ーズの電子回路によ る探触子の励

起の頻度を示す単位です。 

PRF は、 通常、 検査方法や試験体の形状に基づいて調整されます。 ビーム路程 （W）

の長い試験体では、 デ ィ スプレ イの不要な信号の原因 と な る ラ ッ プア ラ ウ ン ド干渉
を避ける ために PRF 値を下げる必要があ り ます。 探触子が高速で試験体上を移動す

る アプ リ ケーシ ョ ンでは、 小さ な欠陥を確実に検出する ために、 PRF 値を高 く 設定

し ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 手動で、 PRF 値を 50 Hz 単位 （粗調整モード） あ るいは

5 Hz 単位 （微調整モード ） で、 5 Hz ～ 6000 Hz の範囲で調整する こ と ができ ます。 
探傷器には、 二つの自動 - 基準設定が付いてお り 、 ス ク リ ーンの範囲に合わせて自

動的に PRF を調整する こ と ができ ます。

PRF 値の調整方法を選択するには

♦ 1/5 > パルサー > PRF モード を選択し てから、 設定を変更し ます。 使用可能なオ

プシ ョ ンは以下の とお り です。
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自動 低
PRF 値を ス ク リ ーンの範囲およびテス ト モード に合わせて一番低い標準値に

調整し ます。

自動 高
PRF 値を ス ク リ ーンの範囲およびテス ト モード に合わせて一番高い標準値に

調整し ます。

手動

PRF 値を手動で設定し ます。

PRF 値を手動 PRF モー ド で調整するには

1. 1/5 > パルサー > PRF モード = 手動を選択し た後、 設定を変更し ます。

2. 1/5 > パルサー > PRF モード で設定を変更し ます。

3. 必要ならば [ チ ェ ッ ク ] キーを使い、 粗調整モード あ るいは微調整モード を切換

えます。

EPOCH 1000 シ リ ーズはシングルシ ョ ッ ト 機能を採用し ています。 これは、 1 回

のパルス発振ご と に、 1 つの A- スキ ャ ンを描 く こ と を意味し ます。 波形追従速

度を遅 く する透過サンプ リ ング処理等の波形処理を行わないため、 ス ト レ スのな
い波形追従性を実現し ています。 EPOCH 1000 シ リ ーズの従来型 UT モード にお

ける測定レー ト と PRF は、 マルチプレ クサーを使用し ない限 り 、 常に同等と な

り ます。

4.4.2 パルス電圧

EPOCH 1000 シ リ ーズ従来型 UT モード では、 パルス電圧を 25 V 単位で、 50 V から

475 V までの範囲で調整する こ と ができ ます。 従来の機種に比べ、 ハイパワーなパル

サーの設定が可能で、 従来、 測定が困難な試験体の測定に適し ています。

パルサー電圧を調整するには

♦ 1/5 > パルサー > 電圧を選択し た後、 値を変更し ます。 電圧調整では、 粗調整

モード と微調整モード のステ ッ プは、 同等です （25 V）。
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探傷器のバッ テ リ ー と探触子を長持ち させる ために、 測定上問題がない場合は、
電圧設定を低めにに設定し て く ださ い。 ほ と んどのアプ リ ケーシ ョ ンでは、

200 V を超え る電圧設定は必要あ り ません。

4.4.3 ダンピング

ダンピング コ ン ト ロールは、 内部抵抗回路を通じ て、 高分解能測定のための波形を
適化し ます。 EPOCH 1000 シ リ ーズ従来型 UT モード では、 次の 4 つのダンピング

設定ができ ます。 
・ 50 Ω
・ 100 Ω
・ 200 Ω
・ 400 Ω

ダンピングを調整するには

♦ 1/5 > パルサー > ダンプを選択し た後、 設定を変更し ます。 

一般的に、 低い抵抗値を設定する と システムダン ピングが増加し、 近距離分解能
を向上させます。 高い抵抗値を設定する と システムダン ピングが減少し、 遠距離
分解能を向上させます。

EPOCH 1000 シ リ ーズのダンピング設定は、 測定の目的 と使用する探触子に応じ調整

を行います。 設定によ り 近距離分解能を高めた り 、 遠距離分解能を高めます。

4.4.4 テス ト モー ド

EPOCH 1000 シ リ ーズ従来型 UT モード では、 1/5 > パルサー > モード パラ メ ータで

選択される 3 つのテス ト モード で操作でき ます。
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一振動子モード

一振動子型探触子によ り 信号を送受信するパルスエコーモード 。 探触子コネ ク タ

を使用。

透過モード

2 つの探触子を試験体の両側に挟み込み配置する透過モード。 送信用の探触子 と

受信用の探触子を使用。 探触子接続のラベルの付いた T/R を送信コネ ク タ と し て

使用。

二振動子モード

送信用および受信用の二つの振動子の付いた探触子によ る ピ ッ チアン ド キ ャ ッチ
モード。 探触子接続と ラベルの付いた T/R を送信コネ ク タ と し て使用。

透過モード を使って、 一方向のビーム路程を補正する場合、 EPOCH 1000 シ リ ー

ズは、 厚さ測定計算中に経過時間を 2 等分する こ と はでき ません。

テス ト モー ド を調整するには

♦ 1/5 > パルサー > モード を選択し た後、 設定を変更し ます。 

4.4.5 パルサー波形

EPOCH 1000 シ リ ーズ従来型 UT モード では、 1/5 > パルサー > パルサーパラ メ ータ

から選択可能な二つの波形モード で操作でき ます。

スパイ ク

探触子を励起する狭帯域パルス を使い、 従来のスパイ クパルス を発生させます。

ス ク エア

パルスの幅を調整し て、 探触子の反応を 適化し ます。
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EPOCH 1000 シ リ ーズは、 PerfectSquare 技術によ り 、 調整可能なス ク エア波パル

サーからの反応を 適化し ます。 この PerfectSquare 技術によ り 、 接続された探触

子の制御電圧を 大にし、 優れた近距離分解能を提供する こ と ができ ます。

パルサー波形を調整するには

♦ 1/5 > パルサー > パルサーを選択し た後、 設定を変更し ます。

4.4.6 パルサー周波数選択 （パルス幅）

1/5 > パルサー > パルサー = ス ク エアの と き、 パルサー周波数を選択し てパルス幅を

設定し ます。 この周波数の選択は、 使用中の探触子性能を 大に高める ために、 各パ

ルスの形状と持続時間を調整し ます。 通常は、 使用中の探触子の中心周波数にでき る

だけ近づける よ う にパルサーの周波数を調整し ます。

パルサー周波数を調整するには

♦ 1/5 > パルサー > 周波数を選択し た後、 設定を変更し ます。 

実際に選択し た値は、 試験体や探触子の中心周波数のばらつきによ り 、 探触子の
公称スペッ ク と異な る場合があ り ます。 探傷性能を 大限に得る ためには、 さ ま

ざまな設定を行 う こ と をお奨めし ます。

4.5 レシーバ調整

EPOCH 1000 シ リ ーズ従来型 UT モード のレシーバ設定は、 1/5 > レシーバサブ メ

ニ ューから ア ク セス し ます。 レシーバパラ メ ータは次の とお り です。

･ フ ィ ルタ グループ

･ デジ タルレシーバフ ィ ルタ
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･ 波形調整 （検波）

4.5.1 フ ィ ルタグループ

EPOCH 1000 シ リ ーズ従来型 UT モード には、 三つの基本的なデジ タルフ ィ ルタ グ

ループがあ り ます。

標準

7 種類のデジ タルフ ィ ルタ を設定し ます。 全帯域幅 0.2 MHz ～ 26.5 MHz 各フ ィ

ルタは、 EN12668-1 に準拠し ています。

ア ド バン ス ド

30 種類のデジ タルフ ィ ルタ を設定し ます。 全帯域幅で、 すべての周波数を受信可

能です。 フ ィ ルタは、 EN12668-1 規格ではテス ト されていません。

BP フ ィ ルタ

3 種類のデジ タルフ ィ ルタ を設定し ます。 特殊な軸検査用途に使用する特殊な

フ ィ ルタ。

フ ィ ルタグループを調整するには

♦ 1/5 > レシーバ > フ ィ ルタ グループを選択し た後、 設定を変更し ます。 

4.5.2 デジ タルレシーバフ ィ ルタ

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 –3 dB で、 合計 26.5 MHz の広帯域および狭帯域のデジ

タルフ ィ ルタ を備えています。 探傷器には、 複数の広帯域、 狭帯域デジ タルフ ィ ルタ

設定が可能です。 これらのフ ィ ルタは、 検査周波数帯域外の不要な高および （あ るい

は） 低周波数 ノ イ ズを フ ィ ルタで除去する こ と によ り 、 他探傷器の S/N 比を改善で

き る よ う に設計されています。 標準フ ィ ルタ設定は、 また、 EN12668-1 に必要なダ イ

ナ ミ ッ ク レ ンジ （dB） を提供し ます。

ほ と んどの場合、 使用中の探触子の周波数をカバーする広帯域あ るいは狭帯域の
フ ィ ルタ を選択し ます。 試験体のほ と んどで周波数スペク ト ラ ムがシフ ト する ため、

探傷器のパフ ォーマン ス を高める ためには適し たフ ィ ルタ設定を行 う 必要があ り ま
す。 試験体の材料および用途に基づき、 適なレシーバ設定を行います。

デジ タルフ ィ ルタ設定は、 フ ィ ルタ グループに基づき変化し ます （ 97 ページ 4.5.1
参照）。 
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フ ィ ルタ を調整するには

♦ 1/5 > レシーバ > フ ィ ルタ を選択し た後、 フ ィ ルタ  設定を変更し ます。

4.5.2.1 標準フ ィ ルタ設定

EPOCH 1000 シ リ ーズ標準フ ィ ルタ設定には、 EN12668-1 に準拠し た次の 7 種類の

フ ィ ルタがあ り ます。

･ 2.0 MHz ～ 21.5 MHz （広帯域 1）

･ 0.2 MHz ～ 10.0 MHz （広帯域 2）

･ 0.2 MHz ～ 1.2 MHz

･ 0.5 MHz ～ 4.0 MHz
･ 1.5 MHz ～ 8.5 MHz
･ 5.0 MHz ～ 15.0 MHz
･ 8.0 MHz ～ 26.5 MHz （ハイパス）

4.5.2.2 ア ドバンス ド フ ィ ルタ設定

EPOCH 1000 シ リ ーズのア ド バン ス ド フ ィ ルタ設定では、 独自のデジ タルレシーバ設

計を採用し、 フ ィ ルタ リ ング機能 と し てはこれまでにない柔軟性を備えています。 こ
のフ ィ ルタ設定によ り 、 次に挙げる よ う な特定の性能を確実に改善する こ と ができ
ます。

･ 複合材やプラ スチ ッ ク の検査に通常使用される低周波数のプローブの性能をア ッ
プ。 感度の改善 と ゆがみの減少。

･ 標準の低周波帯域通過フ ィ ルタ設定に比べ、 新 DC 連結セ ッ ト ア ッ プによ る初期

パルス （ メ イ ンバン） の回復力のア ッ プ （0.2 MHz ～ 10 MHz、 1.5 MHz ～

8.5 MHz など）。

･ 中周波あ るいは高周波探触子における広帯域応答の 適化。

･ 特殊用途のための超低周波探触子の使用 （50 kHz ～ 100 kHz 範囲）。

ア ド バン ス ド では、 30 種類のフ ィ ルタから選ぶこ と ができ ます。 これらのフ ィ ルタ

は、 EN12668-1 規格要件によ る テス ト は行われてお り ません。

･ A DC - 1.2 MHz
･ A DC - 4.0 MHz
･ A DC - 8.5 MHz
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･ A DC - 10.0 MHz
･ A DC - 15.0 MHz
･ A DC - 26.5 MHz

･ A BYPASS - こ の設定は、 すべてのデジ タルフ ィ ルタ リ ングをオフにし ます。

･ A BYP_EXT - こ の設定は、 すべてのデジ タルフ ィ ルタ リ ングをオフにし ます。 拡
張レ ンジで使用し ます。

･ A 0.2 - 4.0 MHz
･ A 0.2 - 8.5 MHz
･ A 0.2 - 15.0 MHz
･ A 0.2 - 26.5 MHz
･ A 0.2 MHz - BYP

･ A 0.5 - 8.5 MHz
･ A 0.5 - 10.0 MHz
･ A 0.5 - 15.0 MHz
･ A 0.5 - 26.5 MHz
･ A 0.5 MHz - BYP
･ A 1.0 - 3.5 MHz

･ A 1.5 - 10.0 MHz
･ A 1.5 - 15.0 MHz
･ A 1.5 - 26.5 MHz
･ A 1.5 MHz - BYP
･ A 2.5 - 7.0 MHz
･ A 5.0 - 10.0 MHz

･ A 5.0 - 26.5 MHz
･ A 5.0 MHz - BYP
･ A 6.0 - 12.0 MHz
･ A 8.0 - 15.0 MHz
･ A 8.0 MHz -BYP 
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ア ド バン ス ド フ ィ ルタは、 EN12668-1 の準拠テス ト は行われてお り ません。 その

ため、 A と い う 文字が、 各フ ィ ルタ設定に表示されます。 これによ り 、 フ ィ ルタ

が EN12668-1 に準拠し ているかど う か簡単に識別する こ と ができ ます。

4.5.3 波形調整 （検波）

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 1/5 > レシーバ > 検波パラ メ ータで選択でき る 4 種類の波

形調整 （検波） モード で操作する こ と ができ ます。 全波、 プラ ス半波、 マ イナス半波

あ るいは RF （無修正）。

RF モード は、 DAC モード あ るいはピーク表示機能を使用し ている間は、 設定で

き ません。

波形を調整するには

♦ 1/5 > レシーバ > 検波を選択し、 検波設定を変更し ます。

4.6 カス タムフ ィ ルタ設定

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 お客様のご要望によ り オ リ ンパスが開発し たカ ス タ ム フ ィ

ルタ設定を保存する こ と ができ ます。 BP フ ィ ルタは、 特定の用途の要件に合わせ設

計されたフ ィ ルタの例です。 さ らに詳しい内容については、 オ リ ンパス までお問い合

わせ く だ さい。
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5. 特殊波形機能 （従来型 UT モー ド） の管理

こ の章では特殊な波形機能の使用方法について説明し ます。 内容は次の とお り です。

･ リ ジェ ク シ ョ ン

･ ピーク表示

･ ピーク ホール ド

･ フ リ ーズ機能

･ グ リ ッ ド モード

5.1 リ ジ ェ クシ ョ ン

1/5 > レシーバ > リ ジェ ク シ ョ ンパラ メ ータは、 画面から不要なレベルの信号を排除

し ます。 リ ジェ ク シ ョ ン機能は、 線形で 0 % ～ 80 % FSH の範囲で調整可能です。 リ

ジェ ク シ ョ ン レベルを増加し て も リ ジェ ク シ ョ ン レベル以上の信号振幅に影響する
こ と はあ り ません。

リ ジェ ク シ ョ ン機能は、 1/5 > レシーバ > 検波 = RF モード で も使用する こ と がで

き ます。

リ ジェ ク シ ョ ン レベルは、 探傷器の画面上に水平のラ イ ンで描かれます （102 ページ

図 5-1 参照）。 1/5 > レシーバ > リ ジェ ク シ ョ ン = RF モード の場合は、 2 本のラ イ ン

で描かれます。
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図 5-1  リ ジ ェ ク シ ョ ンレベルを示す水平のラ イ ン

5.2 ピーク表示

ピーク表示機能は、 各 A-スキ ャ ンデータ収集の振幅を画面上にキ ャプチャ ・ 保存す

る機能です。 画面の各ピ ク セルによ り 大き な振幅が取得される と キ ャプチャ された画

面が更新されます。 探触子を反射源に対し走査する と、 探触子の動き と と もにエコー

エンベロ ッ プを画面上に緑色のラ イ ンでホール ド でき ます （103 ページ図 5-2 参照）。 
また、 現在のラ イブ波形が信号エンベロ ッ プ内の該当する位置に表示されます。

リ ジ ェ クシ ョ ンレベルの
ラ イ ン
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図 5-2  ピーク表示信号エンベロ ッ プの例

こ の機能は、 斜角探傷時に波形のピーク を捉え る と きに必要にな り ます。

ピーク表示機能は、 波形調整されていない 1/5 > レシーバ > 検波 = RF モード で

は、 使用でき ません。

ピーク表示機能を有効にするには

1. [ ピーク表示 ] を押し ます。

記号がフ ラ グエ リ アに表示され、 機能が有効であ る こ と を示し ます。

2. 反射源の上を スキ ャ ン し、 エコーエンベロ ッ プを取得し ます。

3. [ ピーク表示 ] を も う 一度押し、 ピーク表示機能を終了し ます。

ピーク表示フ ラグ

ピーク表示信号エンベ
ロ ッ プ （緑色のラ イ ン）

現在のラ イブ波形
（白色のラ イ ン）
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5.3 ピークホールド

ピーク ホール ド 機能は、 ピーク表示機能 と類似し た機能で、 表示されたピーク時の
波形を画面上にキ ャプチャする機能です。 違いは、 ピーク ホール ド機能では、 キ ャプ

チャ し た波形が画面上でフ リ ーズ されて も、 ラ イブ波形がフ リ ーズ し た波形の振幅
を超えた と し て も更新する こ と はない、 と い う 点です。

ピーク ホール ド 機能は、 既知の試験体から取得後、 未知の試験体の波形と を比較す
る場合に有効です。 波形の類似点や相違点は、 未知の試験体における合格判定基準の

決定に役立ちます。

ピークホールド機能を有効にするには

1. キ ャプチャ し たい波形を画面に表示させます。

2. [2ND F]、 [ ピーク表示 ] （ピークホールド ） を押し ます。

これによ り 、 画面上の波形がキ ャプチャ され、 ラ イブ波形と比較し ながら見る こ
と ができ ます。 記号が、 A- スキ ャ ン表示画面の右側に現れ、 機能が有効であ

る こ と を示し ます。

3. [2ND F]、 [ ピーク表示 ] （ピークホールド ） を再度押し て、 ピーク ホール ド 機能を

解除し ます。

5.4 フ リーズ機能

フ リ ーズ機能は、 [ フ リーズ ] が押された瞬間の画面情報を フ リ ーズ し て保持し ま

す。 一旦、 このフ リ ーズ機能が有効にな る と、 EPOCH 1000 シ リ ーズのパルサー / レ

シーバは、 オフにな り 、 それ以上のデータ取得は行われな く な り ます。 記号が、

画面の右側に現れ、 フ リ ーズ機能が有効であ る こ と を示し ます。 [ フ リーズ ] を再度

押すと、 通常のラ イブ表示に戻 り ます。 

フ リ ーズ機能は、 現在の A- スキ ャ ンをホール ド しつつ、 探触子を試験体から離すこ

と ができ るので、 波形を保存する と きに便利です。 フ リ ーズ中は、 次のよ う な さ まざ

まな探傷器の機能が使用でき ます。 以下は、 使用可能な機能の一例です。

･ ゲー ト の移動 : 厚さ測定や伝播時間、 振幅値の測定に使用でき ます。

･ ゲイ ン : 目的の信号を増幅 ・ 減衰でき ます。

･ 測定範囲および遅延 : 時間基準を管理し、 特定の領域にフ ォーカスでき ます。 た
だし、 測定範囲を広げる こ と はでき ません。
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･ データ ロガー

･ 印刷

フ リ ーズ機能が有効な と きは、 次のパラ メ ータにア ク セス し た り 変更する こ と はで
き ません。

･ ゼロオフセ ッ ト

･ 測定範囲 （範囲を広げる こ と はでき ません）

･ ゲイ ン以外のパルサー / レシーバ設定

5.5 グ リ ッ ド モー ド

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 わか り やすい A- スキ ャ ンを表示する さ まざまなグ リ ッ

ド モード を備えています。 

グ リ ッ ド モー ド を調整するには

1. 3/5 > 表示セ ッ ト ア ッ プ > A-スキ ャ ンセ ッ ト ア ッ プを選択し、 A-ス キ ャ ンセ ッ ト

ア ッ プページを開き ます。 
2. [ 上 ][ 下 ] 矢印キーを使用し て、 X- 軸グ リ ッ ド モード パラ メ ータにフ ォーカ ス し

ます （106 ページ図 5-3 参照）。
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図 5-3  x- 軸グ リ ッ ド モー ド の選択

3. [ 左 ][ 右 ] 矢印キーあ るいは対応するパラ メ ータ メ ニューの [P<n>] キーを使っ

て、 目的の x- 軸グ リ ッ ド モード を選択し ます （107 ページ図 5-4 参照）。
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図 5-4  x- 軸グ リ ッ ド モー ド

4. Y- 軸グ リ ッ ド モード パラ メ ータにフ ォーカ ス し ます。

5. [ 左 ][ 右 ] 矢印キーあ るいはダ イ レ ク ト ア ク セス [P<n>] キーを使って、 目的の

y- 軸グ リ ッ ド モード を選択し ます （108 ページ図 5-5 参照）。

標準グ リ ッ ド : 画面の範囲を 10 区分に等分

割し た従来の表示方法で、 各区分の下に 1 - 
10 の数字を表示。

ビーム路程グ リ ッ ド : 水平軸に沿って画面を

等分割し、 実際のビーム路程測定を表示。 こ
のモー ドは、 ビーム路程の値を 5 等分に分割

し表示し ます （1/5 > 基本 > レンジ、 1/5 > 基
本 > 遅延および 3/5 > 測定セ ッ ト ア ッ プ > 単
位設定に依存し ます）。

レググ リ ッ ド : 斜角検査のレグを示す縦のラ

イ ンを表示。 このモー ドは、 大 4 区分に分

けられ （L1 ～ L4） 斜角検査中における試験

体の各 1/2 スキッ プの距離を表示し ます。 表
示されるグ リ ッ ド間の間隔や区分は、 1/5 > 
基本 > 測定範囲、 1/5 > 基本 > 遅延、 および

1/5 > 斜角設定 > 板厚 （材料の厚さ） パラ

メ ータに依存し ます。
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図 5-5  y- 軸グ リ ッ ド モー ド

100 % 110 %

100% あるいは 110% グ リ ッ ド : 縦 Y- 軸上に表示され

る 大振幅の高さ。
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6. ゲー ト （従来型 UT モー ド）

こ の章では、 EPOCH 1000 シ リ ーズの従来型 UT モード にあ るゲー ト の使用方法につ

いて説明し ています。 内容は次の とお り です。

･ 測定ゲー ト 1 および 2
･ 基本のゲー ト パラ メ ータの ク イ ッ ク設定

･ イ ン ターフ ェ イ スゲー ト （オプシ ョ ン）

･ ゲー ト 測定モード

･ 測定値の表示

･ ゲー ト ト ラ ッ キングおよびエコー to エコー測定

･ タ イ ムオブフ ラ イ ト （TOF） モード の操作

･ ズームの使用

･ ゲー ト ア ラーム

6.1 測定ゲー ト 1 および 2

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 2 つの独立し た測定ゲー ト があ り ます。 A-スキ ャ ンで

は、 ゲー ト は、 水平ラ イ ンで表示されます。 この水平ラ イ ンの長さ と位置は、 ビー
ム路程レ ンジを示し てお り 、 ゲー ト の高さ位置は、 エコー振幅の閾値レベルを示し
ます。 EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 ゲー ト 1 は、 赤色のラ イ ンで表示され、 ゲー ト 2
は青色のラ イ ンで表示されます。
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図 6-1  ゲー ト 1 およびゲー ト 2

両ゲー ト は、 垂直探触子を用いた厚さ測定や斜角探触子を用いたビーム路程の測定、
信号振幅の測定、 マイ ク ロ秒単位でのタ イ ムオブフ ラ イ ト 測定、 閾値や 小深さに
応じ たア ラームを設定する こ と ができ ます。 また、 エコー to エコー厚さ測定を行 う

場合、 両ゲー ト を同時に使用する こ と ができ ます （116 ページ 6.6 参照）。 

2/5 > ゲー ト 1 および 2/5 > ゲー ト 2 サブ メ ニ ューにあ るパラ メ ータ を使って、 ゲー

ト を管理し ます （111 ページ図 6-2 参照）。

ゲー ト 1 （赤色）

ゲー ト 2 （青色）
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図 6-2  ゲー ト 1 サブ メ ニュー

パラ メ ータは次の とお り です。

ズーム

ゲー ト の幅を拡大表示し ます （詳しい内容は、 119 ページ 6.8 を参照）。

ス ター ト

 ゲー ト の開始位置を設定し ます。

幅

 ゲー ト の幅を設定し ます。

閾値

 ゲー ト の縦方向の位置を設定し ます。

ア ラーム

 ゲー ト のア ラーム条件を選択し ます （詳しい内容は、 120 ページ 6.9 を参照）。

小深さ

小深さ ア ラームを ト リ ガーする 小深さ の値を設定し ます。
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ステータ ス

ゲー ト の表示 ・ 非表示を切替えます （オン と オフ） ）。

6.2 基本のゲー ト パラ メ ータのク イ ッ ク設定

[ ゲー ト ] ダ イ レ ク ト ア ク セスキーを使って、 基本的なゲー ト 設定を行 う こ と ができ

ます。

ゲー ト の位置をすばや く 設定するには

1. [ ゲー ト ] ダ イ レ ク ト ア ク セスキーを押し ます。

メ イ ンが画面の右側のダ イ レ ク ト ア ク セスゲー ト ボタ ンがフ ォーカ ス されます。 
ゲー ト ボタ ンは、 初に使用可能なゲー ト パラ メ ータ を表示し ます （112 ページ

図 6-3 参照）。 

図 6-3  ダイ レ ク ト ア クセスゲー ト ボタ ン

2. 調整ノ ブあ るいは [ 上 ][ 下 ] 矢印キーを使って、 値を編集し ます。 
[ チ ェ ッ ク ] キーを押し、 粗調整モード あ るいは微調整モード を切替えます。

3. も う 一つの有効なゲー ト に同様のパラ メ ータ を選択するには、 [ ゲー ト ] を押し、

目的のゲー ト を選択し ます。

ゲー ト ボタ ンは、 続けて G1 ス ター ト 、 GIF ス ター ト および G2 ス ター ト  パラ

メ ータ を表示し ます。

[ ゲー ト ] キーは、 現在有効なゲー ト だけにア ク セスでき ます。 ゲー ト を有効に

し た り 解除するには、 2/5 > ゲー ト <n> > ステータ ス = オンあ るいはオフにし ま

す。

ダイ レ ク ト アクセスゲー ト ボタ ン
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4. [ 右 ] あ るいは [ 左 ] 矢印キーを使って、 ゲー ト の開始位置、 幅、 選択し たゲー

ト の閾値を ス ク ロールし ます。

5. 選択し たゲー ト のパラ メ ータの値を編集し ます。

ダ イ レ ク ト ア ク セス [ ゲー ト ] キーを使って、 ゲー ト を設定する場合、 前に選択

し たサブ メ ニューは変更されません。 これによ り 、 すばや く ゲー ト 位置の設定を

行い、 前に操作し たパラ メ ータに戻る こ と ができ ます。

6.3 イ ン ターフ ェ イスゲー ト （オプシ ョ ン）

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 ゲー ト 1 と ゲー ト 2 測定ゲー ト を増補する ためにオプシ ョ

ンでイ ン ターフ ェ イ スゲー ト 機能を備えています。 イ ン ターフ ェ イ スゲー ト の配置

は、 測定ゲー ト 1 および 2 について 109 ページ 6.1 と 112 ページ 6.2 で説明し ている

よ う に同じ 2 つの方法を使って行います。

特別な イ ン ターフ ェ イ スゲー ト 機能の さ らに詳しい情報については、 235 ページ 11.5
を参照し て く だ さい。

6.4 ゲー ト 測定モー ド

EPOCH 1000 シ リ ーズゲー ト 1 と ゲー ト 2 は、 3 種類の測定モード の う ちの一つに基

づき、 ゲー ト を ク ロ スする波形指示を測定し ます。 2/5 > ゲー ト セ ッ ト ア ッ プ > セ ッ

ト ア ッ プから ア ク セス可能なゲー ト セ ッ ト ア ッ プページで、 各ゲー ト の測定モード
を定義する こ と ができ ます （114 ページ図 6-4 参照）。
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図 6-4  ゲー ト セ ッ ト ア ッ プページ

使用可能なパラ メ ータは次の とお り です。

ゲー ト n測定モード

各ゲー ト では次のモード を使って測定し ます。

エ ッ ジ

ゲー ト を ク ロ スする信号の 初の ク ロ スポ イ ン ト の位置に基づ く 測定値。 
エ ッ ジ測定では、 波形は、 ゲー ト を ク ロ ス し ている必要があ り ます。 これは

フ ラ ン ク モード と呼ばれます。

ピーク

ゲー ト 設定された画面の範囲内にあ る一番大きいピーク位置に基づ く 測定
値。 ピーク測定では、 波形は、 ゲー ト を ク ロ スする必要はあ り ません。

1st ピーク

ゲー ト 設定された範囲内でゲー ト の閾値を超え る 初のピーク位置に基づ く
測定値。
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測定ゲー ト の一つを使って測定する場合、 小さ な三角形がゲー ト に表示され、 ど
のエコー / ポイ ン ト から測定値を取得し ているかを示し ます （115 ページ

図 6-5）。 

図 6-5  エ ッ ジ、 ピーク、 1st ピーク モー ド において測定が

ト リ ガーされた位置を示す小さい三角形の矢印

ゲー ト RF 設定

RF モード で、 ゲー ト の極性を選択し ます。 次のオプシ ョ ンがあ り ます。

デュ アルゲー ト

ゲー ト は、 X- 軸の正極側および負極側に表示されます。 位置 と幅は同等で、

ゲー ト 閾値が X- 軸に対し対称にな り ます （例 ： 25 % および –25 %）。

ポジテ ィ ブ

ゲー ト は、 X- 軸の正極側にのみ表示されます。

ネガテ ィ ブ

ゲー ト は、 X- 軸の負極側にのみ表示されます。

ゲー ト % 振幅測定

エ ッ ジモード のみで、 ゲー ト を ク ロ スする欠陥指示の振幅を測定する方法を定義
する こ と ができ ます。

エ ッ ジ ピーク 1st ピーク
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ピーク 高位置

ゲー ト 設定された範囲内で一番高いピーク のあ る欠陥指示の振幅を測定し ま
す。

1st ピーク

ゲー ト 設定された範囲内にあ る 初のピーク のあ る欠陥指示の振幅を測定し
ます。 1st ピーク測定では、 波形をゲー ト と ク ロ ス させる必要があ り ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 目的の欠陥指示が画面のゲー ト 設定された範囲内にな

い場合には、 測定値を表示する こ と ができ ません。 測定モード を定義する こ と に

よ り 、 ゲー ト 設定された範囲内に波形を描 く よ う に、 測定ゲー ト のス ター ト 、 幅
および閾値を適切に設定する必要があ り ます。 

6.5 測定値の表示

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 測定結果を表示する カ ス タマイ ズ可能な 6 つの測定値

ボ ッ ク スがあ り ます。 これらの測定値は、 欠陥波形指示から目的のデータ を表示する

ために、 適切に定義する必要があ り ます。

測定値ボ ッ ク スの定義および表示可能な測定値の一覧については、 70 ページ 3.3.3 を

参照し て く だ さい。

6.6 ゲー ト ト ラ ッ キングおよびエ コー to エ コー測定

EPOCH 1000 シ リ ーズのゲー ト ト ラ ッ キング機能では、 必要に応じ ていつで も エコー

to エコー測定を行 う こ と ができ ます。 エコー to エコー測定は、 次のゲー ト で行 う こ

と ができ ます。 

･ ゲー ト 2 – ゲー ト 1、

･ ゲー ト 2 – IF ゲー ト

･ ゲー ト 1 – IF ゲー ト  
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ゲー ト ト ラ ッ キング機能は、 エコー to- エコー測定で使用する 2 種類のゲー ト 間の一

定の距離間隔を維持し ます。 これによ り 、 ゲー ト を ク ロ スする 初の欠陥指示がばら

つ く こ と な く 、 2 番目の測定ゲー ト を適切に配置し、 測定データの間違いや損失を防

ぐ こ と ができ ます。

ゲー ト ト ラ ッ キング機能をオンにする と、 ト ラ ッ キングゲー ト の開始位置の値 （測
定に必要な 2 番目のゲー ト ） を元に固定し た開始位置ではな く 、 ゲー ト 間の距離間

隔を定義し ます。

ゲー ト 1 およびゲー ト 2 によるエ コー to エ コー測定

1. 2/5 > ゲー ト 1 > ステータ ス = オン と  2/5 > ゲー ト 2 > ステータ ス = オンを選択

し、 二つのゲー ト を有効にし ます。

2. 117 ページ図 6-6 の例にあ る よ う に、 ゲー ト 1 を 初のエコーの上に配置し、

ゲー ト 2 を 2 番目のエコーの上に配置し ます。 
ゲー ト 2 の開始位置は、 ゲー ト 1 の波形指示の位置と ゲー ト 2 の開始位置の距離

間隔を定義し ます。

図 6-6  エ コー to エ コー測定の例

エ コー to
エ コーフ ラグ

2 ゲー ト の

波形指示間の
距離測定
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3. 2/5 > ゲー ト 設定 > G2 ト ラ ッ ク = G1 を選択し、 ゲー ト 2 を ト ラ ッ キングゲー ト

と し て設定し ます。

エコー to エコーモード フ ラ グが、 画面の右側に現れ、 探傷器がゲー ト 1 と

ゲー ト 2 の各波形指示の距離間隔を測定し ている こ と を示し ます。

4. 測定値を表示するには、 測定値ボ ッ ク スの一つを G2-1 パラ メ ータ を表示する よ

う に設定し ます （詳細は、 70 ページ 3.3.3 を参照）。

6.7 タ イムオブ フ ラ イ ト （TOF） モー ドの操作

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 ゲー ト を ク ロ スする欠陥指示のタ イ ムオブフ ラ イ ト

（TOF） のビーム路程データ を表示する こ と ができ ます。 タ イ ムオブフ ラ イ ト は、 反

射源の位置をマイ ク ロ秒 （µs） で表示し ます。

タ イ ムオブフ ラ イ ト モード では、 測定値を 2 で割る こ と はでき ません。 試験体全体を

通過し た往復のタ イ ムオブフ ラ イ ト が表示されます。

タ イ ムオブフ ラ イ ト モード で厚さ測定を行 う 場合は、 EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 試

験体の厚さ を計算するのに材料音速 × タ イ ムオブフ ラ イ ト 値を 2 で割って算出し ま

す。 これが行われない と、 ビームが二度試験体を通過する ため、 探傷器は実際の厚さ

値の二倍の値を表示し ます。

探傷器が、 タ イ ムオブフ ラ イ ト モード で距離を表示する よ う に設定されている場
合には、 1/5 > 基本 > 音速パラ メ ータは、 無効 と な り ます。 これは、 タ イ ムオブ

フ ラ イ ト モード が、 ビーム路程測定値の計算に材料音速を使用し ないためです。

タ イムオブ フ ラ イ ト モー ド を操作するには

♦ 3/5 > 測定セ ッ ト ア ッ プ > 単位 = µs を選択し ます。 
タ イ ムオブフ ラ イ ト モード では、 すべての距離測定を イ ンチや ミ リ メ ー ト ルの代
わ り にマイ ク ロ秒で表示し ます。
118 第 6 章

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
6.8 ズームの使用

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 画面の範囲をすばや く ズーム し、 特定の検査ゾーンを高

分解能で表示する こ と が可能です。 ズーム表示を使用する と、 ス ク リ ーンに遅延を適

用し自動的にゲー ト 開始ポ イ ン ト を、 画面左側に移動させ、 表示範囲をゲー ト 幅に
合 う よ う に調整し ます。 新し く 設定された表示範囲は、 ズーム前のゲー ト 幅 と等し く

な り ます。 拡大可能な も小さ い表示範囲は、 現在の材料音速設定値における 小測

定範囲に相当し ます。 ズーム表示機能がオンの場合は、 フ ラ グが画面の右側に現

れます。

6.8.1 ズーム表示機能をオンにする

ゲー ト 1 にズーム表示を適用するには

1. 2/5 > ゲー ト 1 > ステータ ス = オンを選択し、 ゲー ト 1 をオンにし ます。

2. ゲー ト 1 を目的の位置に配置し ます。

3. 2/5 > ゲー ト 1 > ズームを選択し ます。

6.8.2 ズーム表示の用途

ズーム表示機能は、 特定の欠陥検出で使用する と大き な効果が期待でき ます。 例と し

ては、 粒界応力腐食割れ （IGSCC） のよ う な多面上の割れを検出する場合、 試験体

の形状や欠陥そのものの特殊な性質によ り 、 検査作業が複雑にな る こ と があ り ます。 
パイプカ ウ ン タボアが溶接ルー ト 部に近い場合には、 溶接ルー ト 部、 カ ウ ン タボア、
亀裂が互いに非常に近い場所に 3 つの信号が現れる可能性があ り ます。 こ の場合、

ズーム機能を使 う こ と によ り 、 EPOCH 1000 シ リ ーズの表示分解能が向上し、 各信号

がよ り 簡単に識別でき る よ う にな り ます。

亀裂からの信号を評価する場合には、 通常、 オペレータはエコーの立ち上が り 部分
を注視し ます。 エコーの立ち上が り に見られる小さ なピーク数 と位置を観察する こ と

によ り 、 複数の亀裂の存在 と亀裂の枝について予測する こ と が可能にな り ます。 ズー

ム表示機能を使 う こ と によ り 、 表示のよ り 詳細な観察ができ る ため、 亀裂の位置 と
深さ を よ り 正確に判断する こ と ができ ます。
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ズーム表示機能は、 大型試験体や厚肉材の検査に有効です。 これらの部材では、 測
定範囲が広 く 詳細な波形表示ができ ないため、 微細な波形観察ができ ません。 ズーム

表示機能を使 う こ と によ り 、 探傷器の本来の校正に支障を き たすこ と な く 、 試験体
の微小な箇所を観察する こ と ができ ます。

6.9 ゲー ト アラーム

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 各測定ゲー ト において さ まざまなア ラーム設定が可能で

す。 RF モード で、 ア ラームを正極、 負極またはデュ アルモード で設定する こ と がで

き ます。

デフ ォル ト では、 ア ラーム条件が ト リ ガーされる と EPOCH 1000 シ リ ーズは、 警告

音を発生し ます。 画面ウ ィ ン ド ウの上部にあ る赤色のイ ンジケータ ラ ンプが、 ア ラー

ムが ト リ ガーされたゲー ト に対応し て点灯し ます。 警告音によ る ア ラームのオン ・ オ

フ を切替え るには、 75 ページ 3.3.4 を参照し て く だ さい。

ゲー ト ア ラームには正極閾値、 負極閾値、 小深さ の ３ つのタ イプがあ り ます。

6.9.1 閾値アラーム設定

閾値ア ラームは、 ゲー ト 1、 ゲー ト 2 および / あ るいはイ ン ターフ ェ イ ス （IF） ゲー

ト に設定でき ます。

正極ロ ジ ッ ク の場合は、 ゲー ト 閾値内にエコーが入った と きにア ラームが動作し ま
す。 負極ロ ジ ッ ク の場合は、 エコーがゲー ト 閾値範囲内にない と きにア ラームが動作

し ます。 

閾値ア ラームを設定する と、 ゲー ト の終点のチェ ッ ク マークの形状が変化し ます。 正
極ロ ジ ッ ク ア ラームが起動し ている と きは、 チェ ッ ク マークは上向きに表示され、
負極ロ ジ ッ ク ア ラームが起動し ている と きは下向きに表示されます （121 ページ

図 6-7 参照）。
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図 6-7  ア ラーム閾値の種類を示すゲー ト チ ェ ッ ク マーク

閾値アラームを設定するには

1. 2/5 > ゲー ト <n> > ステータ ス = オンを選択し て、 ゲー ト をオンにし ます。

2. 目的のエ リ アをカバーする よ う にゲー ト を配置し ます。

3. 2/5 > ゲー ト <n> > ア ラームを選択し た後、 ポジテ ィ ブ あ るいはネガテ ィ ブ閾値

ア ラームの条件を選択し ます。

6.9.2 小深さ アラーム設定

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 設定し た厚さ値を現在の厚さ表示値が下回った と きに動作

する 小深さ ア ラーム機能を備えています。 小深さ ア ラームはシングルゲー ト も し

く はエコー間 （エコー to エコー） 測定モード の 2 ゲー ト で使用でき ます。

6.9.3 シングルゲー ト での 小深さ アラーム設定

小深さ ア ラームが有効にな る と、 ゲー ト 上に設定し た 小値位置にマーカーが現
れます。 ゲー ト 閾値を超えたエコーがマーカーの左側に現れた と き ア ラームが作動し

ます。

オフ

正極

負極
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図 6-8  小深さ アラームマーカー

小深さ アラームを設定するには

1. 2/5 > ゲー ト <n> > ステータ ス = オンを選択し、 ゲー ト をオンにし ます。

2. 目的のエ リ アをカバーする よ う にゲー ト を配置し ます。

3. 2/5 > ゲー ト <n> > ア ラーム = 小深さ を選択し ます。

4. 2/5 > ゲー ト <n> > 小深さ を選択し た後、 目的の 小値に変更し ます。 小深

さ ア ラーム値は、 ゲー ト 開始位置の値よ り も大き く 、 ゲー ト 幅の設定値よ り も小
さ く し ます。

6.9.4 ゲー ト ト ラ ッ キングと 小深さ アラーム

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 ゲー ト ト ラ ッ キングでエコー to エコー厚さ測定を行 う 際

に も 小深さ ア ラームを使用する こ と ができ ます。 ゲー ト ト ラ ッ キングをオンにする

と、 ト ラ ッ キングゲー ト が横に移動し、 ト ラ ッ キング し ていない （ 初の） ゲー ト
のエコーの位置を ト ラ ッ キング し ます。 ゲー ト ト ラ ッ キングがオンの と き、 小深さ

ア ラームの閾値は、 ト ラ ッ キング し ていないゲー ト （ 初のゲー ト ） のエコーの位
置に連動し ています。

ゲー ト ト ラ ッ キングで 小深さ ア ラームを設定するには、 121 ページ 6.9.3 のステ ッ

プに従います。

小深さ アラームマーカー
122 第 6 章

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
7. 基準カーソル

こ の章では、 EPOCH 1000 シ リ ーズの A- スキ ャ ン基準カーソルの使用方法について

説明し ています。 内容は次の とお り です。

･ カーソル A および B
･ カーソルの有効化およびカーソルの配置

･ カーソル測定

7.1 カーソル A および B

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 二つの測定基準カーソルを A- スキ ャ ンビ ューで使用す

る こ と ができ ます。 これらのカーソルは、 2/5 > 基準カーソルサブ メ ニューにあ るパ

ラ メ ータで設定する こ と ができ ます。
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図 7-1  A-スキャ ン と基準カーソル

基準カーソルは、 A-スキ ャ ン表示の上に 1 本あ るいは 2 本の縦の線を配置し ます。 取
得中の検査の画面範囲に特定のポ イ ン ト を表示し、 表示範囲内の重要なベンチマー
ク を示し ます。 次に例を示し ます。 溶接上層部、 溶接ルー ト 部、 2 種類の構成材あ る

いは材料の接着ラ イ ン / 接触部、 反射する可能性のあ る既知の形状、 あ るいはその他

介在物など。

7.2 カーソルの有効化およびカーソルの配置

基準カーソルは、 画面からはみ出さ ないよ う に設定し ます。 また、 カーソル B は

カーソル A の左側に配置でき ません。

2 つのカーソルを有効にするには

1. 2/5 > 基準カーソル > カーソル A = オンを選択し ます。

カーソル A （赤色の線） が画面に現れます。
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2. 画面範囲に沿ってカーソル A を移動するには、 2/5 > 基準カーソル > カーソル A
を選択し た後、 [ 上 ][ 下 ] 矢印キーあ るいは調整 ノ ブを使って位置を調整し ま

す。

3. 2/5 > 基準カーソル > カーソル B = オンを選択し ます。

画面のカーソル A の上部あ るいは右側にカーソル B （青色の線） が現れます。

4. カーソル B を画面範囲に沿って移動するには、 2/5 > 基準カーソル > カーソル B
を選択し た後、 [ 上 ][ 下 ] 矢印キーあ るいは調整 ノ ブを使って、 位置を設定し ま

す。

7.3 カーソル測定

EPOCH 1000 シ リ ーズ基準カーソルによ り 、 基準測定値を表示する こ と もでき ます。 
カーソル A および B、 カーソルおよびゲー ト を比較 ・ 測定する こ と ができ ます。 
ゲー ト ト ラ ッ キング機能は、 カーソル と は使用でき ません。

3/5 > 測定セ ッ ト ア ッ プ > 表示設定で、 測定セ ッ ト ア ッ プページにア ク セス し、 メ イ

ン画面の上部に表示する測定値を選択し ます （詳細は、 70 ページ 3.3.3 を参照）。 次の

カーソルによ る測定を行 う こ と ができ ます （詳細は、 72 ページ 22 を参照）。

･ カーソル A - ゲー ト 1
･ カーソル B - ゲー ト 1
･ カーソル B - カーソル A

･ カーソル A - ゲー ト 2
･ カーソル B - ゲー ト 2
･ カーソル A - IF ゲー ト

･ カーソル B - IF ゲー ト

･ カーソル X2 - カーソル X1
･ カーソル Y2 - カーソル Y1

･ カーソル X1 、 カーソル Y1、 交差振幅

カーソル - ゲー ト の比較測定で使用するゲー ト 内の欠陥指示が、 カーソルの位置

を越えて し ま う 場合 EPOCH 1000 シ リ ーズは、 負の値を表示し ます。
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8. 入力 ・ 出力機能

こ の章では、 EPOCH 1000 シ リ ーズの入力機能および出力機能について説明し ていま

す。 項目は以下の通 り です。

･ VGA 出力

･ アナロ グ出力

･ ト リ ガー入力および出力

･ シ リ アル接続 （RS-232）

･ USB 接続

･ シ リ アル /USB コマン ド プロ ト コル

 

上記コネ ク タ部が、 ゴムおよびプラ スチ ッ ク製カバーで保護されていない場合
は、 過酷な環境下または水滴に さ ら される よ う な環境では、 探傷器を使用し ない
で く だ さい。 コネ ク タの腐食や探傷器への損傷を避ける ために も、 ケーブルが接
続されていない場合は、 コネ ク タに保護カバーをつけておき ます。

8.1 VGA 出力

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 VGA 出力機能が標準で付いています。 こ の機能は、 探

傷器の右側のコ ンピ ュータ接続収納部内にあ る出力ポー ト のピンを使用し ます。 この

ポー ト は、 VGA/RS-232 併用ポー ト です。 VGA 出力を使用すれば、 VGA 入力が可能

なデバイ スに EPOCH 1000 シ リ ーズのすべての内容を表示する こ と ができ ます。 
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VGA 出力を使用するには

1. EPOCH 1000 シ リ ーズ と VGA デバイ スの電源をオフにし ます。 
2. 探傷器付属の EPXT-C-VGA-6 ケーブルを EPOCH 1000 シ リ ーズの VGA/RS-232

出力コネ ク タに接続し てから （128 ページ図 8-1 参照）、 VGA デバイ スにつなぎ

ます。

図 8-1  VGA/RS-232 出力コネク タ

3. EPOCH 1000 シ リ ーズ と VGA デバイ スの電源をオンにし ます。

4. 3/5 > 表示セ ッ ト ア ッ プ > VGA = オンを選択し、 EPOCH 1000 シ リ ーズの VGA
出力をオンにし ます。

VGA デバイ スの画面に、 探傷器の内容が表示されます。

5. デフ ォル ト では、 EPOCH 1000 シ リ ーズの 初の起動時には、 VGA 出力は、 オ

フの状態です。 
初の起動時に、 VGA 出力がすぐにオンにな る よ う に設定するには

a) 3/5 > 表示セ ッ ト ア ッ プ > カ ラー設定を選択し、 カ ラー設定ページを開き ま

す。

b) 起動時 VGA にフ ォーカ ス し てから、 値をオンに設定し ます。

c) [ キャ ンセル ] を押し、 カ ラー設定ページを出ます。

VGA/RS-232 出力コネク タ
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VGA コネ ク タが、 プラ スチ ッ ク製カバーで保護されていない場合は、 過酷な環

境下または水滴に さ ら される よ う な環境では、 探傷器を使用し ないで く だ さい。
コネ ク タの腐食や探傷器への損傷を避ける ために も、 ケーブルが接続されていな
い場合は、 コネ ク タに保護カバーをつけておき ます。

8.2 アナログ出力

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 4 種類のプロ グ ラ ム可能なアナロ グ出力が付いていま

す。 これらのアナロ グ出力を使用する と、 ス ト リ ッ プチャー ト レ コーダーやアナロ

グ ・ デジ タルコ ンバーターカード が付いた コ ンピ ュータ などの外付けデバイ スに、
EPOCH 1000 シ リ ーズが取得し た深さや振幅情報を出力し続ける こ と ができ ます。

情報は、 0–1 V あ るいは 0–10 V 圧縮によ る電圧で出力されます。 これらの電圧信号

は、 探傷器の背面上部にあ る 9- ピン ANALOG OUT D- サブコネ ク タ経由で出力する こ

と ができ ます （ 32 ページ 1.4.3 参照）。 ANALOG OUT コネ ク タ ピンア ウ ト については、

319 ページ表 33 を参照し て く だ さい。 電圧は、 接続されているデータ収集デバイ ス

が必要 とするデータ収集速度に応じ て、 大 PRF 速度で出力されるか （ 大

6 kHz）、 あ るいは 60 Hz 出力に圧縮されます。

アナロ グ出力の設定に関するパラ メ ータは、 A- ア ウ ト ページにあ り 、 3/5 > 測定セ ッ

ト ア ッ プ > A- ア ウ ト から ア ク セス し ます （130 ページ図 8-2 参照）。 
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図 8-2  A- アウ ト 設定ページ

各アナロ グ出力信号を管理するパラ メ ータは 4 種類あ り ます。

表示 <n>
アナロ グ出力コネ ク ターに出力する測定の種類 （厚さ あ るいは振幅） を選択し ま
す。

出力 <n>
探傷器からの電圧出力の範囲を選択し ます （0-1 V あ るいは 0-10 V）。

マ ッ ピング <n>
出力電圧の係数をフルス ク リ ーン範囲あ るいはゲー ト 幅のどち ら をベースにする
か選択し ます。

負荷 <n>
EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器のアナロ グ出力を測定する周辺デバイ スのイ ンピー

ダン スの値を選択し ます。 
EPOCH 1000 シ リ ーズの出力イ ンピーダン ス と周辺デバイ スの入力イ ンピーダン

ス を適合させる こ と によ り 、 EPOCH 1000 シ リ ーズがアナロ グ出力を適切に相殺
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し、 ス ク リ ーン測定に基づいて予測可能な出力電圧を生成する こ と ができ ます。 
例えば、 ス ク リ ーン範囲が 100 mm で、 EPOCH 1000 シ リ ーズが 10 mm の測定

は、 0-10 V のアナロ グ出力範囲では、 1 V のアナロ グ出力を生成し ます。 イ ン

ピーダン スの適合がない場合、 予測される 1 V 出力値よ り 上あ るいは下に歪曲さ

れて し まいます （0.95 V あ るいは 1.02 V など）。

 

アナロ グ出力コネ ク タ部が、 ゴム製カバーで保護されていない場合は、 過酷な環
境下また水滴に さ ら される よ う な環境では、 探傷器を使用し ないで く だ さい。 コ
ネ ク タの腐食や探傷器への損傷を避ける ためにも、 ケーブルが接続されていない
場合は、 コネ ク タに保護カバーをつけておき ます。

8.3 ト リ ガー入力および出力

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 ト リ ガー同期機能が搭載されてお り 、 システムの他のデバ

イ スや機器と連結し て使用する こ と ができ ます。 こ の ト リ ガー機能は、 選択し た手段

に応じ て、 また、 適用可能な場合には、 外部入力に応じ て各機器のパルスのタ イ ミ
ングを管理する こ と ができ ます。 EPOCH 1000 シ リ ーズ ト リ ガー入力と出力信号は、

探傷器の背面に位置する 26- ピン ALARMS D- サブコネ ク タ経由でア ク セス し ます

（ 32 ページ 1.4.3 参照）。 ALARMS コネ ク タ ピン配列については、 318 ページ表 32 を参

照し て く だ さい。

ト リ ガー入力および出力モード は、 3/5 > 測定セ ッ ト ア ッ プ > ト リ ガーパラ メ ータで

設定し、 次の 3 種類の選択が可能です。

内部

パルスのタ イ ミ ング と周波数を管理する内蔵標準操作モード。 EPOCH 1000 シ

リ ーズは、 外部の ト リ ガー入力の影響は受けませんが、 同期パルス を出力し ま
す。 それによ り 、 接続し た探触子にパルス を送る同じ速度と タ イ ミ ングで、 他の
デバイ ス を ト リ ガーする こ と ができ ます。

外部

こ のパラ メ ータ を選択する と、 26- ピン ALARMS D- サブコネ ク タ上にあ る EXT 
TRIG IN ピ ン経由で、 外付けのデバイ スから EPOCH 1000 シ リ ーズのパルスのタ

イ ミ ング と周波数を管理する こ と ができ ます。 外部入力パルスがあ る場合、 探傷
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器は、 接続されている探触子にパルス を送信せず、 フ リ ーズ し た よ う な状態にな
り ます。

シングル

こ のパラ メ ータ を選択する と、 探傷器のパルスのタ イ ミ ング と周波数は、 直接あ
るいはコ ンピ ュータからのコマン ド 経由で手動で管理する こ と ができ ます。 シン

グルモード では、 探傷器は、 [ チ ェ ッ ク ] を押すまでは接続された探触子にパル

ス を送信し ません。 （直接あ るいは RS-232、 USB 経由）。 [ チ ェ ッ ク ] を押さ ない

と、 探傷器はフ リ ーズ し た よ う な状態にな り ます。

8.4 シ リ アル接続 （RS-232）

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 シ リ アル接続 （RS-232） ポー ト が標準で付いています。 
シ リ アル接続では、 探傷器の右側のコ ンピ ュータ接続収納部に配置されている一体
型 VGA/RS-232 出力コネ ク タのピンを使用し ます。 シ リ アル接続を使い、

EPOCH 1000 シ リ ーズのコ ンピ ュータ イ ン ターフ ェ イ スプロ グ ラ ムであ る GageView 
Pro と 使用する ため、 EPOCH 1000 シ リ ーズを コ ン ピ ュータに接続する こ と ができ ま

す。

シ リ アル接続は、 また、 EPOCH 1000 シ リ ーズを リ モー ト 操作する こ と もでき ます。 
さ らに詳しい情報については、 134 ページ 8.6 を参照し て く だ さい。

8.5 USB 接続

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 標準で USB ポー ト が付いています。

･ USB ク ラ イ アン ト ポー ト （コ ン ピ ュータ接続収納部内） ×1
･ USB ホ ス ト ポー ト （コ ン ピ ュータ接続収納部内） ×2
･ USB ホ ス ト ポー ト （バッ テ リ ー収納部内） ×1
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ト リ ガー入力 ・ 出力、 シ リ アル接続および USB 接続コネ ク タ部が、 ゴムおよび

プラ スチ ッ ク製カバーで保護されていない場合は、 過酷な環境下または水滴に さ
ら される よ う な環境では、 探傷器を使用し ないで く だ さい。 コネ ク タの腐食や探
傷器への損傷を避ける ために も、 ケーブルが接続されていない場合は、 コネ ク タ
に保湿カバーをつけておき ます。

8.5.1 USB ク ラ イアン ト

USB ク ラ イ アン ト ポー ト は、 コ ンピ ュータ と の接続に使用し ます。 USB ク ラ イ アン

ト では、 周辺デバイ スから EPOCH 1000 シ リ ーズにコマン ド を送る こ と を可能にし

ますが、 EPOCH 1000 シ リ ーズが周辺デバイ スにコマン ド を送る こ と はでき ません。 
USB ク ラ イ アン ト ポー ト は、 EPOCH 1000 シ リ ーズのコ ンピ ュータ イ ン ターフ ェ イ

スプロ グ ラ ム GageView Pro と の通信に使用する標準ポー ト です。

8.5.2 USB ホス ト

USB ホ ス ト ポー ト によ り 、 EPOCH 1000 シ リ ーズから コマン ド を USB デバイ スに送

る こ と ができ ます。 EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 USB ホ ス ト ポー ト 経由で次のよ う な

デバイ ス と通信を行 う こ と ができ ます。

･ PCL5 プ リ ン ター制御言語によ る USB プ リ ン ター

･ USB マウ ス

･ USB キーボード

･ USB 保存デバイ ス

ダ イ レ ク ト レポー ト 印刷や保存デバイ スへのデータ保存関する情報についての詳し
い情報は、 188 ページ 10.4 と 191 ページ 10.5 を参照し て く だ さい。
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8.6 シ リ アル /USB コマン ド プロ ト コル

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 シ リ アル （RS-232） 接続ポー ト あ るいは USB ク ラ イ アン

ト ポー ト 経由で リ モー ト コ ン ト ロールする こ と ができ ます。 わか り やすい リ モー ト コ

マン ド を使って、 探傷器のすべての機能にア ク セスでき ます。 詳しい情報について

は、 オ リ ンパスにご連絡 く だ さい。
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9. EPOCH 1000 シ リーズの校正 （校正モー ド）

こ の章では、 EPOCH 1000 シ リ ーズを従来型 UT モード で校正する方法について説明

し ています。 校正は、 特定の探触子を使用し て特定温度下の特定材料を正確に測定で

き る よ う 探傷器を調整する過程のこ と を指し ています。 

校正中、 EPOCH 1000 シ リ ーズのゼロオフセ ッ ト と音速パラ メ ータ を調整する必要が

あ り ます。 ゼロオフセ ッ ト は （「プローブ遅延」 と呼ぶこ と も あ り ます）、 メ イ ンバン

と音波が試験体へ入る間の不感時間を補正し ます。 探傷器は試験体の材料音速に一致

する よ う 適切な音速に調整する必要があ り ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 迅速で簡単に校正ができ る｢自動校正｣機能を搭載し ていま

す （1/5 > 自動校正サブ メ ニュー）。 次の項では、 次の 4 つの基本的な探触子を使用し

た場合の EPOCH 1000 シ リ ーズの校正手順を説明し ます。

･ 垂直探触子

･ 遅延材付き探触子

･ 二振動子型探触子

･ 斜角探触子

自動校正機能は、 EPOCH 1000 シ リ ーズが TOF （マイ ク ロ秒）、 DAC、 TVG モー

ド に設定されている場合は、 使用でき ません。 

校正に関する詳細は、 次の項で説明し ます。

･ 校正の開始

･ 校正モード
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･ 垂直探触子の校正

･ 遅延材付き探触子の校正

･ 二振動子型探触子の校正

･ エコー to エコーモード における校正

･ 既知のビーム路程値によ る斜角探触子の校正

･ 既知のきず深さ値によ る斜角探触子の校正

･ 曲面補正

･ 一般の斜角校正試験片ダ イ アグ ラ ム

9.1 校正の開始

EPOCH 1000 シ リ ーズの操作に完全に慣れる までは、 実際に校正を行 う 前に、 基本操

作と設定の手順の確認を行って く だ さい。

校正の前に EPOCH 1000 シ リーズの従来型 UT モー ド をセ ッ ト ア ッ プするには

1. [ ゲイ ン ] を押し、 校正に適切なゲイ ン値を選択し ます。

も し、 適切なゲイ ン値が不明な場合は、 初期ゲイ ンを 20 dB に設定し、 必要に応

じ て校正中に調整し て く ださ い。

2. 1/5 > 基本 > 音速を選択し た後、 試験体材料の適切な音速を入力し ます。 材料の

音速表については、 323 ページ付録 A を参照し て く だ さい。

探傷器がタ イ ムオブフ ラ イ ト モード の場合、 音速パラ メ ータは、 使用でき ませ
ん。 3/5 > 測定セ ッ ト ア ッ プ > 単位 = mm あ るいはイ ンチを選択し、 音速パラ

メ ータ を有効にし ます。

3. 1/5 > 基本 > ゼロ を選択し た後、 探傷器のゼロオフセ ッ ト を 0.000 µs に調整し ま

す。

4. 1/5 > 基本 > レ ンジを選択し た後、 選択し た校正用試験片内のビーム路程レ ンジ

に基づき測定範囲を設定し ます。
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すべての校正エコーを画面に表示させる ために、 ビーム路程の 1.5 倍程度のレ ン

ジを使用し ます。

5. 1/5 > 基本 > 遅延を選択し た後、 画面の遅延を 0.000 イ ンチあ るいは 0.00 mm に

設定し ます。

6. 1/5 > 斜角設定 > 屈折角を選択し た後、 プローブの正しい屈折角度 （ス ト レー ト

ビームあ るいは 90° のプローブには 0、 45° プローブには 45 など） を入力し ま

す。 
7. 1/5 > 斜角設定 > 板厚を選択し た後、 材料の厚さ を 0.00 イ ンチ 0.00 mm と設定し

ます。 
8. 1/5 > レシーバ > リ ジェ ク シ ョ ンを選択し た後、 リ ジェ ク シ ョ ンのレベルを 0 %

に設定し ます。

9. 2/5 > ゲー ト 1 > ステータ ス = オンを選択し、 ゲー ト 1 をオンにし ます。

10. 探触子を試験体に接触させた ら、 パルサーと レシーバ設定を調整し、 A- スキ ャ

ンを生成し ます。 パルサーと レシーバの調整に関する情報は、 89 ページ 4 を参照

し て く だ さい。

探傷器の設定に基づいて校正し ている間、 EPOCH 1000 シ リ ーズで関連する肉厚

やビーム路程の測定値を自動的に表示でき る よ う にするには、 自動測定値の選択
を行います。 詳しい情報については、 70 ページ 3.3.3 を参照し て く だ さい。 

9.2 校正モー ド

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 多数の校正モー ド を搭載し てお り 、 探触子、 校正用試験片

およびアプ リ ケーシ ョ ンの要件に合わせ正確に校正する こ と ができ ます。 これらの校

正モード は、 1/5 > 自動校正サブ メ ニ ューで変更でき ます。 モード設定は、 垂直探触

子および斜角探触子に各種 2 モード あ り ます。
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9.2.1 垂直ビームモー ド

垂直ビームの校正には、 2 つの方法があ り ます。 校正と い う 観点からは、 接触型、 二

振動子型、 水浸型等など、 垂直探触子モード は、 すべてのゼロ度のプローブ と い う
こ と にな り ます。 垂直ビームの校正には、 2 つの方法があ り ます。

板厚

標準垂直ビームの校正モード では、 2 箇所の厚さが判っている試験片を使い校正

を行います。 板厚の薄い材料では、 ゼロオフセ ッ ト 校正を使用し、 板厚の厚い材

料では、 音速の校正を行います。

エコー to エコー

こ の校正モード では、 エコー to エコー測定を使用し て、 材料音速のみを校正し

ます。 エコー to エコー校正では、 測定値の開始位置を示す特定の波形にゲー ト

設定し、 その波形を ト ラ ッ キングゲー ト を使って ト ラ ッ キングする こ と によ り 、
ゼロオフセ ッ ト の原因と な る要素を排除し ています。 つま り 、 正確なエコー to
エコー測定を行 う には、 検査の材料音速のみ校正する必要があ る と い う こ と で
す。 エコー to エコー測定は、 G2 - G1、 G2 - IF あ るいは G1 - IF を組み合わせて

行います （ 116 ページ 6.6 参照）。

9.2.2 斜角ビームモー ド

斜角ビーム校正には、 2 つの方法があ り ます。

ビーム路程

標準斜角校正モード では、 2 箇所の厚さ が判っている試験片のビーム路程を使用

し、 校正を行います。 一般的には、 これらのビーム路程は、 校正用試験片の半径

から測定されます。 板厚の薄い材料では、 ゼロオフセ ッ ト 校正を使用し、 板厚の

厚い材料では、 音速校正を使用し ます。

深さ

こ の斜角校正モード では、 2 箇所の反射源の深さが判っている試験片を使用し ま

す。 一般的には、 これらの深さは、 同サイ ズの横穴から測定し ます。 正確な測定

を行 う ために、 EPOCH 1000 シ リ ーズは、 ビーム路程と既知の屈折角を基に深さ

値を計算する ため、 初に探触子の屈折角を確認する必要があ り ます。 反射源の

位置が浅い場合には、 ゼロオフセ ッ ト 校正を行い、 反射源の位置が深い場合に
は、 音速校正を行います。
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9.3 垂直探触子の校正

周波数 5.0 MHz、 振動子径 13 mm （0.50 イ ンチ） のオ リ ンパス探触子 （部品番号

A109S-RM） を使用し た場合の、 垂直探触子の校正手順を示し ます。

試験体 と同じ材料で、 2 箇所の厚さが判っている校正用試験片をご用意下さい。 こ の

2 箇所の厚さは、 検査を行 う 試験体厚さ の上限と下限を上回っている厚さ であ る こ と

が理想です。

こ こ では、 オ リ ンパス鋼製 5- ステ ッ プ試験片 （部品番号 2214E） を使用し ます。 各
ステ ッ プは、 0.100 イ ンチ、 0.200 イ ンチ、 0.300 イ ンチ、 0.400 イ ンチ、 0.500 イ ンチ

です。

EPOCH 1000 シ リ ーズの本体設定が、 メ ー ト ル単位の場合も、 入力値が ミ リ メ ー

ト ル （mm） で行われる以外は、 校正手順はま った く 同様です。

垂直探触子で校正するには

1. 136 ページ 9.1 で説明し た初期設定手順を実行し ます。 
2. 探触子を適切なケーブルに接続し、 探傷器の上部にあ る従来型 UT 用探触子コネ

ク タに接続し ます。

3. 1/5 > 自動校正 > 校正モード = 板厚を選択し ます。

4. 探触子を校正用試験片の薄い箇所に接触させます。 こ こ では、 0.200 イ ンチ （5,08 
mm） ステ ッ プに接触させています。

使用中の探触子周波数によ り 、 測定対象物が非常に薄 く な る と適切な測定値が表
示されない場合があ り ます。

5. [ ゲー ト ] キーを使い、 試験片からの 初の底面エコーがゲー ト 閾値を越え る位

置にゲー ト 1 を配置し ます。 
6. [ ゲイ ン ] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % にな る よ う にゲイ ンを調整し ます。
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厚さ表示は A- スキ ャ ンの上に大き な文字で表示されます （140 ページ図 9-1 参

照）。

図 9-1  ゲー ト と校正信号の例

7. 値が安定し た ら、 1/5 > 自動校正 > 校正ゼロ を選択し ます。

ス ク リ ーンがフ リ ーズ し、 校正ゼロ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます （140 ページ

図 9-2 参照）。

図 9-2  校正ゼロダイアログボ ッ クス

厚さ測定値
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8. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 0.200 イ ン

チ）。 それから、 続行を選択し、 2 番目の校正ステ ッ プへ進みます （141 ページ

図 9-3 参照）。

校正データ を取得せずに、 終了する必要があ る場合には、 [ 左 ][ 右 ] 矢印キーを

使って、 キ ャ ンセルをハイ ラ イ ト 化し た後、 [ チ ェ ッ ク ] キーを押し ます。

図 9-3  ゲー ト 設定された 2 番目の校正信号

9. 探触子を校正用試験片の厚い箇所に接触させます。 
こ こ では、 0.500 イ ンチのステ ッ プに接触させています。

10. [ ゲー ト ] キーを使い、 厚さが判っている試験片からの 初の底面エコーがゲー

ト 閾値を越え る位置にゲー ト 1 を配置し ます。

11. [ ゲイ ン ] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % になる よ う にゲイ ンを調整し ます。 
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厚さ測定値は、 A- スキ ャ ンの上に大きな文字で表示されます。 
12. 値が安定し た ら、 1/5 > 自動校正 > 音速校正を選択し ます。 

画面がフ リ ーズ し、 画面上に音速校正ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。 

13. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 0.500 イ ン

チ）。 それから、 完了を選択し、 校正プロセス を完了し ます。

厚さが既に分かっている一つの試験片だけでも、 自動校正機能を使用する こ と が
でき ます。 薄い箇所と厚い箇所両方に探触子を接触させる代わ り に、 多重底面エ

コーを使用し ます。 探触子を薄い肉厚の試験片に接触させたま ま、 ゲー ト を複数

の底面エコーの一つに移動させ、 校正の音速測定の際ビーム路程に応じ た厚さ
（ ２ 、 ３ 、 ４ など 初の底面エコーの倍数） を入力し ます。

9.4 遅延材付き探触子の校正

こ こ では、 周波数 10.0 MHz、 振動子径 6.35 mm （0.25 イ ンチ） のオ リ ンパス探触子

（部品番号 V202-RM） を使用し た場合の、 遅延線の校正手順を示し ます。 

験体と同じ材料で、 2 箇所の厚さが判っている校正用試験片をご用意下さい。 2 箇所

の厚さ値は、 試験体の厚さ を上回る もの と下回る ものが理想です。 こ こ では、 オ リ ン

パス鋼製 5 段階試験片 （部品番号 2214E） を使用し ます。 各ステ ッ プは、 0.100 イ ン

チ、 0.200 イ ンチ、 0.300 イ ンチ、 0.400 イ ンチ、 0.500 イ ンチです。

EPOCH 1000 シ リ ーズの本体設定が、 メ ー ト ル単位の場合も、 入力値が ミ リ メ ー

ト ル （mm） で行われる以外は、 校正手順はま った く 同様です。

遅延材付き探触子で校正するには

1. 136 ページ 9.1 で説明し た初期設定手順を実行し ます。

2. 探触子を適切なケーブルに接続し、 探傷器の上部にあ る従来型 UT 用探触子コネ

ク タに接続し ます。
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ゼロオフセ ッ ト を 0.000 マ イ ク ロ秒に設定する と、 初期励起パルス （あ るいは メ

イ ンバン） が画面左側に表示されます。  
3. 1/5 > 基本 > ゼロ を選択し てから、 遅延材チッ プの先端からのイ ン ターフ ェ イ ス

エコーが画面に現れる まで、 ゼロオフセ ッ ト を増加させます。

4. 接触媒質を塗布し た遅延材の先端を指で触わって、 遅延材の先端からのエコーが
表示されている こ と を確認し ます。 これによ り エコーが画面上で上下に振幅し ま

す。 
5. 1/5 > 基本 > ゼロ を選択し てから、 こ のエコーをゼロオフセ ッ ト を使用し、 画面

の左側に移動させます。

6. 1/5 > 自動校正 > 校正モード = 厚さ を選択し ます。

7. 探触子を校正用試験片の薄い箇所に接触させます。 こ こ では、 0.100 イ ンチに接

触させています。

8. [ ゲー ト ] キーを使い、 試験片からの 初の底面エコーがゲー ト 閾値を越え る位

置にゲー ト 1 を配置し ます。

9. [ ゲイ ン ] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % にな る よ う にゲイ ンを調整し ます。

厚さ測定値は A- スキ ャ ンの上に大きな文字で表示されます （144 ページ図 9-4
参照）。
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図 9-4  ゲー ト と校正信号の例

遅延材先端からの多重エコーではな く 、 初の底面エコーにゲー ト 設定を行いま
す。

10. 値が安定し た ら、 1/5 > 自動校正 > 校正ゼロ を選択し ます。 
ス ク リ ーンがフ リ ーズ し、 校正ゼロ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます （140 ページ

図 9-2 参照）。

厚さ測定値
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図 9-5  校正ゼロダイアログボ ッ クス

11. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 0.100 イ ン

チ）。 それから続行を選択し、 2 番目の校正ステ ッ プに進みます （146 ページ

図 9-6 参照）。

校正データ を取得せずに、 終了する必要があ る場合には、 [ 左 ][ 右 ] 矢印キーを

使って、 キ ャ ンセルをハイ ラ イ ト 化し た後、 [ チ ェ ッ ク ] キーを押し ます。
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図 9-6  ゲー ト 設定された 2 番目の校正信号

12. 探触子を校正用試験片の厚い箇所に接触させます。 
こ こ では、 0.500 イ ンチのステ ッ プに接触させています。

13. [ ゲー ト ] キーを使い、 試験片からの 初の底面エコーがゲー ト を超え る位置に

ゲー ト 1 を配置し ます。 
14. [ ゲイ ン ] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % になる よ う にゲイ ンを調整し ます。 

厚さ測定値は、 A- スキ ャ ンの上に大きな文字で表示されます。 

15. 値が安定し た ら、 1/5 > 自動校正 > 音速校正を選択し ます。 
画面がフ リ ーズ し、 画面上に音速校正ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。 

16. ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 ゲー ト 内にあ る指示の基地の板厚に適合する値を調整し
ます （こ こ では、 0.500 イ ンチ）。 それから、 完了を選択し、 校正プロセス を完了

し ます。
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厚さが既に分かっている一つの試験片だけでも、 自動校正機能を使用する こ と が
でき ます。 薄い箇所と厚い箇所両方に探触子を接触させる代わ り に、 多重底面エ

コーを使用し ます。  探触子を薄い肉厚の試験片に接触させたま ま、 ゲー ト を複数

の底面エコーの一つに移動させ、 校正の音速測定の際ビーム路程に応じ た厚さ
（ ２ 、 ３ 、 ４ など 初の底面エコーの倍数） を入力し ます。

9.5 二振動子型探触子の校正

こ こ では、 周波数 5.0 MHz、 振動子径 6,35 mm （0.25 イ ンチ） のオ リ ンパス探触子

（部品番号 DHC711-RM） を使用し て二振動子型探触子の校正手順を示し ます。  

校正には、 試験体と同じ材料で、 2 箇所の厚さ が判っている校正用試験片をご用意下

さい。 2 箇所の厚さ値は、 試験体の厚さ を上回る もの と下回る ものが理想です。 こ こ

では、 オ リ ンパス鋼製 5 段階試験片 （部品番号 2214E） を使用し ます。 5 ステ ッ プの

各厚さは、 0.100 イ ンチ、 0.200 イ ンチ、 0.300 イ ンチ、 0.400 イ ンチ、 0.500 イ ンチで

す。

EPOCH 1000 シ リ ーズの本体設定が、 メ ー ト ル単位の場合も、 入力値が ミ リ メ ー

ト ル （mm） で行われる以外は、 校正手順はま った く 同様です。

二振動子型探触子の音響的特性によ り 、 試験体の厚さが減少する と、 距離校正に
非直線性が生じ ます。 大感度ポ イ ン ト は、 個別の二振動子型探触子の 「ルーフ

角」 によ り 決定されます。 目的の範囲がカバーされている ステ ッ プ試験片を用い

て距離校正を行 う こ と をお勧めし ます。 校正範囲を超えた厚さ を測定する際は注

意が必要です。 EPOCH 1000 シ リ ーズには、 v-パス補正があ り ません。 よ って、

校正作業に使用される 小厚さ にも よ り ますが、 校正された範囲内で も あ る程度
非線形性が起き る可能性があ り ます。
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二振動子型探触子のゼロオフセ ッ ト 値は、 極端な温度環境下で大き く 変動する こ と
があ り ます。 ゼロオフセ ッ ト 値を設定し た温度から数度以上変化する場合は、 ゼロオ

フセ ッ ト 値を再度確認する必要があ り ます。 温度差の大きい環境で厚さ測定を行 う 場

合は、 高温アプ リ ケーシ ョ ン用に設計されたオ リ ンパス製二振動子型探触子のご使
用を強 く お勧めし ます。 これらの探触子には、 温度変化にほ と んど影響されない安
定し た音速の遅延材が内部に組み込まれています。 オ リ ンパスに振動子型探触子

D790-SM と D791 のご使用を推奨し ます。

二振動子型探触子を使って校正するには

1. 136 ページ 9.1 で説明し た初期設定手順を実行し ます。

2. 探触子を適切なケーブルに接続し、 探傷器の上部にあ る従来型 UT 用探触子コネ

ク タに接続し ます。

3. 1/5 > パルサー > モード = 二振動子型を選択し ます。 
4. [ ゲイ ン ] を押し てから、 底面エコーの立ち上が り がほぼ垂直な線と し て画面に

現れる よ う にゲイ ンを高 く 設定し ます。

5. 厚さ測定を行 う 場合にエコーの立ち上が り を使用する ために、 測定ゲー ト をエ ッ
ジ検出モード に設定し ます。

a) 2/5 > ゲー ト セ ッ ト ア ッ プ > セ ッ ト ア ッ プを選択し、 ゲー ト セ ッ ト ア ッ プ

ページを開き ます。

b) セ ッ ト ア ッ プページでは、 ゲー ト <n>測定モード をハイ ラ イ ト 化し、 その値

をエ ッ ジに設定し ます。

c) [ キャ ンセル ] を押し、 セ ッ ト ア ッ プページを終了し ます。 
6. 1/5 > 自動校正 > 校正モード = 板厚を選択し ます。

7. 探触子を校正用試験片の薄い箇所に接触させます。 
こ こ では、 0.100 イ ンチステ ッ プに接触させています。  上述されている よ う に、

はっ き り し たエコーの立ち上が り を生成する ため、 高めのゲイ ン設定が必要で
す。 ギザギザし たエコーのピークは考慮に入れないで下さ い。 エコー立ち上が り

部分に注視し ます。

8. [ ゲー ト ] キーを使い、 試験片からの 初の底面エコーがゲー ト 閾値を越え る位

置にゲー ト 1 を配置し ます。 
9. [ ゲイ ン ] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % になる よ う にゲイ ンを調整し ます。

厚さ測定値は、 A- スキ ャ ンの上に大きな文字で表示されます。
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図 9-7  ゲー ト と校正信号の例

10. 値が安定し た ら、 1/5 > 自動校正 > 校正ゼロ を選択し ます。

画面がフ リ ーズ し、 校正ゼロ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。

図 9-8  校正ゼロダイアログボ ッ クス

11. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 0.100 イ ン

チ）。 それから、 続行を選択し、 2 番目の校正ステ ッ プへ進みます。

厚さ測定値
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校正データ を取得せずに、 終了する必要があ る場合には、 [ 左 ][ 右 ] 矢印キーを

使って、 キ ャ ンセルをハイ ラ イ ト 化し た後、 [ チ ェ ッ ク ] キーを押し ます。

図 9-9  ゲー ト 設定された 2 番目の校正信号

12. 探触子を校正用試験片の厚い箇所に接触させます。 
こ こ では、 0.500 イ ンチのステ ッ プに接触させています。

13. [ ゲー ト ] キーを使い、 試験片からの 初の底面エコーがゲー ト 閾値を越え る位

置にゲー ト 1 を配置し ます。 ゲイ ンは、 エコー振幅がおよそ 80 % になる よ う に

ゲイ ンを調整し ます。

14. 値が安定し た ら、 1/5 > 自動校正 > 音速校正を選択し ます。

画面がフ リ ーズ し、 画面上に音速校正ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。
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15. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 0.500 イ ン

チ）。 それから、 完了を選択し、 校正プロセス を完了し ます。

9.6 エ コー to エ コーモー ド における校正

こ こ では、 周波数 10.0 MHz、 振動子径 6 .35mm （0.25 イ ンチ） のオ リ ンパス探触子

（部品番号 V202-RM） を使用し た場合の、 エコー to エコーの校正手順を示し ます。

エコー to エコーモード における校正では、 試験体 と同じ材料の 1 箇所の厚さが判っ

ている校正用試験片をご用意 く ださ い。 2 箇所の厚さ値は、 試験体の厚さ に非常に近

いものが理想です。 エコー to エコーモード では、 2 つの波形間の距離を測定し ます。

1 つは開始位置の測定、 も う 1 つは終了位置の測定を示し ます。 波形の開始位置に

ゲー ト を設定する こ と によ り 、 ゼロオフセ ッ ト と同様の結果を導 く ため、 ゼロオフ
セ ッ ト 値によ る校正が不要にな り ます。 そのため、 エコー to エコーモード 校正では、

探傷器が正確に測定値を表示でき る よ う に、 材料音速のみを校正し ます。

こ こ では、 オ リ ンパス鋼製 5 段階試験片 （部品番号 2214E） を使用し ます。 各ステ ッ

プは、 0.100 イ ンチ、 0.200 イ ンチ、 0.300 イ ンチ、 0.400 イ ンチ、 0.500 イ ンチです。

EPOCH 1000 シ リ ーズの本体設定が、 メ ー ト ル単位の場合も、 入力値が ミ リ メ ー

ト ル （mm） で行われる以外は、 校正手順はま った く 同様です。

遅延材付き探触子を使用し エ コー to エ コーモー ド で校正するには

1. 136 ページ 9.1 で説明し た初期設定手順を実行し ます。

2. 探触子を適切なケーブルに接続し、 探傷器の上部にあ る従来型 UT 用探触子コネ

ク タに接続し ます。 
ゼロオフセ ッ ト を 0.000 マ イ ク ロ秒に設定する と、 初期励起パルス （あ るいは メ

イ ンバン） が画面左側に表示されます。  
3. 1/5 > 基本 > ゼロ を選択し てから、 初期励起パルスが画面左から消え、 遅延材

チ ッ プの先端からのイ ン ターフ ェ イ スエコーが画面に現れる まで、 ゼロオフセ ッ
ト を増加させます。
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4. 接触媒質を塗布し た遅延材の先端を指で触わって、 遅延材の先端からのエコーが
表示されている こ と を確認し ます。

これによ り エコーが画面上で上下に振幅し ます。

5. 1/5 > 基本 > ゼロ を選択し てから、 値を増加し、 こ のエコーを画面の左側に移動

させます。

エコー to エコー測定を行 う には少な く と も二つのゲー ト が必要です。 ゲー ト ト

ラ ッ キング機能もオンにし ます。 
6. 2/5 > ゲー ト 1 > ステータ ス = オンおよび 2/5 > ゲー ト 2 > ステータ ス = オンを

使って、 ゲー ト 1 と ゲー ト 2 の二つのゲー ト を有効にし、 測定ゲー ト と し て使用

し ます。

7. 2/5 > ゲー ト セ ッ ト ア ッ プ > G2 ト ラ ッ ク = G1 を選択し、 ゲー ト 2 がゲー ト 1 を

追従する よ う に設定し ます。 ゲー ト や ト ラ ッ キングの有効化に関する詳しい情報

は、 116 ページ 6.6 を参照し て く だ さい。

8. 1/5 > 自動校正 > 校正モード = G2 - G1 を選択し ます。

9. 探触子を校正用試験片に接触させます。 
こ こ では、 0.300 イ ンチステ ッ プに接触させています。

10. [ ゲー ト ] キーを使い、 試験片からの 初の底面エコーがゲー ト 閾値を越え る位

置にゲー ト 1 を配置し ます。

11. [ ゲー ト ] キーを使い、 試験片からの 2 番目の底面エコーがゲー ト 2 の閾値を越

え る よ う にゲー ト 1 と ゲー ト 2 の距離を空けて配置し ます。

12. 信号が飽和し ないよ う に、 また、 ゲー ト 2 のエコー振幅がおよそ 50 % になる よ

う に、 ゲイ ンを調整し ます。

厚さ測定値は、 G2-G1 と い う ラベル と と もに A- スキ ャ ンの上に大き な文字で表

示されます。

減衰材料では、 初の信号を飽和させないよ う にする と、 2 番目の指示を 50 %
以上にでき ない可能性があ り ます。 その場合は、 正確な測定を行 う ために、 ピー

ク検出ではな く 、 エ ッ ジ検出モード の使用をお奨めし ます （詳細は、 113 ページ

6.4 を参照）。 
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ゲー ト 1 と ゲー ト 2 は、 遅延材先端からの多重エコーではな く 、 連続する底面エ

コーを捉えます。

図 9-10  ゲー ト と校正信号の例

13. 値が安定し た ら、 1/5 > 自動校正 > 音速校正を選択し ます。 画面がフ リ ーズ し、

画面上に音速校正ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。

厚さ測定値
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図 9-11  音速校正ダイアログボ ッ クス

14. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 0.300 イ ン

チ）。 それから、 完了を選択し、 校正プロセス を終了し ます。

校正データ を取得せずに、 終了する必要があ る場合には、  [ 右 ] と [ 左 ] 矢印

キーを使って、 キ ャ ンセルをハイ ラ イ ト 化し た後、 [ チ ェ ッ ク ] キーを押し ます。

9.7 既知のビーム路程値による斜角探触子の校正

周波数 2.25 MHz、 振動子径 0.625 イ ンチ x 0.625 イ ンチのオ リ ンパス探触子 （部品番

号 A430S-SB） を使用し た場合の、 斜角の校正手順を示し ます。 ウ ェ ッ ジは 45° で部

品番号 ABWS-6-45 を使用し ます。 また、 試験片は、 オ リ ンパス IIW タ イプ I 炭素鋼

製校正用試験片、 パーツナンバー TB7541-1 を使用し ます。

斜角探触子を使って校正するには

1. 136 ページ 9.1 で説明し た初期設定手順を実行し ます。

2. 探触子を適切なケーブルに接続し、 探傷器の上部にあ る従来型 UT 用探触子コネ

ク タに接続し ます。

3. 1/5 > 斜角設定 > 屈折角を選択し てから、 探触子と ウ ェ ッ ジの組み合わせに 適

な屈折角を入力し ます （こ こ では、 45°）。

4. 1/5 > 基本 > 音速を選択し た後、 試験体材料のおよその横波の音速 （0.1280 イ ン

チ /µs あ るいは炭素鋼を使用し た場合、 メ ー ト ル単位では 3251 mm/µs） を入力

し ます。
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5. 1/5 > 基本 > レ ンジを選択し た後、 使用する試験片の適切なレ ンジ （12.000 イ ン

チ。 こ こ では メ ー ト ル単位を使用し、 300.00 mm） を入力し ます。

次の手順を確認し ます。

･ 155 ページ 『ビーム入射点 （BIP） の測定』

･ 157 ページ 『屈折角の測定』

･ 158 ページ 『音速と ゼロ点の校正』

･ 162 ページ 『感度の校正』

9.7.1 ビーム入射点 （BIP） の測定

ビーム入射点 （BIP） は、 音波がウ ェ ッ ジを離れ、 試験片に 大エネルギーで 入射す

るポ イ ン ト を指し ます。 次の手順は、 プローブ と ウ ェ ッ ジの BIP を確定する方法を説

明し ています。 

ビーム入射点 （BIP） を測定するには

1. プローブを試験片の 「0」 マーク の位置に接触させます。

図 9-12  ｢ 0 ｣マークの位置にプローブを配置し た IIW 校正用試験片

2. 初期パルス （ メ イ ンバン） 後、 画面に高振幅のエコーが現れる までプローブを操
作し ます。 
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タ イプ I 試験片の 4.00 イ ンチ （100 mm） の位置にあ る大き な弧からの反射エ

コーです。

3. プローブを前後に移動させながら、 こ の振幅が 大にな る よ う 調整し ます （ピー
ク値を上げます）。 

4. エコーが 100 % を超えないよ う に注意し て く だ さい。 必要な らば、 感度を下げま

す。

ピーク表示機能は、 BIP の検出に優れたツールです。 [ ピーク表示 ] を押し、 ピーク

表示機能をオンにし ます。 これは、 ラ イブ波形を描画する際、 エコーエンベロ ッ プを

収集し て描画し ます （156 ページ図 9-13 参照）。 ラ イブ波形を、 事前に取得し たエ

コーのダ イナ ミ ッ ク カーブに対応する 大値に一致させます。 [ ピーク表示 ] を再度

押し て、 ピーク表示をオフにし ます。

図 9-13  BIP 検出に使用する [ ピーク表示 ] 機能

5. エコーのピーク値を捉えた ら、 プローブを静止させた状態で保持し、 試験片の
「0」 マーク位置の真上で探触子ウ ェ ッ ジ側面にマーク を付けます。 
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こ の位置が入射点であ り 、 こ こ で音波がウ ェ ッ ジから放射され、 大エネルギー
で材質に入射し ます。

9.7.2 屈折角の測定

プローブの屈折角は、 校正手順の初期段階において既に EPOCH 1000 シ リ ーズに入

力し てお く 必要があ り ます。 ただし、 ウ ェ ッ ジを例えば 45° に設定でき て も、 実際の

屈折角は試験体の特性やウ ェ ッ ジの磨耗度などによ ってわずかに異な る可能性があ
り ます。 そのため、 実際の角度を確認する必要があ り ます。 これによ り 、

EPOCH 1000 シ リ ーズのビーム路程の計算が正確に行えます。

屈折角を確認するには

1. プローブを試験片の該当する角度マーク に移動させます （この例では 45°）。

図 9-14  ｢ 45° ｣マークの位置にプローブを配置し た IIW 校正用試験片

2. プローブを前後に動かし ながら、 校正用試験片の大き な円形の穴からの振幅が
大にな る よ う に調整し ます。 円形の空孔には、 Plexiglas を充填でき ますが、 手順

は変わ り ません。
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[ ピーク表示 ] を押し、 信号のピーク を探し ます。

3. エコーのピーク値を捉えた ら、 プローブを静止させた状態で保持し、 155 ページ

9.7.1 の手順で、 ウ ェ ッ ジ側面に記入し た入射点 （BIP） に一致し ている こ と を確

認し ます。

こ の角度が、 使用中の探触子と鋼用ウ ェ ッ ジに対する実際の屈折角です。 
4. こ の屈折角の値が前回の入力値と異な る場合、 [ 屈折角 ] キーを押し てから、 正

しい屈折角を入力し ます。

9.7.3 音速とゼロ点の校正

側面に半月形の切 り 込みがあ る ASTM E-164 IIW タ イプ I 試験片には、 100 mm （4 イ

ンチ） および 225 mm （9 イ ンチ） で画面上にエコーを表示し ます。 以下の手順では、

オ リ ンパス IIW タ イプ I 炭素鋼製校正用試験片、 部品番号 TB7541-1 を使用し ます。 
その他の標準校正用試験片に関する情報は、 168 ページ 9.10 を参照し て く だ さい。

EPOCH 1000 シ リ ーズの本体設定が、 メ ー ト ル単位の場合も、 入力値が ミ リ メ ー

ト ル （mm） で行われる以外は、 校正手順はま った く 同様です。

ビーム路程で校正するには

1. 1/5 > 基本 > 測定範囲を選択し てから、 12.00 イ ンチ （300 mm） に値を設定し ま

す。 これによ り 、 画面上に試験片からのエコーが見え る よ う にな り ます。

2. 1/5 > 自動校正 > 校正モード = ビーム路程を選択し ます。

3. 入射点 （BIP） が ASTM 試験片 （または米国空軍試験片） の 「0」 マーク真上に

く る よ う に探触子を試験片に接触させます。 距離校正ステ ッ プの作業中は、 探触
子はこの入射点から動か さ ないよ う にし て く ださ い。

4. [ ゲー ト ] キーを使い、 試験片の弧からの 初の反射エコーが、 ゲー ト 閾値を越

え る位置に、 ゲー ト 1 を配置し ます。

こ の反射エコーは、 およ そ 4 イ ンチ （100 mm） の位置に現れます。
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5. [ ゲイ ン ] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % にな る よ う にゲイ ンを調整し ます。

厚さ測定値は A- スキ ャ ンの上に大きな文字で表示されます。

図 9-15  ゲー ト と校正信号の例

6. 値が安定し た ら、 2/5 > 自動校正 > 校正ゼロ を選択し ます。

画面がフ リ ーズ し、 校正ゼロ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。 

図 9-16  校正ゼロダイアログボ ッ クス

厚さ測定値
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7. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 4.000 イ ン

チ）。 それから、 続行を選択し、 2 番目の校正ステ ッ プに進みます。

校正データ を取得せずに、 終了する必要があ る場合には、 [ 左 ][ 右 ] 矢印キーを

使って、 キ ャ ンセルをハイ ラ イ ト 化し た後、 [ チ ェ ッ ク ] を押し ます。

8. [ ゲー ト ] キーを使い、 試験片の弧からの 2 番目のエコーがゲー ト 設定されてい

る範囲に収ま る よ う にゲー ト 1 を配置し ます。 この反射エコーは、 およそ 9 イ ン

チ （225 mm） の位置に現れます。

図 9-17  ゲー ト 設定された 2 番目の校正信号
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8 イ ンチ （200 mm） の位置に別の反射エコーが現れる場合があ り ます。 このエ

コーは、 ビーム拡散や試験片側面からの反射エコーに起因する ものであ る ため、
無視する こ と ができ ます。 ゲー ト 1 が、 こ のエコー上にかから ないよ う にし て く

ださい。

9. [ ゲイ ン ] を押し、 エコーがおよそ 80 % にな る よ う にゲイ ンを調整し ます。

厚さ測定値は、 A- スキ ャ ンの上に大きな文字で表示されます。

10. 値が安定し た ら、 1/5 > 自動校正 > 音速校正を選択し ます。

画面がフ リ ーズ し、 音速校正ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。

図 9-18  音速校正ダイアログボ ッ クス

11. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 9.000 イ ン

チ）。 それから完了を選択し、 校正プロセス を終了し ます。

9.7.4 感度の校正

斜角探傷校正の 終段階は、 感度校正です。 この校正を完了する と、 基準ゲイ ン レ
ベルを設定でき ます。

感度を調整するには

1. プローブを IIW 校正用試験片の基準反射源 と し て使用する口径 0.060 イ ンチ

（1.5 mm） の横穴に向けて、 接触させます。
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図 9-19  感度校正用の穴にプローブを配置し た IIW 校正用試験片

2. プローブを前後に移動させながら、 横穴からのエコーの振幅が 大にな る よ う 調
整し ます。 試験片側面からの反射エコー と混同し ないよ う 注意し て く だ さい。

[ ピーク表示 ] を押し、 信号のピーク を検出し ます。

3. エコーが 大振幅を示し た ら、 基準反射源の信号が、 画面の所定基準ラ イ ンにい
く よ う に、 システム感度 （ゲイ ン） を調整し ます。 この例では、 エコーを フル画
面の 80 % 高さに調整し ます。

4. [2nd F]、 [ ゲイ ン ] （dB±XX） を押し て、 基準ゲイ ン レベルを確定し、 走査ゲイ ン

を別々に加算 ・ 減算し ます。

5. 基準ゲイ ン （基準） をオンにし た ら、 1/5 > 基本 > 作成 / 追加、 基準 / 補正、 オフ

パラ メ ータ を使用し、 ゲイ ン調整を行います。 これらの機能に関する詳しい情報
については、 91 ページ 4.3 を参照し て く だ さい。
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図 9-20  基準ゲイ ン と指示

9.8 既知のきず深さ値による斜角探触子の校正

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 既知のビーム路程ではな く 、 同じサイ ズの反射源 （通

常、 横穴） の既にわかっている きずの深さ を使って、 斜角探触子によ る音速と ゼロ
点の校正を行います。 次に、 斜角探触子校正における深さ校正の手順について詳し
く 説明し ます。

屈折角の校正 と同様、 ビームの入射点 （BIP）、 屈折角を確認し た上で、 感度校正を

行 う 必要があ り ます。 深さ値で音速と ゼロ点の校正を実行する前に、 屈折角を確認
する こ と は非常に重要です。 こ の校正モード で使用する深さ測定値は、 反射源の
ビーム路程と手動で入力し た角度パラ メ ータの値の計算に基づいている ためです。
よ って、 屈折角の値が正確でない場合は、 深さに関する校正は不正確と なって し ま
います。

次の手順では、 EPOCH 1000 シ リ ーズのきず深さ を用いた校正手順について説明し て

います。 BIP （ビーム入射点） と屈折角を確認し た り 、 感度を校正する場合に

は、 154 ページ 9.7 を参照し て く だ さい。 こ こ では、 周波数 2.25 MHz、 振動子径
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0.625 イ ンチ x0.625 イ ンチ （15,875mm x 15,875mm） のオ リ ンパス探触子 （部品番号

A430S-SB） を使用し て屈折角の校正手順を示し ます。 ウ ェ ッ ジは 45° で部品番号

ABWS-6-45 を使用し ます。 試験片には、 オ リ ンパス NAVSHIPS 炭素鋼製試験片、

TB7567-1 を使用し ます。

9.8.1 音速とゼロ点の校正

NAVSHIPS 校正用試験片には、 異な る深さ位置に 6 つの No. 3 横穴があ り （173 ペー

ジ図 9-30 参照）、 画面に、 0.25 イ ンチ （6.35 mm） の増分によ る異な る深さ位置に反

射エコーを生成し ます。 きず深さ を用いた校正には、 こ の横穴を使用し ます。 これ
によ り 、 2.75 イ ンチ （79.85 mm） までのあ ら ゆる検査測定範囲における校正を行 う

こ と ができ ます。 こ こ では、 0.5 イ ンチおよび 1.5 イ ンチ （12.5 mm と 38 mm） の深

さ位置にあ る横穴を使用し ます。

その他の標準校正用試験片を使用し た音速と ゼロ点の校正についての情報は、 168
ページ 9.10 を参照し て く だ さい。

EPOCH 1000 シ リ ーズの本体設定が、 メ ー ト ル単位の場合も、 入力値が ミ リ メ ー

ト ル （mm） で行われる以外は、 校正手順はま った く 同様です。

きず深さ を用いて校正するには

1. 1/5 > 基本 > レ ンジを選択し た後、 4 イ ンチ （100 mm） に値を設定し ます。 これ

によ り 、 画面に試験片からのエコーが見え る よ う にな り ます。

2. 1/5 > 自動校正 > 校正モード = 深さ を選択し ます。

3. 探触子を校正用試験片に接触させ、 上下に動かし ながら 0.5 イ ンチ （12.7 mm）

の深さ位置にあ る横穴からの反射エコーを 大にし ます。

[ ピーク表示 ] を押し、 信号ピーク を見つけます。
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4. [ ゲー ト ] キーを使い、 試験片の横穴からの反応がゲー ト 閾値を越え る よ う に

ゲー ト 1 を配置し ます。 この反射エコーは、 およそ 0.5 イ ンチ （12.5 mm） の位

置に現れます。

図 9-21  ゲー ト と校正信号の例

5. [ ゲイ ン ] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % にな る よ う にゲイ ンを調整し ます。

厚さ測定値は、 A- スキ ャ ンの上に大きな文字で表示されます。

6. 値が安定し た ら、 1/5 > 自動校正 > 校正ゼロ を選択し ます。

校正ゼロ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。

図 9-22  校正ゼロダイアログボ ッ クス
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7. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 0.500 イ ン

チ）。 それから、 続行を選択し、 2 番目の校正プロセスに進みます。

校正データ を取得せずに、 終了する必要があ る場合には、 [ 左 ][ 右 ] 矢印キーを

使って、 キ ャ ンセルをハイ ラ イ ト 化し た後、 [ チ ェ ッ ク ] キーを押し ます。

図 9-23  ゲー ト 設定された 2 番目の校正信号

8. [ ゲー ト ] キーを使って、 2 番目の横穴からの反射エコーがゲー ト 設定された範

囲内に入る よ う に、 ゲー ト 1 を配置し ます。

こ の反射エコーは、 およ そ 1.5 イ ンチ （38.1 mm） の位置に現れます。

9. [ ゲイ ン ] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % になる よ う にゲイ ンを調整し ます。

厚さ測定値は、 A- スキ ャ ンの上に大きな文字で表示されます。
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10. 値が安定し た ら、 1/5 > 自動校正 > 校正音速を選択し ます。 
画面がフ リ ーズ し、 音速校正値を入力ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。

図 9-24  音速校正値を入力ダイアログボ ッ ク ス

11. ゲー ト 内の指示に対応する板厚値を入力し ます （こ こ では、 1.500 イ ンチ）。 それ

から、 完了を選択し、 校正プロセス を完了し ます。

9.9 曲面補正

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 パイプ、 シ リ ンダー、 その他曲面を斜角探触子を使って検

査する際に、 表面距離補正を行 う こ と ができ ます。 この機能は、 試験体の表面が、
探触子のビーム路程の方向にカーブし ている よ う な検査に適用する こ と ができ ます。
水平距離と深さ を補正し、 試験体の板厚 と外径を反映し た測定値を提供し ます。 補
正は、 試験体の外径 ・ 内径に関わらず、 探触子を接触し ている曲面に適用でき ます。

曲面補正機能を使用するには

1. 1/5 > 斜角設定 > 曲面補正 （CSC） = オンを選択し て、 曲面補正機能を有効にし ま

す。 記号が、 フ ラ グ領域に現れます。

2. 1/5 > 斜角設定 > 曲面補正 （CSC） で外径あ るいは内径を選択し ます。 それから、

試験体の直径を入力し ます。

9.10 一般の斜角校正試験片ダイアグラム

169 ページ図 9-25 から 174 ページ図 9-31 は、 斜角プローブで一般的に使用されてい

る校正用試験片の図解です。
EPOCH 1000 シ リーズの校正 （校正モー ド）    167

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
図 9-25  ASTM E164 IIW 校正用試験片 （P/N TB7541-1）

4 イ ンチ
9 イ ンチ
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図 9-26  IIW タ イプ 2 校正用試験片 （P/N TB5939-1）
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図 9-27  距離および感度校正 （DSC） 試験片 （P/N TB7549-1）

1 イ ンチ

5 イ ンチ

7 イ ンチ 3 イ ンチ
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図 9-28  ASTM E164 IIW タ イプ メ ー ト ル単位校正用試験片 （P/N TB1054-2）

100 mm225 mm
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図 9-29  ISO 7963 MAB 校正用試験片 （P/N TB1065-1）

図 9-30  Navships シ リ ンダー反射源試験片 （P/N TB7567-1）
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図 9-31  5- ステ ッ プ板厚校正用試験片 （P/N 2214E）
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10. データ ロガーの管理

こ の章では、 EPOCH 1000 シ リ ーズの内部データ ロガーの管理方法について説明し て

います。 この章では、 次の内容について取 り 上げています。

･ データ ロガー概要

･ データ保存機能

･ フ ァ イルサブ メ ニュー

･ 設定およびレポー ト 印刷

･ ス ク リ ーンシ ョ ッ ト の保存

･ 探傷器 リ セ ッ ト

･ ハード ウ ェ ア リ セ ッ ト

10.1 データ ロガー概要

多 く の探傷検査と厚さ測定に対応する ために、 データ ロガーは、 数多 く のフ ァ イル
タ イプ と機能を備え、 かつ操作が簡単に行え る よ う 設計されています。 データ ロ
ガーは、 次の機能を備えています。

･ フ ァ イルおよび識別 （ID） 番号によ るデータの整理

･ 英数字フ ァ イル名および識別 （ID） 番号

･ フ ァ イル詳細情報、 検査担当者 ID、 ロ ケーシ ョ ン メ モの入力機能

･ 腐食厚さ計に類似する フ ァ イルタ イプ

－ 校正フ ァ イル

－ イ ン ク リ メ ン タル （増加） フ ァ イル

－ シーケンシ ャルフ ァ イル

－ カ ス タ ムポ イ ン ト 付き シーケンシ ャルフ ァ イル
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－ 2- D マ ト リ ッ ク スグ リ ッ ド フ ァ イル

－ カ ス タ ムポ イ ン ト 付き 2- D マ ト リ ッ ク スグ リ ッ ド フ ァ イル

－ 3- D マ ト リ ッ ク スグ リ ッ ド フ ァ イル

－ ボ イ ラーフ ァ イル

－ 2- D EPRI

･ フ ァ イル編集および ID の追加 ・ 削除、 フ ァ イル名の変更、 フ ァ イル内容消去 ・

削除の機能。

･ すべてのフ ァ イル内容のオン ス ク リ ーン レ ビ ュー

･ 画像およびセ ッ ト ア ッ プ情報のない測定参照のためのフ ァ イルサマ リ ー画面

･ EPOCH 1000 シ リ ーズ と コ ンピ ュータ あ るいはプ リ ン ター間のデータ転送機能

･ フ ァ イル、 画像およびエ ク スポー ト された着脱式 メ モ リ ーのデータ保存

10.2 データ保存機能

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 [ 保存 ] を押すご と に、 次の内容の情報を保存する よ う に

設計されています。 保存される情報は、 次の とお り です。

･ フ ァ イル名

･ 識別 （ID） 番号

･ ア ラーム条件

･ ゲー ト 測定モード

･ 各ゲー ト のビーム路程レグ

･ 大 6 測定値ボ ッ ク ス （探傷器画面上のユーザー選択によ る測定値）

･ A- スキ ャ ン波形

･ S-スキ ャ ン画像 （フ ェ イ ズ ド アレ イモード のみ）

･ ピーク表示エンベロ ッ プあ るいはピーク ホール ド 波形 （機能がオンの場合）

･ 全セ ッ ト ア ッ プパラ メ ータ

･ フ ラ グ ステータ ス （[ フ リーズ ]、 ズーム機能、 [ ピーク表示 ] など）

･ 有効な ソ フ ト ウ ェ ア機能 （DAC/TVG、 DGS/AVG、 AWS D1.1/D1.5）

EPOCH 1000 シ リ ーズデータ ロガーは、 上記情報 と と もに 300,000 ID 以上のフ ァ イ

ルを保存でき ます。 すべてのデータは、 探傷器の付属の 2 GB CompactFlash カード に

ID 番号と と もに保存されます。
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10.3 フ ァ イルサブ メ ニュー

EPOCH 1000 シ リ ーズデータ ロガーのパラ メ ータは、 5/5 > フ ァ イルサブ メ ニューか

ら ア ク セスでき ます。 使用可能なパラ メ ータは次の とお り です。

開 く

有効なフ  ァ イル保存先のフ ァ イルを選択し開き ます。

作成

新しいフ ァ イルを作成し ます。

リ セ ッ ト

探傷器 とデータベース リ セ ッ ト 機能にア ク セス し ます。

ページ設定

印刷機能および交換可能な保存に関するセ ッ ト ア ッ プ項目にア ク セス し ます。

初の ID
現在のフ ァ イルから フ ァ イルの 初の識別子 （ID） にジ ャ ンプし ます。

後の ID
現在のフ ァ イルから フ ァ イルの 後の識別子 （ID） にジ ャ ンプし ます。

ID:
現在保存に有効な識別子 （ID） を指定し ます。

これらのパラ メ ータに関する詳しい説明は、 次の項で行います。

10.3.1 データ フ ァ イル作成

EPOCH 1000 シ リ ーズに情報を保存する前に、 データ フ ァ イルを作成する必要があ り

ます。 フ ァ イルは、 探傷器上で作成する こ と も GageView Pro コ ンピ ュータ イ ン ター

フ ェ イ スプロ グ ラ ムで作成し、 探傷器にア ッ プロードする こ と もでき ます。

探傷器上でフ ァ イルを作成するには

1. 5/5 > フ ァ イル > 作成を選択し、 178 ページ図 10-1 にあ る よ う に作成セ ッ ト ア ッ

プページを開き ます。
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図 10-1  作成セ ッ ト ア ッ プページ

2. 作成セ ッ ト ア ッ プページで、 フ ァ イルを選択し てから、 仮想キーボード か USB
キーボード を使って、 大 8 文字までの英数字でフ ァ イル名を入力し ます。

3. オプシ ョ ンで次のパラ メ ータの情報を入力し ます。

a) 内容を選択し てから、 フ ァ イルの内容を入力し ます。

b) 検査担当者 ID を選択し た後、 検査担当者の識別情報を入力し ます。

c) 検査場所を選択し てから、 検査の場所に関する情報を入力し ます。

4. 必要なフ ァ イルタ イプのタブを選択し ます （178 ページ図 10-1 では、 校正）。 使

用でき る フ ァ イルタ イプに関する詳しい情報は、 185 ページ 10.3.6 を参照し て く

ださい。

5. すべての必要なフ ァ イルタ イプパラ メ ータ を入力し ます。

6. フ ァ イルセ ッ ト ア ッ プを完了し た ら、 作成を選択し、 セ ッ ト ア ッ プページを終了
し て、 目的のフ ァ イルを作成し ます。

フ ァ イル
タ イプ タ ブ

フ ァ イルタ イ
プパラ メ ータ
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フ ァ イルを作成し た ら、 情報を保存する前にフ ァ イルを開き ます。 これは、 作成
と は別の機能です。 開 く 機能の詳細説明は、 179 ページ 10.3.2 を参照し て く だ さ

い。

10.3.2 データ フ ァ イルを開 く

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 作成し た り ダウ ン ロード し たすべてのフ ァ イルの一覧を

探傷器に保存し てお く こ と ができ ます。 フ ァ イルに情報を保存するには、 初に特
定のフ ァ イルを開き、 有効な保存場所と し て選択する必要があ り ます。

こ の｢開 く ｣機能を使 う こ と で、 ボタ ンをでき るだけ使用せずに、 同時に校正フ ァ イ
ルや検査保存フ ァ イルを使用する こ と ができ ます。 例えば、 特定の検査で 3 種類の

探触子を使用する場合、 通常、 3 回の校正が必要にな り ます。 が、 こ こ で、 1 つの検

査フ ァ イルにすべての検査データ を保存し たい場合には、 必要な検査フ ァ イルを
初に開き ます。

リ コールあ るいはク イ ッ ク リ コール機能を使えば、 フ ァ イルを有効な保存場所と し
て指定し な く て も、 検査中に校正フ ァ イルを必要な数だけ呼び出すこ と が可能です。
（ 183 ページ 10.3.5 参照）。 新し く 校正を リ コールする と、 すぐに [ 保存 ] キーの使用

に戻る こ と ができ るので、 検査フ ァ イルを再度開かずに検査データ を検査フ ァ イル
に保存する こ と ができ ます。

こ の手順は、 検査開始時によ り 多 く の作業を必要とする ものの検査中に必要と なる
手間を大き く 省 く こ と ができ ます。

探傷器で現在使用でき る フ ァ イルの一覧を参照する場合は、 5/5 > フ ァ イル > 開 く を

選択し ます。 こ の機能は、 180 ページ図 10-2 に示すよ う に、 開 く セ ッ ト ア ッ プペー

ジを開き ます。
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図 10-2  開 く セ ッ ト ア ッ プページ

セ ッ ト ア ッ プページの上部左側に使用可能なフ ァ イルの一覧が表示されます。
[ 上 ][ 下 ] 矢印キーを使って、 各フ ァ イルを ス ク ロールし ます。 フ ァ イルがハイ ラ イ

ト 化される と、 各フ ァ イルの ID 番号が、 ス ク リ ーンの右側に一覧表示されます。

特定のフ ァ イル内に保存されている測定値を参照するには、 フ ァ イルをハイ ラ イ ト
化し [ チ ェ ッ ク ] を押し ます。 すべての ID と測定値が、 デ ィ スプレ イの下半分に表

示されます。
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図 10-3  フ ァ イル ID 参照画面

フ ァ イル名を フ ォーカ スする と、 5 つのパラ メ ータ機能がセ ッ ト ア ッ プページの下に

表示されます。

開 く

ハイ ラ イ ト 化し たフ ァ イルを有効な保存場所と し て開き ます。

キ ャ ンセル

セ ッ ト ア ッ プページを終了し、 ラ イブス ク リ ーンに戻 り ます。

リ ネーム

ハイ ラ イ ト 化されている フ ァ イル名を変更し ます。

ク リ ア

フ ァ イル構造、 フ ァ イル名およびすべての ID はそのま まで、 ハイ ラ イ ト 化し た

フ ァ イルからのすべてのデータ を消去し ます。

削除

フ ァ イル一覧の中から全フ ァ イルを削除し、 フ ァ イル名と ID すべてのフ ァ イル

を消去し ます。
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フ ァ イル ID をハイ ラ イ ト 化する と、 次のパラ メ ータがセ ッ ト ア ッ プページの下部に

現れます。

リ コール

ハイ ラ イ ト 化し た ID を ラ イブパラ メ ータ設定と し てすべてのパラ メ ータ設定を

呼び出し ます。

ク リ ア

選択中の ID のデータ を消去し ます。

USB
ハイ ラ イ ト 化し た ID の内容を接続 USB 保存デバイ スに HTML 形式のレポー ト

で作成し ます。

10.3.3 データ を フ ァ イルに保存

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 有効なフ ァ イルがあ り 、 ID が入力されていればいつで

もデータ を保存する こ と ができ ます。 フ ァ イルは、 177 ページ 10.3.1 で説明し た よ う

に、 5/5 > フ ァ イル > 作成を選択し て作成し ます。 あ るいは、 GageView Pro で作成し、

探傷器に転送し ます。 [ 保存 ] を押す と、 有効なフ ァ イル内にデータ を保存し ます。

有効な ID がない場合は、 探傷器は、 ｢有効な ID があ り ません｣ と い う エラー メ ッ

セージを画面の上部に表示し ます。 従って、 データ を保存する前に、 有効なフ ァ
イルを作成し、 ID を入力し ておき ます。 さ らに詳しい情報については、 179 ペー

ジ 10.3.2 を参照し て く だ さい。

[ 保存 ] を押す と、 EPOCH 1000 シ リ ーズは次の情報を保存し ます。

･ フ ァ イル名

･ ID
･ 大 6 測定値 （選択可能）

･ A- スキ ャ ン波形

･ S-スキ ャ ン画像 （フ ェ イ ズ ド アレ イモード のみ）

･ すべての探傷器セ ッ ト ア ッ プパラ メ ータ

･ ア ラーム情報
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･ すべての表示フ ラ グ

･ ゲー ト 測定モード ア イ コ ン

･ 両ゲー ト のレグ イ ンジケータ

･ 表示されている ピーク メ モ リ ーエンベロ ッ プあ るいはピーク表示 A-スキ ャ ン

･ ソ フ ト ウ ェ ア機能 / オプシ ョ ンセ ッ ト ア ッ プ

10.3.4 フ ァ イルレビ ュー

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 各フ ァ イルに保存された情報の全内容を レ ビ ューする こ

と ができ ます。

全フ ァ イル内容のレビ ューにアクセスするには

1. 5/5 > フ ァ イル > 開 く を選択し、 開 く セ ッ ト ア ッ プページを開き ます。 

2. フ ァ イル名の一覧から目的のフ ァ イルをハイ ラ イ ト 化し ます。

3. [ 右 ] 矢印キーを押し て、 ハイ ラ イ ト 化されたフ ァ イル名内の ID をハイ ラ イ ト 化

し ます。

4. [ 上 ][ 下 ] 矢印キーを使って、 目的の ID をハイ ラ イ ト 化し ます。

5. [ チ ェ ッ ク ] を押し ます。

ハイ ラ イ ト 化された ID のフ ァ イル内容が、 画面の下半分に表示されます。

6. 調整ノ ブを回転し、 画面下半分を上下ス ク ロールし て、 全フ ァ イルの内容を閲覧
し ます。

10.3.5 ク イ ッ ク校正フ ァ イルリ コール

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 フ ァ イル閲覧サブ メ ニューに行かずに校正フ ァ イルをす

ばや く 呼び出すこ と ができ ます。 ク イ ッ ク校正の リ コール機能は、 [ リ コール ] を押

し てア ク セス し ます。 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れ、 EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器に保

存されている校正フ ァ イルのすべてを一覧表示し ます （184 ページ図 10-4 参照）。
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図 10-4  ク イ ッ ク リ コールダイアログボ ッ ク ス

校正フ ァ イルタ イプによ り 作成されたフ ァ イルのみが、 ク イ ッ ク リ コールセ ッ ト
ア ッ プウ ィ ン ド ウに表示されます。

リ コールセ ッ ト ア ッ プでフ ァ イルをすばや く 呼び出すには

1. [ リ コールセ ッ ト ア ッ プ ] を押し ます。

ク イ ッ ク リ コールダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。

2. [ 上 ][ 下 ] 矢印キーを使 う か、 調整 ノ ブを使って、 目的の校正フ ァ イルを選択し

ます。

3. [ チ ェ ッ ク ] を押し、 目的のフ ァ イルを選択し、 ラ イブ探傷器パラ メ ータ と し て

設定を呼び出し ます。

4. [ESCAPE] を押し、 操作をキ ャ ンセルし、 ラ イブス ク リ ーンに戻 り ます。
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10.3.6 データ フ ァ イルタ イ プ

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 2 種類のフ ァ イルを使用でき ます。 フ ァ イルには、 校正

データ あ るいは標準検査データの保存ができ ます。 各フ ァ イルタ イプは、 5/5 > フ ァ

イル > 作成を選択し てア ク セスする作成セ ッ ト ア ッ プページの別のタブで表示され

ます。

図 10-5  選択し た 2D フ ァ イルタ ブのある作成セ ッ ト ア ッ プページ

各フ ァ イルタ イプには、 独自のセ ッ ト ア ッ プ項目があ り ます。 すべての項目がデータ

保存を目的と し たフ ァ イルのセ ッ ト ア ッ プに必要と い う わけではあ り ません。

次の項では、 各フ ァ イルタ イプの詳細について説明し ます。 各項で、 フ ァ イルセ ッ
ト ア ッ プに役立つ一覧と し て、 必須の領域およびオプシ ョ ンの領域を示し ています。
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10.3.6.1 校正フ ァ イル

校正フ ァ イルは、 探傷器セ ッ ト ア ッ プの保存を目的と し ています。 これらのフ ァ イ
ルは、 各 ID 番号 と と もに保存されます。 データ ロガーサブ メ ニューから あ るいは探

傷器キーパッ ド の [ リ コール ] ボタ ンを押せば、 簡単にすばや く 探傷器のセ ッ ト ア ッ

プを リ コールする こ と ができ ます。

必須な領域

･ ス ター ト ポ イ ン ト

オプシ ョ ン領域

･ プレ フ ィ ッ ク ス

10.3.6.2 イ ン ク リ メ ン タル

イ ン ク リ メ ン タル （増分） フ ァ イルは、 データ保存ご と に、 ID 番号を自動的に増加

させる フ ァ イル形式です。 EPOCH 1000 シ リ ーズは、 自動的に次のよ う な増加方式に

よ り 、 ID を増加し ます （ID プレ フ ィ ク ス 大 11 文字、 ID 番号では 大 10 文字）。

･ ID 番号は、 数字と文字で入力が可能で、 一番右の桁から保存ご と に増加し、

初の句読点または一番左の桁まで増加し ます。

･ 数字は、 保存ご と に 0、 1、 2、 ...、 9、 0 と繰 り 返し、 9 から 0 への移行は、 左側

に次の桁が存在する時のみ増加可能です。 文字は A、 B、 C、 ...、 Z、 A と繰 り 返

し ます。 Z から A への移行は左側に次の桁が存在する と きのみ増加可能です。

こ の と き、 左側に文字 （桁） がなかった り 、 左側の文字が句読点の場合は、 ID
番号は増加でき ません。

･ ID 番号が増加し ない場合には、 測定結果を保存する際、 エ ラーの警告音がな り 、

画面上に｢ ID を イ ン ク リ メ ン ト でき ません ! ｣と表示されます。 ID 番号を手作業

で変更せずに保存を続行する と同じ Ｉ Ｄ 番号に測定結果を上書き し ます。

必須領域

･ ス ター ト ポ イ ン ト

オプシ ョ ン領域

･ プレ フ ィ ッ ク ス
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Ｉ Ｄ 番号を設定する場合、 測定点数に応じ た桁数の Ｉ Ｄ 番号をあ らかじめ設定
する必要があ り ます。 例 ： 10 点の測定を行 う 場合は、 Ｉ Ｄ=01 （01 ～ 99 まで増

加可能） 100 点の測定を行 う 場合は、 Ｉ Ｄ=001 （001 ～ 999 まで増加可能） （188
ページ図 10-6 参照）。
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図 10-6  INC フ ァ イルタ イプの例

10.4 設定およびレポー ト 印刷

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 探傷器上で保存データやラ イブデータから基本的なレポー

ト を作成し、 USB ホ ス ト ポー ト 経由で現場でそれを印刷する こ と ができ ます。 オン

ボード レポー ト を印刷する際、 レポー ト ヘッ ダーを設定する こ と ができ ます。 印刷
出力を設定し、 PCL5 互換プ リ ン タにア ク セス し ます。
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レポー ト を設定し印刷するには

1. 5/5 > フ ァ イル > ページを選択し、 レポー ト 設定セ ッ ト ア ッ プページを開き ます。

図 10-7  レポー ト 設定セ ッ ト ア ッ プページ

2. 仮想キーボード か USB キーボード を使い、

a) 大 8 行までレポー ト ラベル

にテキス ト を入力し ます。 これらの行は、 探傷器から印刷されたレポー ト の
上部に表示されます。

b) レポー ト ヘッ ダーに 大 8 行までのテキス ト を入力し ます。

また、 これらの行は、 探傷器から印刷されたレポー ト の上部に表示されま
す。

3. プ リ ン ターを選択し た後、 探傷器に接続し てあ るプ リ ン ターの種類を PCL イ ン

ク ジェ ッ ト あ るいは PCL レーザーから選択し ます。

4. オプシ ョ ンで、 ド ラ フ ト モード = オンを選択し、 低分解能によ る レポー ト の図

面を印刷し ます。
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5. オプシ ョ ンで、 表示色 = オンを選択し、 レポー ト をカ ラー印刷する こ と ができ

ます （白黒印刷はオフ）。

6. 印刷機能 = レポー ト を選択し ます。

7. [ キャ ンセル ] を押し て、 レポー ト の設定を保存し、 セ ッ ト ア ッ プページを終了

し ます。

8. [2nd F]、 [ リ コール ] （印刷） キーを押し、 ステ ッ プ 6 で指定し た場所にレポー ト

を印刷し ます （レポー ト の例は 190 ページ図 10-8 を参照）。

図 10-8  レポー ト の例
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10.5 スク リーンシ ョ ッ ト の保存

EPOCH 1000 シ リ ーズ ソ フ ト ウ ェ アのス ク リ ーンシ ョ ッ ト を、 探傷器に含まれている

CompactFlash カード か探傷器に接続し た USB 保存デバイ スに保存する こ と ができ ま

す。 この機能によ り 、 レポー ト に使用する ラ イブの検査データ情報を即座に記録す
る こ と ができ ます。

スク リーンシ ョ ッ ト を保存するには

1. 5/5 > フ ァ イル > ページ設定を選択し、 レポー ト 設定 セ ッ ト ア ッ プページを開き

ます。

2. 印刷機能を選択し た後、 ス ク リ ーンシ ョ ッ ト のフ ァ イルの保存先を選択し ます。 
a) 画像 ->CF を選択し、 ス ク リ ーンシ ョ ッ ト のフ ァ イルを CompactFlash カード

に保存し ます。

あ るいは

b) 画像 ->USB を選択し、 ス ク リ ーンシ ョ ッ ト フ ァ イルを EPOCH 1000 シ リ ー

ズの USB ホ ス ト ポー ト に接続し た USB 保存デバイ スに保存し ます。

図 10-9  レポー ト 設定セ ッ ト ア ッ プページの印刷機能
データ ロガーの管理    191

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
3. [ESCAPE] を押し、 レポー ト の設定を保存し、 セ ッ ト ア ッ プページを終了し ま

す。

4. ステ ッ プ 2 の選択に依 り ます。

a) CompactFlash カード が、 バッ テ リ ー収納部の CompactFlash ポー ト に挿入さ

れている こ と を確認し ます （ 33 ページ 1.4.4 参照）。

あ るいは

b) 探傷器の右側にあ る コ ンピ ュータ接続収納部内にあ る 2 つの USB ホ ス ト

ポー ト の 1 つに、 USB 保存デバイ ス を接続し ます。

5. [2nd F]、 [ リ コール ] （印刷） を押し て、 ステ ッ プ 2 で指定し た場所にス ク リ ーン

キ ャプチャのフ ァ イルを保存し ます。

PNG 形式のス ク リ ーンシ ョ ッ ト フ ァ イルには、 全画面表示が含まれてお り 、 次

のパスおよびフ ァ イル名で、 保存されます。
\Olympus-NDT\EPOCH1000\<instrument_s/n>\ScreenCapture<#>.png

10.6 探傷器リ セ ッ ト

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 必要な らば、 現在の設定をデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト する

こ と ができ ます。 リ セ ッ ト に関するパラ メ ータは、 リ セ ッ ト セ ッ ト ア ッ プページに
あ り 、 5/5 > フ ァ イル > リ セ ッ ト から ア ク セス し ます。 [ 上 ][ 下 ] 矢印キーを使って、

目的のデータセ ッ ト をハイ ラ イ ト 化し ます。 4 つのデータセ ッ ト から選択し ます。

マス ター / データベース

全データ ロガーと ラ イブパラ メ ータ を表示し ます。

パラ メ ータ

ラ イブパラ メ ータのみを表示し ます。

データ ロガー

取得データのみを表示し ます。

プローブラ イブラ リ

DGS/AVG プローブラ イブラ リ データ を表示し ます。

選択し たデータセ ッ ト に関するパラ メ ータ機能 （ 大 5 つ） がセ ッ ト ア ッ プページ

の下に表示されます。
192 第 10 章

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
リ ス ト ア

探傷器の USB 保存デバイ スのルー ト に保存されているバッ ク ア ッ プフ ァ イルを

読み込んでバッ ク ア ッ プ されているデータベース を復旧し てから、 探傷器の電源
をオフにし ます。 修復されたデータセ ッ ト は、 探傷器を再起動する と有効にな り
ます。

バッ ク ア ッ プ

探傷器に接続し た USB 保存デバイ スのルー ト にバッ ク ア ッ プフ ァ イルを作成し

て、 選択し たデータセ ッ ト をバッ ク ア ッ プし ます （マス ター / データベースには

BackupDB.sdf フ ァ イルおよびパラ メ ータには BackupParameters.sdf フ ァ イル）。

リ セ ッ ト

室内表示あ るいは選択し たデータセ ッ ト のユーザー定義によ るデフ ォル ト 設定
（作成を使用し定義） に戻し た後、 探傷器の電源をオフにし ます。 リ セ ッ ト デー
タセ ッ ト は、 探傷器を再起動する と有効にな り ます。

作成

現在のデータセ ッ ト 値と と もにユーザー定義によ るデフ ォル ト 設定を作成し ま
す。 リ セ ッ ト を選択する と、 設定を元の状態に戻し ます。

屋内表示

ユーザー定義によ るデフ ォル ト 設定に関わらず屋内表示のデフ ォル ト 設定値を リ
セ ッ ト し、 探傷器の電源をオフにし ます。 屋内表示のデータセ ッ ト は、 探傷器を
再起動する と有効にな り ます。

10.7 ハー ド ウ ェ ア リ セ ッ ト

標準の探傷器 リ セ ッ ト では EPOCH 1000 シ リ ーズ ソ フ ト ウ ェ アに生じ るエ ラーを リ

セ ッ ト でき ない場合があ り ます。 まれに、 探傷器が起動時にフ リ ーズ し て し まい、
標準の探傷器 リ セ ッ ト にア ク セスでき ない場合があ り ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 探傷器のハー ド ウ ェ アの リ セ ッ ト を行 う こ と ができ ま

す。

ハード ウ ェ ア リ セ ッ ト は、 データ ロガーを消去し、 すべての設定を工場設定によ
るデフ ォル ト 値に戻し ます。
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ハー ド ウ ェ アのリ セ ッ ト を行う には

1. RESET.TXT と付け られた空のテキス ト フ ァ イルを USB 保存デバイ スのルー ト に作

成し保存し ます。

2. USB 保存デバイ ス を EPOCH 1000 シ リ ーズに差し込みます。

3. USB 保存デバイ ス を接続し、 探傷器の電源をオンにし ます。

探傷器は、 USB 保管デバイ スに RESET.TXT フ ァ イルがあ る こ と を検出し、 ハード

ウ ェ ア リ セ ッ ト を行い、 探傷器を再起動し ます。

4. 探傷器が起動処理を完了する までお待ち く だ さい。

ト ラブルシューテ ィ ングの ヒ ン ト に関する詳しい情報は、 309 ページ 18 を参照し

て く だ さい。
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11. ソ フ ト ウ ェ ア機能とオプシ ョ ン
（従来型 UT モー ド）

こ の章では、 EPOCH 1000 シ リ ーズ従来型 UT

モード の ソ フ ト ウ ェ ア機能の操作方法およびオプシ ョ ンについて説明し ています。
内容は次の とお り です。

･ 認可 / 無認可オプシ ョ ンの定義

･ ダ イナ ミ ッ ク DAC/TVG
･ DGS/AVG
･ AWS D1.1/D1.5 Weld Rating （溶接部評定） ソ フ ト ウ ェ ア

･ イ ン ターフ ェ イ スゲー ト

･ フ ローテ ィ ングゲー ト

11.1 認可 / 無認可オプシ ョ ンの定義

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 探傷器の機能を一般の探傷器以上の性能に拡張する ため

に、 た く さ んの ソ フ ト ウ ェ ア機能が搭載されています。

次の ソ フ ト ウ ェ ア機能が、 EPOCH 1000 シ リ ーズ従来型探傷器の標準搭載されていま

す。

･ ダ イナ ミ ッ ク DAC/TVG
･ DGS/AVG
･ AWS D1.1/D1.5 Weld Rating （溶接部評定） ソ フ ト ウ ェ ア
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EPOCH 1000 シ リ ーズには、 また、 2 つの ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンがあ り ます。 これ

らのオプシ ョ ンは、 基本構成の標準搭載ではないため、 新たに購入し、 追加し なけ
ればな り ません。 これらの 2 つのオプシ ョ ン、 イ ン ターフ ェ イ スゲー ト およびフ

ローテ ィ ングゲー ト は、 探傷器の購入時に有効にする こ と ができ ます。 あ るいは、
探傷器の購入後の リ モー ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンによ り 有効にする こ と ができ ます。

ソ フ ト ウ ェ アのオプシ ョ ンが有効でない場合、 こ の機能を管理するサブ メ ニューに
はア ク セスする こ と ができ ません。 有効化コード はオ リ ンパスが提供し ています。
有効化コード によ り ソ フ ト ウ ェ アを有効でき る ため、 サービ スセン ターに探傷器を
返却する必要はあ り ません。

ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンを有効にするには

1. 3/5 > 探傷器セ ッ ト ア ッ プ > ステータ ス を選択し、 196 ページ図 11-1 に示されて

いる ステータ スセ ッ ト ア ッ プページを開き ます。

図 11-1  有効化コー ド入力ダイアログボ ッ ク ス

2. S/N パラ メ ータに表示される 16 文字から成る探傷器の ソ フ ト ウ ェ アシ リ アル番

号を確認し ます。

ソ フ ト ウェ ア
オプシ ョ ンの
有効化コー ド
は、 こ こで入
力し ます。

ソ フ ト ウ ェ ア
シ リ アル番号
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3. ソ フ ト ウ ェ アのオプシ ョ ンを購入する際は、 この ソ フ ト ウ ェ アのシ リ アル番号が
必要です。

オ リ ンパスは、 探傷器のシ リ アル番号を元に有効化コード を提供し ます。

4. こ の リ モー ト 有効化コード を入手し た ら、 ステータ スセ ッ ト ア ッ プページを開き
ます。

5. 仮想キーボード を使って、 仮想キーボード の上の領域に有効化コード を入力し ま
す 196 ページ図 11-1 参照）。

6. 有効化コード の入力が完了し た ら、 プロ グ ラ ムキーを選択し、 オプシ ョ ンを有効
にし た後、 ラ イブス ク リ ーンに戻 り ます。

11.2 ダイナ ミ ッ ク DAC/TVG

距離振幅補正 （DAC） 曲線は、 探触子から それぞれ異な る距離にあ る同サイ ズの反

射源からの信号の振幅変動を描き ます。 通常、 これらの反射源は、 音波ビームが被
検体を通過する際の物質減衰と ビーム拡散が原因で、 様々な振幅を示すエコーを作
り 出し ます。 DAC 曲線の目的は、 伝播距離における物質減衰近接場作用やビーム拡

散、 表面粗度の影響を補正する こ と です。

DAC 曲線を描いた後に、 曲線掲載に使用される反射源 と同じサイ ズの反射源は、 試

験片の異なる位置に もかかわらず曲線に沿ってピーク線を描 く エコーを作 り ます。
同じ よ う に、 曲線を作る反射源よ り 小さい反射源は、 レベル以下に落ち込みます。
一方、 大き な反射源は、 曲線レベルを超えます。

EPOCH 1000 シ リ ーズで DAC カーブを作成する と、 同時に、 時間可変ゲイ ン

（TVG） セ ッ ト ア ッ プを行います。 TVG は、 DAC と同じ フ ァ ク タについて補正し ま

すが、 表示方法が異な り ます。 音波が減衰する と、 TVG セ ッ ト ア ッ プは基準反射源

からの信号ピークに沿ったカーブ表示ではな く 、 基準反射源の反応が同じ画面の高
さ （80 %FSH） にな る よ う に、 時間の関数 （距離） と し てゲイ ンを増幅し ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズの DAC/TVG 機能は、 表示モード のほ と んどで、 DAC と TVG
表示を切 り 替え る こ と ができ、 1 つの検査で も、 両方の技術を自由に使用する こ と が

でき ます。 DAC から TVG 表示に切 り 替え る場合には、 DAC 曲線は画面上の TVG
ラ イ ンのよ う に表示されます。 時間可変ゲイ ンは効率よ く 、 時間ベースで信号を増
幅し、 画面上では直線のよ う に DAC 曲線を見せます。

EPOCH 1000 シ リ ーズのフ レキシビ リ テ ィ のあ る DAC/TVG ソ フ ト ウ ェ ア機能を使用

し、 特殊なアプ リ ケーシ ョ ン要件に合わせ、 DAC/TVG セ ッ ト ア ッ プをカ ス タマイ ズ

する こ と ができ ます。 DAC/TVG 機能は、 ASME、 ASME3 および JIS 規格に準拠し た
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い く つかの DAC/TVG モード を備えています。 ソ フ ト ウ ェ アは、 ゲイ ン、 測定範囲、

ゼロオフセ ッ ト 、 遅延、 補正ゲイ ン、 転送補正などを直接制御する こ と ができ ます。
また、 DAC/TVG オプシ ョ ンには、 20 %-80 % DAC カーブ、 カ ス タマイ ズ可能な

DAC カーブおよびユーザー定義によ る TVG テーブルなどの新しい機能を搭載し、

困難でかつ特殊な検査用途に も対応する こ と ができ ます。

11.2.1 機能の有効化と基準補正

DAC/TVG に関連するオプシ ョ ンを有効にする前に、 試験体に対し適切に探傷器を校

正し なければな り ません。 DAC/TVG は、 4/5 > サイ ジングオプシ ョ ン > DAC/TVG
を選択し、 DAC/TVG セ ッ ト ア ッ プページににア ク セス し ます （198 ページ図 11-2
参照）。

図 11-2  DAC/TVG セ ッ ト ア ッ プページ

また、 基準補正機能を ラ イブ A- スキ ャ ン と DAC/TVG オプシ ョ ンのデジ タル解析に

適用する こ と もでき ます。 基準補正機能が有効な場合は、 実際のピーク ・ 曲線間の
比率の % 振幅あ るいは dB 比較を行いながら、 ラ イブエコーピークや Ｄ Ａ Ｃ 曲線の

ゲイ ンを完全制御し ます。 こ のよ う にし て、 ゲー ト 設定し たピーク と Ｄ Ａ Ｃ 曲線に
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対する比率を正確にデジ タル測定し ながら、 補正ゲイ ンをサイ ジングに使用する こ
と ができ ます。 ゲー ト 設定されたエコー振幅は、 Ｄ Ａ Ｃ 曲線に比較し、 振幅評価を
行 う ために基準ゲイ ン レベルに戻 り 補正されます。

DAC/TVG を適切に選択し た ら （適用可能な場合基準補正の有効化も含む）、

[ESCAPE] キーを使って、 A- スキ ャ ン画面に戻 り 、 DAC/TVG セ ッ ト ア ッ プを開始

し ます。

ラ イブ A- スキ ャ ンモード に、 DAC/TVG 機能専用の新しい メ ニューが表示されます

（6/6）。 この メ ニューから、 DAC/TVG セ ッ ト ア ッ プ と その操作を管理するい く つか

の重要な機能にア ク セスでき ます。

DAC/TVG 機能を無効にするには、 DAC/TVG セ ッ ト ア ッ プページに戻 り 、

DAC/TVG タ イプ = オフにし ます。

次の項では、 すべての DAC/TVG モード について説明し ています。 DAC/TVG セ ッ ト

ア ッ プ手順は、 TVG テーブルを除いて、 すべてのモード で同様に行います。 セ ッ ト

ア ッ プに関する詳しい内容は、 次の ASME/ASME-III で説明し ます。 他の DAC/TVG
モード の設定手順における相違点については、 特定のモード に関連する項で説明し
ます。

11.2.2 ASME & ASME III DAC/TVG

ASME DAC モード は、 基準反射源のピーク から ピーク まで一つの Ｄ Ａ Ｃ 曲線を描

く モード の こ と を指し ています。 ASME III モード では、 3 本の DAC 曲線を生成し ま

す。 つま り 、 基準反射源のピーク から ピーク までの 1 本の主要な曲線およびその主

要な曲線に対する –6 dB と –14 dB の位置にあ る 2 本の警告曲線です。

11.2.3 ASME III DAC セ ッ ト ア ッ プの例

必要な DAC モード を選択し た ら、 ラ イブ A- スキ ャ ン表示は、 200 ページ図 11-3 の

よ う にな り ます。
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図 11-3  初の DAC セ ッ ト ア ッ プステ ッ プ

DAC ポイ ン ト をキ ャプチャするには、 ゲー ト 1 をエコーに移動し てから、 6/6 > 
DAC セ ッ ト ア ッ プ > 作成 / 追加を選択し、 ポ イ ン ト をキ ャプチャ し ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 ポイ ン ト を取得する前に、 DAC 曲線を生成する各

エコーを 80 % FSH にする こ と ができ ます。 こ の機能は、 特に遠距離場における、

よ り 正確な DAC 曲線の作成に有用です。 6/6 > DAC セ ッ ト ア ッ プ > 1- 自動を選

択、 あ るいは [2nd F]、 [ ゲー ト ] を選択し、 ポイ ン ト をキ ャプチャする前に各指

示に自動 -80 % 機能をオンにし ます。

ポ イ ン ト を確保し た ら、 ポ イ ン ト の 大振幅ピーク に｢ x ｣記号によ るマーク がつけ ら

れます。 201 ページ図 11-4 は、 追加によ り キ ャプチャ された DAC ポ イ ン ト を表示し

ています。
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図 11-4  DAC セ ッ ト ア ッ プ 1 ポイ ン ト

202 ページ図 11-5 では、 2 番目のポ イ ン ト がキ ャプチャ された と きの EPOCH 1000
シ リ ーズの画面を表示し ています。
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図 11-5  DAC セ ッ ト ア ッ プ 2 ポイ ン ト

探傷器は、 初のポイ ン ト から 2 番目のポ イ ン ト まで 3 つのレベルで DAC 曲線を描

き ます。 2 番目のポ イ ン ト を 80 % フルス ク リ ーン高さ にする ため、 自動 -80 % 機能

を使用し、 これによ り ポ イ ン ト が正確にキ ャプチャ されている こ と が確認でき ます。
振幅分解能がエコーの高さが高いほど よいからです。 これはまた、 キ ャプチャ し た

初のエコーを 110 % FSH 以上に押し上げ、 オフ ス ク リ ーンから 2 番目のポ イ ン ト

まで、 主要な DAC 曲線と –6 dB の警告曲線を下に引き伸ばし ます。

DAC ポイ ン ト を捉えた ら、 作成 / 追加および 1-自動以外にも 3 種類の選択ができ ま

す。

削除

取得し た DAC 曲線全体を削除し ます。

消去

ゲー ト 設定された範囲のポ イ ン ト のみを削除し ます。

完了

曲線を完成し、 検査モード に切替えます。
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203 ページ図 11-6 は、 5 ポイ ン ト を取得し た後の DAC 曲線です。 こ の例では、 各ポ

イ ン ト はキ ャプチャの前に、 自動的に 80 % FSH に調整されています。

図 11-6  DAC セ ッ ト ア ッ プ 5 ポイ ン ト

こ のポイ ン ト から キ ャプチャポ イ ン ト を続けて追加し たい場合には、 探傷器の測
定幅やデ ィ スプレ イ遅延を増加させ、 適切な と きによ り 多 く のエコーを見る こ と
ができ る よ う にでき ます。

正しいポ イ ン ト 数を捉えた ら、 6/6 > DAC セ ッ ト ア ッ プ > 完了を選択し、 DAC 曲線

を完成させ、 DAC 検査モード に切替えます。
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図 11-7  完成し た DAC 曲線

DAC 曲線が完成し、 探傷器を検査モード にする と、 探傷器に新しいパラ メ ータが表

示されます。

TVG ビ ュー （DAC ビ ュー）

これによ り 、 取得し た DAC 曲線 と DAC 曲線のデータに基づ く TVG セ ッ ト ア ッ

プの切替を行 う こ と ができ ます。

曲線ゲイ ン

時間ベース を交差する規格準拠のス ク リ ーン レベルで、 振幅対曲線の比較を行い
ます。 こ のパラ メ ータ を調整する こ と によ り 、 画面のエコー と同様 DAC/TVG の

両方の曲線の画面の高さ / ゲイ ンを管理する こ と ができ ます。 時間ベースによ る

振幅 - 曲線の比較を行 う こ と ができ ます。

∆ 曲線 dB
曲線ゲイ ンのステ ッ プを調整し ます。 ステ ッ プは、 0.1、 1.0、 2.0、 3.0、 6.0、

12.0 dB です。
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次の DAC
こ の機能は、 複数の DAC 曲線があ る場合、 オン ス ク リ ーンのエコーと振幅を比

較する ために、 DAC 曲線を切替えます。

図 11-8  DAC と TVG ビ ューモー ド で完成し た DAC 曲線

DAC/TVG が有効な場合、 測定範囲、 遅延およびズーム設定をすべて制御する こ と が

でき ます。 これによ り 、 DAC セ ッ ト ア ッ プ内で気にな る一定のエ リ アを集中し て調

べる こ と ができ ます。 206 ページ図 11-9 は、 遅延を使って範囲を縮小し た例を示し

ています。
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図 11-9  狭い範囲の DAC

11.2.4 ゲイ ン調整オプシ ョ ン

EPOCH 1000 シ リ ーズの DAC/TVG ソ フ ト ウ ェ アは、 3 種類の各 DAC/TVG セ ッ ト

ア ッ プのゲイ ン調整機能を備えています。 これらのゲイ ン調整によ り 、 検査精度を
高め、 曲線、 ラ イブピーク情報、 転送補正の操作を簡単に行えます。

11.2.4.1 補正ゲイ ン

欠陥をすばや く 発見し確認するには、 EPOCH 1000 シ リ ーズのゲイ ン （補正ゲイ ン）

を基準 （校正） ゲイ ンから引き上げる こ と が規約によ り 義務付け られています。 し
かし、 一旦、 欠陥を確認する と、 こ のゲイ ンは通常、 消去され、 校正で設定された
基準ゲイ ン レベルにあ る反射源を表示し ます。 EPOCH 1000 シ リ ーズの DAC/TVG ソ

フ ト ウ ェ アは、 検査目的に応じ て一時的に補正ゲイ ンを追加する こ と ができ ます。
こ の補正ゲ イ ンは、 ラ イブ A- スキ ャ ンのみに適用する こ と ができ、 画面上で DAC
曲線セ ッ ト ア ッ プのレベルを調整する こ と はでき ません。
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一時的な補正ゲイ ンを追加するには

1. [ ゲイ ン ] を押し ます。

2. [ 上 ] と [ 下 ] 矢印キーあ るいは調整ノ ブを使って、 補正ゲイ ンを増減し ます。

3. [ESCAPE] キーを 2 回押し て、 1/5 > 基本サブ メ ニューに戻 り ます。

4. 1/5 > 基本 > 基準 / 補正を選択し、 基本 （基準） ゲイ ン と調整された補正ゲイ ン

の切替を行います。

5. 1/5 > 基本 > オフ を選択し、 補正ゲイ ンをオフにし ます。

207 ページ図 11-10 では、 補正ゲイ ン 3 dB を追加し た ASME DAC セ ッ ト ア ッ プを示

し ています。

図 11-10  3 dB 補正ゲイ ンによる ASME DAC
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基準補正が有効な場合には、 ゲー ト 設定し たエコーが過剰でなければ、 補正ゲイ
ンを検査に適用し た と し て も、 キ ャプチャ された反射源と DAC 曲線のデジ タル

比較は正確です。 208 ページ図 11-11 では、 同様のセ ッ ト ア ッ プですが、 基準補

正が有効な場合を示し ています。 補正ゲイ ンは、 位置 5 にあ る dB と曲線間の測

定からは、 除去されている こ と に注意し て く ださ い。 探傷器は DAC 曲線に対す

るエコー高さ を比較し、 余分な補正ゲイ ンを補正し、 正しい振幅の比較を表示し
ます。

図 11-11  3 dB 補正ゲイ ン と基準補正が有効な場合の ASME DAC

11.2.4.2 曲線調整ゲイ ン （DAC ゲイ ンあるいは TVG ゲイ ン）

DAC 曲線と TVG ラ イ ン設定における全体的なゲイ ン レベル基準ゲイ ン よ り も高 く

調整し た り 、 低 く 調整し た り する こ と ができ ます。 ほ と んどの検査規格で、 反射源が

FSH の 20 % 以下でサイ ズを測る こ と を禁止し ています。 よ って、 試験片の中で一定
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の深さ / ビーム路程 （W） 時間を越えて検査するには、 ラ イブ A スキ ャ ン と DAC 曲

線両方のゲイ ンを引き上げてから、 検査を続行する こ と が不可欠です。 これは、

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 曲線ゲイ ン （DAC 曲線調整ゲイ ン） を使って行います。 

曲線ゲイ ンを調整するには

1. 6/6 > TVG > ∆ 曲線 dB を選択し てから、 ゲイ ン調整の増加度を選択し ます。

2. 6/6 > TVG > 曲線ゲイ ンを選択し てから、 選択し た像角で （正極あ るいは負極）

曲線ゲイ ンを調整し ます。

209 ページ図 11-12 では、 DAC ゲイ ンを使用し た DAC 設定を示し ています。 80 % 
FSH にエコーを近づけ、 エコーの振幅を正確に測定し ます。

図 11-12  DAC 調整によるゲイ ン曲線

11.2.4.3 転送補正

転送補正は、 探傷器の校正を行っている間の基準ゲイ ン設定上の調整の こ と です。
これは、 たいてい、 校正用試験片 と試験体の間の表面条件が異な る場合に追加し ま
す。 試験片表面の接触媒質の条件は、 DAC 曲線を校正し た後に、 信号喪失の原因と
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な る こ と がよ く あ り ます。 そ う なった場合、 校正された DAC 曲線のあ る テス ト 反射

源を正確に比較する こ と ができ ません。 EPOCH 1000 シ リ ーズは、 DAC 曲線の設定

を完了し た後に、 校正された基本設定ゲイ ンに合わせ、 転送補正を加え る こ と で簡
単にそのよ う な違いを修正する こ と ができ ます。

完成し た DAC 曲線に転送補正を追加するには

1. 1/5 > 基本を選択し ます。 
2. [ ゲイ ン ] を押し ます。

3. [ 上 ][ 下 ] 矢印キーあ るいは調整 ノ ブを使って、 補正ゲイ ンを転送補正と し て設

定し たいレベルに変更し ます。

4. 目的の補正ゲイ ンが表示された ら、 1/5 > 基本 > 作成 / 追加を選択し、 補正ゲイ

ンを追加し ます。 

11.2.5 JIS DAC

日本工業規格 （JIS） DAC モード は、 JIS Z3060 の要件を満たすよ う 設計されていま

す。 JIS DAC 曲線セ ッ ト ア ッ プは、 標準 DAC/TVG セ ッ ト ア ッ プ と同じです。 しかし、

機能的に、 DAC/TVG モード と比較し て、 い く らか相違し ている点があ り ます :

･ メ イ ンの DAC 曲線だけが、 TVG モード で表示されます。

･ 6 本の曲線の う ちのどれかが、 JIS DAC モード になっていれば、 ア ラームを動作

させる こ と ができ ます。 さ らに、 ア ラームを正極か負極に設定する こ と も可能で

す。 ア ラーム基準レベル と し て使用する曲線を選択するには、 まず、 JIS DAC
モード を有効にし、 6/6 > TVG > 次の DAC パラ メ ータ キーを選択し て、 ア ラー

ム閾値 と し て用いる曲線を選択し ます。 選択し た曲線は、 二重の厚みのあ る線で

描かれます。 曲線を選択する と、 ア ラームが有効にな り 、 閾値を正極にするか負

極にするか設定する こ と ができ ます。

11.2.6 カス タム DAC 曲線

EPOCH 1000 シ リ ーズの DAC/TVG ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンは、 カ ス タ ム設定が可能

な DAC 曲線設定を特長と し ています。 こ の機能は、 –24 dB から +24 dB までの多様

なレベルで、 主要曲線から 大 6 本の基準曲線を定義する こ と ができ ます。 カ ス タ ム

DAC 曲線オプシ ョ ンは、 特殊なサイ ジング検査や手順開発に理想的です。 カ ス タ ム
210 第 11 章

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
DAC 曲線機能は、 また、 DAC 曲線の各ポイ ン ト における直線式接続、 曲線式、 多項

式接続のオプシ ョ ンを備えてお り 、 多様な国際的要件あ るいは特殊要件にも適合す
る こ と ができ ます。

カス タ マイズ曲線を有効にし、 設定を行う には

1. 4/6 > サイ ジングオプシ ョ ン > DAC/TVG から、 DAC/TVG セ ッ ト ア ッ プページ

を開き ます。

2. [ 左 ][ 右 ] 矢印キー、 調整 ノ ブ、 あ るいはダ イ レ ク ト ア ク セス [P] キーのいづれ

かを使って、 カス タ ム  DAC モード を選択し ます。 
3. 曲線タ イプ （多項式 [ 曲線式 ] あ るいは直線区分式） を選択し ます。

4. 主要曲線に追加し たい曲線数を選択し ます （例えば、 6 本の曲線が有効な場合、

合計 7 本の曲線が表示されます）。

5. 各警告曲線には、 曲 <n> dB を選択し、 主要曲線に比較し た値を設定し ます。

6. [ESCAPE] を押し、 DAC ポ イ ン ト のキ ャプチャ を開始する ためラ イブス ク リ ー

ンに戻 り ます。

図 11-13  カス タム DAC セ ッ ト ア ッ プ
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カ ス タ ム DAC セ ッ ト ア ッ プ と その機能は、 この項で説明し た ASME および ASME 
III と同じ要領です。 213 ページ図 11-14 では、 完成し た DAC セ ッ ト ア ッ プを示し て

います。

図 11-14  完成し たカス タム DAC

カ ス タ ム DAC 曲線ポ イ ン ト を取得し、 完成する と、 DAC および TVG ビ ューの切替

え、 測定範囲、 遅延、 ゼロオフセ ッ ト 、 屈折角の管理、 また必要な補正ゲイ ンを追
加し た り 、 曲線ゲイ ン調整あ るいは転送補正が可能にな り ます。 カス タ ム DAC 曲線

の TVG ビ ューには、 DAC 曲線 と同様、 ユーザによ り 定義された基準曲線が含まれ

ます。 カ ス タ ム DAC 曲線は、 必要な らば、 基準補正の機能を統合する こ と も でき ま

す。
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11.2.7 20 % - 80 % DAC 

こ の DAC/TVG モー ド は、 DAC 曲線 と TVG 技法を融合し た ものです。 DAC 曲線を

使用するほ と んどのサイ ンジングおよび検査の規格では、 20 % FSH を超えない欠陥

については、 取扱 う こ と ができ ません。 過去に、 試験体の深い位置にあ り 、 20 % 
FSH 以下に反応する欠陥を検査する ために、 補正ゲイ ンが追加されています。 必要

なゲイ ン調整は、 欠陥サイ ズを計算する ために行われます。

20 %-80 % DAC 機能は、 DAC/TVG の TVG 機能を利用し、 ス ク リ ーンの 20 % から

80 % の高さ に入る DAC 曲線を作成し ます。 セ ッ ト ア ッ プに自動的に 12 dB 追加さ

れ、 すべてのエコーが 20 % FSH 以下に描かれます。 80 % FSH から描かれる新しい

DAC 曲線が生成されます。 このセ ッ ト ア ッ プは、 画面を 12 dB DAC ゲイ ンのエ リ ア

で分けます。 DAC ゲイ ンは、 ゲー ト 設定されているエコーの位置に基づいて時間単

位で表示されます。

図 11-15  完成し た 20-80 DAC
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20 %-80 % DAC のセ ッ ト ア ッ プ手順は、 前のページで説明し た ASME & ASME III
セ ッ ト ア ッ プ と同様に行います。 唯一の相違点は、 セ ッ ト ア ッ プ中に自動 -80 % 機能

を使用する こ と ができ ない点です。 エコーを フルス ク リ ーンの 20 % の高さ よ り も低

い位置に描かる と、 立下 り のエコー振幅を自動的に補正し ます。

20 %-80 % DAC 曲線を完成する と、 DAC と TVG ビ ューの切替や測定範囲、 遅延、

ゼロオフセ ッ ト と屈折角の操作、 また、 必要なゲイ ン調整あ るいは転送補正が可能
にな り ます。 必要な らば、 20 %-80 % DAC は、 基準補正機能を統合する こ と もでき

ます。

11.2.8 TVG テーブル

EPOCH 1000 シ リ ーズの DAC/TVG の TVG テーブルオプシ ョ ンは、 ゲイ ンの設定、

感度の微調整および TVG ポ イ ン ト の追加や削除などの TVG の手動設定を ス ムーズ

に行 う ためのパワ フルなツールです TVG テーブルオプシ ョ ンは、 DAC/TVG の中で

唯一 TVG のみを対象と し た機能で、 TVG テーブルオプシ ョ ンを表示し ている場合、

DAC と TVG ビ ューの切替を行 う こ と はでき ません。 EPOCH 1000 シ リ ーズの TVG
テーブル機能は、 指定し た画面範囲におけるゲイ ンの変化を斜線で表示し ます。 これ

によ り 、 TVG テーブルを設定し ながら、 簡単に欠陥指示と カ ス タ ムゲイ ン調整の関

連性を確認する こ と ができ ます。 EPOCH 1000 シ リ ーズの TVG テーブル機能は、 以

下で説明する よ う に多 く の用途に使用する こ と ができ ます。 

水浸検査

TVG テーブル機能は、 主に水浸検査に使用する こ と ができ ます。 標準 TVG 曲線は、

校正用試験片を使って作成し、 水浸検査の前の欠陥サイ ジングに使用し ます。 しか

し、 水浸検査中の界面反射波が非常に高い振幅を見せる こ と があ る ため、 近表面の
検査性能を著し く 低下させて し まいます。 TVG テーブルを使えば、 手動で界面エ

コーの周囲にあ る画面範囲のゲイ ンを手動で調整し、 界面エコーの影響を抑え る こ
と ができ ます。 そのため、 表面近 く の他のエコーを簡単に捉え、 採寸する こ と ができ

ます。 

EPOCH 1000 シ リ ーズ TVG テーブルは、 大 PRF （6000 Hz） で、 オプシ ョ ンの

イ ン ターフ ェ イ スゲー ト と併用し て使用し ます。 こ のよ う に EPOCH 1000 シ リ ー

ズは水浸探傷器と し て 適です。
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手動 TVG セ ッ ト ア ッ プ

TVG 曲線を使って、 試験体内に検出された欠陥の不合格判定を定義する ためには、

試験体の欠陥を探傷し なければな り ません。 しかし、 試験体が大きすぎた り 、 高価
な場合、 同様のサイ ズおよび組成によ る校正用試験片を使用する こ と はでき ません。 
TVG テーブル機能では、 TVG 曲線に沿って手動でポ イ ン ト を追加し、 校正用試験片

がな く て も （一般的には DGS ダ イ アグ ラ ムを使って完成させます） 画面範囲に描か

れるゲイ ンの斜線を制御する こ と によ って、 正しい TVG 曲線を作成する こ と ができ

ます。

高減衰材料

特に複合材などの多 く の高減衰材料では、 非常に高い感度を設定する こ と によ り 、
試験体の底面まで浸透させる こ と ができ ます。 この高レベルのゲイ ンは、 試験体の表

面近傍における深刻な ノ イ ズの原因と な り 、 試験体の前半部分にあ る欠陥を検出し
づら く なって し まいます。 TVG テーブルは、 試験体全体のゲイ ンを調整する ために

使用し ます。 肉厚測定に必要な底面エコーを明確に見出し、 表面近 く の反射源を よ
り ク リ アに検出する こ と ができ ます。 立ち上が り のゲイ ンを安定させ、 傾斜を設定

し、 試験体の表面から底面までのゲイ ンを段階的に増加させます。

11.2.8.1 TVG テーブル設定

TVG テーブルオプシ ョ ンは、 特定の TVG ポ イ ン ト を入力し た り 、 編集し た り せず

に、 校正用試験片と複数の反射源を使って TVG 曲線を定義する ために使用でき ま

す。 このオプシ ョ ンは、 この項の前半で説明し た よ う な DAC 設定の操作に類似し て

います。 TVG テーブルオプシ ョ ンで定義し た TVG 曲線では、 6/6 > TVG セ ッ ト ア ッ

プサブ メ ニューにあ る次のパラ メ ータ機能を用います。

作成 / 追加

TVG ポ イ ン ト の作成 / 追加

削除

ゲー ト 設定されている TVG のポ イ ン ト のみを削除 （セ ッ ト ア ッ プ中のエラーを

修正） し ます。

消去

全 TVG セ ッ ト ア ッ プを削除し、 初から セ ッ ト ア ッ プを開始し ます。
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11.2.8.2 カス タ マイズされた TVG テーブルセ ッ ト ア ッ プ

TVG テーブル機能を使って TVG セ ッ ト ア ッ プをカ ス タマイ ズするには、 6/6 > TVG
テーブルパラ メ ータ を使用し ます。

TVG テーブル オン

参照し た り 、 カ ス タマイ ズ し た TVG セ ッ ト ア ッ プのポ イ ン ト を編集する ための

TVG テーブルを表示し ます。

TVG テーブル オフ

TVG テーブルを非表示にし、 ラ イブ A- スキ ャ ンを大き く 表示し ます。

編集

TVG テーブルを入力し、 ポ イ ン ト ご と に編集を行います。

作成 / 追加

新しいポ イ ン ト を作成 / 追加する ため TVG テーブルの 後に列を追加し ます。

挿入

現在ハイ ラ イ ト 化された列の前に一列を追加し ます。

削除

TVG テーブルからハイ ラ イ ト 化された列を削除し ます。

消去

TVG テーブルのすべてのポ イ ン ト を削除し ます。
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図 11-16  テーブルビ ューによる完成し た TVG テーブル 

11.2.8.3 TVG テーブルによる TVG 作成

TVG テーブルは、 探傷器の画面範囲にあ るエコー信号に対し て適用されている可変

ゲイ ンに関する情報を表示する よ う 設定されています。 TVG テーブルの各列は、 画

面範囲に沿った各ポイ ン ト と そのポ イ ン ト のゲイ ンを示し ます。 EPOCH 1000 シ リ ー

ズでは、 これらのポイ ン ト を基準 と し て、 各ポ イ ン ト を結合し て画面範囲のゲイ ン
の変化を直線で描き ます。

TVG テーブルは 4 種類の欄から な り ます。

な し

TVG セ ッ ト ア ッ プに使用するポ イ ン ト の番号。 大ポ イ ン ト 数は 50。

深さ （TOF）

ゲイ ン調整された画面範囲における正確な深さ をマイ ク ロ秒で表示。
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深さ （単位）

ゲイ ン調整された画面範囲における正確な深さ を選択し た単位 （in.、 mm など）

で、 表示。

比較 dB
基本と な る基準ゲイ ン と比較し た、 画面範囲における正確なポイ ン ト のゲイ ン
値。

TVG テーブルで TVG セ ッ ト ア ッ プを作成するには

1. TVG テーブル オンを選択し、 現在の TVG テーブルを表示し ます。

2. 編集を選択し、 表のポ イ ン ト を編集し ます。

3. 作成 / 追加を選択し て、 テーブルに新しいポ イ ン ト を追加し ます。

4. [ 左 ][ 右 ] 矢印キーを使って、 深さ （TOF あ るいは単位） を選択し、 調整の分で

ポ イ ン ト の深さ値を調整し ます。 
5. [ 左 ][ 右 ] 矢印キーを使って、 比較 dB の列を選択し、 調整 ノ ブを使って基準ゲ

イ ンからのゲイ ン値を変化させます。

6. ステ ッ プ 3 から 5 を繰 り 返し て、 ポ イ ン ト を続けて追加し、 TVG テーブルで画

面範囲全体のゲイ ンを調整し ます。 
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図 11-17  TVG テーブルセ ッ ト ア ッ プ

7. [ 上 ][ 下 ] 矢印キーを使って、 すでに調整し たポイ ン ト を編集する行を上下に移

動し ます。

8. 終了し た ら、 TVG テーブル オフ を選択し、 セ ッ ト ア ッ プテーブルを非表示に

し、 フルス ク リ ーン A- スキ ャ ンビ ューで検査を行います。
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図 11-18  TVG テーブルのある A-スキャ ン検査 （テーブル表示オフ）

11.3 DGS/AVG

EPOCH 1000 シ リ ーズのオンボード DGS/AVG オプシ ョ ンでは、 探傷器で使用する全

DGS/AVG セ ッ ト ア ッ プを行 う こ と ができ ます。 DGS/AVG 法によ り 、 特定の探触子、

材質、 反射源サイ ズに合わせて計算された DGS/AVG 曲線に基づき欠陥を採寸でき

ます。 この方法では、 欠陥サイ ジング用の DGS 曲線作成に 1 つの基準反射源だけを

使用し ます。 これは、 欠陥サイ ジング用の曲線作成に、 様々な深さ位置の明確な欠陥

を必要 とする DAC や TVG の方法と はかな り 相違し ています。

DGS/AVG 曲線を手早 く 設定する ために、 オ リ ンパスは、 探触子ラ イブラ リ を開発

し、 これを探傷器の メ モ リ に保存し ています。 このラ イブラ リ は、 検査担当者によ り

一般的に使用されているほかのい く つかの探触子と同様に、 すべての Atlas （ア ト ラ

ス） シ リ ーズ ヨーロ ッパ仕様の従来型探触子を備えています。 ラ イブラ リ は 5 つのタ

イプに類別されています。

1. 垂直探触子 （保護面有 り ）
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2. 斜角探触子

3. 二振動子型探触子

4. カス タ ム垂直探触子

5. カス タ ム斜角探触子

DGS/AVG 曲線を作成する ための必要なデータのすべては、 ラ イブラ リ 内の各探触子

用の メ モ リ に保存されています。 既定のラ イブラ リ にないプローブを使用し たい場合

には、 GageView Pro イ ン ターフ ェ イ スプロ グ ラ ムに必要な探触子の特徴を入力し、

EPOCH 1000 シ リ ーズにダウ ン ロー ドする こ と ができ ます。 探傷器にダウ ン ロード さ

れたプローブは、 探触子ラ イブラ リ の中のカス タ ム探触子と し て表示されます。

オンボード DGS/AVG オプシ ョ ンでは、 手短に設定し、 簡単に欠陥サイ ズを評定す

る こ と が可能です。 このソ フ ト ウ ェアオプシ ョ ンは、 EN 5832:2001 の要件に適合す

る よ う 設計されています。 探傷器の機能を適切に使用する ためには、 取扱い者が、 仕

様その他の内容を よ く 理解し、 各地域の標準規格に従った資格者であ る こ と が大変
重要です。 欠陥サイ ジングに使われる曲線は多 く の変数に基づき計算される ため、 正

確な結果を導 く ためには適切な探傷器設定が欠かせません。

11.3.1 有効化と セ ッ ト ア ッ プのオプシ ョ ン

DGS/AVG に関連するオプシ ョ ンを有効にする前に、 試験体に対し適切に探傷器を校

正せねばな り ません。 その後、 4/5 > サイ ジングオプシ ョ ン > DGS/AVG を選択し、

DGS/AVG セ ッ ト ア ッ プページ （222 ページ図 11-19 参照） で DGS/AVG オプシ ョ ン

を有効にし ます。
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図 11-19  DGS/AVG セ ッ ト ア ッ プページ

こ の画面では、 検査に使用するプローブを正確に定義し、 DGS/AVG 曲線を設定し ま

す。 このセ ッ ト ア ッ プページでは、 様々な調整を行 う こ と ができ ます。

DGS/AVG
DGS/AVG 機能をオン / オフにする

プローブタ イプ

使用するプローブの種類を選択し ます （垂直、 斜角、 二振動子あ るいはカ ス タ
ム）

プローブ名

実際に使用するプローブを選択し ます。

反射源タ イプ

DGS/AVG 曲線を作成する ための基準欠陥指示 と し て使用する反射源反射源の種

類を定義し ます。

･ 垂直ビーム と二振動子型プローブに使用でき る反射源は、 以下の通 り です。

･ 底面
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･ 横穴 （SDH）

･ 屈折角ビームプローブに使用でき る反射源は、 以下の通 り です。

･ K1-IIW ブロ ッ ク アーク 

･ K2- DSC ブロ ッ ク 

･ 横穴 （SDH）

･ 平底穴 （FBH）

反射源直径

屈折角検査のみに使用し ます。 平底穴 （FBH） あ るいは横穴 （SDH） の直径を定

義する こ と ができ ます。 DGS/AVG 曲線を適切に配置するには、 こ の直径が必要

です。

デルタ Vk
基準反射源 K1-IIW あ るいは K2-DSC 校正用試験片を使った屈折角検査に使用し

ます。 斜角探触子のための この補正値は使用する探触子の DGS/AVG ダ イ アグ ラ

ムに一覧化されています。

デルタ Vt
校正用試験片や試験体の表面条件を起因 とする接触部のばらつきに関連する減衰
を補います。 EN 5832:2001 で、 この転送補正の計算方法を参照でき ます。

検出レベル

主要 DGS/AVG 曲線の高さ です。 曲線は、 検出レベル と し て設定し た直径で異な

る深さ位置にあ る平底穴からの振幅を表示し ます。 これは、 通常、 アプ リ ケー

シ ョ ンの検出欠陥サイ ズ と同等です。

警告レベル

これは、 主要 DGS/AVG 曲線の位置と比較し た 2 番目の DGS/AVG ｢警告｣曲線の

位置です。 この数値がゼロに設定されている場合には、 警告曲線はオフにな り ま

す。

試料減衰値

試験体の減衰値を dB/m で表示し ます。 校正用試験片の減衰を計算し、 こ こ で値

を入力し なければな ら ない場合も あ り ます。

校正用試験片減衰値

校正用試験片の減衰値を dB/m で表示し ます。 校正用試験片の減衰を計算し、 こ

こ で値を入力し なければな ら ない場合も あ り ます。
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入射点

斜角検査のみに使用し ます。 BIP から ウ ェ ッ ジの前面までの探触子ウ ェ ッ ジの長

さ です。 表面距離測定から ウ ェ ッ ジの長さ を取 り 除 く ために使用し ます。

試料減衰値および校正用試験片減衰値に値を入力し なければな ら ない場合があ り
ます。 十分にご注意 く だ さい。 これらの値は DGS/AVG 曲線の波形に影響する た

め、 結果的に、 欠陥サイ ジングの精密度に影響し ます。 推奨する相対的減衰の測

定法は、 本書の後半で説明し ています。

DGS/AVG セ ッ ト ア ッ プページで選択を行った後、 [ESCAPE] を押すと ラ イブ A- ス

キ ャ ン表示に戻 り ます。 

DGS/AVG 曲線セ ッ ト ア ッ プを完成するには

1. 探触子を校正用試験片に接触させ、 選択し た基準反射源の種類からの反応を捉え
ます。

2. [ ゲー ト ] を押し、 反射源からの欠陥指示にゲー ト を設定し ます。 
3. [2ND F]、 [ ゲー ト ] （自動 XX%） を押し て、 基準反射源を 80 % FSH にし ます。

4. [2ND F]、 [ ゲイ ン ] （dB±XX） を押し、 基準反射源を記録し DGS/AVG 曲線を生成

し ます。
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図 11-20  基準反射源

基準反射源を捉えた後、 EPOCH 1000 シ リ ーズは、 自動的に DGS/AVG 曲線を計算

し、 画面上に正しい検出レベルに適用し ます。
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図 11-21  画面上の DGS/AVG 曲線

11.3.2 曲線調整オプシ ョ ン

DGS/AVG 曲線が EPOCH 1000 シ リ ーズで計算される と、 検査中でも曲線を調整する

こ と ができ る よ う にな り ます。 適切な欠陥検出、 規格に準拠し た欠陥サイ ジング、 基

準反射源調整が可能です。

11.3.3 転送補正

転送補正は、 探傷器の校正を行っている間の基準ゲイ ン設定上の調整の こ と です。
これは、 たいてい、 校正用試験片 と試験体の間の表面条件が異な る場合に追加し ま
す。 試験片表面の接触媒質の条件は、 DGS/AVG 曲線を校正し た後に、 信号喪失の原

因と な る こ と がよ く あ り ます。 そ う なった場合、 校正された DGS/AVG 曲線のあ る

テス ト 反射源を正確に比較する こ と ができ ません。 こ の転送補正は、 DGS/AVG 曲線

（デルタ Vt 値） の初期設定中に追加する こ と ができ ますが、 一般的には設定が完了

する までは、 こ の機能がどのよ う に作用するかわか り ません。 EPOCH 1000 シ リ ーズ

は、 DGS/AVG 曲線設定を完了し た後に、 校正し た基準ゲイ ンに転送補正を追加する

こ と でそのよ う な違いを修正する こ と ができ ます。
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完成し た DGS/AVG 曲線に転送補正を加算するには

♦  7/7 > DGS > デルタ Vt を選択し、 転送補正の値を調整し ます。

転送補正を調整する場合、 曲線の高さは、 一定でなければいけませんが、 エコー
の高さは変化し ます。

11.3.4 DGS/AVG 曲線ゲイ ン

DGS/AVG 曲線全体の全ゲイ ン レベルを、 基準ゲイ ンに対し高 く あ るいは低 く 設定で

き ます。 ほ と んどの検査規約で、 反射源が FSH の 20 % 以下で採寸する こ と を禁止し

ています。 よ って、 試験片の中で一定の深さ / ビーム路程 （W） 時間を越えて検査す

るには、 ラ イブ A スキ ャ ン と DGS/AVG 曲線の両方ゲイ ンを引き上げてから、 検査

を続行する こ と が不可欠です。 これは、 EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 DGS/AVG 曲線

調整ゲイ ンを使って行います。 

DGS/AVG 曲線ゲイ ンを調整するには

1. [ ゲイ ン ] を押し ます。

2. [ 上 ][ 下 ] 矢印キーあ るいは調整 ノ ブを使って曲線ゲイ ンを調整し ます。 曲線ゲ

イ ンの差異は探傷器の基準ゲイ ンから追加 / 減算されます。

DGS/AVG 曲線ゲイ ンを調整する場合、 エコーの高さ と曲線の高さの両方が、 適

切なサイ ジング比較を維持でき る よ う 調整されます。

228 ページ図 11-22 は、 DGS/AVG の曲線ゲイ ンセ ッ ト ア ッ プを示し てお り 、 80 % 
FSH 近 く にエコーを配置する こ と によ り 、 正確なエコー振幅を測定し ます。
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図 11-22  DGS 調整のよるゲイ ン曲線

11.3.5 検出レベル調整

DGS/AVG 曲線の検出レベルは、 主要曲線の高さ を定義し ます。 つま り 、 曲線の高さ

は、 平底穴からのエコー振幅を異な る深さ位置にあ る検出レベルの直径で示し ます。 
これは、 通常、 アプ リ ケーシ ョ ンの検出欠陥サイ ズ と同等です。 EPOCH 1000 シ リ ー

ズは、 検査を行いながら この検出レベルを調整する こ と ができ ます。

こ のよ う に曲線の高さ を調整する こ と ができ るのは、 DGS/AVG 曲線が取得し た

基準反射源と数学的なプローブのデータ を基に計算される ためです。 そのため、

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 DAC/TVG セ ッ ト ア ッ プで必要と されている各データ

ポ イ ン ト を取得する こ と な く 、 特定のサイ ズの反射源の減衰曲線 （鋼） 描 く こ と
ができ ます。 DAC/TVG サイ ジング技術を超え る DGS/AVG サイ ジング技術の重

要な利点の一つです。
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検出レベルを調整するには

♦ 7/7 > DGS > 検出レベルを選択し て、 現在の検出レベルの値を調整し ます。

11.3.6 相対減衰測定

試験体内の超音波減衰測定の方法をい く つかご紹介し ます。 この手順は、 よ く 、 試験

体の絶対減衰値を測定するのに使用されます。 これには、 通常、 水槽試験セ ッ ト ア ッ

プや時間のかかる一連の測定が必要です。 DGS/AVG 法によ る欠陥サイ ジングをする

ためには、 必要に応じ あ らゆる条件下における試験体や校正用試験片での相対減衰
値を測定する こ と が適切です。 こ こ では、 簡単で、 一般的に効果的と されている相対

減衰測定法を概説し ます。 他に も使用可能な よ り 適切な方法も あ り ますので、 アプ リ

ケーシ ョ ンや地域的な要件に基づいた試料減衰値や減衰補正校正ブロ ッ ク の値を得
られる よ う に も適し た方法を選ぶこ と が必要です。

測定 :

∆ Vg = 2 つの連続する底面エコー間のゲイ ンの差異 （d および 2d）

∆ Ve = DGS/AVG ダ イ アグ ラ ムから。 d から 2d までの底面エコーによ る曲線上のゲイ

ンの差異

計算 :
∆ Vs = ∆ Vg - ∆ Ve [mm]

音速減衰係数 : α = ∆ Vs / 2d * 1000 [dB/m]

11.4 AWS D1.1/D1.5 Weld Rating （溶接部評定） ソ フ ト ウ ェ ア 

EPOCH 1000 シ リ ーズの AWS D1.1 ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンは、 米国溶接協会によ る

D1.1 （あ るいは D1.5） 鉄鋼用溶接構造規格における検査の実行に使用し ます。 こ の

規格では、 超音波検査にて溶接内に検出された非連続性を格付けする手法を提供し
ています。 この規格は、 次の公式を使い、 検査中に検出される反射源の指示評定を展

開し ています。

A - B - C = D

こ こ で :
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A = 不連続指示レベル （dB）

B = 基準指示レベル （dB）

C = 減衰要因 : 2 * （ビーム路程を イ ンチ表示 – 1 イ ンチ） （dB）

D = 指示評定 （dB）

検出された不連続性の重度評価を行 う ために、 AWS が作成し ている “Ultrasonic 
Acceptance – Rejection Criteria （超音波検査の合否－ リ ジェ ク シ ョ ン基準） ” 表の A、

B および C を基に計算する欠陥指示評定 （D） を採用し ます。 検査を行 う 際に、 探触

子の情報、 不連続部の長さ と位置および不連続性の全体的な評価など と と もに、 上
記に示されているすべての変数の値の一覧化し た AWS レポー ト を作成する こ と が求

められています。 

これらの検査に必要な検査装置、 手法、 解釈および評価の条件等に関する詳しい情
報については、 AWS D1.1 Code ブ ッ ク を参照し て く だ さい。

11.4.1 解説

オ リ ンパスは、 検査作業の簡易化 と検査時間全体の削減を目的と し て、 EPOCH 1000
シ リ ーズの AWS D1.1 ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンを開発し ています。 EPOCH 1000 シ

リ ーズは、 い く つかの必要な計算を自動で行い、 EPOCH 1000 シ リ ーズのデータ ロ

ガーを使ってレポー ト を記録する こ と ができ ます。

また、 EPOCH 1000 シ リ ーズは、 検査データ を レポー ト 作成に便利な GageView Pro
コ ンピ ュータ イ ン ターフ ェ イ スプロ グ ラ ムに転送する こ と ができ ます。 こ のプロ グ ラ

ムでは、 探傷器のセ ッ ト ア ッ プパラ メ ータ、 不連続性から生成された波形、 不連続
性のビーム路程と位置情報、 すべての AWS D1.1 方程式の変数を参照する こ と がで

き ます。

11.4.2 オプシ ョ ン有効化

AWS D1.1 検査を EPOCH 1000 シ リ ーズで行 う 際の 初のステ ッ プは、 探触子 と検査

条件に合わせて探傷器を校正する こ と です。 EPOCH 1000 シ リ ーズの屈折角検査に関

する情報については、 本書の校正に関する項目あ るいは米国溶接協会の適切なガイ
ド ラ イ ンを参照し て く だ さい。
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AWS ソ フ ト ウ ェ ア機能を有効にするには

♦ 4/6 > サイ ジングオプシ ョ ン > AWS D1.1 = オンを選択し ます。

オンにし た後、 検査を開始する ためには基準 B の値を設定する必要があ り ます。 こ
の数は、 基準反射源のエコーをフルス ク リ ーン高さ の 80 % （FSH） に設定するのに

必要なゲイ ンを示し ます。 屈折角の校正には、 通常、 校正用試験片の横穴を基準反射

源と し て使用し ます。 その他の基準反射源は、 このよ う な検査の AWS の要件に適合

する場合に、 使用し ます。

基準 B 値を保存するには

1. [ ゲー ト ] キーを使って、 基準反射源からのエコーにゲー ト を設定し ます。

2. [2ND F]、 [ ゲー ト ] （自動 XX%） を押し、 エコーを 80 % FSH に移動し ます。

3. 6/6 > AWS > 基準 B を選択し、 基準 B 値 と し てゲー ト 設定し た反射源を保存し ま

す。
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図 11-23  基準 B 値の保存

基準 B 値を保存する と、 ゲー ト 設定された欠陥指示に対する ラ イブ D 評定を表示し

ます。 このラ イブ D 値は、 潜在する欠陥を分類する ための “AWS Acceptance - 
Rejection Criteria （AWS 合格－不合格基準） ” 表によ る欠陥指示評定です。 6 つの

ボ ッ ク スの う ちの 1 つに別の測定値と し て表示されます。 こ の測定基準を有効にし、

表示するには、 66 ページ 3.3 を参照し て く だ さい。
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図 11-24  D 評定と AWS

11.4.3 補正ゲイ ン

AWS 規格では、 基準 B ゲイ ン値にあ る一定の補正ゲイ ンを入力し なければいけませ

ん。 それによ り 、 試験体の中で基準欠陥よ り も小さ く 深い傷を検出する こ と ができ ま

す。

補正ゲイ ンを加算するには

1. [ ゲイ ン ] キーを使って、 AWS 規格の概説に従い、 検査を行 う ために必要な補正

ゲイ ン値を調整し ます。 
2. 6/6 > AWS > スキ ャ ン dB を選択し て、 必要な らば補正ゲイ ンのオンあ るいはオ

フ を切替えます。
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D 指示評定値を表示するには、 ゲー ト 設定されているエコーの 大振幅は、

110 % FSH 以下でなければな り ません。 エコーの 大振幅を画面に設定するには

補正ゲイ ンをオフにするだけです。 さ らにゲイ ン調整が必要にな る場合があ り ま

す。

11.4.4 A 値と C 値を計算

ゲー ト 設定されたエコーのピーク が 100 % FSH を下回る場合、 EPOCH 1000 シ リ ー

ズは、 自動的に D 欠陥指示評定値を出すために必要な A 値と C 値を計算し ます。 A
値には、 EPOCH 1000 シ リ ーズは、 ゲー ト 設定し たエコーを 80 % FSH にする ための

dB 値を計算し ます。 C 値を計算するには、 EPOCH 1000 シ リ ーズは、 減衰要因と な

る ビーム路程カ リ キ ュ レータのデータ を使用し ます。

正確な計算を行 う ためには、 試験体の正確な厚さ を入力し なければな り ません。

[ 保存 ] を押す と、 EPOCH 1000 シ リ ーズデータ ロガーに不連続性のデータ を保存す

る こ と ができ ます。 一般的なデータ ロガーの情報については、 175 ページ 10 を参照し

て く だ さい。

有効な AWS D1.1 と と もに保存された ID の下に、 A、 B、 C および D の値が表示さ

れます。 こ のデータは、 フ ァ イル参照ウ ィ ン ド ウで見る こ と ができ ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズ と AWS D1.1 ソ フ ト ウ ェ ア機能を使用中は、 表示されてい

る欠陥指示評定 （D 値） を影響する検査条件を考慮し た上で、 エコー指示の意味

と これらの指示に適切に対応し報告された D 値を解釈する こ と は、 オペレータ

の責務です。
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11.5 イ ン ターフ ェ イスゲー ト

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ン と し て 3 番目のゲー ト 、 イ ン

ターフ ェ イ スゲー ト を用意し ています。 イ ン ターフ ェ イ スゲー ト は、 主に、 試験体前

面と探触子前面間の水路程の距離が連続し て変化し続ける水浸検査に使用されます。 
用途と し ては、 ｢オン ラ イ ン｣タ イプの 試験体の前表面が均一でない場合、 水路程に

わずかな差異が生じ る こ と があ り ます。 イ ン ターフ ェ イ スゲー ト オプシ ョ ンでは、 水

路程と試験体前面からの反応を追跡し、 反応し た位置の変化を補正する こ と ができ
ます。 イ ン ターフ ェ イ スゲー ト はまた、 局部水浸探触子 と と もに使用し ます。

11.5.1 オプシ ョ ン有効化

イ ン ターフ ェ イ スゲー ト のオプシ ョ ンが有効な場合には、 2/6 > IF ゲー ト  サブ メ

ニ ューが使用でき る よ う にな り ます。 イ ン ターフ ェ イ スゲー ト の配置 と ア ラーム条件

に関する ステータ スは、 109 ページ 6 章に説明されている同様の方法で行います。
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図 11-25  IF ゲー ト が有効な場合の IF ゲー ト サブ メ ニュー

11.5.2 ゲー ト 測定と アラーム

イ ン ターフ ェ イ スゲー ト は、 ゲー ト 1 と ゲー ト 2 のよ う な標準測定は行 う こ と がで

き ません。 イ ン ターフ ェ イ スゲー ト の使用が可能な場合、 既知の欠陥指示に関する厚

さ測定のみを行います。

イ ン ターフ ェ イ スゲー ト が有効な場合に、 各ゲー ト ア ラームを設定する こ と ができ
ます。 負極の閾値ア ラームは、 見逃し て し ま った イ ン ターフ ェ イ スエコーを検出する

も っ と も一般的なア ラームです。 ゲー ト ア ラームの設定に関する詳しい内容は、 109
ページ 6 章を参照し て く だ さい。

11.6 フ ローテ ィ ングゲー ト

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 フ ローテ ィ ングゲー ト ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンがあ り ま

す。 このオプシ ョ ンのゲー ト 機能は、 エコーのピーク位置の振幅 （1 dB ずつの増加

で -1 dB ～ –14 dB） 以下の特定のゲイ ン レベル （閾値） にあ るエコーの振幅ピーク
236 第 11 章

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
を追跡する ために使用し ます。 フ ローテ ィ ングゲー ト のオプシ ョ ンは、 特にエ ッ ジ検

出モード を使 う 場合、 一貫し た正確な厚さ測定を行います。 エ ッ ジ検出モード では、

フ ローテ ィ ングゲー ト は、 ゲー ト を越え る 大振幅エコーを追跡し ますが、 ゲー ト
閾値を越え る 初の立ち上が り エ ッ ジからの測定値を表示し ます。 欠陥指示の高さが

安定し ない場合には、 フ ローテ ィ ングゲー ト は、 こ のばらつき を追跡し、 欠陥指示
の立ち上が り エ ッ ジに沿った同じポ イ ン ト から よ り 一貫し た測定を行います。

11.6.1 オプシ ョ ン有効化

フ ローテ ィ ングゲー ト を有効にするには、 3/6 > 一般オプシ ョ ン > フ ローテ ィ ング

ゲー ト を選択し、 F ゲー ト セ ッ ト ア ッ プページを開き ます。 フ ローテ ィ ングゲー ト

セ ッ ト ア ッ プページでは、 次のパラ メ ータ を調整する こ と ができ ます。

G1 浮動

ゲー ト 1 のフ ローテ ィ ングゲー ト 機能をオン / オフにし ます。

閾値

ゲー ト 設定された欠陥指示の 大振幅を下回るエコー振幅を追跡する ためのゲー
ト 閾値 （dB） （ゲー ト 1）。

G2 浮動

ゲー ト 2 のフ ローテ ィ ングゲー ト 機能をオン / オフにし ます。

閾値

ゲー ト 設定された欠陥指示の 大振幅を下回るエコー振幅を追跡する ためのゲー
ト 閾値 （dB） （ゲー ト 2）

IF 浮動

イ ン ターフ ェ イ スゲー ト のフ ローテ ィ ングゲー ト 機能をオン / オフにし ます （使

用可能な場合）。

閾値

ゲー ト 設定された欠陥指示の 大振幅を下回るエコー振幅を追跡する ためのゲー
ト 閾値 （dB） （イ ン ターフ ェ イ スゲー ト ）
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図 11-26  フ ローテ ィ ングゲー ト セ ッ ト ア ッ プページ

必要なフ ローテ ィ ングゲー ト のセ ッ ト ア ッ プが済んだら、 [ESCAPE] を押し て ラ イ

ブ A- スキ ャ ンビ ューに戻 り 、 フ ローテ ィ ングゲー ト 機能を有効にし た上で検査を開

始し ます。

11.6.2 –6 dB モー ドの操作

–6 dB モード では、 選択し たゲー ト が、 ゲー ト 内のエコーの 大振幅よ り 6 dB 下回

る位置に浮動し ます。 これは、 エコーの 大高さの 50 % に対応し ます。 次の画面は、

フ ローテ ィ ングゲー ト が –6 dB モード の場合の、 ゲー ト 1 を示し ています。 ゲー ト が

エコーの 大振幅 （フルス ク リ ーン高さの 80 % の位置） のち ょ う ど 50 % の位置に

来る よ う にし ます。
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図 11-27  –6 dB フ ローテ ィ ングゲー ト による欠陥指示

11.6.3 –14 dB モー ドの操作

–14 dB モード では、 選択し たゲー ト が、 ゲー ト 内のエコーの 大振幅よ り 14 dB 下

回る位置に浮動し ます。 これは、 エコーの 大高さ の 20 % に対応し ます。 次の画面

では、 フ ローテ ィ ングゲー ト が –14 dB モード の場合の、 ゲー ト 1 を示し ています。 
ゲー ト がエコーの 大振幅 （フルス ク リ ーン高さ の約 80 % の位置） のち ょ う ど

20 % の位置に来る よ う にし ます。
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図 11-28  –14 dB フ ローテ ィ ングゲー ト による欠陥指示

フ ローテ ィ ングゲー ト オプシ ョ ンは、 RF モード では、 無効です。 画面がフ リ ー

ズ し ている間は、 フ ローテ ィ ングゲー ト のオン / オフの切替はでき ません。

11.6.4 ゲー ト アラーム

各ゲー ト ア ラームは、 フ ローテ ィ ングゲー ト が有効な場合に設定でき ます。 小深さ

ア ラームは、 フ ローテ ィ ングゲー ト が有効で さ らにゲー ト がエ ッ ジ検出モード の場
合に、 薄層化エ リ アを監視する ためによ く 使用されます。
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12. プローブ と ビームセ ッ ト ア ッ プ （フ ェ イズ ド
アレ イモー ド）

こ の章では、 EPOCH 1000 シ リ ーズにおける フ ェ イ ズ ド アレ イプローブの設定方法に

ついて説明し ます。 内容は次の とお り です。

･ 自動プローブ認識

･ ビームセ ッ ト ア ッ プページ

･ プローブ編集セ ッ ト ア ッ プページ

12.1 自動プローブ認識

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 オ リ ンパスのフ ェ イ ズ ド アレ イプローブ用の自動プロー

ブ認識機能が付いています。 フ ェ イ ズ ド アレ イプローブを EPOCH 1000 シ リ ーズに接

続する と、 探傷器は、 ビープ音を一度発し た後、 すぐにビームセ ッ ト ア ッ プページ
を表示し ます。

UT モード で起動中に、 フ ェ イ ズ ド アレ イプローブを EPOCH 1000 シ リ ーズに接

続する場合、 フ ェ イ ズ ド アレ イモード を使用するかあ るいはそのま ま従来型 UT
モード で使用するか選択する ためのプロ ンプ ト を提示し ます。 フ ェ イ ズ ド アレ イ

モード に切替え る場合には、 探傷器はモード を切 り 替え、 242 ページ 12.2 で説明

し た よ う にビームセ ッ ト ア ッ プページに直接進みます。
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EPOCH 1000 シ リ ーズは、 プローブ内に保存されているオ リ ンパス フ ェ イ ズ ド アレ イ

プローブの仕様から直接プローブの情報を取得し ます。 プローブが識別されない場

合、 プローブパラ メ ータ を手動で入力し なければな ら ない場合があ り ます （ 246
ページ 12.3 参照）。

12.2 ビームセ ッ ト ア ッ プページ

ビームセ ッ ト ア ッ プページ （242 ページ図 12-1 参照） では、 校正や検査の前に定義

し ておかなければな ら ないフ ェ イ ズ ド アレ イプローブ と ウ ェ ッ ジのパラ メ ータ を簡
単に調整する こ と ができ ます。 新しいフ ェ イ ズ ド アレ イプローブを探傷器に接続する

と ビームセ ッ ト ア ッ プページが、 自動的に表示されます。 また、 1/5 > PA プローブ > 
ビームを選択し て、 ア ク セスする こ と ができ ます。

図 12-1  ビームセ ッ ト ア ッ プページ

EPOCH 1000 シ リ ーズフ ェ イ ズ ド アレ イモード は、関連する A-スキ ャ ン と と もにセ ク

タ スキ ャ ン （S-スキ ャ ン） 画像を表示し ます。 こ の S-スキ ャ ンでは、 複数の A-ス
キ ャ ンの全ビーム路程の範囲からの振幅情報を用いて画像を生成し ます。 この画像
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は、 2 種類の固定し た角度内で、 一定の増加率で A-スキ ャ ンを取得する こ と によ っ

て生成されます。 例えば、 一般的な S-スキ ャ ン画像は、 40° ～ 70° の範囲で 1° の増

加率で A-スキ ャ ンから試験体の画像を生成し ます。 ビーム路程を 4 イ ンチに設定す

る場合、 S-スキ ャ ンは、 40° ～ 70° で、 探触子ビーム路程 4 イ ンチ内にすべての波形

を表示し ます。

図 12-2  4 イ ンチビーム路程の S-スキャ ン画像 40°–70°

ビームセ ッ ト ア ッ プページには、 適切なフ ェ イ ズ ド アレ イ設定と校正を行 う ために
調整し なければな ら ない 3 つの主な項目があ り ます。

12.2.1 プローブ とウ ェ ッ ジ選択

ビームセ ッ ト ア ッ プページにあ る 初の重要項目は、 プローブ ID と ウ ェ ッ ジ ID で

す。 適切にフ ェ イ ズ ド アレ イプローブのセ ッ ト ア ッ プを行 う には、 2 つの重要な項目

を調整し なければな り ません。
プローブ と ビームセ ッ ト ア ッ プ （フ ェ イズ ド アレ イモー ド）    243

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
プローブ ID
オ リ ンパス製フ ェ イ ズ ド アレ イプローブを使用し ている場合、 ほ と んどのケース
で、 自動的に正確なプローブ ID 名が読み出されます。

ウ ェ ッ ジ ID
フ ェ イ ズ ド アレ イプローブに接続された ウ ェ ッ ジの名称 ウ ェ ッ ジ ID を変更する

と、 ビームセ ッ ト ア ッ プページの多 く の残 り の項目が選択中のウ ェ ッ ジ タ イプに
基づいた共通設定に変更されます。

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 6 種類のフ ェ イ ズ ド アレ イプローブを標準プローブ と し て

認識し ます。 この 6 つのプローブは、 材料検査に使用する一般的な従来型探触子の仕

様と周波数に適合する よ う 設計されています。 6 つのプローブの 1 つを選択する と、

選択し たプローブに互換する ウ ェ ッ ジに対応する ウ ェ ッ ジ ID のみを表示し ます。 そ
のため、 多 く の互換し ない種類のウ ェ ッ ジを参照し な く て も、 すばや く 適切な
ウ ェ ッ ジを選択する こ と ができ ます。

探傷器に特殊なプローブが接続されている場合、 ウ ェ ッ ジ ID の リ ス ト には、 すべて

のウ ェ ッ ジが表示されます。 接続プローブあ るいは必要なウ ェ ッ ジが、 選択肢の中に

ない場合には、 プローブ編集 セ ッ ト ア ッ プページを使用し て、 カ ス タ ムプローブ /
ウ ェ ッ ジを定義し ます。 よ り 詳しい情報については、246 ページ 12.3 を参照し て く だ

さい。

12.2.2 検査材料と形状

ビームセ ッ ト ア ッ プページの 2 番目の項目では、 検査する材料と その形状の調整を

行います。 プローブ ID と ウ ェ ッ ジ ID を使って、 標準プローブ と ウ ェ ッ ジを選択し

ている場合には、 選択し たプローブ / ウ ェ ッ ジの組み合わせで も一般的な内容にデ

フ ォル ト 設定されます。 現在行っている検査に応じ て手動で調整する こ と もでき ま

す。 項目は次の とお り です。

板厚

試験体の厚さ を定義し ます。 斜角検査で、 板厚は、 正確な深さ - 反射源測定およ

びレグ - グ リ ッ ド指示を可能にし ます。

形状

試験体の形状を定義し ます。 プレー ト 、 シ リ ンダあ るいはパイプから選択し ま

す。
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内径

曲面のあ る試験体の内径を指定し ます。 この値は、 パイプやその他曲面のあ る材

料の内径部における周継ぎ手検査に、 曲面補正 （CSC） を適用する場合に使用し

ます。

外径

曲面のあ る試験体の外径を指定し ます。 この値は、 パイプやその他曲面のあ る材

料の外径部における周継ぎ手検査に曲面補正 （CSC） を適用する場合に使用し ま

す。

曲面補正 （CSC）

曲面補正の （CSC） 有効化の管理 このソ フ ト ウ ェ ア機能では、 パイプやその他

曲面のあ る材料の周継ぎ手検査に、 表面距離などの測定値を補正し ます。

音速

試験体の材料音速の標準値を定義し ます。 標準プローブ / ウ ェ ッ ジのデフ ォル ト

値は、 鋼 （ウ ェ ッ ジ選択に基づいた縦波あ るいは横波） を対象にし ています。

標準型ウ ェ ッ ジは、 炭素鋼 と使用し ます。 他の材料で使用する場合、 実際の屈折

角は変化し ます。 さ らに詳しい情報については、 オ リ ンパスにお問い合わせ く だ

さい。

12.2.3 フ ォーカルロウの範囲と分解能

ビームセ ッ ト ア ッ プページにあ る 3 番目の項目では、 既知のプローブ / ウ ェ ッ ジの組

み合わせに対する フ ォーカルロ ウの計算を行います。 フ ォーカルロ ウの定義では、 カ

バーする角度 （ス イープ） と検査に使用する フ ェ イ ズ ド アレ イの分解能を定義し ま
す。 プローブ ID と ウ ェ ッ ジ ID を使って、 標準プローブ と ウ ェ ッ ジを選択し ている

場合には、 選択し たプローブ / ウ ェ ッ ジの組み合わせで も一般的な内容にデフ ォル

ト 設定されます。 内容は次の とお り です。

角度開始位置

フ ェ イ ズ ド アレ イプローブの検査角度の開始位置および S-ス キ ャ ンでカバーす

る角度の終了位置 （ス イープ） を定義し ます。 一般的な角度開始位置は、 40°
（斜角検査） および –30° （垂直検査） です。
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角度終了位置

フ ェ イ ズ ド プローブの検査角度の終了位置および S-ス キ ャ ンでカバーする角度

の終了位置 （ス イープ） を定義し ます。 一般的な角度終了位置は、 70° （斜角検

査） および +30° （垂直検査） です。

角度ステ ッ プ

S-スキ ャ ンを生成する ために必要な角度開始および角度終了間の増加率、 つま

り 、 S-スキ ャ ン画像の分解能を定義し ます。 増加率は、 0.5°、 1° および 2° です。

集束深さ

検査の集束深さ を定義し ます。 一般的な用途では、 大集束あ るいは非集束をお

奨めし ます。 集束は、 特定の深さ にあ る欠陥指示に対する探触子の反応を 適化

する こ と ができ ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 既知のプローブセ ッ ト ア ッ プにおける フ ォーカルロ ウの

数は 60 までです。 フ ォーカルロ ウのセ ッ ト ア ッ プでエラーがないよ う にするには、

次の公式を用います。

（角度終了位置－角度開始位置） ÷ 角度ステ ッ プ ≤　 60

垂直ビームセ ッ ト ア ッ プページのすべての項目を確認し た ら、 [ESCAPE] キーを押

し て、 これらの設定を適用し、 ラ イブ画面に戻 り ます。

ビームセ ッ ト ア ッ プページの後、 探傷器は、 項目の定義に適用されている変更に
応じ てすべてのフ ォーカルロ ウ を再計算し なければな り ません。 こ の再計算には

15 秒ほどかか り ます。

12.3 プローブ編集セ ッ ト ア ッ プページ

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 検査中、 フ ェ イ ズ ド アレ イプローブ と ウ ェ ッ ジの組み合

わせを構成する こ と ができ ます。 フ ェ イ ズ ド アレ イプローブ と （あ るいは） ウ ェ ッ ジ

が、 ビームセ ッ ト ア ッ プページのラ イブラ リ 内にない場合、 校正および検査の前に
カ ス タ ムプローブ と （あ るいは） ウ ェ ッ ジを定義する必要があ り ます。

カ ス タ ムプローブ と カ ス タ ム ウ ェ ッ ジの定義を行 う には、 1/5 > PA プローブ > プ
ローブから、 プローブ編集セ ッ ト ア ッ プページにア ク セス し ます。
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図 12-3  プローブ編集セ ッ ト ア ッ プページ
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13. パルサーレシーバーの調整
（フ ェ イズ ド アレ イモー ド）

こ の章では、 フ ェ イ ズ ド アレ イモード における EPOCH 1000 シ リ ーズのパルサー /
レシーバの調整方法について説明し ています。 内容は次の とお り です。

･ 自動プローブ ID によ るセ ッ ト ア ッ プ

･ 手動パルサー調整

･ 手動レシーバ調整

13.1 自動プローブ ID によるセ ッ ト ア ッ プ

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 オ リ ンパスのフ ェ イ ズ ド アレ イプローブ用の自動プローブ

認識機能を採用し ています。 オ リ ンパス フ ェ イ ズ ド アレ イプローブを接続し、 ビーム

セ ッ ト ア ッ プページでセ ッ ト ア ッ プを行 う と、 パルサーと レシーバを指定プローブ
に合わせて 適な値に自動調整し ます。 1/5 > PA P/R サブ メ ニ ューで、 値を確認する

こ と ができ ます。

自動的に認識されないフ ェ イ ズ ド アレ イプローブには、 パルサーと レシーバ設定の
適化を行 う ために、 EPOCH 1000 シ リ ーズは、 手動でパルサー と レシーバのパラ

メ ータ を調整する こ と ができ ます。

13.2 手動パルサー調整

EPOCH 1000 シ リ ーズフ ェ イ ズ ド アレ イモード パルサー設定は、 1/5 > PA P/R サブ メ

ニ ューにあ り ます。 パルサーセ ッ ト ア ッ プパラ メ ータは、 以下の通 り です。
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･ パルス繰返し周波数 （PRF）

･ パルサー周波数選択 （パルス幅）

･ パルス電圧

13.2.1 パルス繰返し周波数 （PRF）

パルス繰返し周波数 （PRF） は、 EPOCH 1000 シ リ ーズの電子回路が探触子を励起す

る際の頻度を示し ます。 PRF は、 通常、 検査方法や試験体の形状に基づいて調整され

ます。 ビーム路程 （W） の長い試験体では、 デ ィ スプレ イの不要な信号の原因と な る

ラ ッ プア ラ ウ ン ド干渉を避ける ために PRF 値を下げる必要があ り ます。 探触子が高

速で試験体上を移動する アプ リ ケーシ ョ ンでは、 小さ な欠陥を確実に検出する ため
に、 PRF 値を高 く 設定し ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズフ ェ イ ズ ド アレ イモード は、 フ ェ イ ズ ド アレ イプローブの仕様

に基づき PRF 値を自動調整する こ と ができ ます。 PRF 値は、 1/5 > PA P/R > PRF パラ

メ ータで確認する こ と ができ ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズフ ェ イ ズ ド アレ イモード は、 1360 Hz に制限されています。

13.2.2 パルサー周波数選択 （パルス幅）

パルサーの周波数を選択する と フ ェ イ ズ ド アレ イ探触子に適用されるパルス幅を設
定する こ と にな り ます。 この周波数の選択は、 使用中の探触子性能を 大に高める た

めに、 各パルスの形状と持続時間を調整し ます。 通常は、 使用中の探触子の中心周波

数にでき るだけ近づける よ う にパルサーの周波数を調整し ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 パルサーの周波数を、 ビームセ ッ ト ア ッ プページで選択し

たフ ェ イ ズ ド アレ イプローブの周波数に適合する よ う に設定し ます。

パルサー周波数を手動で調整するには

1. 1/5 > PA P/R > 周波数を選択し ます。

2. [ 上 ][ 下 ] 矢印キーあ るいは調整 ノ ブを使って、 周波数の値を変更し ます。 周波

数調整では、 粗調整および微調整における ステ ッ プは同じです。
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13.2.3 パルス電圧

EPOCH 1000 シ リ ーズフ ェ イ ズ ド アレ イモード には、 2 種類のパルサー電圧値から選

択でき ます。

･ 低 : 40 V
･ 高 : 80 V

パルサーを調整するには、 電圧パラ メ ータ を使用し ます。 

探傷器のバッ テ リ ー と探触子を長持ち させる ために、 測定上問題がない場合は、
エネルギー設定を低に下げる よ う にし て く だ さい。

13.3 手動レシーバ調整

EPOCH 1000 シ リ ーズフ ェ イ ズ ド アレ イ レシーバ設定は、 1/5 > PA P/R サブ メ ニュー

にあ り ます。 レシーバセ ッ ト ア ッ プパラ メ ータは、 次の通 り です。

･ 波形調整 （検波）

･ ビデオフ ィ ルタ リ ング

･ デジ タルレシーバフ ィ ルタ

13.3.1 波形調整 （検波）

EPOCH 1000 シ リ ーズフ ェ イ ズ ド アレ イモード は、 4 種類の異なる波形表示 （検波）

モード の う ちの 1 つを選択し て操作する こ と ができ ます。

･ 全波

･ 半波 + （半波 - 正）

･ 半波 - （半波 - 負）

･ RF （非検波）

DAC モード あ るいはピーク表示などの特殊な ソ フ ト ウ ェ ア機能モード を使用中は、

RF モード は、 使用でき ません。 
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波形表示を調整するには

1. 検波を選択し ます。 
2. [ 上 ][ 下 ] 矢印キーあ るいは調整 ノ ブを使って、 検波設定を変更し ます。

RF 波形表示では、 S-スキ ャ ンのスキ ャ ンパレ ッ ト は、 正極の振幅値と負極の振

幅値を設定する こ と ができ ます。

13.3.2 ビデオフ ィ ルタ リ ング

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 フ ェ イ ズ ド アレ イモー ド にビデオフ ィ ルタ リ ングを搭載し

ています。 ビデオフ ィ ルタ リ ングは、 各 A- スキ ャ ンの形状を数学的に平滑化するデ

ジ タルアルゴ リ ズムです。 取得し た各 A- スキ ャ ンの波形を平滑にする こ と によ り 、

解析しやすい S-スキ ャ ン画像を生成する こ と ができ ます。

ビデオフ ィ ルタ リ ングは、 よ り きれいな S-スキ ャ ン画像を生成する こ と ができ

る ため、 フ ェ イ ズ ド アレ イによ る アプ リ ケーシ ョ ンにおいて一般的です。 しか

し、 このス ムージングの機能は、 A- スキ ャ ンの小さ な指示を目立たな く し て し

ま う 場合があ り ます。 潜在的な欠陥の特性を調べる ために細かい A- スキ ャ ンの

解析が必要な場合、 ビデオフ ィ ルタ リ ングを使用し ない方が賢明です。
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図 13-1  ビデオフ ィ ルタがオフ （左） の場合および
中間 （右） の場合の A/S 縦表示

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 3 種類のビデオフ ィ ルタ リ ング設定ができ ます。

オフ

A- スキ ャ ン、 S-スキ ャ ンどち らにも フ ィ ルタ リ ングを適用し ません。

低

A- スキ ャ ンおよび S-スキ ャ ンに 小フ ィ ルタ リ ングを適用し ます。

高

A- スキ ャ ン と S-スキ ャ ンの両方に 大フ ィ ルタ リ ングを適用し ます。

ビデオフ ィ ルタ リ ングを調整するには

1. 1/5 >PA P/R > ビデオフ ィ ルタ を選択し ます。 

2. [ 上 ][ 下 ] 矢印キーあ るいは調整 ノ ブを使って、 フ ィ ルタ リ ングの設定を切替え

ます。

ビデオフ ィ ルタ リ ングは、 測定値に影響し ます。 常に、 探傷器を校正する前に、

使用する ビデオフ ィ ルタ設定を適用し ます。
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13.3.3 デジ タルレシーバフ ィ ルタ

EPOCH 1000 シ リ ーズの全帯域幅 –3 dB で 26.5 MHz です。 探傷器には、 各種広帯域

および狭帯域のフ ィ ルタ設定を備えています。 これらのフ ィ ルタは、 検査周波数帯域

外の不要な高および （あ るいは） 低周波数 ノ イ ズをフ ィ ルタで除去する こ と によ り 、
他探傷器の S/N 比を改善でき る よ う に設計されています。

EPOCH 1000 シ リ ーズフ ェ イ ズ ド アレ イモード は、 ビームセ ッ ト ア ッ プページで選択

し たフ ェ イ ズ ド アレ イプローブの周波数を元に、 自動的に探傷器のフ ィ ルタ設定を
調整し ます。

フ ィ ルタ設定を手動で調整するには

1. 1/5 > PA P/R > フ ィ ルタ を選択し ます。 
2. [ 上 ][ 下 ] 矢印キーあ るいは調整 ノ ブを使って、 フ ィ ルタ設定を変更し ます。 

EPOCH 1000 シ リ ーズのフ ェ イ ズ ド アレ イモード では、 37 種類のデジ タルフ ィ ルタ

設定すべてにア ク セスする こ と ができ ます。 使用でき る フ ィ ルタセ ッ ト の詳しい説明

は、 89 ページ 4 を参照し て く だ さい。 手動調整の間は、 選択し たフ ェ イ ズ ド アレ イプ

ローブの情報を元に、 使用でき るすべてのフ ィ ルタセ ッ ト の一部にしかア ク セスで
き ません。 このサブセ ッ ト は、 フ ィ ルターの制限範囲内にあ るプローブの中心周波数

を含むすべてのデジ タルフ ィ ルタに対応する よ う 設計されています。
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14. フ ェ イズ ド アレ イ画像表示の管理

こ の章では、 EPOCH 1000 シ リ ーズのフ ェ イ ズ ド アレ イモード における表示設定の管

理方法について説明し ています。 内容は次の とお り です。

･ 表示ビ ューモード

･ フ ォーカルロ ウ （屈折角） 選択カーソル

･ ベス ト フ ィ ッ ト モード

･ 画像および A- スキ ャ ング リ ッ ド と ルーラー

･ ピーク表示

･ ピーク ホール ド

･ フ リ ーズ機能

･ 表示グ リ ッ ド モード と オーバーレ イ

14.1 表示ビ ューモー ド

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 フ ェ イ ズ ド アレ イモー ド において、 4 種類のラ イブ検査

ビ ューを提供し てお り 、 1/5 > PA 表示 > 画面を選択し てア ク セスする こ と ができ ま

す。

A/S 縦

選択し た A- スキ ャ ン と S-スキ ャ ンの両方が表示されます。 A- スキ ャ ンは縦方向

に展開し、 画面の左側に配置されます。

S スキ ャ ン

S-スキ ャ ンのみの表示。

A スキ ャ ン

選択し た A- スキ ャ ンのみの表示 （標準従来型 UT 表示）。
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A/S 横

選択し た A- スキ ャ ン と S-スキ ャ ンの両方が表示されます。 A- スキ ャ ンは画面の

S-スキ ャ ンの上に横に配置されます。

図 14-1  4 種類の表示ビ ューモー ド
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EPOCH 1000 シ リ ーズは、 すべての A-スキ ャ ンをビーム路程モード のみで表示

し ます。 S-スキ ャ ンは、 深さ表示モード で表示でき ます。 つま り 、 A/S 縦モード

では、 選択し た A- スキ ャ ンに現れた欠陥指示は、 S-スキ ャ ンの対応するポイ ン

ト に縦方向に並列される こ と はあ り ません。 さ らに詳しい情報については、 265
ページ 14.8 を参照し て く だ さい。

14.2 フ ォーカルロウ （屈折角） 選択カーソル

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 現在選択中の A- スキ ャ ンを特定する S-スキ ャ ン画像に専

用のフ ォーカルロ ウ （屈折角） カーソルを供えています。 現在選択中の A- スキ ャ ン

は、 A/S 縦、 A/S 横、 および A スキ ャ ンビ ューモード で参照する こ と ができ ます。

また、 フ ェ イ ズ ド アレ イモード で も測定値の元データ と な り ます。

選択し た A- スキ ャ ンを調整する こ と は、 フ ェ イ ズ ド アレ イモー ド では一般的な作業

です。 検査効率を上げ、 使いやす く する ために、 EPOCH 1000 シ リ ーズは、 ダ イ レ ク

ト ア ク セスによ り 、 こ の調整を行 う こ と ができ ます。

フ ォーカルロウ （屈折角） 選択カーソルを調整するには

1. [ 屈折角 ] を押し ます。

2. [ 上 ][ 下 ] 矢印キーあ るいは調整 ノ ブを使って、 選択し たフ ォーカルロ ウ （屈折

角） の値を変更し ます。

あ るいは、 1/5 > PA 表示 > 屈折角を選択し て、 フ ォーカルロ ウ （屈折角） 選択カー

ソルを調整でき ます。

フ ォーカルロ ウ （屈折角） 選択カーソルを調整する と、 赤色のラ イ ンが S-スキ ャ ン

画像に表れます。 このラ イ ンは、 現在表示されている、 また （あ るいは） 測定値収集

に使用されている単一の A- スキ ャ ンに対応し ています。 この屈折角の値は、 屈折角

パラ メ ータ ボ ッ ク ス画面の上部に表示されています。
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図 14-2  フ ォーカルロウカーソルと屈折角パラ メ ータボ ッ ク スのある
A-スキャ ン と S-スキャ ン

14.2.1 S-スキャ ンパレ ッ ト

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 フ ェ イ ズ ド アレ イモード操作中に、 2 つの S-スキ ャ ンカ

ラーパレ ッ ト が使用でき ます。 

S-スキ ャ ンパレ ッ ト では、 S-ス キ ャ ン画像における振幅の変化を特定する こ と ができ

ます。 画像に適用する色のグ ラデーシ ョ ンによ り 、 0 % ～ 110 % FSH までの振幅変化

をわか り やす く 表示する こ と ができ ます。 表示色 と振幅の関連性の例を次に示し ま

す。

･ 赤色 = 110 % FSH
･ 黄色 = 50 % FSH
･ 白色 = 0 % FSH

現在選択され
ている フ ォー
カルロウの
屈折角

フ ォーカルロ
ウカーソル
（赤色の線）
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図 14-3  カ ラーパレ ッ ト のある S-スキャ ンの例

フ ェ イ ズ ド アレ イモード で使用でき る スキ ャ ンパレ ッ ト は、 次の とお り です。

カ ラー

デフ ォル ト 設定 白色 （LOS） から赤色 （高 / 飽和信号） までの全色カ ラーパレ ッ

ト

グレ イ スケール

グレ イ スケールパレ ッ ト －黒 （LOS） 白 （高 / 飽和 信号）

EPOCH 1000 シ リ ーズの S-スキ ャ ンのパレ ッ ト を調整するには、 1/5 > PA 表示 > ス
キ ャ ンパレ ッ ト を選択し ます。
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図 14-4  カ ラーおよびグレ イスケールパレ ッ ト

14.3 ベス ト フ ィ ッ ト モー ド

フ ェ イ ズ ド アレ イ検査で作成された S-スキ ャ ン画像では、 フ ォーカルロ ウの範囲

（ス イープ） 内で各屈折角の （[ 測定範囲 ] で定義し た） 全ビーム路程を表示し ます。 
こ の S-スキ ャ ン画像は、 一定の縮尺で試験体内の角度の範囲で描かれます。

例えば、 70° のフ ォーカルロ ウは、 S-スキ ャ ンの表示ウ ィ ン ド ウの垂直から 70° の位

置に描かれます。 これら、 フ ォーカルロ ウ （各角度成分） の合成によ り S-ス キ ャ ン

画像は試験体内部の断面映像を描 く こ と が出来ます。
260 第 14 章

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
図 14-5  明確に欠陥を検出する S-スキャ ン

高角によ る検査の場合は （例 ： 70°）、 一定の縮尺によ る画像表示は S-スキ ャ ンを描

く ために使用する表示範囲を限定し ます。 40° から 70° の一般的な S-スキ ャ ン画像で

は、 S-スキ ャ ンを描 く ために使用する縦表示ウ ィ ン ド ウのほぼ 30 % が余白と な り ま

す。

EPOCH 1000 シ リ ーズフ ェ イ ズ ド アレ イモード には、 生成し た S-スキ ャ ン画像を出

来る限 り 大きい領域で表示する ために、 S-スキ ャ ン画像を回転する こ と ができ るベ

ス ト フ ィ ッ ト 機能を搭載し ています。
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図 14-6  ベス ト フ ィ ッ ト のオフ と オン

ベス ト フ ィ ッ ト 機能は、 S-スキ ャ ン画像を歪曲する こ と はあ り ません。 この機能

によ り 、 画面ウ ィ ン ド ウに適合する よ う に変形する こ と な く 画像を回転する こ と
ができ ます。 画像を回転させる と い う こ と は、 つま り 、 ベス ト フ ィ ッ ト 機能がオ

ンの場合には、 S-スキ ャ ンの横方向のルーラーと縦方向のルーラーは正し く ない

と い う こ と にな り ます。

フ リ ーズ表示機能がオンの場合、 ベス ト フ ィ ッ ト モード は自動的にオフの状態に
な り ます。

14.4 画像および A- スキャ ング リ ッ ド とルーラー

EPOCH 1000 シ リ ーズのフ ェ イ ズ ド アレ イモード では、 A- スキ ャ ン表示と S-スキ ャ

ン表示のルーラーを別々に設けています。

ベス ト フ ィ ッ ト のオフ ベス ト フ ィ ッ ト のオン
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14.4.1 A- スキャ ング リ ッ ド モー ド

A- スキ ャ ン画面表示にあ るルーラーは、 従来型 UT モード と同様です。 このルー

ラーは、 3/5 > 表示セ ッ ト ア ッ プ > A-スキ ャ ンセ ッ ト ア ッ プの A-スキ ャ ンセ ッ ト ア ッ

プページにあ り ます。 可能なルーラーは次の とお り です。

Y- 軸グ リ ッ ド モード

振幅の高さは、 100 % あ るいは 110 % です。

X- 軸グ リ ッ ド モード

標準 10 区分、 ビーム路程、 レグ、 あ るいはオフ

14.4.2 画像ルーラー

S-スキ ャ ン画像で 2 つのルーラーが有効です。

縦方向

縦方向のルーラーは、 深さ測定値を、 現在選択中の測定値単位 （イ ンチ、 ミ リ
メ ー ト ルあ るいはマイ ク ロ秒） でグ リ ッ ド 分割によ り 表示し ます。

横方向

横方向のルーラーは、 表面距離の測定を、 現在選択中の測定値単位 （イ ンチ、 ミ
リ メ ー ト ルあ るいはマイ ク ロ秒） でグ リ ッ ド分割によ り 表示し ます。

屈折角を使用する場合、 横方向のルーラーのス ケールは、 ビーム イ ンデッ ク スポ
イ ン ト ではな く ウ ェ ッ ジの前面に基づいています。 それによ り 、 ルーラーは、

フ ォーカルロ ウ を選択し な く て も、 一定し た値を維持する こ と ができ ます。

14.4.3 リ ジ ェ ク シ ョ ン

1/5 > PA P/R > リ ジェ ク シ ョ ンパラ メ ータは、 画面から不要な低レベルの信号を排除

し ます。 パラ メ ータは、 線形で、 0 % ～ 80 % FSH で調整でき ます。 リ ジェ ク シ ョ ン

値を増加し て も リ ジェ ク シ ョ ン レベル以上の信号振幅に影響する こ と はあ り ません。
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リ ジェ ク シ ョ ン レベルは、 A- スキ ャ ン表示でのみ水平方向のラ イ ンで （あ るい

は RF 表示モード の場合は 2 本のラ イ ンで） 表示されます。 S-スキ ャ ンビ ュー

モード では、 リ ジェ ク シ ョ ンが有効であ る こ と確認する こ と はでき ません。

14.5 ピーク表示

EPOCH 1000 シ リ ーズのフ ェ イ ズ ド アレ イモード における ピーク表示機能は、 選択中

の A- スキ ャ ン表示 （現在のフ ォーカルロ ウ） のみに適用でき ます。 

ピーク表示機能の詳しい説明については、 101 ページ 5 を参照し て く ださ い。

14.6 ピークホールド

EPOCH 1000 シ リ ーズのフ ェ イ ズ ド アレ イモード における ピーク ホール ド 機能は、 選

択中の A- スキ ャ ン表示 （現在のフ ォーカルロ ウ） にのみ適用でき ます。 

ピーク ホール ド 機能の詳しい説明については、 101 ページ 5 を参照し て く だ さい。

14.7 フ リーズ機能

EPOCH 1000 シ リ ーズのフ ェ イ ズ ド アレ イモード における フ リ ーズ機能は、 従来型

UT モード のフ リ ーズ機能と類似し ています。 フ リ ーズ機能の詳しい内容について

は、 101 ページ 5 を参照し て く だ さい。

フ ェ イ ズ ド アレ イモード では、 表示をフ リ ーズする と、 フ ォーカルロ ウ （屈折角）
選択カーソルを使って、 S-スキ ャ ン画像から A- スキ ャ ンを選択する こ と ができ ま

す。 各 A- スキ ャ ンの未加工データは、 フ リ ーズモード で見る こ と ができ ます。 [ フ

リーズ ] キーをオンにし た後は、 S-スキ ャ ン画像から A- スキ ャ ンに探傷器のさ まざ

まな機能を適用する こ と が可能です。 これには以下の内容が含まれます。

･ 表示ビ ューモード
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1/5 > PA 表示 > ス ク リ ーンパラ メ ータで、 4 種類のすべてのビ ューの切替を
行います。

･ ゲー ト の移動

･ ゲイ ン

･ 測定範囲および遅延

･ データ ロガー

･ 印刷

フ リ ーズ機能が有効な と きは、 次のパラ メ ータにア ク セス し た り 変更する こ と はで
き ません。

･ ゼロオフセ ッ ト

･ 測定範囲 （範囲を広げる こ と はでき ません）

･ ゲイ ン以外のパルサー / レシーバ設定

フ リ ーズ機能を解除し、 普通の操作に戻 り たい場合は、 [ フ リーズ ] を再度押し ま

す。

14.8 表示グ リ ッ ド モー ド と オーバーレ イ

EPOCH 1000 シ リ ーズのフ ェ イ ズ ド アレ イモード は、 101 ページ 5 に説明されている

標準グ リ ッ ド モード を増加する追加表示オーバーレ イ機能が付いています。 この表示

オーバーレ イは、 S-スキ ャ ン画像の解析と選択し た A- スキ ャ ンへの関連付けを簡易

化する こ と ができ ます。  3/5 > 表示セ ッ ト ア ッ プ > イ メ ージオーバーレ イから ア ク セ

スする表示セ ッ ト ア ッ プページに、 特別な表示オーバーレ イパラ メ ータがあ り ます。
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図 14-7  表示セ ッ ト ア ッ プページ

14.8.1 プローブ前面カーソル

プローブの前面カーソルは、 フ ェ イ ズ ド アレ イの初期セ ッ ト ア ッ プで定義し たプ
ローブ と ウ ェ ッ ジの仕様に基づき （ 241 ページ 12 参照）、 探触子のウ ェ ッ ジの前面

の水平位置を定義し ます。 この機能が有効な場合、 基準 と し てのウ ェ ッ ジの位置を表

示する ため、 S-スキ ャ ン画像で白い線を垂直に描き ます。

プローブ前面カーソルをオンにするには

1. 3/5 > 表示セ ッ ト ア ッ プ > イ メ ージオーバーレ イ を選択し、 カ ラー設定ページを

開き ます。

2. プローブ前面カーソル = オンを選択し ます。 
プローブ前面カーソルが、 S-スキ ャ ンに現れます （267 ページ図 14-8 参照）。
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図 14-8  プローブ前面カーソルと S-スキャ ン

14.8.2 レグイ ンジケータ

試験体をビームセ ッ ト ア ッ プページで定義する と （ 241 ページ 12 章参照）、 検査範

囲全体に依存し ますが、 複数のラ イ ンを水平方向に描き、 S-ス キ ャ ン画像において

試験体の厚さ を視覚的に表示し ます。 これらのラ イ ンは、 S-スキ ャ ン画像の縦方向

（深さ） 軸における試験体の厚さ に対応し ます。

プローブ前面
カーソル
（縦方向白ラ
イ ン）
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図 14-9  レグイ ンジケータ と S-スキャ ン

14.8.3 グ リ ッ ド モー ド

表示セ ッ ト ア ッ プページは、 A- スキ ャ ン と S-スキ ャ ンのグ リ ッ ド ビ ューのオン / オ

フ を別々に切替え る こ と ができ ます。 

グ リ ッ ド モー ド をオンあるいはオフ をするには

1. 表示セ ッ ト ア ッ プページでは、 3/5 > 表示セ ッ ト ア ッ プ > イ メ ージオーバーレ イ

を選択し ます。 
2. セ ク タ グ リ ッ ド = オンあ るいは A スキ ャ ング リ ッ ド = オンを選択し ます。

レグイ ンジケータ
（横方向の白線）
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x- 軸グ リ ッ ド モード に対応する グ リ ッ ド モード は、 101 ページ 5 章で説明し ていま

す。 使用でき る グ リ ッ ド モード は次の とお り です。 オフ、 標準、 サウ ン ド パス、 レ

グ、 100% および 110%。 これらのモード は、 3/5 > 表示セ ッ ト ア ッ プ > A- スキ ャ ン

セ ッ ト ア ッ プから ア ク セスする A- スキ ャ ンセ ッ ト ア ッ プページでオン / オフの切替

を行います。

A/S 縦および A/S 横では、 A- スキ ャ ン と S-スキ ャ ンの x- 軸グ リ ッ ド モード は、 直

接、 相関し ています。

例えば、 標準 x- 軸グ リ ッ ド形式が有効な場合の A/S 縦ス ク リ ーンモード では、 横方

向に配置された 0 から 10 までの A- スキ ャ ング リ ッ ド は、 S-スキ ャ ン上のグ リ ッ ド

と接続し ています。 このよ う な水平方向のラ イ ンによ り 、 A- スキ ャ ンの 3 区分目に

あ る指示を S-スキ ャ ン画像のにあ る 3 区分目に視覚的に関連付ける こ と ができ ます。

図 14-10  グレ イスケールモー ド にて欠陥指示のある A-スキャ ン と S-スキャ ン
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A- スキ ャ ン表示は、 ビーム路程 A- スキ ャ ンを表示し ます。 従って、 A- スキ ャ ン

の指示は、 対応する S-スキ ャ ンの指示と水平方向には並列し ません。 S-スキ ャ ン

に適用し たグ リ ッ ド が、 ビーム路程の輪郭に沿ってカーブし ている必要があ り ま
す。 （269 ページ図 14-10 参照）。
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15. ゲー ト （フ ェ イズ ド アレ イモー ド）

こ の章では、 EPOCH 1000 シ リ ーズのフ ェ イ ズ ド アレ イモード における測定ゲー ト の

操作方法について説明し ています。 項目は次の通 り です。

･ 一般ゲー ト の操作

･ ゲー ト S-スキ ャ ンビ ュー

15.1 一般ゲー ト の操作

フ ェ イ ズ ド アレ イモード のゲー ト 1、 ゲー ト 2 およびイ ン ターフ ェ イ スゲー ト （オプ

シ ョ ン） 測定機能などの機能の操作方法は、 従来型 UT モード と同様です。 ゲー ト 機

能の全概要については、 109 ページ 6 章を参照し て く だ さい。

15.2 ゲー ト S-スキャ ンビ ュー

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 A- スキ ャ ンビ ューおよび S-スキ ャ ンビ ューの両方でゲー

ト を表示する こ と ができ ます。 A- スキ ャ ンビ ューにおけるゲー ト 設定方法は、 従来

型 UT モード のゲー ト 設定 と同じです。

S-スキ ャ ンビ ューでは、 ゲー ト は、 S-スキ ャ ン画像上に 2 色のラ イ ンで表示されま

す。 S-スキ ャ ンに適用されているすべてのゲー ト は、 ビーム路程ゲー ト です。 つま

り 、 ゲー ト の開始位置と終了位置の値は、 表示範囲のビーム路程に応じ て、 イ ンチ、
ミ リ メ ー ト ルあ るいはマ イ ク ロ秒で表示されます。
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その他のフ ェ イ ズ ド アレ イ探傷器では、 深さ表示ゲー ト を S-スキ ャ ン画像上に

水平方向の直線で表示する場合があ り ます。 こ のよ う なゲー ト 開始位置と終了位

置は、 ビーム路程ではな く 、 試験体の深さ値に対応し ています。 深さ表示ゲー ト

と ビーム路程ゲー ト は、 0° フ ォーカルロ ウでのみ同等です。

ゲー ト は、 ビーム路程値と し て示される ため、 表示されているゲー ト は、 S-スキ ャ

ン画像の曲線 と し て表示されます。 ゲー ト 開始位置は、 すべてのフ ォーカルロ ウに対

する単一の曲線で表示されます。 また、 ゲー ト の終了位置は、 すべてのフ ォーカル
ロ ウに対する 2 番目の曲線で、 表示されます。 ゲー ト の終了位置は、 ゲー ト 幅パラ

メ ータで定義する こ と ができ ます。

図 15-1  ゲー ト を表示する A-スキャ ン と S-スキャ ン
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16. 画像サイジングカーソル （フ ェ イズ ド アレ イ
モー ド）

こ の章では、 EPOCH 1000 シ リ ーズにおけるサイ ジングカーソル機能について説明し

ています。 内容は次の とお り です。

･ カーソル X および Y
･ カーソルステータ ス

･ カーソル配置

･ カーソル測定

16.1 カーソル X および Y

EPOCH 1000 シ リ ーズのフ ェ イ ズ ド アレ イモード には、 2 組のサイ ジングカーソルが

あ り ます。 これらのカーソルは、 探傷器のフ リ ーズ表示がオンの場合に、 使用でき ま

す。

こ の 2 組のカーソルは、 S-スキ ャ ン画像に適用する こ と によ り 、 画像の組成の参照

やサイ ジングを可能にし ます。 X カーソルセ ッ ト （X2、 X1） では、 水平方向の平面

で測定を行い、 Y カーソルセ ッ ト （Y2、 Y1） では、 垂直方向の平面で測定を行いま

す。 S-スキ ャ ン画像では、 欠陥を圧縮し て表示する ため、 これらのカーソルを設定す

る こ と によ り 、 ク ラ ッ クや層間剥離のよ う な正確な欠陥サイ ジングを行 う こ と が可
能です。
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16.2 カーソルステータ ス

画像サイジングカーソルを有効にするには

1. [ フ リーズ ] を押し、 フ リ ーズ表示機能をオンにし ます。

2. 1/5 > PA カーソル > カーソル X = オンあ るいはカーソル Y = オンを選択し ます。

16.3 カーソル配置

各カーソルでは、 2 種類の測定カーソルを設定し ます。 これによ り 、 水平方向 （X）

および垂直方向 （Y） のカーソル - カーソル測定を行 う こ と ができ ます。

画面に画像サイジングカーソルを配置するには

1. [ フ リーズ ] を押し、 フ リ ーズ表示機能をオンにし ます。

2. 1/5 > PA カーソル > カーソル X = オンおよびカーソル Y = オンを選択し ます。

3. 1/5 > PA カーソル > カーソル X1、 カーソル X2、 カーソル Y1 およびカーソル Y2
パラ メ ータ を選択し、 カーソル位置の値を調整し ます。
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図 16-1  調整中のカーソルと S-スキャ ン

画像サイ ジングカーソルは、 表示可能な画像範囲外には設定でき ません。 また、 カー

ソル X2 あ るいはカーソル Y2 は、 カーソル X1 あ るいはカーソル Y1 の前に配置す

る こ と はでき ません。

16.4 カーソル測定

EPOCH 1000 シ リ ーズ画像サイ ジングカーソルを使い、 3/5 > 測定セ ッ ト ア ッ プ > 表
示設定から、 表示設定ページにア ク セス し、 選択を行った 4 種類の主要測定値を表

示する こ と ができ ます。 次のカーソル測定を選択する こ と ができ ます。

X2 - X1
X カーソル間の水平方向の距離

Y2 - Y1
Y カーソル間の垂直方向の距離
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カーソル X1、 カーソル Y1 交差振幅

X1 と Y1 の ク ロ スポ イ ン ト にあ る信号振幅

カーソル X1、 カーソル Y1 ク ロ ス深さ

X1 と Y1 の ク ロ スポ イ ン ト における信号の板厚 /TOF 測定

図 16-2  測定値のある S-スキャ ン上のカーソル
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17. EPOCH 1000 シ リーズの校正
（フ ェ イズ ド アレ イモー ド）

こ の章では、 EPOCH 1000 シ リ ーズのフ ェ イ ズ ド アレ イモード の校正方法について説

明し ています。 フ ェ イ ズ ド アレ イ校正は、 特定の探触子を使用し て、 特定温度下の特

定材料を正確に測定でき る よ う 探傷器を調整する過程の こ と を指し ています。 校正

中、 EPOCH 1000 シ リ ーズの材料音速、 ウ ェ ッ ジ遅延および感度 （ゲイ ン） パラ メ ー

タ を調整する必要があ り ます。 EPOCH 1000 シ リ ーズには、 優れた自動校正機能を搭

載し ている ため、 簡単にすばや く 校正を行 う こ と ができ ます。 次の項では、 屈折角あ

るいは垂直ビームモード において上記に一覧化し た各パラ メ ータにおける
EPOCH 1000 シ リ ーズの校正手順について説明し ます。 内容は次の とお り です。

･ 校正の開始

･ 校正の種類

･ 垂直探傷の校正

･ 斜角セ ク ターを使用し た校正

･ 校正中のゲイ ン調整

･ 校正のオン と オフ

･ 曲面補正

17.1 校正の開始

EPOCH 1000 シ リ ーズの操作に完全に慣れる まで、 実際の校正を始める前に基本操作

と設定の手順の確認を行って く ださ い。 

1/5> PA プローブ > ビームから ビームセ ッ ト ア ッ プページにア ク セスする と、 フ ェ イ

ズ ド アレ イモード の探傷器のほ と んどの初期設定を完了する こ と ができ ます。 自動プ

ローブ認識あ るいは手動によ るプローブ定義では、 使用する フ ェ イ ズ ド アレ イ探触
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子、 ウ ェ ッ ジおよび検査の種類に応じ て簡単に適切なパラ メ ータ を設定する こ と が
でき ます。 ビームセ ッ ト ア ッ プページの使用に関する さ らに詳しい内容は、 241 ペー

ジ 12 を参照し て く だ さい。

校正の前に EPOCH 1000 シ リーズフ ェ イズ ド アレ イモー ド を

セ ッ ト ア ッ プするには

1. ビームセ ッ ト ア ッ プページを使って、 プローブ、 ウ ェ ッ ジ、 形状、 フ ォーカルロ
ウおよびその他一般的な検査項目を定義し ます。

2. [ ゲイ ン ] を押し て、 校正の適切な初期ゲイ ンを選択し、 [ 上 ][ 下 ] 矢印キーあ る

いは調整 ノ ブで、 値を調整し ます。 も し、 適切なゲイ ン値が不明場場合は、 初期

ゲイ ンを 12 dB に設定し、 必要に応じ て校正中に調整し て く だ さい。

3. 測定範囲パラー メ ータ を使って、 校正用試験片内のビーム路程の幅に基づき測定
範囲を設定し ます。

校正範囲を 大にする ために、 も鋭角な角度を使用し ます。 これによ り 、 校正

中すべてのフ ォーカルロ ウ をカバーする こ と ができ ます。

17.2 校正の種類

EPOCH 1000 シ リ ーズフ ェ イ ズ ド アレ イモード では、 扇形角度でカバーされている領

域内のすべてのフ ォーカルロ ウにおける正確な距離や振幅の測定を行 う ために、
大 3 種類の校正が必要です。 校正の種類については次の項で説明し ています。

17.2.1 音速

音速校正では、 試験体の音速を適切に校正し ます。 こ の校正は、 既知のビーム路程の

単一反射源 （一般的には、 校正用試験片のアールあ るいは底面を使い行います。

17.2.2 ウ ェ ッ ジ遅延

ウ ェ ッ ジ遅延校正では、 探触子のパルス励起と ビームが試験体に入射する までの遅
延を適切に補正する こ と ができ ます。 こ のパラ メ ータ を従来型 UT モード では、 ゼロ

オフセ ッ ト と呼んでいます。
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フ ェ イ ズ ド アレ イモード では、 このパラ メ ータは、 従来型モード よ り も複雑です。 ほ
と んどのフ ェ イ ズ ド アレ イ技術によ る検査では、 各フ ォーカルロ ウに特定のウ ェ ッ
ジ遅延があ り ます。 それぞれのフ ォーカルロ ウには、 通常、 ウ ェ ッ ジ上の異な る イ ン

デッ ク スポ イ ン ト （BIP） に特定の検査角度があ り ます。 従って、 検査材料の表面に

到達する前に、 ウ ェ ッ ジ材を通過する長さ が異な り ます。 フ ェ イ ズ ド アレ イモード で

は、 探傷器は各フ ォーカルロ ウのウ ェ ッ ジ遅延を計算し ます。 現在選択中のフ ォーカ

ルロ ウが変化する と、 探傷器は、 対応する ウ ェ ッ ジ遅延を測定値にダ イナ ミ ッ クに
適用し ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 一回の校正ステ ッ プのみで、 すべてのフ ォーカルロ ウに

関する ウ ェ ッ ジ遅延を計算する こ と ができ ます。 一回の校正で、 検査に使用するすべ

ての角度における ビーム路程、 深さ そ し て （あ るいは） 表面距離の正確な測定値を
導き出すこ と ができ ます。

17.2.3 感度 （ゲイ ン）

感度 （ゲイ ン） 校正では、 すべてのフ ォーカルロ ウにおける特定の反射源に対する
システム感度の変化を適切に補正し ます。 こ の校正は、 従来型斜角校正の 4 番目のス

テ ッ プ と関連し てお り 、 システム感度は、 定義されている既知の反射源と基準ゲイ
ンに合わせて校正されます。 感度 （ゲイ ン） 校正は、 本来、 扇形角度でカバーされて

いるエ リ ア （ス イープ） のすべてのフ ォーカルロ ウの基準ゲイ ンを設定する もので
す。

特定の反射源に対する探傷器の感度は、 ビーム路程およびウ ェ ッ ジの遅延に基づき
変化し ます。 低角度と比較する と高角度のビーム路程は、 既知の反射源まで到達する

までに長い距離を必要と し ます。 材料を通過する距離の増加は、 ビーム拡散やビーム

減衰の増加を意味し ます。 よ って、 同一反射源で も高角度のビームは低振幅の欠陥
指示を生成する こ と にな り ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 単一の校正ステ ッ プだけで、 扇形角度によ り カバーされ

ているエ リ ア内のすべてのフ ォーカルロ ウにおける単一反射源の振幅を追従し、 各
フ ォーカルロ ウに別々にゲイ ン調整を適用する こ と で、 既知の反射源の振幅を常態
にする こ と ができ ます。

17.2.3.1 単一反射源による感度 （ゲイ ン） 校正

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 単一の反射源だけで、 感度 （ゲイ ン） 校正を行 う こ と がで

き ます。 こ の機能によ り 、 校正用反射源のビーム路程 / 深さ周辺にあ る欠陥の振幅反

応を標準化する こ と ができ ます。
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17.2.3.2 マルチポイ ン ト 感度 （ゲイ ン） 校正

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 材料内の複数のポ イ ン ト （深さ） における感度 （ゲイ

ン） 校正を行 う こ と ができ ます。 複数のポ イ ン ト を使用する こ と で、 一箇所に集束す

る代わ り にビーム路程 / 深さ検査の範囲全体にわた り 、 既知の反射源の反応を標準化

する こ と ができ ます。 

マルチポ イ ン ト によ る感度校正機能は、 校正し たエ リ ア内にあ るすべてのフ ォーカ
ルロ ウの時間可変ゲイ ン （TVG） セ ッ ト ア ッ プを作成し ます。 この機能は、 検査の全

測定範囲にあ る潜在的な欠陥を簡単に走査し、 明確な画像を生成し ます。

17.3 垂直探傷の校正

周波数 5.0 MHz で素子数 16 のオ リ ンパス製探触子 （部品番号 5L16-A10P） を使い、

垂直探傷の校正手順を行います。 この校正では、 ゼロ度のウ ェ ッ ジ （部品番号

SA10P-0L） を使用し ます。 校正には、 試験体と同じ材料で、 2 箇所の厚さ が判ってい

る校正用試験片をご用意下さ い。 この 2 箇所の厚さは、 検査を行 う 試験体厚さ の上限

と下限を上回っている厚さ であ る こ と が理想です。

こ こ では、 次の手順の例と し て、 オ リ ンパス 5 ステ ッ プ校正用試験片 （部品番号

2214E） を使用し ます （詳細は、 174 ページ図 9-31 を参照）。

EPOCH 1000 シ リ ーズの本体設定が、 メ ー ト ル単位の場合も、 入力値が ミ リ メ ー

ト ル （mm） で行われる以外は、 校正手順はま った く 同様です。

垂直探傷で校正するには

1. 277 ページ 17.1 に説明されている初期セ ッ ト ア ッ プ手順に従って く だ さい。 
2. 次項の例では、 1/5 > PA プローブ > ビームから、 ビームセ ッ ト ア ッ プページにア

ク セス し、 SA10P-0L ウ ェ ッ ジを選択し ます。 
3. 角度開始位置は、 –30° か、 また、 角度終了位置が、 +30° か確認し ます。
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17.3.1 垂直探傷で音速を校正

垂直探傷で音速を校正するには

1. [ 測定範囲 ] を押し た後、 校正に適切な範囲を入力し ます。

こ こ では、 1.00 イ ンチ （25.4 mm） を使用し ます。

2. 1/5 > PA 校正 > 校正モード = 音速を選択し ます。

3. [ 屈折角 ] を押し た後、 選択し たフ ォーカルロ ウ （屈折角） を 0° に調整し ます。

4. 探触子を校正用試験片の 0.200 イ ンチステ ッ プに接触させます。

5. 校正用試験片の 0.200 イ ンチステ ッ プからの底面エコーがゲー ト の閾値を越え る

よ う に、 [ ゲー ト ] キーを使い、 ゲー ト 1 を配置し ます。 
6. エコー振幅がおよ そ 80 % にな る よ う にゲイ ンを調整し ます。 

厚さ測定値は、 A- スキ ャ ンの上に大きな文字で表示されます。 

図 17-1  ゲー ト 設定された信号の例
EPOCH 1000 シ リーズの校正 （フ ェ イズ ド アレ イモー ド）    281

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
7. 値が安定し た ら、 1/5 > PA 校正 > 深さ値 1 を選択し ます。 
画面がフ リ ーズ し、 厚さ基準値 （薄い） 入力ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。 

図 17-2  厚さ基準値 （薄い） 入力ダイアログボ ッ ク ス

8. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 0.200 イ ン

チ）。 それから、 続行を選択し、 2 番目の校正ステ ッ プへと進みます。

校正データ を取得せずに、 終了し なければな ら ない場合は、 [ 左 ] あ るいは [ 右 ]
矢印キーを使って、 キ ャ ンセルをハイ ラ イ ト 化し た後、 [ チ ェ ッ ク ] を押し ます。

9. 探触子を校正用試験片の 0.500 イ ンチステ ッ プに接触させます。 
10. [ ゲー ト ] キーを使用し、 校正用試験片の底面エコーの周囲のみにゲー ト 1 を配

置し ます。 
11. エコー振幅がおよ そ 80 % にな る よ う にゲイ ンを調整し ます。

厚さ測定値は、 A- スキ ャ ンの上に大きな文字で表示されます。 
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図 17-3  ゲー ト 設定されている 2 番目の校正信号

12. 値が安定し た ら、 1/5 > PA 校正 > 深さ値 2 を選択し ます。 
画面がフ リ ーズ し、 厚さ基準値 （厚い） 入力ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。

図 17-4  厚さ基準値 （厚い） 入力ダイアログボ ッ ク ス

13. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 0.500 ）。 それ

から、 続行を選択し、 校正作業を続行し ます。
EPOCH 1000 シ リーズの校正 （フ ェ イズ ド アレ イモー ド）    283

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
17.3.2 垂直探傷でウ ェ ッ ジ遅延を校正

ウ ェ ッ ジ遅延は、 横穴や底面反射のよ う な不連続の反射源を使って校正を行います。 
次に挙げる例では、 IIW 校正用試験片の 初の底面エコーを使用し、 ウ ェ ッ ジ遅延

を計算し ます。

垂直探傷でウ ェ ッ ジ遅延を校正するには

1. [ 測定範囲 ] を押し た後、 校正に適切な範囲を入力し ます。

こ こ では、 10 イ ンチ （254 mm） を使用し ます。

2. 1/5 > PA 校正 > 校正モード = 校正ゼロ を選択し ます。

3. [ 屈折角 ] を押し た後、 選択し たフ ォーカルロ ウ （屈折角） を 0° に調整し ます。

4. 探触子を校正用試験片の横に接触させます。

5. [ ゲー ト ] キーを使用し、 校正用試験片の 初の底面エコーの周囲のみに、 ゲー

ト 1 を配置し ます。 
6. エコー振幅がおよ そ 80 % にな る よ う にゲイ ンを調整し ます。

図 17-5  ゲー ト 設定された信号の例
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7. 1/5 > PA 校正 > 開始を選択し、 校正プロセス を開始し ます。 
画面がフ リ ーズ し、 校正ゼロ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。

図 17-6  校正ゼロダイアログボ ッ クス

8. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 0.600 イ ン

チ）。 それから、 続行を選択し、 2 番目の校正ステ ッ プを続行し ます。

画面の上部にあ る A- スキ ャ ンは、 すべてのフ ォーカルロ ウに対し、 ゲー ト 設定

された欠陥指示の振幅測定値 （黄色の線） を表示する新しいビ ューに変わ り ます
（286 ページ図 17-7 参照）。 各フ ォーカルロ ウにおける同じ反射源からの同じ厚さ

を示し ている ため、 厚さ測定値のラ イ ンは、 直線であ る こ と が理想です。 この小

さいウ ィ ン ド ウの中央にあ る点線は、 ユーザー定義によ る既知の厚さ測定値を示
し ています。 こ こ では、 校正されていないラ イ ンは、 286 ページ図 17-7 のよ う に

な り ます。
EPOCH 1000 シ リーズの校正 （フ ェ イズ ド アレ イモー ド）    285

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
図 17-7  上部に厚さ測定値があるウ ェ ッ ジ遅延収集画面

9. 必要な らば、 プローブを前後に動かし ながら、 校正が済んでいない厚さ測定デー
タ をすべてのフ ォーカルロ ウで収集し ます。 

正確な曲線を作成する ためにプローブをゆっ く り 動かし ます。 プローブの歪みを

避ける ためにガイ ド を使用し ます。 反射源上で何回か動かし ます。

10. 1/5 > PA 校正 > 削除を選択し、 現在のウ ェ ッ ジ遅延を消去し、 新しい曲線を作成

し ます。

黄色のウ ェ ッ ジ遅延曲線が画面からはみ出し て し ま う 場合は、 ゲイ ンを低めに設
定し、 再度曲線を作成し ます。

ゲー ト 設定さ
れた指示の全
フ ォーカルロ
ウにおける厚
さ測定 （黄色
のラ イ ン） 
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11. 1/5 > PA 校正 > 完了を選択し、 作成し た曲線を承認し、 ウ ェ ッ ジ遅延を計算し ま

す。

図 17-8  ウ ェ ッ ジ遅延校正の完了

横穴を使用し てウ ェ ッ ジ遅延を校正する場合、 プローブを横穴上で動かし て、 全
フ ォーカルロ ウにおける厚さ を測定し ます。
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全フ ォーカルロ ウのウ ェ ッ ジ遅延指示は、 ゲー ト 設定範囲になければいけませ
ん。 ゲー ト 設定されたエ リ アにウ ェ ッ ジ遅延の指示がないフ ォーカルロ ウがあ る

場合、 そのフ ォーカルロ ウ （単数あ るいは複数） のウ ェ ッ ジ遅延を適切に計算す
る こ と はでき ません。

17.3.3 垂直探傷で感度 （ゲイ ン） を校正

感度 （ゲイ ン） は、 横穴や底面反射などの各反射源を使用し、 校正する こ と ができ
ます。 次の例では、 IIW 校正用試験片の小さ な横穴を、 感度 （ゲイ ン） の計算に使用

し ます。

垂直探傷で感度を校正するには

1. [ 測定範囲 ] を押し た後、 校正に適切な範囲を入力し ます。 
こ こ では、 2 イ ンチ （50 mm） を使用し ます。

2. 1/5 > PA 校正 > 校正モード = PA 校正を選択し ます。 

3. [ 屈折角 ] を押し た後、 選択し たフ ォーカルロ ウ （屈折角） を 0° に調整し ます。

4. 探触子を IIW 校正用試験片の横穴の上に接触させます。

5. [ ゲー ト ] キーを使い、 横穴からの 初の反射エコーのみを覆 う 位置にゲー ト 1
を配置し ます。 

6. エコー振幅がおよ そ 80 % にな る よ う にゲイ ンを調整し ます。
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図 17-9  キャ プチャ されたエ コー

7. 1/5 > PA 校正 > 作成 / 追加を選択し、 校正プロセス を開始し ます。

画面の上部にあ る A- スキ ャ ンは、 すべてのフ ォーカルロ ウに対し、 ゲー ト 設定

された欠陥指示の振幅測定値 （黄色の線） を表示する新しいビ ューに変わ り ます
（286 ページ図 17-7 参照）。 各フ ォーカルロ ウにおける同じ反射源からの同じ厚さ

を示し ている ため、 厚さ測定値のラ イ ンは、 直線であ る こ と が理想です。 こ こ で

は、 校正されていないラ イ ンは、 290 ページ図 17-10 のよ う にな り ます。
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図 17-10  校正ゲイ ン収集画面

8. プローブを横穴の上で前後に動かし ながら、 全フ ォーカルロ ウにて未校正の 大
振幅を測定し ます。

正確曲線を取得する ためには、 プローブをゆっ く り 動かし ます。 プローブに歪み
がないよ う にする ために、 ガイ ド を使い、 反射源の上で繰 り 返し動かし ます。

9. 1/5 > PA 校正 > 削除を選択し、 現在のゲイ ンの曲線を消去し、 新しい曲線を再度

作成し ます。

黄色のゲイ ン曲線が画面からはみ出し て し ま う 場合は、 ゲイ ンを低めに設定し、
再度曲線を作成し ます。
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10. 1/5 > PA 校正 > 完了を選択し、 作成し た曲線を承認し、 感度を計算し ます。

図 17-11  完了し たゲイ ン校正

すべてのフ ォーカルロ ウに対する横穴の欠陥指示は、 ゲー ト 設定されている範囲
になければいけません。 ゲー ト 設定されたエ リ アに横穴の欠陥指示がないフ ォー

カルロ ウがあ る場合、 そのフ ォーカルロ ウ （単数あ るいは複数） の感度 （ゲイ
ン） を適切に計算する こ と はでき ません。
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必要な らば、 感度 （ゲイ ン） 校正を ウ ェ ッ ジ遅延校正の前に実行し ます。 既知の

反射源からの振幅反応を安定させる こ と によ り 、 ウ ェ ッ ジ遅延校正中、 よ り 正確
な厚さ測定を行 う こ と ができ ます。 ただし、 音速校正は、 必ず 初に行います。

17.4 斜角セク ターを使用し た校正

次の手順では、 オ リ ンパス IIW タ イプ I 炭素鋼製校正用試験片、 部品番号 TB7541-1
を使用し ます。

斜角セク ターを使って校正するには

1. 277 ページ 17.1 に説明されている初期セ ッ ト ア ッ プ手順に従って く だ さい。 
2. こ こ では、 1/5 > PA プローブ > ビームを選択し、 ビームセ ッ ト ア ッ プページを開

き ます。

3. ウ ェ ッ ジ ID をハイ ラ イ ト 化し た後、 SA10P-N55S ウ ェ ッ ジを選択し ます。 
4. 角度開始位置が 40° で角度終了位置が 70° か確認し ます。 

17.4.1 斜角セク ターで音速を校正

斜角セク ターを使って音速を校正するには

1. [ 測定範囲 ] を押し た後、 校正に適切な範囲を入力し ます。 
こ こ では、 10 イ ンチ （250 mm） を使用し ます。

2. 1/5 > PA 校正 > 校正 = 音速校正を選択し ます。

3. [ 屈折角 ] を押し た後、 選択し たフ ォーカルロ ウ （屈折角） を 45° に調整し ます。

4. プローブを試験片の 「0」 マーク の位置に接触させます。
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図 17-12  プローブ と IIW 校正用試験片

5. プローブを前後に移動させながら、 こ の振幅が 大にな る よ う 調整し ます （ピー
ク値を上げます）。 エコーが 100 % を超えないよ う に注意し て く だ さい。 必要に

応じ てゲイ ン設定値を下げます。

6. [ ゲー ト ] キーを使い、 初の底面エコーの周囲にゲー ト 1 を配置し ます。

S-スキ ャ ンがク リ アでない場合は、 A- ス キ ャ ンを使って、 ゲー ト 設定されたエ

リ アに 初の底面エコーが入る よ う に、 ゲー ト 開始位置と ゲー ト の幅を設定し ま
す。

7. [ ゲー ト ] キーを使い、 試験片の弧からの 初の反射エコーがゲー ト 閾値を越え

る位置にゲー ト 1 を配置し ます。 
こ の反射エコーは、 およそ 4 イ ンチ （100 mm） の位置に現れます。 

8. エコー振幅がおよ そ 80 % にな る よ う にゲイ ンを調整し ます。

厚さ測定値が、 294 ページ図 17-13 にあ る よ う に大きめの文字で現れます。
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図 17-13  ゲー ト 設定された 2 番目の校正信号

9. 安定し た測定値が確保でき た ら、 1/5 > PA 校正 > 深さ値 1 を選択し ます。

ス ク リ ーンがフ リ ーズ し、 厚さ基準値 （薄い） 入力ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れま
す。

図 17-14  厚さ基準値 （薄い） 入力ダイアログボ ッ ク ス

10. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 4.000 イ ン

チ）。 それから、 続行を選択し、 2 番目の校正ステ ッ プに進みます。
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校正データ を取得せずに、 終了し なければな ら ない場合は、 [ 左 ] あ るいは [ 右 ]
矢印キーを使って、 キ ャ ンセルをハイ ラ イ ト 化し た後、 [ チ ェ ッ ク ] を押し ます。

図 17-15  ゲー ト 設定された 2 番目の校正信号

11. 探触子を校正用試験片の｢ 0 ｣マーク の位置に接触させたま まにし ます。

12. 校正用試験片のアーク からの 2 番目のエコーがゲー ト 設定されている範囲に収ま

る よ う に、 [ ゲー ト ] キーを使いゲー ト 1 を配置し ます。 
こ の反射エコーは、 およそ 9 イ ンチ （225 mm） の位置に現れます （225 mm）。 

13. エコー振幅がおよ そ 80 % にな る よ う にゲイ ンを調整し ます。

厚さ測定値は、 A- スキ ャ ンの上に大きな文字で表示されます。 

14. 値が安定し た ら、 1/5 > PA 校正 > 深さ値 2 を選択し ます。 
画面がフ リ ーズ し、 厚さ基準値 （厚い） 入力ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。
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図 17-16  厚さ基準値 （厚い） 入力ダイアログボ ッ ク ス

15. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 9.000 イ ン

チ）。 それから、 完了を選択し、 校正プロセス を終了し ます。

17.4.2 斜角セク ターでウ ェ ッ ジ遅延を校正

ウ ェ ッ ジ遅延は、 横穴や底面反射のよ う な不連続の反射源を使って校正を行います。 
次の手順では、 IIW 校正用試験片のアーク からの 初の底面エコーを使用し、

ウ ェ ッ ジ遅延を計算し ます。

斜角セク ターを使ってウ ェ ッ ジ遅延を校正するには

1. [ 測定範囲 ] を押し た後、 校正に適切な範囲を入力し ます。 
こ こ では、 6 イ ンチ （150 mm） を使用し ます。

2. 1/5 > PA 校正 > 校正 = 校正ゼロ を選択し ます。

3. 1/5 > PA 校正 > 校正モード = ビーム路程を選択し ます。

ウ ェ ッ ジ遅延校正は、 横穴のよ う な既知の深さのあ る反射源を使って行 う こ と が
でき ます。 このよ う な反射源を使用するには、 1/5 > PA 校正 > 校正モード = 深さ

を選択し、 ウ ェ ッ ジ遅延値 と し て既知の深さ を使って、 次に示す手順に従いま
す。

4. [ 屈折角 ] を押し た後、 選択し たフ ォーカルロ ウ （屈折角） を 45° に調整し ます。

5. 探触子を試験片の｢ 0 ｣マーク の位置に接触させます。
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図 17-17  探触子を IIW 校正用試験片の｢ 0 ｣マークに接触

6. [ ゲー ト ] キーを使い、 試験片の弧からの 初の反射エコーがゲー ト 閾値を越え

る位置に、 ゲー ト 1 を配置し ます。  こ の反射エコーは、 およ そ 4 イ ンチ （100 
mm） の位置に現れます。 （100 mm）。 

7. エコー振幅がおよ そ 80 % にな る よ う にゲイ ンを調整し ます。
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図 17-18  初のエ コー

8. 1/5 > PA 校正 > 開始を選択し、 校正プロセス を開始し ます。 

画面がフ リ ーズ し、 校正ゼロ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが現れます。

図 17-19  校正ゼロダイアログボ ッ クス

9. ゲー ト 内の指示に対応する既知の板厚値を入力し ます （こ こ では、 4.000 イ ン

チ）。 それから、 続行を選択し、 2 番目の校正ステ ッ プに進みます。

画面の左側にあ る A- スキ ャ ンは、 新しいビ ューに変わ り 、 全フ ォーカルロ ウに

わた り ゲー ト 設定された欠陥指示の厚さ測定値 （黄色の線） を表示し ます。 各
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フ ォーカルロ ウにおける同じ反射源からの同じ厚さ を示し ている ため、 厚さ測定
値のラ イ ンは、 直線であ る こ と が理想です。 こ の小さいウ ィ ン ド ウの中央にあ る

点線は、 ユーザー定義によ る既知の厚さ測定値を示し ています。 こ こ では、 校正

されていないラ イ ンは、 299 ページ図 17-20 のよ う にな り ます。

図 17-20  ウ ェ ッ ジ遅延収集画面

10. プローブを前後に動かし ながら、 全フ ォーカルロ ウにて未校正の厚さデータ を取
得し ます。

正確な曲線を作成する ためにプローブをゆっ く り 動かし ます。 プローブの歪みを

避ける ためにガイ ド を使用し ます。 反射源の上で何回か動かし ます。

11. 1/5 > PA 校正 > 削除を選択し、 現在のウ ェ ッ ジ遅延の曲線を消去し、 再度新しい

曲線を作成し ます。
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黄色のウ ェ ッ ジ遅延曲線が画面からはみ出し て し ま う 場合は、 ゲイ ンを低めに設
定し、 再度曲線を作成し ます。

12. 1/5 > PA 校正 > 完了を選択し、 作成し た曲線を承認し、 ウ ェ ッ ジ遅延を計算し ま

す。

図 17-21  完了し たウ ェ ッ ジ遅延校正

横穴を使用し てウ ェ ッ ジ遅延を校正する場合、 プローブを横穴上で動かし て、 全
フ ォーカルロ ウにおける厚さ を測定し ます。
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すべてのフ ォーカルロ ウに対する ウ ェ ッ ジ遅延指示は、 ゲー ト 設定されている範
囲になければいけません。 ゲー ト 設定されたエ リ アにウ ェ ッ ジ遅延の指示がない

フ ォーカルロ ウがあ る場合、 そのフ ォーカルロ ウ （単数あ るいは複数） のウ ェ ッ
ジ遅延を適切に計算する こ と はでき ません。

17.4.3 斜角セク ターで感度 （ゲイ ン） を校正

感度 （ゲイ ン） は、 横穴や底面反射などの各反射源を使用し、 校正する こ と ができ
ます。 次の例では、 IIW 校正用試験片の小さ な横穴を使って、 感度 （ゲイ ン） を校正

し ます。 

斜角セク ターを使って感度を校正するには

1. [ 測定範囲 ] を押し た後、 校正に適切な範囲を入力し ます。 
こ こ では、 2 イ ンチ （50 mm） を使用し ます。

2. 1/5 > PA 校正 > 校正 = ゲイ ン校正を選択し ます。

3. [ 屈折角 ] を押し た後、 選択し たフ ォーカルロ ウ （屈折角） を 45° に調整し ます。

4. 探触子を IIW 校正用試験片の横穴の上に接触させます。

5. [ ゲー ト ] キーを使い、 横穴からの 初の反射エコーのみを覆 う 位置にゲー ト 1
を配置し ます。 

6. エコー振幅がおよ そ 80 % にな る よ う にゲイ ンを調整し ます。
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図 17-22  キャ プチャ されたエ コー

7. 1/5 > PA 校正 > 作成 / 追加を選択し、 校正プロセス を開始し ます。

画面の左側の A- スキ ャ ンは、 すべてのフ ォーカルロ ウに対する、 ゲー ト 設定さ

れた欠陥指示の振幅測定値 （黄色の線） に変わ り ます。 各フ ォーカルロ ウにおけ

る同じ反射源からの同じ ピーク振幅値を示し ている ため、 この振幅測定値のラ イ
ンは、 直線であ る こ と が理想です。 こ こ では、 校正されていないラ イ ンは、 303
ページ図 17-23 のよ う にな り ます。 
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図 17-23  ゲイ ン収集画面

8. プローブを横穴の上で前後に動かし ながら、 全フ ォーカルロ ウで未校正のピーク
振幅を捉えます。

正確な曲線を作成する ためにプローブをゆっ く り 動かし ます。 プローブの歪みを

避ける ためにガイ ド を使用し ます。 反射源の上で何回か動かし ます。

9. 1/5 > PA 校正 > 削除を選択し、 現在のゲイ ンの曲線を消去し、 新しい曲線を再度

作成し ます。

黄色のゲイ ン曲線が画面からはみ出し て し ま う 場合は、 ゲイ ンを低めに調整し、
再度曲線を作成し ます。
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10. 1/5 > PA 校正 > 完了を選択し、 作成し た曲線を承認し、 感度を計算し ます。

図 17-24  完了し たゲイ ン校正

すべてのフ ォーカルロ ウに対する横穴の欠陥指示は、 ゲー ト 設定されている範囲
になければいけません。 ゲー ト 設定されたエ リ アに横穴の欠陥指示がないフ ォー

カルロ ウがあ る場合、 そのフ ォーカルロ ウ （単数あ るいは複数） の感度 （ゲイ
ン） を適切に計算する こ と はでき ません。
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必要な らば、 感度 （ゲイ ン） 校正を ウ ェ ッ ジ遅延校正の前に実行し ます。 既知の

反射源からの振幅反応を安定させる こ と によ り 、 ウ ェ ッ ジ遅延校正中、 よ り 正確
な厚さ測定を行 う こ と ができ ます。 ただし、 音速の校正は、 必ず 初に行いま

す。

17.5 校正中のゲイ ン調整

前項で説明し たウ ェ ッ ジ遅延と感度 （ゲイ ン） 校正の手順では、 通常、 すべての
フ ォーカルロ ウにおける単一反射源の振幅あ るいは厚さ値を取得する こ と が必要で
す。 校正過程で こ のエコーを取得する間、 高い振幅値を見せる他の反射源がゲー ト が

設定されたエ リ アに入って し まわないよ う にし ます。 ウ ェ ッ ジ遅延あ るいは感度 （ゲ

イ ン） 調整中、 ゲー ト 設定されたエ リ ア内に他の反射源からの反応があった場合、
探傷器が追従するデータ を干渉し、 校正エラーを引き起こす可能性があ り ます。
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図 17-25  2 つの干渉エ コーがある幅の広いゲー ト

EPOCH 1000 シ リ ーズは、 校正中、 データ を収集し ながら、 ゲー ト 1 開始位置と （あ

るいは） 幅を調整する こ と ができ ます。 これによ り 、 狭いゲー ト 幅を使って、 1 つの

フ ォーカルロ ウサブセ ッ ト の校正に必要な反射源の振幅 / 厚さ を測定し ます。 それか

ら、 ゲー ト を配置し なおし、 も う 1 つのフ ォーカルロ ウサブセ ッ ト にあ る同じ反射

源から残 り の振幅 / 厚さ を測定し ます。
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図 17-26  1 つのエ コーを捉える狭いゲー ト

校正中に このゲー ト 調整を使用し、 校正用試験片内の他の反射源によ る欠陥指示の
妨害を排除し、 正確で適切な校正データ を取得し ます。

17.6 校正のオン と オフ

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 ウ ェ ッ ジ遅延 と感度 （ゲイ ン） 校正のオン / オフの切替

を行 う こ と ができ ます。 両方の校正が S-スキ ャ ンに表示されている画像に影響し ま

す。 

測定値を校正中、 ウ ェ ッ ジ遅延によ り 、 S-スキ ャ ンの画像がわずかに元の画像表示

からずれて し ま う こ と があ り ます。 全フ ォーカルロ ウにおける特有の遅延を正確に表

示し ている ため問題はあ り ません。 これは、 校正モード あ るいは未校正モード にお
いて同じ S-スキ ャ ンを表示する際に有用です。
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複数の深さ値を用いて校正する場合、 感度 （ゲイ ン） は、 S-ス キ ャ ン画像 （深さ と

フ ォーカルロ ウ） の上に、 2 次元 （2-D） の TVG 曲線を描き ます。 こ のゲ イ ン補正

は、 多 く の欠陥解析やサイ ジングで用いられます。 しかし、 ゲイ ンを調整する と い
う こ と は、 欠陥指示からの本来の反応ではない と い う こ と にな り ます。

校正のオンあるいはオフ を切替えるには

♦ 1/5 > PA 校正 > 有効を選択し ます。

17.7 曲面補正

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 パイプ、 シ リ ンダ、 その他曲面のあ る材料を斜角探触子

を使って検査する際に、 表面距離補正を行 う こ と ができ ます。 こ の機能は、 試験体の

表面が、 探触子のビーム路程の方向にカーブし ている よ う な検査に適用する こ と が
でき ます。 この機能は、 試験体の肉厚と試験体の直径を基に、 水平距離および深さ－

反射源測定を補正し ます。

EPOCH 1000 シ リ ーズでは、 探触子を試験体の外径に配置し た場合や試験体の内径に

配置し た場合の曲面検査の校正を行 う こ と ができ ます。 曲面補正の有効化についての

詳しい内容は、 241 ページ 12 を参照し て く だ さい。
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18. メ ンテナンスおよび ト ラブルシューテ ィ ング

18.1 探傷器のク リーニング

必要な場合は、 探傷器を刺激の少ない石鹸と水で湿らせた布で洗います。

18.2 O-リ ングガスケ ッ ト と シールの検証

EPOCH 1000 シ リ ーズには、 次に挙げる環境から内部のハード ウ ェ アを保護する ため

の保護膜シールがついています。

･ バッ テ リ ー収納部ド アシール

･ コ ンピ ュータ接続収納ド アシール

･ 保護膜付き排気口

･ 探傷器の前面および背面の間にあ る主要な o- リ ングシール と アル ミ ニウ ム製

ヒ ー ト ・ シン クバン ド

･ フ ェ イ ズ ド アレ イ接続ド アシール

･ 従来型探触子ガスケ ッ ト

定期的に清掃し、 ハード ウ ェ アが適切に保護されている こ と を確認する ため、 密閉
シール と ガス ケ ッ ト の状態を確認する よ う にし て く だ さい。 
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18.3 デ ィ スプレ イの保護

EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器には、 探傷器のデ ィ スプレ イ ウ ィ ン ド ウ を保護する ため

の透明なプラ スチ ッ ク製のシー ト がついています。 デ ィ スプレ イ を保護する ためにも

使用中透明のプラ スチ ッ ク シー ト を取 り 外さ ないよ う にし て く だ さい。 透明のプラ ス

チ ッ ク シー ト （10 枚セ ッ ト ） はオ リ ンパスで販売し ています （PN: EP1000-DP）。

探傷器のデ ィ スプレ イ ウ ィ ン ド ウは、 本体ケースの上半分に永久的に接着されて
います。 も し、 デ ィ スプレ イ ウ ィ ン ド ウが損傷し た場合は、 ケースの前面部を本

体 キーパッ ド と と もに取 り 替え られなければな り ません。

18.4 年次校正

EPOCH 1000 シ リ ーズ探傷器を年に 1 度、 オ リ ンパスサービ スセン ターまでご返送 く

ださい。 こ のサービ スには、 校正、 o- リ ングガス ケ ッ ト 、 保護膜などの評価、 また、

必要な場合には環境耐久性を確保する ために交換を行います。 詳しい情報について

は、 オ リ ンパスにご連絡 く だ さい。 

18.5 ト ラ ブルシューテ ィ ング

ト ラブル

 [ オン / オフ ] 電源キーだけが操作可能。 他のキーを押し て も作動し ない。

考え られる原因

すべての前面パネルキーを ロ ッ クするすべて ロ ッ ク機能がオンになっていま
す。 

対処方法

キーのロ ッ ク を解除するには探傷器をオン ・ オフにし ます。
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ト ラブル

い く つかの ソ フ ト ウ ェ ア機能が作動し ない。

原因

すべての前面パネルキーを ロ ッ クする校正ロ ッ ク機能がオンになっています。 

対処方法

キーのロ ッ ク を解除するには探傷器をオン ・ オフにし ます。

ト ラブル

信号の表示がフ リ ーズ し て し ま う 。

原因

3/5 > 測定セ ッ ト ア ッ プ > ト リ ガー = 外部あ るいはシングル。 こ のモード では、

探傷器は、 外部からのコマン ド が有効な場合のみ ト リ ガーを行います。 

対処方法

3/5 > 測定セ ッ ト ア ッ プ > ト リ ガー = 内部を選択し ます。 外部あ るいはシングル

モード を使 う 場合は、 外部のシステムが、 適切な速度で励起を行っているか確
認し ます。 

ト ラブル

（ソ フ ト ウ ェ アの更新の後に） [ オン / オフ ] 電源キーを押し て も探傷器が立ち

上がら ない。 

原因

ソ フ ト ウ ェ ア更新の中断、 不完全、 データの破損。 

対処方法

1. EPOCH 1000 シ リ ーズのバッ テ リ ー と AC 電源を取 り 外し ます。

2. EPOCH 1000 シ リ ーズのバッ テ リ ーを交換し ます。 
3. 再度起動し ます。 

ト ラブル

起動プロセスが進まない。

原因

データの破損。

対処方法

ハード ウ ェ アを リ セ ッ ト し ます。 手順については、 193 ページ 10.7 を参照し て

く だ さい。
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19. 仕様

19.1 一般仕様および環境仕様

図 19-1  EPOCH 1000 シ リーズ寸法
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表 23  一般仕様 

パラ メ ータ 値

外観寸法
（W x H x D）

292 mm x 196 mm x 123 mm （313 ページ図 19-1 参照）

質量 3.67 kg （リ チウムイオンバッ テ リーを含む）

キーパッ ド 日本語、 英語、 国際記号、 中国語

イ ン ターフ ェース言語 日本語、 英語、 スペイ ン語、 フ ラ ンス語、 ド イ ツ語、 イ
タ リ ア語、 中国語、 ロシア語、 ノルウェー語、 スウェー
デン語

探触子の接続 BNC あるいは LEMO 01

データ保存 波形データ と と もにオンボー ド 10,000 ID まで保存可能。

2 GB CompactFlash カー ド （取り外し可）

バッ テ リ - タ イプ リ チウムイオン充電可能バッ テ リー標準搭載 （×1）

バッ テ リー駆動時間 8 時間 （従来型 UT モー ド）

7 時間 （フ ェ イズ ド アレ イモー ド）

電源要件 AC 主要電源 : 100 VAC ～ 120 VAC、 200 VAC ～ 240 VAC、

50 Hz ～ 60 Hz

デ ィ スプレ イ タ イプ フル VGA （640 x 480 ピ クセル）、 半透過型カ ラー LCD、

更新速度 60 Hz

デ ィ スプレ イ寸法
（W x H、 対角）

132.5 mm x 99.4 mm、 165.1 mm

保証 1 年保証

表 24  環境適合評定

パラ メ ータ 値

防水 ・ 防塵性能 IP66 規格に適合

爆発性雰囲気 MIL-STD-810F Procedure 1, NFPA 70E, Section 500, Class 1, Div. 2, 
Group D （PENDING）

耐衝撃性 IEC 60068-2-27, 60 g, 6 µs H.S., multiple axes, 18 total 
（PENDING）

振動耐性 Sine vibration, IEC 60068-2-6, 50 Hz to 150 Hz at 0.03 in. DA or 2 g, 
20 sweep cycles （PENDING）

耐落下テス ト MIL-STD-810F 4.5.5 Procedure IV - Transit Drop 
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19.2 チャ ンネル仕様

操作温度 –10 °C ～ 50 °C

バッ テ リー保管温度 0 °C ～ 50 °C

表 25  EPOCH 1000i フ ェ イズ ド アレ イ仕様

パラ メ ータ 値

フ ォーカルロウ 60

物理的プローブ 16 素子

仮想プローブ 16 素子

ビデオフ ィ ルタ リ ング オフ、 低、 高

表示モー ド A- スキャ ン、 A- スキャ ン /S-スキャ ン、 S-スキャ ン

画像更新速度 A-スキャ ン画面、 60 Hz、 S-スキャ ン画面 20 Hz

表 26  パルサー仕様

パルサー
EPOCH 1000/1000iR/1000i

（従来型 UT モー ド）
EPOCH 1000i
（PA モー ド）

パルサー 調節可能な矩形波 
PRF 5 Hz の増加で 5 Hz ～ 6000 Hz 自動調整、 大負荷 1360 Hz

電圧設定 25 V ご との増加で 50 V ～ 475 V 40 V あるいは 80 V

パルス幅 PerfectSquare 機能によ り、 30 ns
～ 10,000 ns （0.1 MHz） の範囲で

調整可能

PerfectSquare 機能によ り、 40 ns
～ 1000 ns の範囲で調整可能

ダンピング 50 Ω、 100 Ω、 200 Ω および 400 Ω な し

パルサー遅延 な し 0 µs ～ 10 µs、 分解能 2.5 ns

表 24  環境適合評定 （続き）

パラ メ ータ 値
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表 27  レシーバ仕様

パラ メ ータ EPOCH 1000/1000iR/1000i EPOCH 1000i

ゲイ ン 0 dB ～ 110 dB 0 dB ～ 80 dB

大入力信号 20 Vp-p 各チャ ンネル 250 mVp-p

レシーバ入力イ ンピーダ
ンス

400 Ω ±5 % 50 Ω ±10 %

レシーバ帯域幅 0.2 MHz ～ 26.5 MHz@–3 dB 0.5 MHz ～ 12.5 MHz@–3 dB

レシーバ遅延 な し 0 µs ～ 10 µs、 分解能 2.5 ns

デジ タルフ ィ ルタ設定 標準フ ィ ルタ設定 （EN12668-1 テ

ス ト 準拠） : 7 フ ィ ルタ高性能

フ ィ ルタ セ ッ ト （EN12668-1 テス

ト な し） : 30 フ ィ ルタ

 プローブによる自動設定 

波形表示 （検波） 全波、 プラス半波、 マイナス半波、 RF 

リ ジ ェ クシ ョ ン 0 % ～ 80 % （フルスク リーン高さ、 警告表示） 

振幅測定 0 % ～ 110 % FSH、 分解能 0.25 %

表 28  校正仕様

パラ メ ータ EPOCH 1000/1000iR/1000i EPOCH 1000i

校正項目 • 音速、 ゼロオフセ ッ ト

• 垂直ビーム （ 初の底面エ
コーあるいはエコー to エ
コー）

• 屈折ビーム （ビーム路程ある
いは深さ）

• 音速、 ゼロオフセ ッ ト

• 感度 （ビーム路程あるいは深
さ）

テス ト モー ド パルスエコー、 二振動子、 透過 パルスエコー

単位 mm、 in. あるいは µs

測定範囲 1.86 mm ～ 25,400 mm 大 762 mm 、
フ ォーカルロウ ×30

音速 635 m/s ～ 15,240 m/s

ゼロオフセ ッ ト 0 µs ～ 750 µs な し

表示遅延 –59 mm ～ 25,400 mm 0 ～ 大範囲

屈折角 0.1° の増加で 0° ～ 85° 0.5° の増加で、 60 フ ォーカルロ

ウ
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表 29  ゲー ト 仕様

パラ メ ータ EPOCH 1000/1000iR/1000i EPOCH 1000i

測定ゲー ト 二つの独立し たゲー ト （振幅およびタ イムオブ フ ラ イ ト 測定）

イ ン ターフ ェ イスゲー ト オプシ ョ ン、 ゲー ト 1 および 2
ト ラ ッキング

な し

ゲー ト 開始位置 全表示範囲によ り可変 

ゲー ト 幅 ゲー ト 開始位置から表示範囲まで可変 

ゲー ト 高さ 2 % ～ 95 % FSH で可変

アラーム • 正負閾値

• 小深さ

• オプシ ョ ン IF ゲー ト に LOS

• 正極および負極の閾値
（指定フ ォーカルロウ）

• 小深さ
（指定フ ォーカルロウ）

基準カーソル A- スキャ ン用基準カーソル ×2 A-スキャ ン

用基準カーソル ×2 画像用基準

カーソル ×4

表 30  測定仕様

パラ メ ータ EPOCH 1000/1000iR/1000i EPOCH 1000i

測定値 6 ボ ッ クス （手動あるいは自動選択）

ゲー ト 1 厚さ、 ビーム路程、 距離、 深さ、 振幅、 タ イムオブ フ ラ イ ト 、
小 / 大深さ、 小 / 大振幅

ゲー ト 2 ゲー ト 1 と同様

IF ゲー ト （オプシ ョ ン） 板厚

エコー to エ コー 標準搭載 ゲー ト 2-1、 ゲー ト 2-
IF、 ゲー ト 1-IF から選択

な し  

その他測定 DGS/AVG のオーバーシュー ト 値 （dB）、 DGS/AVG の FBH （同等の反

射源サイズ）、 AWS D1.1/D1.5 評定 （D）、 リ ジ ェ クシ ョ ン値

DAC/TVG 標準

DAC ポイ ン ト 大 50 ポイ ン ト 、

ダイナ ミ ッ ク レンジ 110 dB
大 50 ポイ ン ト 、 各角度

ダイナ ミ ッ ク レンジ 40 dB

特殊 DAC モー ド 20 % ～ 80 % DAC、 カス タム DAC
（ 大 6 カーブ）

な し
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19.3 入力 / 出力仕様

318 ページ表 31 では、 入力および出力信号の仕様について説明し ます。

318 ページ表 32 では、 ALARMS 26-ピン D-サブコネ ク タで可能なすべての接続につ

いて説明し ています。 319 ページ表 33 では、 ANALOG OUT 9-ピン D-サブコネ ク タ

で可能なすべての接続について説明し ます。

TVG テーブル 大 50 ポイ ン ト 、 ダイナ ミ ッ

ク レンジ 110 dB、 すべての PRF
設定においてゲー ト IF に対応

大 50 ポイ ン ト 、 各角度ダイ

ナ ミ ッ ク レンジ 40 dB

曲面補正 標準搭載 屈折角測定のための ID/OD 補正

表 31  入力 / 出力仕様

パラ メ ータ 値

USB ポー ト 1 USB ク ラ イアン ト 、 2 USB ホス ト （USB 1.1）

ビデオ出力 VGA 出力標準搭載

RS-232 あ り

アナログ出力 アナログ出力 ×4、 1 V/10 V フルスケール選択可能、 大 4 mA

アラーム出力 アラーム出力 ×6、 5 V TTL、 10 mA

ト リ ガー I/O ト リ ガー入力 : 5 V TTL
ト リ ガー出力 : 5 V TTL、 10 mA

エン コーダ出力 2- 軸エン コーダラ イ ン （矩形）、 従来型 UT のみ

表 32  ALARMS コネク タのピン配列

ピン 信号 詳細

1 +5 V +5 V 電圧

2 +5 V +5 V 電圧

3 GND 接地

4 GND 接地

表 30  測定仕様 （続き）

パラ メ ータ EPOCH 1000/1000iR/1000i EPOCH 1000i
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5 ALARM COMBINED 合成アラーム

6 ALARM GATE1 ゲー ト 1 アラーム

7 ALARM GATE 2 ゲー ト 2 アラーム

8 ALARM GATE 3 IF ゲー ト アラーム

9 SPARE OUT 0 スペア出力 0
10 ALARM CLK アラームク ロ ッ ク

11 EXT TRIG OUT 外部 ト リ ガー出力

12 SPARE OUT 1 スペア出力 1
13 GND 接地

14 GND 接地

15 ENCD INT X X- 軸エン コーダイ ン ク リ メ ン ト

16 ENCD DIR X X- 軸エン コーダ方向

17 ENCD DIR Y Y- 軸エン コーダ方向

18 ENCD INT Y Y- 軸エン コーダイ ン ク リ メ ン ト

19 SPARE IN 0 予備入力 0
20 EXT TRIG IN 外部 ト リ ガー入力

21 SPARE IN 1 予備入力 1
22 SPARE IN 2 予備入力 2
23 NO CONNECT 接続な し

24 NO CONNECT 接続な し

25 GND 接地

26 GND 接地

表 33  ANALOG OUT コネク タのピン配列

ピン 信号 詳細

1 ANALOG OUT 1 アナログ出力 1
2 ANALOG OUT 2 アナログ出力 2
3 GND 接地

4 GND 接地

表 32  ALARMS コネク タのピン配列 （続き）

ピン 信号 詳細
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19.4 プローブ とウ ェ ッ ジ仕様

EPOCH 1000i は、 重要な検査の要求にも対応でき る よ う 新シ リ ーズのフ ェ イ ズ ド ア

レ イプローブに対応し ています （320 ページ表 34 参照）。 これらのプローブには、 標

準溶接部検査用プローブ、 特定規格準拠の特殊プローブ、 および リ ニアスキ ャ ンの
ための標準 64-素子プローブ （他のオ リ ンパス フ ェ イ ズ ド アレ イ製品） が含まれてい

ます。

5 ANALOG OUT 3 アナログ出力 3
6 ANALOG OUT 4 アナログ出力 4
7 GND 接地

8 GND 接地

9 NO CONNECT 接続な し

表 34  EPOCH 1000i 対応 PA プローブa 

a. すべてのプローブに、 2.5 m ケーブル と OmniScan 型のコネ ク タが付いています。  その他の種類については、 オ リ ンパ
ス までお問い合わせ く だ さい。

部品番号 使用 / 準拠規格
周波数
（MHz）

素子数
素子
間の
ﾋﾟｯﾁ

振動子
サイズ
（mm） 

素子の
高さ
（mm）

寸法 （mm）
L x W x H

2.25L8-A10P 汎用 2.25 8 1.2 9.6 X 10 10 22.5 15.6 20.0
5L16-A10P 5.0 16 0.6 9.6 X 10 10 22.5 15.6 20.0
10L16-A10P 10.0 16 0.6 9.6 X 10 10 22.5 15.6 20.0
2.25L16-
AWS1

AWS D1.1/D1.5 2.25 16 0.94 15 X 15 16 37.6 25.4 17.8

2L8-DGS1 ヨ ーロ ッパ、 一
体型ウ ェ ッ ジ / 
DGS-AVG

2.0 8 1 8 X 9 9 27.3 16.8 22.3
4L16-DGS1 4.0 16 0.5 8 X 9 9 27.3 16.8 22.3

5L64-A12 汎用 5.0 64 0.6 9.6 X 10b

b.16- 素子パルス グループ

10 44.6 22.5 20.0

表 33  ANALOG OUT コネク タのピン配列 （続き）

ピン 信号 詳細
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表 35  EPOCH 1000i 対応ウ ェ ッ ジ

部品番号 対応プローブ
公称屈折角度

（鋼）
スイープ

角度
プローブ

配置

寸法
mm 単位
L x W x H

SA10P-0L 2.25L8-A10P
5L16-A10P
10L16-A10P

0° LW –30 ～ 30 標準 25.4 23.1 20.0

SA10P-N55S 2.25L8-A10P
5L16-A10P
10L16-A10P

55° SW 30 ～ 70 標準 23.0 23.2 14.2

SAWS-0L 2.25L16-AWS 0° LW –30 ～ 30 標準 38.0 37.6 40.0
SAWS-N55S 2.25L16-AWS 55° SW 30 ～ 70 標準 45.3 38.0 30.3
SA12-0L 5L64-A12 0° LW –30 ～ 30 標準 61.8 23.0 53.4
SA12-N55S 5L64-A12 55° SW 30 ～ 70 標準 58.0 23.0 23.0
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付録 A: 音速

323 ページ表 36 の表は、 通常使用されている さ まざ まな材料における超音波の音速

を一覧にし ています。 こ の表は、 参考と し て示し ています。 これらの材質における
実際の音速は、 複合材、 結晶構造の特徴、 ポロ シテ ィ （多孔率）、 温度など さ まざま
な要因によ り 、 大き く 変化する場合があ り ます。 でき る限 り 正確なデータ を得る た
めに、 まず、 材質のサンプルをを検査し、 正しい音速を確認し て く だ さい。

表 36  一般材料の種類と超音波音速

材料 V （in./µs） V （m/s）

ア ク リル樹脂 （パースぺクス） 0.107 2730

アル ミ ニウム 0.249 6320

ベ リ リ ウム 0.508 12900

ネーバル黄銅 0.174 4430

銅 0.183 4660

ダイアモン ド 0.709 18000

グ リ セ リ ン 0.076 1920
Inconel 0.229 5820

銃鉄 （低速） 0.138 3500

銃鉄 （高速） 0.220 5600

酸化鉄 （マグネ タ イ ト ） 0.232 5890

鉛 0.085 2160
Lucite 0.106 2680

モ リ ブデン 0.246 6250

潤滑油 （SAE 20/30） 0.069 1740
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純ニ ッ ケル 0.222 5630

ポ リ ア ミ ド （低速） 0.087 2200

ナイ ロン （高速） 0.102 2600

高密度ポ リ エチレン （HDPE） 0.097 2460

低密度ポ リ エチレン （LDPE） 0.082 2080

ポ リ スチレン 0.092 2340

ポ リ塩化ビニール （PVC、 硬質） 0.094 2395

ゴム （ポ リ ブ タ ジエン） 0.063 1610

シ リ コ ン 0.379 9620

シ リ コ ン 0.058 1485

鋼鉄 1020 0.232 5890

鋼鉄 4340 0.230 5850

鋼鉄 302 オーステナイ ト （系） ステンレス鋼 0.223 5660

鋼鉄 347 オーステナイ ト （系） ステンレス鋼 0.226 5740

錫 0.131 3320

チ タ ニウム Ti 150A 0.240 6100

タ ングステン 0.204 5180

水 （20°C） 0.0580 1480

亜鉛 0.164 4170

亜鉛 0.183 4650

表 36  一般材料の種類と超音波音速 （続き）

材料 V （in./µs） V （m/s）
324    付録 A

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月
5. Papadakis, E. P. Panametrics - unpublished notes, 1972.
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付録 B: 用語集

表 37  用語集 

用語 説明

Acoustic Impedance
（音響イ ンピーダンス）

材料内の音速 （C） × 材料の密度 （p） によ り定義される

抵抗値と し ての材質特性。

Acoustic Interface
（音響イ ン ターフ ェ イ
ス）

相違する音響イ ンピーダンスの 2 つの媒体間の境界。

Acoustic Zero
（音響ゼロ）

試験体のエン ト リー表面を示すデータ表示上のポイ ン
ト 。

Amplifier （アンプ） 入力信号以外の電力供給源によ り、 信号の強度を増加す
る電子装置。

Amplitude （振幅） データ表示上にある指示に関し て、 一番低いポイ ン ト か
ら一番高いポイ ン ト までの垂直の高さ。

Angle Beam Transducer
（斜角探触子）

横波や検査部品の表面波を設定するために、 表面に対し
て屈折し た角度で音響エネルギーを転送し た り、 受信し
た りする探触子。

A-scan （A スキャ ン） データ表示のパルス反射波フ ォーマ ッ ト 。 水平方向にパ
ルスの推移時間 （左から右） を示し、 応答するビーム路
程 （W） を表示。 垂直方向には （下から上） プローブを

通し て受け取った音圧エ コー振幅の 大値を表示。

Attenuation （減衰） 2 つのポイ ン ト 間で起きる、 吸収、 反響、 拡散およびそ

の他の減少を原因とする音響伝播エネルギーの喪失。
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Back or Backwall Echo
（底面波あるいは底面
反射波）

探触子が接し た面と反対側の試験体の側面から受けるエ
コー。 このエ コーは、 試験体の厚さ を示す。

Background Noise
（バッ クグラウン ド ノ
イズ）

超音波検査のシステムと試験片から引き起こ される無関
係な ノ イズ。

Beam-index point （BIP）

（ビームイ ンデ ッ ク ス
ポイ ン ト ）

斜角ビームプローブにおいて、 音波がウ ェ ッ ジを離れ、
試験体に入射するポイ ン ト 。

Cal. block velocity
（校正用試験片音速）

校正用試験片の材料音速。

Couplant （接触媒質） 探触子と試験体の間にある空間の空気を取り除 く ために
使用される物質 （通常、 液体かジ ェル） で、 試験体への
音波の進入と通過を容易にする。

Critical Defect
（検出欠陥）

許容できる 大サイズの欠陥も し く は容認できない 小
サイズの欠陥。 検出欠陥は、 通常、 仕様や規格によ っ て

指定されている。

Cross Talk
（ク ロス ト ーク）

音響エネルギーが、 伝送用素子から受信用素子まで、 物
質中の通過すべきパスを通らずに、 伝送し、 二振動子型
探触子に影響を及ぼし て し ま う不要な条件。

Damping [control]
（ダンピング [ 制御 ]）

励起パルスを形成するパルサー回路出力上の可変抵抗。 
通常、 パルスの特性を変更し、 透過 （低ダンピング） や
近距離音波分解能 （高ダンピング） を 適化するのに使
用する）。

Damping Material
（ダンピング材）

ジ ェル、 ゴム状材料あるいは探触子を使用する際に、 圧
電性結晶の共鳴時間を縮小し て し ま う その他材料。

表 37  用語集 （続き）

用語 説明
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Decibel （デシベル） 
（dB）

電力のレベルを比較するための単位。 2 つの電力レベル

P1 と P2 は、 n デシベルによ り変化する。 例えば、 n = 10

の場合、 log10  

この単位は、 通常、 音響強度を示すのに使用される。 そ
の場合は、 P2 は、 待機中の音響強度であ り、 P1 が基準

レベルの強度である とい う こ と である。

Delay Control
（遅延調節）

スイープ （掃引） 発振器の副回路によ り、 ト リ ガーパル
スの発信から、 データ表示上を交差するスイープ開始ま
での時間間隔を多様に調整する こ とが可能。

Detectability
（検出能）

規定のサイズの反射源を検出し た り、 確認する検査シス
テムの機能 （探傷器と探触子）。 「感度」 と も呼ばれる。

Distance amplitude 
correction （DAC）

（距離振幅補正 [DAC]）

試験片に、 探触子からのさ まざまな距離にあるサイズ反
射源を作り、 それによ り欠陥を評定する方法。 既定の距

離範囲で、 サイズ反射源の振幅を示すデータ表示に、
カーブを描 く こ とができる。 このカーブは、 ビーム拡散

と減衰によるエネルギーの喪失を補う こ とができる。

Dual-Element Probe
（二振動子型探触子）

2 つの圧電振動子を含むプローブで、 1 つは伝送用、 も う

1 つは受信用に使用される。

Dynamic Range
（ダイナ ミ ッ ク レンジ）

ブ ラウン管で処理可能な、 反射範囲の 大値と 小値の
比率。 通常はデシベル （db） 単位で表示。

Electronic Zero
（電子ゼロ）

パルサーが送信パルスを探触子に発射する と きのポイ ン
ト および伝送装置から送られる送信パルス信号によ り、
電子ビームがベースラ イ ンを離れる際のブ ラウン管デ ィ
スプレ イ上のポイ ン ト 。

First Critical Angle
（縦波臨界角）

縦波の屈折角が 90 度と な り、 これ以上の角度では縦波が

全反射し て し ま う 小入射角。

Flaw （欠陥） 不快な非連続性を指すが、 必ずし も リ ジ ェ ク シ ョ ン （不
合格） を意味する ものではない。

Frequency （周波数） 物体を振動させ生み出す完全な周波 （振動） の数。

表 37  用語集 （続き）

用語 説明

P2
P1
-----⎝ ⎠
⎛ ⎞
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Gain （ゲイ ン） 電気機器の信号電圧の増加について用いられる。 通常、
電力の入力に対する出力電力の比率と し てデシベルの単
位を使って表現される。

Gate （ゲー ト ） 距離や振幅に応じ て表示される範囲の割当てを電子的に
モニ ターするための電子ベースラ イ ン表示。

Hertz （ヘルツ） （Hz） 1 秒間に起きる周期現象の回数を示す周波数の組立単位。

1 秒につき 1 サイ クル。 
記号では、 Hz。 1 キロヘルツ （kHz） = 1 秒間に 103

1 メ ガヘルツ （MHz） = 1 秒間に 106 サイ クル

Immersion Testing
（水浸試験）

検査メ ソ ッ ド 。 ふぞろいな形を し た試験体に使用。 試験
体を水 （あるいは液体） の中に沈める こ とによ り、 液体
が接触媒質の役目を果たす。 探触子も液体の中に沈める

が、 検査する試験体には直接接触し ない。

Incidence, Angle of
（入射角度）

音響界面にぶつかる音波ビームと界面に対する定位 （つ
ま り垂直） の間にある角度。 通常、 ギリ シャ記号 a （ア

ルフ ァ） で表示。

Indication （指示） 検査中の試験体にある音波反射源の存在を示すため画面
上に表示される信号。

Indication Defect Level （指

示欠陥レベル）

指示 （欠陥） エ コー信号のピーク を画面の基準線に合わ
せるよ う に設定する校正ゲイ ンのデシベル数。

Initial Pulse
（送信パルス） （IP）

パルサーによ り探触子に送られる電気的エネルギーの
波。

Leg （レグ） 斜角検査では、 検査される試験体の横波のパスが反対側
の界面に反射する前に直線で伝播する。

Linearity, Vertical or 
Amplitude （直線性、 垂

直あるいは振幅）

指定反射源よ り生成されるエ コー振幅の幅に比例し、 応
答する機能を備えた超音波検査システムの特徴。

表 37  用語集 （続き）

用語 説明
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Linearity, Horizontal or 
Distance （直線性、 水平

あるいは距離）

エ コー信号の幅に比例し、 応答する機能を備えた超音波
検査システムの特徴。 エ コー信号は、 時間依存性があ
り、 通常、 多様な後方反射を もたらす指定反射源から生
成される。

LOS Loss of signal （信号の喪失） を示す頭文字から成る語

Longitudinal Wave
（縦波）

音波の移動方向に平行し た粒子の移動によ り特徴づけら
れる波動モー ド。

Main Bang
（メ イ ンバン）

送信波パルス電圧を示す専門用語。

Mode Conversion
（モー ド変換）

ゼロ度以外の入射角度で屈折するため、 音波ビームエネ
ルギーの一部を異なるモー ドの音波に変化させる こ と。 
NDT では、 通常、 縦波を横波や界面波に変換する。

Peaking Up
（ピーク ア ッ プ）

音波ビームの主軸を直接反射源に置 く こ とによ り、 デー
タ表示上に示される指示の高さ を 大化する こ と。

Penetration （浸透） 物質的喪失による減衰を解決するための検査システム機
能。 つま り、 試験体の粒界や多孔性など余分な小さ な反
射源に対する音波ビームの機能。

Piezoelectric Elements
（圧電素子）

以下の特徴を備えた材料群 （メ タ ニオブ酸鉛、 石英、 硫
酸リ チウムなど）。
a） 外部から機械的な力が加えられる こ とによ っ て変形

し、 表面に差動電圧を生成する。
b） 外部から電圧が加えられる と自ら物理変化を起こす

（容積など）。

Probe （プローブ） 探触子の別名。

Pulse repetition rate or 
pulse repetition frequency 
（PRF） （パルス繰返し

数あるいはパルス繰返
し周波数）

ク ロ ッ ク回路がその ト リ ガーパルスをスイープ発振器や
送信器に送る周波数で、 通常 1 秒間に起きるパルスで計

算される （pps）。

Range （レンジ、 幅） 横方向のデータ表示で示される距離。

表 37  用語集 （続き）

用語 説明
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Receiver （レシーバ） 送信器からの送信パルス電圧と探触子から （電圧と し
て） 戻ってきたエ コーの両方を受信する探傷器の電気回
路。 着信信号が一定の副回路を通過させる こ とによ り、

信号が、 整流 ・ フ ィ ルタ ・ 増幅が行われ、 結果と し て、
画面と し て波形表示される。

Reference Echo
（基準エ コー）

基準反射源からのエ コー。

Reference Level
（基準レベル）

基準反射信号のピーク をデータ表示の基準線に合わせる
よ う に設定する校正ゲイ ンのデシベル数。

Reference Line
（基準線）

全データ表示画面の高さのパーセンテージを表すあらか
じめ定めらたデータ表示画面上の横線 （仕様による）。
基準エ コーと指示エ コーを比較する。

reference-reflector
（基準反射源）

フ ラ ッ ト ボ ト ムホールのよ う な、 既知の距離にある既知
のサイズ。

Refraction, Angle of
（屈折角度）

入射角度 （ウ ェ ッ ジ内） と同じウ ェ ッ ジ内の音波の反
射。 反射率の角度は、 通常の音波ビーム路程から跳ね

返ってきた音波ビームで測定される。

Registration
（レジス ト レーシ ョ ン）

探傷可能な 小欠陥サイズ。

Reject （control）
（リ ジ ェ ク ト [ 制御 ]）

抑制。 レシーバ内の増幅感度入力を制限する。 「林状エ

コー」 も し く は拡散ノ イズを減少し、 除去する こ とが可
能。 ほとんどのアナログ機器で、 エ コー高さ間の垂直直

線性の関係を無効にする。

Resolution
（分解能）

（機器および探触子） の検査システム機能で、 わずかに
異なる深さにある反射源を識別する。

Scanning Level
（走査レベル）

溶接検査での V 透過の 後で、 可能性の高い重要な反射

源を確認するために追加される基準レベル以上に校正さ
れた感度のデシベル数。

Second Critical Angle （横

波臨界角）

横波の屈折角が 90 度と な り、 これ以上の角度では横波が

全反射し て し ま う 小入射角。

表 37  用語集 （続き）

用語 説明
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Sensitivity （感度） 一定の距離での一定サイズ反射源を検出する （探傷器と
探触子） の検査システム機能。

Signal-to-Noise Ratio
（SN 比）

重要だ と予測される も小さい欠陥指示の振幅とゲイ ン
拡散や探傷器のノ イズなど偶然要因によ り引き起こ され
る振幅比率。

Single element probe （一

振動子型プローブ）

圧電素子のみを含むプローブで、 音波の送信と受信両方
を行います。

Skip-distance
（スキ ッ プ距離）

屈折角検査では、 試験片の音波の V 透過を示す探触子距

離。

Sound Beam
（音波ビーム）

試験体に送られる超音波の特徴的な形。

Sound path distance
（ビーム路程）

探触子ビームの指標ポイ ン ト から試験体に位置する反射
源までの距離。 音波が伝播する実際のパスに沿っ て測定
される。 時折、 屈折角ビーム検査では、 方位距離を参照

する。

Straight beam probe 
（Normal beam probe） （垂

直ビームプローブ [ 標

準ビーム探触子 ]

入力表面に対し直角に音を送信する探触子。

Surface Wave （表面波） 試験体の表面で起きる粒子 （分子） の楕円運動が特徴的
な波動モー ド 。 波面が前方に動 く たびに、 波動が試験体
を突き抜けて波長が深いと こ ろに達する。

Through Transmission （透

過法）

1 つの探触子が励振し た振動を送信し、 それを も う 1 つ

の探触子が受信する検査法。 振動の送信と受信の量の比

率は、 システムの整合性、 試験体の性質を表す。

Time-varied gain （TVG）

（時間可変ゲイ ン）

自動的にゲイ ン調整を行う 回路で、 サイズ反射源までの
距離に関わらず、 一定のサイズ反射源のエ コー振幅が、
連続し たデータ表示の高さ で表示でき るよ う にする。

Transducer （探触子） エネルギーをある形から他の形に変換するデバイス。

表 37  用語集 （続き）

用語 説明
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Transmitter （送信器） 送信パルス電圧を探触子と レシーバ両方に送る探傷器の
回路。

Ultrasonic （超音波） 人間の可聴範囲を超えた周波数あるいはそれに関連する
もの。 例 ： 20,000 サイ クル / 秒以上。

V-Path （V 透過） 音波が試験体の表面から底に送られ、 表面に戻るまでの
反射角距離音波移動。

Vertical B （垂直 B） 実際のエレ メ ン ト の大きい方の長さ （長方形の場合）。 ソ
フ ト ウ ェ アは、 自動的に有効な長さ を計算。

Wavelength （波長） 連続する波面のポイ ン ト 間の距離。 同じ位相にある振動
媒体の 2 つの連続する分子間の距離など。 ギリ シャ文字 λ
（ラムダ）） で表す。

表 37  用語集 （続き）

用語 説明
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付録 C: 部品一覧

.

表 38  EPOCH 1000 シ リーズ超音波探傷器

部品番号 内容

EP1000I-B-UEE-L BNC コネク タ、 HW I/O、 US 電源、 英語版キーパッ ド 、 大型

輸送用ケースオプシ ョ ンおよび EPOCH 1000 本体

表 39  EPOCH 1000 シ リーズに含まれる付属品 （スペアは別売です）

部品番号 内容

EPXT-BAT-L リ チウムイオンバッ テ リ

EP-MCA-X チャージ ャー / アダプ ター （「X」 = 電源ケーブル設定）

910-269-JA EPOCH 1000 シ リーズユーザーズマニュアル （910-269-JA）

EP1000-TC-S 堅牢な輸送用ケース （小型 ・ 携帯型）

EP1000-TC-L 堅牢な輸送ケース （大型、 車輪 ×2、 ハン ドル付）

表 40  探傷器ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ン

部品番号 内容

EP1000-IG EPOCH 1000 イ ン ターフ ェ イスゲー ト ソ フ ト ウ ェ ア
部品一覧    335

  



910-269-JA, Rev. B, 2009 年 6 月 
表 41  GageView PRO イ ン ターフ ェ イスプログラムと アクセサリ

部品番号 内容

GAGEVIEW-PRO-KIT-
USB

GageView PRO イ ン ターフ ェ イスプログラム

GAGEVIEW-PRO GageView PRO イ ン ターフ ェ イスプログラム

（ソ フ ト ウ ェ アのみ）

表 42  ハー ド ウ ェ アア クセサリ （オプシ ョ ン）

部品番号 内容

EP4P-C-USB-6 USB ク ラ イアン ト ケーブル

EPXT-EC 外付単独型チャージャー

EP4-CH チ ェ ス ト ハーネス

表 43  スペア部品 

マニュアル番号 数量 内容

EP1000-DP 10 枚 EPOCH 1000 デ ィ スプレ イウ ィ ン ド ウ用透明プ

ラスチ ッ ク製保護カバー

EPXT-C-VGA-6 1 VGA 出力ケーブル

EP1000-C-RS232-6 1 RS-232 通信ケーブル

EP1000-C-HWIO-6 1 アナログ / ア ラーム出力および RS-232 通信用

ハー ド ウ ェ ア I/O ケーブル
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作成

データ フ ァ イル 177
作成メ ニュー 178
サポー ト 情報 12
サムスク リ ュー、 バッ テ リー収納ド ア 34
A と C の正確性、 参考 234
RF モー ド

波形表示パレ ッ ト 、 参考 252
参考

A と C の正確性 234
D 欠陥指示評定 234

解釈 234
DAC 曲線から 80% FSH 200
DGS/AVG 曲線ゲイ ン調整 227
DGS/AVG サイジング技術の利点 228
PerfectSquare 技術 96
RF 検波パレ ッ ト  252
RF モー ド解除 100
S- S- 曲がり グリ ッ ド、 参考 270
横穴ウ ェ ッ ジ遅延校正 287
横方向ルーラーとウ ェ ッ ジの前面 263
感度 110 dB 90
基準補正の正確性 208
屈折角の使用、 屈折角の使用、 参考 263
警告表示 8
結果の検証 96
校正の順序 292

初の底面反射波 144
試料減衰値および校正用試験片減衰値 224
自動 -XX% 使用方法 91
自動校正機能 135
自動校正と肉厚試験片 147
情報を保存する前にフ ァ イルを開 く  179
深さ表示と ビーム路程ゲー ト  272
350    索引
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底面反射波の検出 153
転送補正調整 227
二振動子型探触子と非直線性厚さ測定 147
標準ウ ェ ッ ジ と材料 245
表示モー ド  257
負値、 カーソル - ゲー ト  125
有効な ID がないとい う エラー メ ッ セージ 

182
イ ン ターフ ェ イスゲー ト による水浸スキャ ン 

215
ウ ェ ッ ジ遅延

既知の反射源による校正 296
曲線の飽和 286,  300

キャ ンセルボ ッ クスで終了 141,  145,  150,  
154,  160,  167,  282,  295

ク イ ッ ク リ コールの CAL フ ァ イルのみ 184
ゲー ト 内の欠陥指示 116
ゲイ ン曲線の飽和 290,  303
ゲイ ン粗調整 91
シングルシ ョ ッ ト 機能 93
スク リーンシ ョ ッ ト 保存 192
すべてのフ ォーカルロウの取得 300
ゼロから始まる ID 番号を設定 187
タ イムオブ フ ラ イ ト モー ド  118
ト ラ ブルシューテ ィ ング 194
バッ テ リー寿命の 適化 94
バッ テ リーと探触子の寿命 251
バッ テ リーの完全充電 / 放電サイ クル 44
バッ テ リーのリサイ クル / リサイ クル 10
ピーク表示 165

と RF モー ド  103
ビーム拡散エコーの排除 ビーム

拡散エコーの無視、 参考 161
ビームパラ メ ータの計算 246
ビデオフ ィ ルタ リ ング 252
フ ィ ルタ設定と EN12668-1 100
フ ェ イズ ド アレ イプローブ自動モー ド切替 

241
フ ェ イズ ド アレ イモー ドの制限 250
フ ローテ ィ ングゲー ト と RF モー ド  240
ベス ト フ ィ ッ ト 機能 262
メ ー ト ル単位 142,  147,  151,  158,  165,  280

メ ニューの追加 53
リ ジ ェ クシ ョ ン機能と RF モー ド  101
[ ゲー ト ] キーと前のグループ メ ニュー 113
現在有効なゲー ト [GATE] キー 112

ヒ ン ト
ピーク表示 158

参考
薄い材料と探触子周波数 139
自動 -XX% 有効化 90
透過送信時間 95
メ ー ト ル単位 139

し
シール、 保護膜 37
時間、 内部ク ロ ッ ク  77
時間可変ゲイ ン （TVG） 197
閾値 120
閾値アラーム

設定 121
システム感度調整 89
[ 下 ] キー 22
自動－ XX%

使用方法、 参考 91
自動 -XX% 90
自動校正

機能、 参考 135
肉厚試験片、 参考 147
肉厚用試験片、 ヒ ン ト  142

自動測定による測定値、 ヒ ン ト  137
自動プローブ ID （PA） 241
斜角セク ター探触子

校正 （PA） 292
斜角探触子

校正 （UT） 154
斜角探触子による感度校正 301
収納

コ ンピ ュータ接続 20
バッ テ リー 20

収納部
USB

ク ラ イアン ト コネク タ  35
ホス ト コネク タ  35

コ ンピ ュータ接続 34
ビデオ出力コネク タ  35,  128
索引    351
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重要
警告表示 8
ゲー ト 範囲内の全フ ォーカルロウ 288
ゲー ト がすべてのフ ォーカルロウを取得 301, 

 304
ゲー ト で全フ ォーカルロウを取得 291
ベス ト フ ィ ッ ト 機能 262
リ ジ ェ クシ ョ ンレベル 264

コネク タ
従来型探触子 4

修理、 禁止 6
終了キャ ンセルボ ッ クス、 参考 141,  145,  150,  

154,  160,  167,  282,  295
出力

アナログ 129
コネク タ  32

手動 TVG セ ッ ト ア ッ プ 215
準拠

C-Tick （オース ト ラ リ ア） 2
EMC 指令 11
FCC (USA) 11
ICES-003 ( カナダ ) 11

使用
AC 電源 42

商標免責条項 ii
使用方法

自動 -XX% 機能 90
情報を保存する前にフ ァ イルを開 く 、 参考 179
仕様銘板

位置 1
ラベル 2

使用目的、 探傷器 5
シ リ アル接続 132
シ リ アル番号形式 3
試料減衰値、 参考 224
シングルシ ョ ッ ト 機能、 参考 93
す
ズーム表示

用途 119
オンにする 119

水浸
イ ン ターフ ェ イスゲー ト によるスキャ ン、 参

考 215

検査 215
水浸用途 235
垂直探傷、 校正 280
垂直探触子の使用、 校正 139
垂直ビームモー ド  138
スキャ ンの色彩表示、 カ ラー 258
スキャ ンのカ ラーパレ ッ ト  258
スク リーンシ ョ ッ ト 保存、 参考 192
ス タ ン ド  36

傾斜 20
底面部 37
背面部 37

ステータ ス メ ニュー 79
スペア部品 336
すべてのフ ォーカルロウの取得、 参考 300
寸法 313
せ
正確な曲線の作成

参考 303
ヒ ン ト  286,  290,  299

製品内容 13
設定

校正前のフ ェ イズ ド アレ イモー ド  278
小深さ アラーム 122

従来型 UT モー ド
校正 136

閾値アラーム 121
ゼロから始まる ID 番号を設定、 参考 187
全フ ァ イル内容のレビ ュー、 アクセス 183
前面パネルユーザーイ ン ターフ ェ イス 21
ユーザーイ ン ターフ ェ イス

前面パネル 21
前面パネルユーザーイ ン ターフ ェ イス 20
専用チャージャー / アダプ タ

警告 41
そ
送信時間、 透過 95
送信 / 受信従来型コネク タ  28
測定

屈折角 157
エコー to エコー 116
ゲー ト ト ラ ッキング 116

測定ゲー ト 1 および 2 109
測定
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仕様 317
測定値 72
粗調整 / 微調整モー ド、 ヒ ン ト  24
ソ フ ト ウ ェ ア

機能 49
仕様 （UT） 195
認可および無認可機能 195
シ リ アル番号 78
バージ ョ ン 78

ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ン
AWS D1.1 229
従来型 UT モー ド  195
有効ゲー ト  235
有効にする 196
フ ローテ ィ ングゲー ト  237

た
タ イムオブ フ ラ イ ト  118
ダイ レ ク ト アクセスキーパッ ド  21,  24
縦モー ド および横モー ド  105
探傷器

互換性 6
使用目的 5
修理および改造 6
寸法 313
目的 5
ク リーニング 309
ス タ ン ド  36
ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ン 335
ハー ド ウ ェ ア リ セ ッ ト  193
モデル 14
リ セ ッ ト タ イプ 192
仕様 314

探傷器のク リーニング 309
探傷器の互換性 6
対象者

本書 対象者 15
探触子の寿命、 参考 251
炭素鋼と標準ウ ェ ッ ジ 245
ダンピング

調整 94
ヒ ン ト  94

ち
遅延材付き探触子の使用、 校正 142
チャ ンネル仕様 （PA モー ド） 315
注意

VGA コネク タ
保護カバー 129

過酷な環境下での使用 33,  36
画面ウ ィ ン ド ウの損傷 310
警告表示 7
互換機器の使用 6
修理し ない 6
アナログ出力コネク タ部 131
コネク タ部

保護カバー 127
デ ィ スプレ イウ ィ ン ド ウの損傷 38
ハー ド ウ ェ ア リ セ ッ ト によるデータ ロガーの

消去 193
バッ テ リー 45
バッ テ リー収納部 47
ビデオフ ィ ルタ リ ング 253

中国 RoHS 10,  2
長期保管

警告 46
調整

DGS/AVG 曲線ゲイ ン 227
PRF 値 93
曲線ゲイ ン 209
検出レベル 229
システム感度 89
ダンピング 94
パラ メ ータ  23
パルサー周波数 96
パルサー電圧 93
パルサー波形 96
フ ィ ルタ  98
フ ィ ルタグループ 97
フ ォーカルロウ選択カーソル 257
テス ト モー ド  95

調整ノ ブ 21,  22
直流記号 2
著作権 ii
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つ
追加

一時的な補正ゲイ ン 207
完成し た DAC 曲線 210

て
データ フ ァ イル

開 く  179
作成 177
校正 186
保存 182
イ ン ク リ メ ン タル 186
タ イプ 185
リ コール 183
レビ ュー 183

データ フ ァ イルの保存 182
データ ロガー

管理 175
保存機能 176
メ ニュー 177

デ ィ スプレ イ
保護 38,  310
ウ ィ ン ド ウの損傷、 注意 38

底面反射波検出、 参考 153
底面反射波の検出、 参考 153
テキス ト 情報、 入力 178
テ クニカルサポー ト  12
デジ タル測定

表示 116
デジ タル測定表示 116
デジ タルフ ィ ルタ  254
デジ タルレシーバフ ィ ルタ  97
テス ト モー ド、 調整 95
電圧、 パルサー 251
電源イ ンジケータ  27,  40

ステータ ス 40
電源キー 21,  40
転送補正

DGS/AVG 曲線、 追加 227
完成し た DAC 曲線、 追加 210
調整、 参考 227

と
ド ア

バッ テ リー収納 20,  34

ド ア、 コ ンピ ュータ接続収納 20
ト ラ ブルシューテ ィ ング 310

参考 194
ト リ ガー入力および出力 131
な
内容、 製品 13
に
二振動子型探触子、 校正 148
入力 / 出力

コネク タ  32
機能 127
仕様 318

入力
テキス ト 情報 178

の
ノ ブ 21,  22
は
ハー ド ウ ェ ア

外観 19
DAS バージ ョ ン 78
機能 19,  36
オプシ ョ ンアクセサリ  336

ハー ド ウ ェ ア リ セ ッ ト がデータ ロガーを消去、
注意 193

排気口、 保護膜 20
カーソル

配置 124
調整

波形調整 （検波） 100
波形調整 （検波）

調整 100
 100,  251
はじめに 13
バッ テ リー

完全充電 / 放電サイ クル 44
駆動時間 43
交換 46
使用 42
使用手順 45
寿命、 参考 251
収納部内の CompactFlash 34
収納部サムスク リ ュー 34
収納部の USB ホス ト ポー ト  34
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収納部の位置 34
収納されている接続 33
収納ド ア 34
充電ステータ ス 40
直接充電する 45
排気口 20
バッ テ リー寿命、 参考 94
バッ テ リー ド ア 20
リサイ クル 10

バッ テ リー収納部
注意 47

バッ テ リーの交換 46
バッ テ リーのリサイ クル 47
バッ テ リーを直接充電する 45
パラ メ ータ

調整 23
[Pn] キー 21

パルサー
仕様 315
手動調整 249
周波数の調整 96
調整 92
波形の調整 （検波） 96
パルサー電圧、 調整 93
周波数の選択 250

パルス繰返し周波数 （PRF） オプシ ョ ン 92
パルス電圧 251
パレ ッ ト

RF 波形調整 （検波）、 参考 252
スキャ ン、 カ ラー 258

範囲
フ ォーカルロウ 245

ハン ドル、 取り外し可能 20,  36
汎用キー 22
ひ
ピーク表示

機能 102,  264
参考 165
有効にする 103
およびビーム入射点、 ヒ ン ト  156
ヒ ン ト  158,  163

ピークホールド  264

機能 104
オンにする 104

ビーム
パラ メ ータの計算、 参考 246
メ ニュー 242

ビーム入射点 （BIP）
配置 155
ピーク表示、 ヒ ン ト  156

ビーム入射点の配置 （BIP） 155
ビーム路程

グ リ ッ ド モー ド  107
距離、 校正 158

[ 左 ] キー 22
日付、 内部ク ロ ッ ク  77
ビデオ出力コネク タ  35,  128
ビデオフ ィ ルタ リ ング

参考 252
注意 253

表記規則 15
表示

ビ ューモー ド  255
フ ラグと マーカー 58
フ リーズ 264
フ リーズ機能 104
モー ド、 参考 257
モー ド横と縦 105

表示設定メ ニュー 71
標準ウ ェ ッ ジ と材料、 参考 245
標準グ リ ッ ド モー ド  107
標準フ ィ ルタ設定 98
評定、 環境 38
開 く

データ フ ァ イル 179
開 く セ ッ ト ア ッ プページ 180
ヒ ン ト

拡張レンジ 137
警告表示 8
校正の順序 305

初の信号飽和 152
自動校正と肉厚試験片 142
自動測定による測定値 137
正確な曲線の作成 286,  290,  299,  303
全範囲を校正 278
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粗調整 / 微調整モー ド  24
エコーを表示するためにレンジ増加する 203
ゲー ト 内の 初の底面エコー 293
ダンピング 94
ピーク表示 163

およびビーム入射点 156
ふ
フ ァ イルタ イプ

INC 188
フ ァ ン クシ ョ ン [Fn] キー 21,  23
フ ィ ルタ

設定と EN12668-1 100
調整 98
標準設定 98
ア ドバンス ド設定 98
カス タム設定 100
グループ、 調整 97
デジ タル 254
デジ タルレシーバ 97

フ ェ イズ ド アレ イ
校正の前のモー ド、 設定 278
接続部カバー 20,  30
探触子

接続 30
探触子コネク タ  29,  30
プローブ自動モー ド切替、 参考 241
モー ド グループ 61,  64
モー ドの制限、 参考 250

フ ェ イズ ド アレ イ探触子の接続 30
フ ォーカルロウ

選択カーソル、 調整 257
範囲と分解能 245

深さ表示と ビーム路程ゲー ト 、 参考 272
負値、 カーソル - ゲー ト 、 参考 125
部品 335
フ ラグ 58
フ ラ ン ク測定モー ド  60
フ ラ ン クモー ド  114
フ リーズ

解除 105
表示 264

フ リーズし た表示の ト ラ ブルシューテ ィ ング 
311

フ リーズの解除 105
フ ローテ ィ ングゲー ト  238,  239

RF モー ド、 参考 240
アラーム 240
オプシ ョ ン有効化 237
ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ン 237
認可オプシ ョ ン 196

プローブ
自動 ID 249
対応 （PA モー ド） 320

プローブ メ ニュー 246
分解能、 フ ォーカルロウ 245
文書

改訂履歴 17
著作権 ii
マニュアル番号 ii
初版 ii
発行日 ii

へ
ベス ト フ ィ ッ ト 機能

参考 262
重要 262

ベス ト フ ィ ッ ト モー ド  260
ほ
保管

バッ テ リー 45
保護

デ ィ スプレ イ  38
保護カバー

注意 129
コネク タ部 127

保護膜
シール 37

保護膜付き排気口
排気口 20
バッ テ リー収納排気口 34

保証 11
補正ゲイ ン 91,  206

加算 91,  233
本書

本書について 15
ま
マーカー 58
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マーク
WEEE 2
RoHS 2,  10

マウス、 USB 27
み
[ 右 ] キー 22
め
メ ー ト ル単位、 参考 139,  142,  147,  151,  158,  

165,  280
も
モー ド

表示ビ ュー 255
モデル、 探傷器 14
ゆ
ユーザーイ ン ターフ ェ イス

前面パネル 20
ユーザーズマニュアル 5
有効化、 参考 90
有効にする

AWS ソ フ ト ウ ェ ア機能 231
画像サイジングカーソル 274
基準カーソル 124
機能 198
曲面補正 168
カス タム設定曲線 211
ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ン 196
ピーク表示 103
ピークホールド  104

よ
用語集 327

横穴ウ ェ ッ ジ遅延校正、 参考 287
横方向ルーラーとウェ ッ ジ前面、 参考 263
ら
ラベル、 仕様銘板 2
り
リ コール、 リ コールセ ッ ト ア ッ プによる フ ァ イ

ル 184
リ ジ ェ クシ ョ ン

機能 263
機能と RF モー ド、 参考 101
レベル、 重要 264

リ ジ ェ クシ ョ ン機能 101
リ セ ッ ト

探傷器 193
タ イプ 192

る
ルーラー 262

画像 263
A- スキャ ン 263

れ
レグ表示 267
レググ リ ッ ド モー ド  107
レシーバ

仕様 316
調整 96,  251

レポー ト
印刷 188
設定 189

レンジ
拡張、 参考 137
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マニュアルへのご意見

オ リ ンパスは、 常に弊社文書の改善に努めています。 このアンケー ト 用紙にお答えい

ただき、 当社までご返信 く だ さい。

Olympus 
Attention: NDT Marketing Dept., Technical Publications
FAX: 781-419-3980
info@OlympusNDT.com

次の質問は、 工学情報交換協会によ る Technical Writing, Seventh Edition から抜粋し

た改訂チェ ッ ク リ ス ト です。

文書タ イ ト ル : EPOCH 1000 シ リ ーズユーザーズマニ ュ アル

文書番号 : 910-269-JA、 初版 A、  2009 年 6 月

文書の使いやすさについての評価

次のセ ク シ ョ ンでは、 次に挙げる評価システムに基づき、 本書の使いやすさについ
てお答え く だ さい。 

1 - 全 く 該当し ない    2 - ほぼ該当する       3 - まあまあ    4 - 大体該当する    
5 - 該当する

対象者

本書の目的は明確に述べられていますか。 1 2 3 4 5

目的に沿った内容ですか。 1 2 3 4 5

対象者は明確に示されていますか。 1 2 3 4 5
マニュアルへのご意見    359
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対象者の必要性に適応し ていますか。 1 2 3 4 5

構成

操作説明は一貫性のあるステ ッ プで行われていま し たか。 1 2 3 4 5

適切で論理的な構成ですか。 1 2 3 4 5

見出しは有用ですか。 1 2 3 4 5

目次は完結で有用ですか。 1 2 3 4 5

内容

操作手順についてわかりやすい説明で し たか。 1 2 3 4 5

参考、 注意、 警告などの情報は、 適切な場所に あ り ま し た
か。

1 2 3 4 5

すべて正確ですか。 1 2 3 4 5

主要なポイ ン ト は適切に強調されていますか。 1 2 3 4 5

有用な例が取り上げられていますか。 1 2 3 4 5

文章および編集

対象者にと っ て適切な読解レベルですか。 1 2 3 4 5

目的および対象者に対し て適切な文体やス タ イルですか。 1 2 3 4 5

専門用語には一貫性があ り ますか。 1 2 3 4 5

文法、 構文、 スペル、 句読点は正確ですか ? 1 2 3 4 5

図表

図表は、 本書を使用する際に有用で し たか。 1 2 3 4 5

図表は、 本文に効果的に取り込まれていますか。 1 2 3 4 5

図表のタ イ ト ルは明確に示されていますか。 1 2 3 4 5

レ イアウ ト とデザイ ン

対象者と目的に沿った効果的なレ イアウ ト ですか。 1 2 3 4 5

デザイ ン全体に一貫性があ り、 統一されていますか。 1 2 3 4 5

文書全体 1 2 3 4 5
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コ メ ン ト

本書では説明されておらず、 次の改訂版で取 り 上げて欲しい内容があ り ま し た ら、
お答え く だ さい。

本書中にあった誤り

ご連絡先

ページ番
号

誤りの内容

氏名 :

会社名 :

ご住所 :

電話番号 :

Fax 番号 :

E- メ ールア ド レス :
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